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東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
関
学
記
念
式
典
に
際
し
、
加
速
で
は
あ
る
が
、

「東
京

立
正
女
子
短
期
大
学
関
学
記
念
論
叢
」
を
出
す
こ
と
と
な

っ
た
。
研
究
紀
要
と
し
な

い
で
た
だ
論
叢
と
し
た
の
は
、
関
学
後
な
お
日
が
浅
く
、
教
員
諸
氏
の
研
究
業
績
は

未
だ
実
ら
ず
、
さ
れ
ば
と
言

っ
て
旧
稿
を
再
録
す
る
こ
と
は
編
者
に
も
筆
者
に
も
良

心
が
ゆ
る
さ
ず
、
従
っ
て
こ
こ
に
集
録
さ
れ
た
も
の
は
、
本
短
期
大
学
の
建
学
の
精

神
に
ふ
れ
る
創
立
趣
意
書
を
巻
頭
に
、
一
般
教
育
な
い
し
教
職
課
程
に
関
す
る
論
議

が
多
く
な
り
、
専
門
学
科
に
関
す
る
学
術
研
究
論
文
が
比
較
的
に
少
く
な
ら
ざ
る
を

得
な
く
な

っ
た
が
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
論
叢
」
の
弁
で
あ
る
。

大
学
の
第
一
の
使
命
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
研
究
に
あ
る
。
短
期
大
学
は
、
大
学

の
二
分
の
一
の
存
在
で
あ
っ
て
、
そ
の
使
命
が
二
分
の
一
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

と
こ
に
は
厳
と
し
た
独
自
の
使
命
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
研
究
の
資
任
が
存
在
し

て
い
る
。
特
に
、
教
授
、
助
教
授
、
専
任
講
師
た
る
も
の
は
常
に
何
等
か
の
研
究
業

績
を
積
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
所
属
す
る
学
問
共
同
体
に
対
す
る
教
育
職
の
義

務
で
あ
り
、
ま
た
そ
う
い
う
社
会
的
地
位
を
与
え
ら
れ
た
も
の
が
社
会
の
所
過
に
こ

た
え
る
道
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
大
学
経
営
の
側
に
立
つ
者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら

の
業
泌
を
、
定
期
的
しに
、
あ
る
い
は
事
あ
る
毎
に
、
そ
の
時
そ
の
時
に
お
い
て
世
に

発
表
す
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
大
学
行
政
の
中
心
的
な
仕
事
と
な

っ
て
こ
な
け
れ

一

ば
な
ら
な
い
。
か
く
考
え
た
こ
と
に
よ
り
、
拙
速
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
一
部
の
専

一

任
教
員
に
よ

っ
て
現
在
ま
と
め
ら
れ
た
稀
だ
け
を
集
め
、
こ
れ
に
女
子
教
育
に
関
す

一

る
諸
論
殺
を
加
え
一
冊
と
し
、
こ
れ
を
と
り
あ
え
ず
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
。
か
く

一

の
如
き
次
第
を
述
べ
て
、
あ
え
て
犯
か
し
た
「
拙
速
」
の
弁
と
す
る
。

一

さ
て
、
論
叢
と
拙
速
の
弁
に
つ
づ
き
、
な
お
ニ
つ
の
点
を
お
願
い
r
申
し
上
げ
た
い
。

一

そ
の
一

つ
は
、
こ
の
論
叢
は
、
こ
の
女
子
短
期
大
学
の
建
学
の
理
念
を
明
ら
か
に
す

一

る
と
と
も
に
そ
の
展
開
を
は
か
る
実
践
の
道
の
探
求
を
意
図
し
て
い
る
も
の
と
し
て

一

ご
覧
い
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
二
つ
は
、
現
代
女
子
教
育

一

の
新
し
い
1

道
の
樹
立
に
つ
い
て
努
力
し
つ
つ
あ
る
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
、
大
方
の
ご

一

支
援
を
得
た
い
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
顕
で
あ
る
。

こ
の
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
記
念
論
叢
発
行
の
趣
旨
を
一
言
で
ま
と
め
れ
ば、

一

そ
れ
は
、
誕
生
後
間
も
な
い一

女
子
短
期
大
学
が
、
あ
た
か
も
入
社
直
後
の
一
社
員

一

の
よ
う
に
、
極
め
て
鐙
え
目
に
、
多
少
恥
じ
ら
い
な
が
ら
、
し
か
し
覚
悟
と
希
望
に

一

も
え
て
、
世
間
に
向
っ
て
行
う
自
己
紹
介
の
姿
勢
で
あ
り
、
か

っ
、
こ
と
ば
で
も
あ

る
。
こ
の
論
撲
に
各
位
の
ご
消
鑑
が
加
え
ら
れ
れ
ば
ま
こ
と
に
幸
で
あ
る
。
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東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
創
立
趣
意
書

東
京
立
正
高
等
学
校
同
中
学
校
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
立
正
高
等
女
学
校
創
立
以

来
こ
こ
に
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
時
に
あ
た

p
、
か

つ
て
の
開
校
式
式
辞

に
お
い
て
創
立
者
岡
田
日
帰
上
人
に
よ

っ
て
述
べ
ら
れ
た
大
学
設
置
の
抱
負
は
、
よ

う
や
く
そ
の
実
現
の
機
を
迎
え
、
学
校
法
人
堀
之
内
学
闘
理
事
会
は
、
昭
和
三
十
九

年
秋
、
満
場
一
致
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
の
創
立
を
決

議
し
、
こ
れ
を
も

っ
て
学
園
創
立
四
十
周
年
記
年
事
業
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

お
も
ん
み
る
に
、
学
校
法
人
痢
之
内
学
闘
の
母
体
で
あ
る
掘
之
内
妙
法
寺
は
、
速

く
徳
川
末
期
よ
り
、
寺
内
に
お
い
て
僧
風
教
育
を
輿
し
、
宗
門
人
材
を
養
成
し
て
き

た
の
で
あ
り
ま
す
が
第
二
十
九
世
武
見
日
忽
上
人
に
及
ん
で
堀
之
内
栴
僚
林
を
創
設
、

代
々
の
住
職
自
ら
林
長
を
勤
め
、
教
頭
と
多
数
の
講
師
を
任
用
し
、
明
巾
に
全
国
よ
り

集
ま

っ
た
宗
門
徒
弟
を
収
容
し
て
そ
の
教
育
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
他
面
に
お
い
て
、

一
般
育
英
の
事
業
に
も
若
手
、
明
治
三
十
七
年
小
石
川
の
地
に
新
谷
学
闘
を
建
て
、

東
大
、
早
大
、
東
洋
大
の
文
学
部
に
通
う
宗
門
子
弟
を
収
容
し
て
参
り
ま
し
た
。
こ

一

れ
等
の
学
生
の
中
か
ら
は
元
総
理
大
臣
石
橋
桜
山
、
元
立
正
大
学
学
長
守
犀
列
教
、

，

立
正
学
園
女
学
校
(
現
立
正
学
国
女
子
短
期
大
学
の
前
身
〉
創
立
者
潟
悶
行
啓
等
を

一

は
じ
め
多
く
の
有
為
の
材
が
輩
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
続
い
て
第
三
十
位
、
後
の

学
校
法
人

学

園

之

堀

内

身
延
山
第
八
十
二
世
法
主
岡
田
日
帰
上
人
に
至
り
現
在
の
地
に
立
正
高
等
女
学
校
を

創
立
、
初
代
校
長
に
日
本
女
子
大
学
、
東
洋
大
学
、
立
正
大
学
等
に
教
授
で
あ

っ
た

高
島
平
三
郎
を
招
勝
、
更
に
統
一
ヤ
て
第
三
十
一
世
堀
日
正
上
人
の
代
に
お
い
て
妙
法

寺
東
側
よ
り
北
側
の
地
に
堀
之
内
中
学
校
ハ
旧
制
)
の
開
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
然

る
と
こ
ろ
、
立
正
高
等
女
学
校
は
は
げ
し
く
戦
災
を
家
り
、
ま
た
堀
之
内
中
学
校
は

戦
後
の
激
動
期
と
学
制
改
革
の
影
響
を
受
け
て
存
立
困
難
に
陥
り
、
遂
に
立
正
高
等

女
学
校
に
合
併
せ
ら
れ
、
爾
来
学
凶
幽
名
を
学
校
法
人
城
之
内
学
園
と
し
、
学
園
は
新

制
高
等
学
校
と
中
学
校
を
経
営
し
、
校
名
を
東
京
立
正
と
改
め
ま
し
た
。
ま
た
続
い

て
妙
法
寺
第
三
十
二
世
学
校
法
人
城
之
内
学
圏
第
二
代
理
事
長
大
縁
日
大
上
人
の
代

に
至

っ
て
、
本
学
園
創
立
と
戦
後
再
建
の
功
労
者
、
第
三
代
校
長
、
大
僧
正
馬
田
郡

貞
を
中
心
と
し
て
戦
災
の
復
興
と
新
ら
た
な
る
発
展
を
完
遂
し
、
今
日
の
盛
大
を
見

る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。

歴
代
の
住
職
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
堀
之
内
妙
法
寺
の
こ
の
育
英

・
教

一

育
の
事
業
は
、
過
去
に
幾
多
の
曲
折
を
経
て
は
来
ま
し
た
が
、
新
法
人
設
立
以
来
、

一

人
と
処
と
時
の
利
を
斜
、

今
日
の
来
京
立
正
高
等
学
校
問
中
学
校
と
し
て
完
全
に
結

一

実
す
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
本
短
期
大
学
出
版
当
時
の
現
況
に
つ
い
て
述

一
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べ
ま
す
と
、
創
立
者
の
長
弟
大
塚
日
大
上
人
を
理
事
長
に
、
創
立
者
の
有
髪
の
弟
子
米
英
文
学
と
語
学
の
単
科
短
期
大
学
と
い
う
計
画
で
は
、
い
さ
さ
か
名
実
と
も
な
わ

一

で
あ
っ
た
岩
本
経
丸
を
校
長
と
し
、
高
校
生
急
増
の
ピ

l
ク
時
に
お
い
て
は
教
職
員
な
い
務
を
ま
ね
か
れ
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
そ
の
計
画
は
ど
こ
ま
で
も
第

一

百
二
十
三
人
、
中
高
生
徒
三
千
百
名
を
擁
し
、
校
地
二
七
六
七
八
平
方
米
、
普
通
教
一
次
計
画
で
あ
っ
て
、
近
く
教
授
団
の
養
成
と
校
地
の
大
規
模
拡
張
を
実
現
し
得
た

一

室
五
十
六
、
特
別
教
室
十
四
、
管
理
系
統
各
室
二
十
二
、
視
聴
覚
設
備
完
成
の
大
講
暁
に
は
、
第
二
次
計
画
と
し
て
総
合
大
学
建
設
を
実
現
し
た
い
r
と
念
願
し
て

い
ま
す
二

堂
、
水
泳
プ
ー
ル
と
食
堂
を
併
せ
持
つ
総
合
体
育
館
、
図
書
館
、
生
徒
会
各
室
等
を
そ
の
具
体
策
と
し
て
は
、
只
今
計
画
中
の
教
職
コ

l
ス
か
ら
は
総
合
的
文
学
科
な
い

一

含
め
、
こ
の
建
坪
総
数
延
一
五

O
O
O余
平
方
米
に
及
び
、
そ
の
約
九
四
%
は
鉄
mFH

し
部
を
、
秘
舎
コ

l
ス
か
ら
は
女
子
商
経
学
科
な
い
し
部
を
、
教
義
コ

ー
ス
か
ら
は

一

な
い
し
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
と
な
り
、
実
験
実
習
の
諸
設
備
と
教
材
教
具
図
舎
等
女
子
経
営
管
理
学
科
な
い
し
部
(
広
く
人
間
関
係
の
場
に
お
け
る
)
を
発
展
的
に
関

干

の
内
容
整
備
も
一
応
の
充
足
を
見
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
は
昭
和
四
十
年
春
を
も

っ

設
し
、
更
に
将
来
は
総
合
女
子
大
学
の
建
設
に
進
み
た
い
と
い
う
念
願
を
持
つ
も
の

一

て
一
万
二
千
名
に
達
し
、
こ
こ
に
城
西
地
区
に
お
け
る
女
子
教
育
の
一
勢
力
と
し
て
で
あ
り
ま
す
。

一

の
地
歩
を
き
ず
き
上
げ
た
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
こ
の
時
に
あ
た

D
、
教
育
事
業
に
つ
将
来
計
蘭
の
商
経
学
科
及
び
経
営
管
理
学
科
に
そ
れ
ぞ
れ
「
女
子
」
の
二
字
を
冠

一

い
て
の
伝
統
精
神
と
、
現
在
の
法
人
、
教
職
員
団
、
父
兄
団
、
生
徒
会
、
同
窓
会
の
す
る
理
由
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
き
た
ヤ
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
今
日
の
文

一

平
生
の
理
想
と
悲
願
を
こ
め
て
、
大
学
設
立
の
第
一
期
授
業
と
し
て
米
英
文
学
語
学
明
は
な
ん
と
い

っ
て
も
男
子
中
心
の
文
明
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
ず
、
従

っ
て
、
全
人

一

を
専
修
す
る
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
創
立
を
実
現
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

類
的
な
い
し
全
人
間
的
文
明
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。
今
日
の
文
明
人
は
、
生
命
と
生
命

、

さ
て
、
今
日
の
日
本
に
存
在
す
る
米
英
文
学

・
語
学
に
関
す
る
女
子
の
大
学
の
多
価
値
の
生
産
に
人
類
の
第

一
義
的
意
義
を
認
め
よ
う
と
す
る
着
想
を
忘
れ
、
反

っ
て
、

く
は
、
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
立
脚
し
て
い
ま
す
が
、
新
し
く
計
画
さ
れ
た
そ
の
手
段
に
す
ぎ
な
い
物
資
な
い
し
財
貨
に
目
的
価
値
を
お
き
、
従
っ
て
、
こ
れ
等

こ
の
女
子
短
期
大
学
の
精
神
は
、
大
乗
仏
教
材
料
と
よ
き
日
本
の
伝
統
の
上
に
立

つ

の
大
量
製
造
と
ハ
生
産
と
い
-三
百
薬
を
こ
こ
に
使
い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
)
、
大
量
消

て
、
新
し
い
{
世
界
宗
教
の
実
現
を
は
か
ろ
う
と
す
る
悲
願
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
日
費
に
文
明
発
達
の
尺
度
が
あ
る
か
の
如
く
錯
覚
し
、
し
か
も
、
か
く
の
如
き
経
済
活

本
婦
人
と
し
て

の
自
主
性
あ
る
信
仰
と
教
養
と
思
想
の
三
つ
の
基
礎
を
緬
養
し
、
ま
動
を
専
ら
感
性
的
享
楽
な
い
し
低
俗
安
易
な
楽
天
的
人
生
観
の
用
に
供
し
よ
う
と
し

た
、
国
際
訟
と
し
て
の
米
英
語
の
読
み
、
書
き
、
聞
き
、
話
す
凶
技
能
を
修
得
し
、
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
こ
と
に
由
由
し
い
現
代
文
明
人
の
錯
誤
で
あ
る
と
申
さ
ね
ば

そ
れ
に
も
と
ず
い
て
、
現
代
日
本
各
岡
山
の
エ
リ
ー
ト
に
と

っ
て
の
よ
き
助
手
と
な
り
、

な
り
ま
せ
ん
。

な
い
ト
し
は
、
自
ら
エ
リ
ー
ト
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
備
え
た
日
本
的
女
性
を
世
こ
れ
を
人
間
本
来
の
姿
に
立
ち
直
ら
せ
る
に
は
、
一
般
の
低
俗
化
と
商
品
化
を
是

に
送
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
か
く
述
べ
て
き
ま
す
と
、
定
員
百
名
、

正

す

る
一
方
に
お
い
て
、
生
命
の
翌
日
の
活
動
力
な
い
し
労
働
力
の
再
生
産
を
は
か
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り
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
の
、
ま
た
、
生
命
価
値
を
深
め
る
た
め
の
唯

一
の
場
で
あ
る
と

こ
ろ
の
家
庭
の
意
義
を
再
認
識
し
、
こ

の
上
に
「
新
し
い
女
子
文
明
」
を
建
設
す
る

以
外
に
は
な
い
と
信
じ
ま
す
。
製
造

・
分
配

・
消
費
と
い
う
経
済
の
三
活
動
の
目
的

は
、
人
間
存
在
の
第

一
義
を
な
す
生
命
及
び
生
命
価
値
の
生
産
そ
の
も
の
に
直
結
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
第
一
義
生
活
に
直
接
触
れ
る
も

の
が
主
婦
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
対
す
る

一
般
の
自
党
と
信
念
の
確
立
お
よ
び

教
養
と
識
量
の
増
進
が
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
よ

う
な
も
の
の
確
立
と
増
進
を
は
か
る
た
め
に
は
、
女
子
教
育
の
新
理
念
が
生
ま
れ
、

こ
れ
に
基
づ
く
新
教
育
が
当
然
興
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
い
う

「女
子
」
と

は
、
単
な
る
女
性
の
意
味
で
は
な
く
、
女
性
が
直
接
に
当
面
し
て
い
る
人
類
の
第
一

義
的
生
活
の
再
発
見
と
そ
の
発
展
を
意
味
し
ま
す
。
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
の
創

立
と
今
後
の
教
育
活
動
は
私
た
ち
の
こ
の
胸
の
う
ち
に
動
く
新
理
念
実
現
の
た
め
の

実
践
に
外
な
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
の
排
出
示
す
る
日
蓮
上
人
が
、
妙
法
の
正
し
い
1

理
法
を
立
て
て
、
そ
の
下

に
お
い
て
蓮
華
の
如
き
実
践
世
界
を
建
設
せ
よ
と
説
か
れ
、
ま
た
、
一
天
四
海
を
あ

げ
て
妙
法
の
真
理
に
至
ら
し
め
よ
、
と
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
新
ら
し
く
見
直
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
み
教
え
の
精
神
こ
そ
前
述
の
新
理
念
の
中
核
と
な
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
ま
す
。
現
代
文
明
社
会
一
般
に
対
し
、

ま
た
、
全
人
類
に

対
し
、
法
華
経
精
神
広
宣
流
布
の
一つ

の
道
と
し
て
、
東
京
立
正
女
子
短
期
大
学
の

創
立
の
意
義
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

(
本
書
は
申
諮
舎
に
添
付

せ
ら
れ
た
も
の
に
二
三
の
字
句
を
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
四
十

一
年
四
月

一

日
)
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危
機
と
教
育
革
新

(
特
に
、
女
子
教
育
改
革
の
目
標
に
つ

い
て
)

市圭

学

監

岩

本

丸

現
代
教
育
に
対
す
る

一
般
的
不
信
と
不
安
を
さ
く
る

近
年
の
教
育
各
界
に
お
こ

っ
た
諸
事
件
や
新
現
象
を
と
お
し
て
、
現
代
の
教
育
に
対

す
る
一
般
的
不
信
と
不
安
が
と
み
に
高
ま

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い。

各
教
義
雑
誌

や
新
聞
が
大
学
の
現
状
批
判
を
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
り
、

ま
た
、
一
九
六
六
年

初
頭
は
高
校
入
試
科
目
お
よ
び
東
京
都
の
学
校
群
問
題
で
甲
論
乙
駁
が
行
わ
れ
た
が
、

特
に
今
日
の
大
学
問
題
は
現
下
の
教
育
不
信
の
中
心
点
の
観
が
あ
る。

中
央
公
論
は
一
九
六
二
年
の
三
、
六、

十

一
月
の
各
号
か
ら
一
九
六
三
年
の
一
月
号

に
わ
た

っ
て
、
各
角
度
か
ら
大
学
改
造
を
論
じ
、
一
九
六
六
年
の
三
月
号
で
は
再
び
大

学
改
造
論
の
特
集
を
行
っ
た
。

ま
た
雑
誌
「
理
想
」
は
一
九
六
一
年
四
月
号
に
大
学
論
を
特
集
し
、
一
九
六
三
年
一

月
号
に
は
大
学
の
危
機
に
つ
い
て
、
そ
し
て
一
九
六
六
年
八
月
号
で
は
教
育
全
般
の
危

機
を
扱
っ
た
特
集
号
を
出
し
て
い
る
。
朝
日
新
聞
も
一
九
六
六
年
六
月
に
大
学
の
危
機

に
つ
い
て
連
載
記
事
を
か
か
げ
た
。
大
学
の
危
機
、
さ
ら
に
は
、
教
育
そ
の
も
の
の
危

機
が
論
ぜ
ら
れ
る
に
至

っ
た
背
景
に
は
、
先
ず
第
一
に
、
次
ぎ
か
ら
次
ぎ
に
と
尽
き
な

い
学
生
運
動
な
い
し
学
校
騒
動
が
あ
り
、
第
二
に
、
現
代
学
生
の
各
面
で
の
素
質
低
下

と
い
う
問
題
が
あ
り
、
第
三
に
、
進
展
し
て
や
ま
な
い
社
会
の
諸
要
請
と
今
日
の
大
学

諸
制
度
と
の
聞
の
違
和
や
高
等
学
校
以
下
の
教
育
課
程
の
不
安
定
も
介
在
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
三
者
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
相
互
関
連
の
中
か
ら
今
日
の
教
育
に
対
す

る
不
信
感
や
不
安
感
が
殴
成
さ
れ
て
く
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
て
そ
こ
で
、
そ
う

で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
主
現
象
の
原
因
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
、

さ
ら
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
ま
た
一
つ
の
共
通
原
因
を
発
見
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
日
本
全
般
の
思
想
的
蒙
昧
性
で
あ
る
。

以
下
こ
れ
に
つ
い

て
、
い
さ
さ
か
所
見
を
述
ベ
る
こ
と
と
す
る
。

。，“

こ
こ
に
日
本
全
般
の
思
想
的
蒙
昧
性
と
名
づ
け
る
も
の
は
今
日
の
学
生
運
動
と
そ
れ

を
め
ぐ
る
諸
般
の
現
象
の
中
に
端
的
に
露
呈
し
て
い
る
。
前
述
の
三
点
の
う
ち
第
二
、

第
三
の
問
題
は
し
ば
ら
く
お
き
、
第
一
の
学
生
運
動
を
取
り
上
げ
て
み
る
に
、
そ
の
代

表
的
な
も
の
は
、
国
公
立
大
学
に
お
け
る
学
寮
費
や
学
生
会
館
を
め
ぐ
る
学
生
運
動
と

全
学
連
の
介
入
の
も
と
に
行
わ
れ
た
早
大
騒
動
や
理
科
大
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
運

動
に
現
わ
れ
た
一
部
学
生
の
行
動
を
観
祭
す
る
と
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
五
つ
の

一

般
的
な
現
象
が
観
取
さ
れ
る
。
先
ず
そ
の
一
つ
は
、
今
日
の
学
生
運
動
は
、
そ
れ
に
参

加
し
て
い
る
末
端
学
生
が
意
識
し
て

い
る
か
し
て
い
な
か
は
別
と
し
て
、
悉
く
一
九
世

紀
的
マ
ル
ク
ス
思
想
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
主
題
と
場
所
が

異
つ
で
も
、
い
つ
も
同
じ
方
法
と
経
路
を
と
っ
て
闘
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
等
は
始
め

か
ら
闘
い
の
た
め
の
闘
い
を
意
図
し
、
あ
ら
ゆ
る
説
得
に
応
じ
な
い
こ
と
が
予
め
決
定

さ
れ
て
い
る
。
攻
撃
目
標
で
あ
る
相
手
の
言
葉
じ
り
を
と
ら
え
て
は
仲
間
の
感
情
を
か
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き
た
て
、
こ
れ
に
よ

っ
て
仲
間
の
闘
争
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
盛
り
立
て
よ
う
と
す
る
戦
術
は

ま
こ
と
に
巧
妙
で
あ
る
。
し
か
も
相
手

〈
特
に
警
官
)
が
実
力
行
使
に
出
る
よ
う
に
巧

み
に
誘
導
し
て
、
暴
力
行
使
の
汚
名
を
相
手
方
に
き
せ
、
自
己
の
暴
力
行
為
の
妥
当
性

を
弁
明
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
な
い
ト
。
す
こ
し
う
が

っ
た
よ
う
だ
が
、
こ

の
点
に
関
し
て
は
彼
等
の
シ
ン
パ
で
あ
る
取
材
記
者
と
密
接
な
述
絡
の
も
と
に
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
は
現
代
学
生
運
動
の
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
と
な

っ
た
。
こ
う
い
う
一

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
い
つ
ま
で
も
存
続
し
得
る
よ
う
な
日
本
の
思
想
的
風
土
が
、
日
本
の

思
想
的
蒙
昧
性
の
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
は
、
こ
の
よ
う
な
学
生
運
動
が
起

っ
た
場
合
、
ど
こ
の
大
学
の
教
授
団
も
、
こ

れ
を
説
得
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
と
ら
な
い
ば
か
り
か
、
今
ま
で
の
多
く
の
例
に
よ
れ

ば
、
話
し
合
い
の
美
名
に
か
く
れ
て
反
っ
て
事
件
を
迷
路
に
追
い
込
み
、
あ
る
い
は
研

究
者
の
立
場
に
こ
も
っ
て
傍
観
を
続
け
、
教
育
者
と
し
て
、
ま
た
、
大
学
行
政
の
分
担

者
と
し
て
の
責
任
も
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
体
何
に
原
因
す
る
の
で
あ
る

う
か
。
こ
う
い
う
状
態
が
い
つ
ま
で
も
つ
づ
く
と
な
る
と
、
今
日
の
大
学
教
員
は
少
く

と
も
教
育
者
と
し
て
は
失
格
者
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
は
、
こ
の
よ
う
な
大
学
の
諸
事
件
を
取
り
扱
う
報
道
機
関
の
取
材
報
道
の
仕
方

で
あ
る
。
特
に
早
大
騒
動
の
報
道
に
お
い
て
甚
だ
し
く
偏
向
し
て
い
た
と
思
え
る
の
は
、

一
部
学
生
の
破
銭
的
行
動
の
原
因
を
解
説
す
る
場
合
、
現
代
私
立
大
学
の
経
営
管
理
面

に
現
わ
れ
た
時
代
的
矛
盾
な
い
し
弱
点
に
来
由
す
る
こ
と
が
強
制
さ
れ
る
だ
け
で
、
学

生
運
動
の
指
揮
を
と

っ
て
い
る
肝
心
な
核
心
が
す
こ
し
も
開
明
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、

こ
の
経
営
管
理
面
に
つ
な
が
る
局
部
的
、
末
梢
的
因
果
関
係
を
、
巧
み
に
全
面
的
、

中

枢
的
問
題
に
関
連
づ
け
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
普
官
導
入
。
か
大
々
的
に
、
セ

ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
、
あ
た
か
も
大
学
側
の
犯
し
た
不
祥
事
で
あ
る
か
の
如
く
に
報
道

さ
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
部
学
生
の
建
物
占
拠
や
校
具
器
物
の
不
法
接
出
し
に

つ
い
て
は
た
だ
事
実
と
し
て
片
隅
に
報
道
さ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
脊
怪
な
程
に
究
大
で
あ

っ
た
。
特
に
某
大
新
聞
に
は
こ
の
傾
向
が
明
ら
か
に
出
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
、
殆
ん

ど
大
部
分
の
他
大
学
の
当
事
者
が
何
故
か
早
大
騒
動
や
理
科
大
事
件
を
対
岸
の
火
災
視

し
て
い
た
の
も
不
思
議
で
あ

っ
た
。
こ
う
い
う
中
で
新
聞
の
か
た
ょ

っ
た
記
事
は
早
大

騒
動
の
迷
路
入
り
を
助
成
し
た
と
い
う
観
す
ら
生
ず
る
。

第
四
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
あ
や
つ
ら
れ
て
い
る
一
部
学
生
回
、
灰
色
教
授
団
、
仮

面
を
か
ぶ
っ
た
報
道
機
関
な
ど
に
対
し
て
き
び
し
く
批
判
を
加
え
、
そ
れ
ら
の
是
正
を

う
な
が
す
よ
う
な
明
確
な
論
理
を
持

っ
た
人
々
や
、
そ
れ
を
強
く
主
張
す
る
だ
け
の
勇

気
を
持
っ
た
人
が
織
者
の
中
か
ら
常
に
出
て
こ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
の
立
っ
て

い
る
思
想
的
基
盤
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
日
本
人
は
思
想
的

に
は
党
大
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
怯
者
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

最
後
に
第
五
と
し
て
あ
げ
る
と
こ
ろ
は
、
こ
の
よ
う
な
一
部
学
生
の
行
動
に
対
し
て

一
般
学
生
が
全
く
思
想
的
に
艇
山
力
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
学
生
は
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
も
遊
ぶ
金
は
つ
く
る
の
に
、
人
生
観
や
世
界
観
を
求
め
る
た
め
に
苦

労
し
よ
う
と
は
し
な
い
。
彼
等
の
多
く
は
無
信
仰
で
あ
る
な
ど
と
い
う
よ

P
以
前
に
、

思
想
そ
の
も
の
が
欠
如
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
他
か
ら
迫
っ
て
く
る
思
想
的
強
請
や
脅

迫
に
対
し
て
抵
抗
す
る
論
理
も
勇
気
も
持
ち
合
せ
て
い
な
い
。
早
大
生
の
大
部
分
は
、

あ
の
騒
動
の
問
に
旅
行
に
出
た
り
、
自
動
車
の
運
転
免
許
取
り
に
没
頭
し
た
り
、
帰
省

し
て
し
ま

っ
た
も
の
も
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
個
人
の
尊
厳
も
慾
法
第
一
九
条
の
思
想

と
良
心
の
自
由
の
原
則
な
ど
は
全
く
忘
れ
ら
れ
て
い
る
。

向山
F

さ
て
以
上
あ
げ
た
よ
う
な
第
一

ーl
五
の
現
象
は
、
今
日
の
学
生
運
動
に
つ
き
ま
と
っ
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て
い
る
。
し
か
も
、
こ

の
次
は
某
大
学
の
番
だ
な
ど
と
、
次
の
闘
争
場
所
が
暗
示
さ
れ

た
り
し
て
、
次
か
ら
次
へ
と
左
梨
学
生
を
使

っ
て
行
う
社
会
革
命
演
習
が
展
開
さ
れ
て

い
く
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
学
生
運
動
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
一
般
状
況
と
は
全
く
対
齢
的
に
、

極
め
て
楽
天
的
な
現
体
制
エ
リ
ー
ト
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
た
一
方
に
お
け
る

現
代
の
重
大
問
題
で
あ
る
。
彼
等
は
た
だ
漠
然
と
し
た

「
7

ン
パ
ワ
l
の
向
上
」
と
い

う
こ
と
を
教
育
機
関
に
要
請
し
た
り
、
当
面
の
産
業
体
制
の
中
で
直
接
に
役
立
つ
人
聞

を
求
め
る
の
に
急
で
あ
る
。
ま
た
現
代
の
諸
学
校
も
、
こ
れ
ら
の
要
求
に
応
じ
よ
う
と

す
る
だ
け
で
、
教
育
本
来
の
使
命
で
あ
る
人
間
教
育
を
忘
れ
て
し
ま

っ
て

いr
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
学
校
が
現
代
の

一
流
大
学
、
一
流
高
校
と
い
わ
れ
る
も
の
の
実
体
で
あ

る
。
こ
う
い
っ

た
商
か
ら
も
人
生
観
、
世
界
観
の
脆
弱
な
人
間
が
生
れ
ぎ
る
を
得
な
い
。

従
っ
て
、
ま
た
一

九
世
紀
的
思
想
が
教
条
的
に
信
ぜ
ら
れ
る
思
想
的
蒙
昧
性
も
残
在
し

得
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
現
代
教
育
の
危
機
の
根
源
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

「
現
代
」

の
基
本
的
性
格
と
現
代
の
病
根

現
代
日
本
に
は
思
想
ら
し
い
!
思
想
は
存
在
し
な
い
と
い
!
っ
て
も
極
言
で
は
な
い
。
す

な
わ
ち
、
存
在
す
る
も
の
は
十
年

一
日
の
如
く
く
り
か
え
さ
れ
、
今
は
既
に
創
造
性会』

失

っ
た
一
九
世
紀
的
マ
ル
ク
ス
思
想
と
‘
真
人
間
の
開
発
を
考
え
な
い
で
た
だ

「
人
的

能
力
」
の
開
発
を
説
く
現
実
思
想
と
、
そ
の
ど
ち
ら
へ
で
も
都
合
次
第
で
便
乗
し
よ
う

と
す
る
使
釆
主
義
、
す
な
わ
ち
、
根
本
的
思
想
欠
除
症
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本

の
思
想
界
は
こ
の
三
つ
の
混
線
状
態
か
ら
成

っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
中
に
あ

っ
て
は
、

当
然
一

般
の
倫
理
的
破
綻
が
生
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
、
当
面
の
資
任
官
庁
で

あ
る
文
部
省
は

一
般
に
道
徳
教
育
の
援
興
を
打
出
し
、

ま
た
私
立
学
校
に
対
し
て
は
宗

教
教
育
の
振
作
の
暗
示
ま
で
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
く
る
。
そ
こ
で
長
洲
一

二
氏
も
い
う
よ
う
に
、
産
業
の
求
め
て
い
る
マ
ン
パ
ワ
ー
と
文
部
省
の
説
く
道
徳
心
と

の
現
代
の
二
頭
立
て
馬
車
は
果
し
て
何
処

へ
向
っ
て
進
ん
で
行
く
の
か
と
い
う
問
題
も

あ
る
(中
央
公
論
、

一
九
六
二
年
、
十

一
月
号
)
し
か
し
、
そ
れ
と
は
全
く
別
に
、
現

代
道
徳
教
育
に
対
す
る
無
条
件
絶
対
反
対
の
日
教
組
や
極
左
の
思
想
戦
指
導
方
針
と
の

正
面
衝
突
が
起
り
、
こ
の
尾
は
既
に
長
く
引
い
て
い
る
こ
と
を
特
に
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
普
通
の
論
理
で
は
解
決
で
き
な
い
永
久
対
立
の
問
題

に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
部
省
の
立
案
す
る
道
徳
教
育
は

一
九
世
紀
的

マ
ル
ク
ス
主
義
に
は
絶
対
に
受
け
つ
け
ら
れ
な
い
宿
命
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
等
の

教
条
主
義
的
信
仰
に
よ
れ
ば
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
が
実
現
し
得
な
い
前
の
体

制
は
総
て
旧
体
制
で
あ
り
、
旧
体
制
下
の
倫
理
道
徳
は
論
議
を
超
越
し
て
一

切

虚

偽

で

一

あ
り
、
邪
悪
で
あ
る
の
で
あ
る
。

新
し

い{
道
徳
が
、
た
と
え
正
し
い
r
よ
う
に
見
え
て
も
、

7

そ
れ
は
強
欲
は
旧
体
制
織
力
者
の
上
手
な
ご
ま
か
し
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、

断
乎
と

一

し
て
反
対
し
、
拒
否
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
代
教
条
主
義
者
の
考
え
方

で
あ
る
。
こ
う
い1
う
発
想
が
あ
ら
た
め
ら
れ
な
い
限

p
、
い
か
に
論
争
が
続
い
て
も
解

決
は
出
て
こ
な
い
。
文
部
省
は
、
こ
う
い
う
も
の
を
相
手
に
説
得
し
よ
う
と
し
た
り
、

ま
た
は
逆
に
「
相
手
に
せ
ず
」
な
ど
と
も
言
わ
な
い
で
、
こ
う
い
う
一

九
世
紀
的
迷
信

思
想
の
実
体
を
世
間
に
開
明
す
る
と
と
も
に
、
現
代
の
組
織
化
、
機
械
化
社
会
の
基
本

性
格
を
も
解
説
す
る
努
力
を
重
ね
、
こ

の
つ

み
上
げ
に
よ

っ
て
現
代
人
の
赴
く
べ

き
目

標
と
、
そ
こ
へ
進
む
道
程
の
啓
蒙
に
努
力
す
べ
き
だ
。

。a

現
代
社
会
の
基
本
性
絡
は
、

一
応、

巨
大
な
組
織
社
会
、
機
械
化
社
会
と
し
て
把
え

ら
れ
、
そ
の
中
で

一
般
の
大
衆
化
現
象
が
起
る
と
と
も
に
、
人
間
の
疎
外
感
が
延
蔓
し



つ
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
巨
大
化
、
機
械
化
、
大
衆
化
、
人
間
疎
外
の
四

つ
の
中
心
点
の
う
ち
、
最
も
支
配
的
の
も
の
は
人
間
疎
外
と
機
械
化
の
問
題
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
こ
っ
か
ら
現
代
社
会
の
基
本
性
格
を
素
描
し
て
み
る
。

ω
 

「人
間
疎
外
」

の
概
念
は
へ

l
ゲ
ル
に
始
ま
り
、
マ
ル

ク
ス
に
至

っ
て
具
体
的
な
現

実
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
世
紀
中
楽
に
至
っ
て
石
炭
火
力
工
場
が

急
激
に
成
長
し
、
蒸
気
機
関
を
原
動
機
と
し
て
各
種
の
工
作
機
械
が
使
用
さ
れ
る
と
共

に
、
こ
の
人
間
理
性
の
所
産
で
あ
る
新
機
械
群
と
、
そ
れ
を
芯
に
し
て
立
つ
初
期
資
本

主
義
の
経
済
体
制
と
は
、
労
働
者
の
人
間
性
を
奪
ぃ
、
労
働
者
を
非
人
間
的
な
、
物
的

な
も
の
へ

倒
落
せ
め
て
し
ま

っ
た
。

加
え
て
、
初
期
資
本
主
義
時
代
の
過
渡
的
現
象
と

し
て
、
人
間
の
偉
大
な
勝
利
と
し
て
の
機
械
が
労
働
者
の
職
を
奪
ヤ
、
そ
の
家
族
を
餓

死
せ
し
め
か
ね
な
い
恐
ろ
し
い
敵
と
な
る
と
い
う
結
果
を
生
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
資
本

主
義
初
期
の
過
渡
的
時
代
に
お
い
v

て
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
生
産
の
あ
ら
ゆ
る
進
歩
は
、

同
時
に
、
被
圧
迫
階
級
、
す
な
わ
ち
大
多
数
者
の
地
位
に
お
け
る
退
歩
で
あ
る
」
と
い

う
言
葉
が
生
れ
て
く
る
の
も
道
理
で
あ
る
。
か
く
し
て
7

ル
ク
ス
は
人
間
に
役
立
つ
答

の
進
歩
が
な
ぜ
人
間
疎
外
の
具
と
な
っ
た
か
を
説
明
す
る
た
め
に
彼
の
共
産
主
義
思
想

を
体
系
化
し
た
。
従
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
は
一
九
世
紀
の
過
渡
的
時
代
の
批
判
思
想

で
あ
る
と
い
う
事
実
は
動
か
せ
な
い
。
そ
し
て
、
マ
ル
ク
ス
や
マ
ル
ク
ス
時
代
に
い
わ

れ
た

「機
械
」
と
は
蒸
気
原
動
機
と
、
そ
れ
に

つ
な
が
る
複
雑
な
運
動
ベ
ル
ト
に
よ

っ

て
動
か
さ
れ
る
不
健
康
で
喧
燥
を
極
め
た
工
作
機
械
群
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
今
日
の
美

し
い
機
械
群
と
は
基
本
的
に
性
格
も
機
構
も
工
場
環
境
を
も
具
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
は
ま
こ
と
に
重
大
で
あ
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
か
こ

の
点
は
経
済
学
者
に
も
多

く
の
文
明
批
評
家
に
も
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

マ
ル
ク
ス
が
若
し
今
日
の
二
十
世
紀
中
葉
に
生
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、
彼
の
人
間
疎

外
論
の
内
容
も
共
産
主
義
思
想
の
体
系
も
変
っ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

何
故
な
ら
今

日
の
機
械
は
必
ず
し
も
人
間
を
疎
外
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
一

口
に
機
械
と
い
い
{
、
機

械
工
業
と
い
っ
て
も
、
一
九
世
紀
中
葉
以
後
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
と
今
日
の

二
十
世
紀
後
半
と
で
は
完
全
に
そ
の
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
一
九
世
紀
は
何
ん
と
言

っ
て
も
石
炭
火
力
時
代
で
あ

っ
て
、
未
だ
電
気
モ
ー
タ
ー
も
内
燃
機
関
も
普
及
し
て
い

な
か
っ
た
が
、
二
十
世
紀
は
電
気
時
代
で
あ
り
、
液
体
燃
料
時
代
で
あ
っ
て
、
煙
突
を

林
立
さ
せ
、
煤
煙
を
降
ら
せ
る
一
九
世
紀
的
の
蒸
気
機
関
工
場
は
影
を
消
し
て
し
ま
っ

て
い
る
。

こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
相
違
に
よ

っ
て
機
械
の
基
本
性
格
も
性
能
も
異
な
り
、

従
っ
て
生
産
機
構
も
労
働
者
の
生
活
様
式
に
も
著
し
い
変
化
と
相
違
が
存
在
す
る
。
と

の
こ
者
の
根
本
的
相
違
に
つ
い
て
オ
イ
ゲ
ン

・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
は
彼
の
技
術
論
の
中
で

「
石
炭
時
代
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
人
問
の
必
要
と
す
る
場
所
の
ど
こ
へ
で
も
電
線
を

た
よ
り
に
、
自
分
の
方
か
ら
出
向
い
て
行
く
こ
と
と
な
っ
た
」
と
述
ベ
て
い
る
。
こ
の

オ
イ
ゲ
ン

・
デ
ィ

ー
ゼ
ル
の
言
葉
を
さ
ら
に
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
応
用
す
れ
ば
、
「
今

や
石
油
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
人
間
の
赴
く
と
こ
ろ
の
ど
こ
へ
で
も
同
伴
し
得
る
重
大
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
っ
た
」
と
言
い
得
る
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
お
い
て
は
、
ザ
l
ル

や
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
石
炭
産
地
は
、
に
わ
か
に
多
数
の
人
を
吸
収
し
、
工
業

都
市
と
し
て
大
膨
脹
を
と
げ
た
。
そ
し
て
、
十
九
世
紀
の
石
炭
工
業
都
市
に
あ

っ
て
は
、

工
場
の
煙
突
は
林
立
し
、
そ
の
吐
き
出
す
煤
煙
は
天
を
お
お
い
、
多
数
の
都
市
悪
が
は

び
こ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
工
場
の
状
況
は
と
い
え
ば
、
天
井
一
っ
ぱ
い
に
悪
魔
の
か
ら
く

り
の
よ
う
な
連
動
装
置
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
名
状
し
が
た
い
1

騒
音
を
発
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
大
正
の
頃
迄
東
京
の
城
北
や
大
阪
一
帯
の
地
も
お
お
っ
て
い
た

が
、
今
や
完
全
に
そ
う
い
う
光
河
川
も
体
制
も
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
と
う
っ
て

- 8-



変
っ
て
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
人
間
が
苦
か
ら
親
し
み
住
ん
で
い
た
場
所
の
周
辺
や
そ

の
中
に
ま
で
入

っ
て
き
、
あ
る
時
は
都
市
の
個
人
の
住
宅
や、

山
間
の
製
材
所
や
、
農

村
の
さ
さ
や
か
な
納
屋
の
中
に
も
赴
き
、
そ
こ
に
大
小
様
々
の
機
械
を
動
か
す
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
二
十
世
紀
の
機
械
は
、
マ

ル
ク
ス
の
時
代
に
お
け
る

よ
う
な
、

金
持
ち
の
私
用
物
で
も
、
独
占
物
で
も
、

ま
た
個
人
で
は
手
の
届
か
な
い
高

根
の
花
で
も
な
く
、
万
人
の
愛
情
と
満
足
を
も

っ
て
私
有
し
得
る
手
頃
の
も
の
と
し
て

ど
ん
ど
ん
普
及
し
て
行

っ
た
。
今
や
機
械
は
、
何
人
の
と
こ
ろ
へ
も
赴
き
、
ま
た
逆
に

ど
の
よ
う
な
大
社
会
集
団
の
豆
大
な
計
画
に
も
応
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
の
あ
ら
ゆ
る

意
志
の
と
お
り
に
サ
ー
ビ
ス
を
し
、
し
か
も
「
人
民
」
の
誰
に
で
も
所
有
の
で
き
る
道

具
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、
各
種
の
都
市
悪
を
生
み
出
し
た
一
九
世
紀
の
機
械
文
明
(
実

は
蒸
気
機
関
文
明
)
と
そ
の
機
械
の
私
有
者
で
あ
る
初
期
資
本
家
を
目
標
と
し
た
マ
ル

ク
ス
の
人
間
疎
外
論
を
今
日
の
時
代
に
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
人
間
疎
外
の
事
実
は
、
今
日
の
時
代
で
も
厳
と
し
て
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の

存
在
す
る
場
所
は
大
衆
化
現
象
や
大
き
な
ピ

ュ
l
ロ
タ
ラ
シ
!
の
中
で
あ
り
、
従

っ
て

い
わ
ゆ
る
資
本
主
義
体
制
ば
か
り
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
体
制
の
中
に
も
当
然

存
在
す
る
。
何
故
な
ら
、
へ

l
ゲ
ル
の
い
う

「精
神
が
自
己
の
本
質
か
ら
遠
ざ
か

っ
て

そ
の
反
対
の
物
的
な
も
の
に
顛
落
す
る
」
と
い
う
傾
向
は
現
代
の
社
会
主
義
社
会
の
方

が
反

っ
て
甚
だ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済
体
制
や
社
会
機
構
と
い
う
い
わ
ゆ
る
下
部
構

造
が
基
本
で
は
な
く
、
反
っ
て
彼
等
の
言
う
上
部
構
造
の
中
核
で
あ
る
人
間
が
根
本
で

あ
り
、
従

っ
て
人
間
そ
れ
自
体
の
本
性
を
よ
く
つ
か
む
こ
と
が
、
人
間
疎
外
の
解
決
と

な
り
、

ま
た
真
の
教
育
建
設
の
道
に
通
ず
る
で
あ
ろ
う
。

ω
 

今
日
の
時
代
を
一

口
に
機
械
時
代
と
い

う
が
、
こ
の
言
葉
の
観
念
も
あ
い
ま
い
で
あ

る
。
機
械
時
代
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
現
代
は
万
事
に
機
械
が
つ

か
わ
れ
る
時
代
で
あ
る
が
、
そ
の
機
械
代
無
情
に
一

定
の
か
ら
く
り
で
動
き
、
廿耳目悪
を

無
視
す
る
没
側
値
的
精
神
に
立
つ
非
情
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
の

が
普
通
で
あ
る
。
こ
れ
で
果
し
て
よ

いー
で
あ
ろ
う
か
。
機
械
は
人
間
が
作
っ
た
も
の
で
、

人
間
の
手
足
と
な

っ
て
、
人
間
に
サ
ー
ビ
ス
を
お
く
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
人
間

が
機
械
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
、
人
間
の
命
令
に
よ

っ
て
正
確
に
動
く
こ
と
で
、
機
械

そ
れ
自
体
は
投
仙
値
的
に
動
く
と
こ
ろ
に
価
値
が
あ
る
。
そ
の
基
本
的
性
格
に
影
響
さ

れ
て
、
人
間
そ
れ
自
体
ま
で
が
没
価
値
的
に
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
人
間
そ
れ
自
身

の
精
神
の
欠
陥
で
あ

っ
て
、
機
械
の
持
つ
責
任
で
は
な
い
。

こ
の
点
を
は

っ
き
り
分
析

し
、
新
し
く
人
間
対
機
械
関
係
を
解
決
す
る
こ
と
が
、
今
日
の
教
育
改
革
の
上
に
も
重

要
な
意
義
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

5
 

機
械
時
代
と
い
う
言
楽
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
た
ら
よ
いY
か
。
そ
れ
は

「
人
間
の
手

足
、
そ
の
他
の
諸
器
官
の
機
能
が
機
械
に
よ
っ
て
画
期
的
に
代
用
さ
れ
、
ま
た
拡
大
さ

れ
た
時
代
」
と
定
義
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
や
、
人
問
機
能
の
一
部
を
除
く
外
、

ほ
と
ん
ど
の
機
能
が
機
械
に
よ

っ
て
代
行
さ
れ
る
時
点
に
到
達
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

そ
う
い
う
時
代
が
一
応
完
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

即
ち
、
各
種
交
通
機
械
の
発
達

に
よ

っ
て
足
が
、
各
種
作
業
機
械
の
進
歩
に
よ

っ
て
手
が
、
大
小
の
望
遠
鏡
と
顕
微
鏡

に
よ

っ
て
阪
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
線
無
線
の
通
信
機
械
に
よ

っ
て
口
と
耳
が
、
そ
し
て

笑
に
、
各
種
の
原
動
機
の
出
現
に
よ

っ
て
筋
肉
の
カ
が
、
巨
大
量
の
鉄
鋼
や
合
成
建
材

に
よ

っ
て
骨
格
が
、
そ
し
て
エ
レ
ク
ロ
ト
ロ
ニ
タ
兄
の
発
見
に
よ

っ
て
神
経
細
胞
迄
が

す
ば
ら
し
い
性
能
を
も
っ
た
も
の
に
お
き
か
え
ら
れ
る

こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
没
価

値
的
と
言
わ
れ
る
程
に
正
確
に
、
力
強
く
動
く
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
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機
械
は
、
小
さ
いr
出家
庭
の
中
か
ら
ピ

ッ
ク

・
ビ
ジ
ネ
ス
の
大
工
場
に

レ
た
る
迄
、
実
に

忠
実
に
人
間
に
サ
l
ヒ
ス
し
、
遂
に
奴
殺
を
永
遠
に
解
放
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
個
人

の
筋
肉
労
働
や
不
快
な
労
役
の
大
部
分
か
ら
人
間
を
自
由
に
し
て
く
れ
た
。

機
械
を
没

価
値
的
な
非
情
な
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
、
そ
の
主
人
で
あ
る
人
聞
が
自
ら
の
精
神
的

無
能
を
告
白
す
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。

こ
こ
に
、
早
大
の
高
木
純
一
教
授
も
い

う
新
し

いr

「
マ
ン

・
ア
γ
ン
関
係
」
の
樹
立
が
必
要
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
樹
立
さ
れ
る
新
し
い
r
関
係
が
現
代
教
育
の
一
つ
の
、
し
か
し
、
重
要
な
領
域
と
な
る

で
あ
ろ
・
っ。

au 

さ
て
、
人
間
の
諸
機
能
が
機
械
に
代
用
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
機
械
に
よ

っ
て
著

し
く
高
め
ら
れ
る
時
代
が
現
出
し
た
と
し
て
も
、
人
間
生
活
の
中
に
は
機
械
化
し
得
な

い
、
ま
た
、

機
械
と
は
別
範
噂
に
属
す
る
絶
対
的
な
も
の
が
厳
存
す
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
先
ず
第
一
に
夫
婦
、
親
子
、
兄
弟
、
朋
友
関
の
愛
情
と
、
第
二

に
生
命
や
労
働
力
の
再
生
産
と
、
第
三
に
人
間
教
育
の
重
要
分
野
、
特
に
乳
児
保
育
、

幼
児
教
育
の
領
域
で
あ
る
。
と
れ
を
換
言
す
れ
ば
家
庭
生
活
の
中
心
使
命
と
そ
れ
を
め

ぐ
る
周
辺
の
問
題
は
依
然
と
し
て
機
械
化
し
得
な
ヤ
領
域
で
あ
り
、
こ
こ
が
人
間
の
人

間
た
る
尊
厳
な
事
実
を
つ
く
り
出
す
領
域
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
乳
児
保
育

と
幼
児
教
育
の
時
期
は
人
間
の
一
生
を
決
定
す
る
と
こ
ろ
の
最
も
大
切
な
時
期
で
あ
り
、

従

っ
て
こ
れ
を
真
に
担
当
す
る
資
格
者
は
母
親
と
そ
の
最
も
よ
き
防
護
者
で
あ
る
と

こ
ろ
の
夫
と
の
こ
人
以
外
に
は
無
い
。
こ
の
事
実
の
再
認
識
こ
そ
、
こ

の
人
類
三

O
O

O
年
の
文
化
史
の
中
で
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ

っ
た
筈
で
あ
る
の
だ
が
、
遂
に
今
日
迄

お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
現
代
の
人
類
は
、
こ
の
最
も
根
源
的
な
家
庭
生
活

の
重
大
意
義
を
反
省
し
な
いr
で
、
こ
こ
か
ら
遊
離
し
た
政
治
と
経
済
の
体
制
い
ぢ
り
を

行

っ
て
い
る
。
或
は
ま
た
、
極
め
て
単
純
に
、
マ
ノ
パ
ワ
ー
を
高
め
た
リ
財
貨
の
製
造

(
大
熊
信
行
教
授
が
力
説
さ
れ
る
よ
う
に
、
財
貨
は
生
産
で
は
な
く
て
製
造
す
る
も
の

で
あ
る

1

|
生
産
と
は
生
命
に
つ
い
て
の
み
言
え
る
〉
を
増
加
し
、
ガ
ル
プ
レ
イ
ス

の
い
う
「
豊
か
な
社
会
」
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
自
然
に
家
庭
問
題
が
解
決
し
て

い
く
か
の
如
く
錯
覚
し
て
い
る
。
否
む
し
ろ
、
こ
の
基
本
的
な
も
の
に
は
全
然
気
付
か

ず
、
盲
目
的
に
「
豊
か
な
社
会
」
.
つ
く
り
を
考
え
た
り
、

「
社
会
開
発
」
や
「
人
間
開

発
」
が
物
質
的
条
件
だ
け
で
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
現
代
で
あ
る
。
現
代
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
面
に
お
け
る
人
間
喪
失
の
時
代
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

従

っ
て
教
育
そ

の
も
の
に
も
人
聞
が
失
わ
れ
、
大
学
ま
で
が
工
員
教
育
や
商
人
教
育
、
事
務
員
教
育
に

堕
し
、

か
く
し
て
「
マ
ン
パ
ワ
l
」
の
向
上
が
あ
た
か
も
機
械
の
性
能
の
向
上
を
は
か

る
の
と
同
じ
よ
う
に
要
請
さ
れ
て
く
る
。
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三
、
現
代
教
育
革
新
の
目
標

現
代
の
二

つ
の
世
界
が
そ
れ
ぞ
れ
推
進
し

つ
つ
あ
る
「

マ
ン
パ
ワ

l
」
の
向
上
と
社

会
革
命
運
動
と
の
こ
つ
は
、
要
す
る
に

一
つ
の
現
代
信
仰
で
あ
り
、
現
代
迷
信
で
あ
る
。

日
本
の
産
業
体
制
は
前
者
を
要
精
し
、
急
進
的
労
働
組
合
や
左
翼
学
生
運
動
は
後
者
の

上
に
か
ま
え
て

いr
る。

そ
こ
で
こ
の
二

つ
は
、
互
に
相
容
れ
な
い
異
質
の
も
の
の
よ
う

に
見
え
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
本
質
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の

ヤ
ず
れ

も
が
科
学
万
能
思
想
に
立
ち
、
人
閉
そ
れ
自
体
の
真
実
の
姿
を
見
失
っ
て
い
る
こ
と
に

お
い
て
差
別
は
な
い
。
人
間
が
、
人
間
を
見
失
わ
な
い
た
め
に
は
、
実
存
哲
学
者
逮
が

述
ベ
る
が
如
く
、
人
間
は
そ
の
本
質
的
存
在
に
お
い
て
は
一
回
性
存
在
で
あ
り
、
時
々

刻
々
の
創
造
生
活
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
し
か
も
、
こ
こ
は
科
学
の
限
界
を



越
え
た
領
域
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
生
命
現
象
独
得

の
一
回
性
と
創
造
性
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
人
間
の
物
化
、
人
間
本
質
の
綴
落

が
は
じ
ま
る
。
人
間
疎
外
と
は
こ

の
現
象
に
外
な
ら
ない
1

。
従
っ
て
人
間
疎
外
を
救
う

道
は
科
学
や
制
度
に
だ
け
た
よ
る
の
で
は
な
く
て
、
図
縁
生
起
の
現
実
を
如
実
知
見
す

る
宗
教
的
英
知
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
聞
が
厳
存
し
て

い
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
既
に
現
代
に
お
い
て
す
で
に
目
覚
め
つ
つ
あ
る
よ
う

に
見
え
る
が
、
そ
の
認
識
に
近
づ
い
た
と
思
わ
れ
る
人
び
と
も
、
こ
の
よ
う
な
現
象
を

根
源
的
に

つ
か
み
得
ず
、
ま
た
、
根
源
的
に
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
で
、
た
だ
機
械
文

明
を
け
な
し
、

巨
大
社
会
や
官
僚
制
を
攻
撃
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
独
り
高
く
己
を
持

し
て
、
現
代
か
ら
超
脱
し
よ
う
と
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
び

と
は
現
代
教
育
を
一
つ
の
堕
落
と
見
て
、
こ
れ
に
対
し
て
顔
を
し
か
め
、
徒
ら
に
旧
時
代

の
教
育
精
神
に
ノ
ス
タ
ル
ジ

ア
を
感
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
代
の
巨
大
化
、
機
械
化

社
会
と
い
う
本
質
的
傾
向
を
既
往
に
か
え
す
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
。
キ
ー
ル
の
パ

l
デ
教
授
ハ
ヲ
0

『・。戸∞
E内
-0
・
穴
百
一)
も
言
う
よ
う
に

「今
日
の
世
界
事
象
の
大
い

な
る
進
行
は
、
い
さ
さ
か
も
動
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
」
(j
さ
o
z
Z2
2
可ヨ
2
間

S

F
の
第
一
論
文
一

O
頁
)
の
で
あ
る
。

。“

現
代
の
機
械
化
、
巨
大
化
社
会
を
拒
否
し
た
り
、
逃
避
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
す
れ
ば
、
た
だ
徒
ら
に
機
械
文
明
や
そ
れ
に
よ

っ
て
作
り
出
さ
れ
た
各
穏
の
現
代

社
会
体
制
を
な
げ
い
た
り
攻
撃
す
る
だ
け
で
現
代
の
解
決
が
生
れ
て
こ
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
機
械
は
ど
こ
ま
で
も
人
間
に
サ
ー
ビ
ス
を
送
る
道
具
と
し
て

見
、
そ
の
上
に
立
つ
人
間
の
主
体
性
の
あ
り
方
を
考
う
べ
き
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
大

き
な
限
界
性
と
各
種
の
制
限
条
件
の
つ
き
ま
と

っ
て
い
た
蒸
気
機
械
に
よ

っ
て
つ
く
ら

れ
た
機
構
に
は
、
人
間
性
を
没
却
し
、
人
間
性
を
敵
陣
明
す
る
傾
向
が
甚
だ
し
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
今
日
の
電
気
と
石
油
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
す
る
高
度
の
機
械
文
明
の
発

達
と
.
そ
れ
を
中
核
に
し
て
、
よ
り
進
歩
し
た
諸
組
織
が
出
現
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に

よ
っ
て
克
服
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
ロ
今
日
の
機
械
文
明
は
人
間
の
物
質
的
生
活
を
平

均
し
て
豊
か
に
し
、
人
類
史
上
比
類
の
な
い
貢
献
を
し
つ
つ
あ
る
と
と
は
厳
と
し
た
事

実
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
う
現
実
か
ら
ま
た
一
つ
の
迷
信
が
出
て
き
て
い
る
。

そ
れ
は
「
マ

ン
バ

ワ
l
」
へ
の
ひ
た
む
き
な
期
待
で
あ
る
。
し
か
し
、
先
ず
第
一
に
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
今
日
い
わ
れ
る
「
マ
ン
パ
ワ

l
」
の
概
念
ゃ
、
そ
う
い
う
も

の
を
開
拓
し
よ
う
と
す
る
目
的
は
、
機
械
を
つ
く

っ
た
り
操
縦
し
た
り
す
る
人
間
の
技

術
的
諮
能
力
を
高
め
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
究
極
目
的
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
機
械
や
機
械
が
製
造
す
る
財
貨
が
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
人
間
生
活
に
サ
ー

ビ
ス
を
送

p
、
人
間
に
消
費
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
陳
列
し
て
、
絶
対
至
上
の
も
の

と
し
て
な
が
め
て
お
く
た
め
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
し
て
、
人
間
が
機
械
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
財
貨
を
消
費
す
る
目
的
は
何
で
あ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
人
間

存
在
を
厚
く
し
、
一
回
性
の
創
造
的
生
活
を
意
義
深
く
営
ま
し
め
る
と
と
ろ
に
あ
る
。

人
間
生
活
の
目
的
は
、
巨
大
な
機
械
機
栴
や
高
級
な
電
子
頭
脳
な
ど
を
つ
く
る
こ
と
そ

れ
自
体
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
反
っ
て
、
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
人
間
存
在
の
究
極

目
的
で
あ
る
創
造
的
、
生
命
的
い
と
な
み
を
豊
か
に
す
る
と
と
に
あ
る
筈
で
あ
る
。
し

か
ら
ば
、
人
間
の
創
造
的
、
生
命
的
い
と
な
み
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
ま
ず
第
一
に
一

個
の
人
と
し
て
は
、
一
回
性
の
自
己
存
在
を
自
覚
し
、
個
性
的
生
活
を
い
と
な
む
こ
と
、

第
二
に
社
会
的
人
間
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
個
性
的
生
活
を
営
む
人
間
の
共
同
目
的

を
と
ら
え
、
そ
れ
に
協
力
し
、
こ
の
社
会
的
目
的
を
即
席
す
た
め
に
個
人
の
生
活
力
な
ヤ

し
労
働
力
を
再
生
産
す
る
こ
と
、
第
三
が
、
次
代
を
担
当
す
る
健
康
な
生
命
を
生
産
し
、
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保
育
す
る
こ
と
、
第
四
は
、
犠
牲
と
愛
情
の
場
(
家
庭
)
に
お
い
て
家
族
の
基
本
的
人

間
性
の
開
発
と
陶
冶
を
す
る
こ
と
の
四
つ
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

現
代
の
時
点

に
お
け
る
思
想
な
い
し
教
育
に
お
け
る
最
も
重
要
な
仕
事
は
、
こ

の
創
造
的
、
生
命
的

い
と
な
み
の
四
つ
の
重
点
を
自
覚
し
、

把
握
し
、
こ
れ
に
も
と
.
つ
い
て
真
人
間
の
姿
を

回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。
真
人
間
の
姿
は
噌
急
激
に
進
行
し
た
機
械
化
の
過
渡
的
現
象

の
影
に
没
し
て
、

一
時
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
が
、
今
や
そ
れ
を
回
復
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
いv
時
が
き
た
。

家
庭
の
本
質
は
、
人
類
の
歴
史
が
ど
の
よ
う
に
変
ろ
う
と
も
、
そ
の
本
質
は
少
し
も

変
ら
ず
に
存
絞
し
て
き
た
と
と
を
、
さ
ら
に
ま
た
、
家
庭
ら
し
ヤ
も
の
の
安
定
が
で
き

た
こ
と
に
よ

っ
て
歴
史
ら
し
い
も
の
の
発
展
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
歴
史
の
真

実
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
現
代
の
家
庭
は
、
機
械
文
明
の

生
み
出
す
豊
か
な
笛
に
さ
さ
え
ら
れ
た
上
で
、
生
命
の
再
生
産
の
場
と
し
、
原
初
的
ロ

ゴ
ス
成
長
の
場
と
し
、
根
源
的
知
情
意
養
成
の
場
と
し
、
そ
し
て
、
真
実
の
変
情
に
つ

つ
ま
れ
た
心
身
安
息
の
場
と
し
て
、
そ
の
意
義
を
一
層
深
化
し
、
多
角
化
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
r
。
教
育
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
自
覚
し
、

か

っ
、
実
現
す
る
と
こ
ろ
の
人
間
の
内
な
る
個
性
的
精
神
的
能
力
と
外
な
る
社
会
的
技
術

的
能
力
の
開
発
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

引
町

人
類
は
古
代
か
ら
長
く
家
庭
を
自
然
発
生
の
ま
ま
に
放
置
し
て
き
た
。
歴
史
の
各
時

代
に
お

い
て
、
こ
こ
に
人
間
生
活
の
重
心
点
は
お
か
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
か
つ
て
重
心

の
お
か
れ
た
と
こ
ろ
は
王
室
で
あ
り
、
宮
廷
で
あ
り
、
教
会
で
あ
り
、
近
代
政
府
で
あ

リ
、
巨
大
企
業
で
あ
り
、
大
組
縦
で
あ

っ
た
c

人
間
本
来
の
使
命
に
と

っ
て
副
次
的
で

あ
る
よ
う
な
も
の
が
、
今
迄
は
常
に
歴
史
の
正
座
を
占
め
て
き
た
ば
か
り
で
な
く
、
こ

う
い
う
も
の
は
そ
の
時
代
そ
の
時
代
の
人
間
疎
外
を
現
出
す
る
原
因
と
も
な

っ
て
き
た
。

そ
の
歴
史
的
原
因
は
何
で
あ

っ
た
か
。

一
に
そ
れ
は
、
全
人
間
の
福
祉
を
つ
く
り
出
す

労
働
力
が
、
道
具
や
家
畜
に
背
負
い
r
き
れ
ず
、
常
に
同
じ
人
間
で
あ
る
奴
隷
な
い
し
は

下
位
的
な
身
分
の
者
の
犠
牲
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
と
い
う
矛
盾
、

そ
の
こ
は
、
歴
史
の
発
展
と
正
比
例
し
て
進
む
社
会
機
構
の
発
展
は
常
に
内
部
矛
盾
を

と
も
な
い
、
い
つ
も
こ
こ
で
破
綻
を
く
り
返
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
。
こ
の
二
つ

は
常
に
歴
史
の
安
定
を
妨
げ
、
従
っ
て
家
庭
の
意
義
に
目
を
転
ず
る
余
裕
を
あ
た
え
な

か
っ
た
。
今
や
、
原
動
機
と
作
業
機
の
偉
大
な
発
達
に
よ
っ
て
何
十
億
万
人
と
も
計
算

で
き
な
い
よ
う
な
労
働
力
源
が
供
給
さ
れ
、
ま
た
、
各
種
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
や
社
会
科
学
の
進
歩
と
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
社
会
的
管
理
経
営
の
技
術
の
発
達
に

よ
っ
て
、
人
間
の
労
働
力
管
理
や
社
会
性
調
節
の
技
術
の
問
題
も
明
る
い
解
決
の
方
向

に
向

っ
てい
Y

る
。
労
働
時
間
の
短
縮
や
労
働
日
の
減
少
に
よ
っ
て
、
多
く
の
レ
ジ
ャ

ー

が
つ
く
り
出
さ
れ
、
ま
た
テ
レ
ビ
に
よ

っ
て
家
庭
に
い
な
が
ら
世
界
を
知
り
得
る
時
代

と
も
な

っ
た
。
と
の
時
に
こ
そ
男
女
共
に
人
間
生
活
の
根
源
で
あ
る
家
庭
生
活
へ
の
関

心
を
喚
起
し
、
真
実
の
人
間
を
生
か
す
根
拠
地
と
し
て
の
家
庭
の
再
建
を
は
か
る
べ
き

で
あ
る
。
若
し
、
今
後
生
れ
て
く
る
レ
ジ
ャ
ー
が
、
山
登
り
や
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ダ
ン
ス

ゃ
、
競
馬
ゃ
、
ォ

i
ト
レ

ー
ス
な
ど
ば
か
り
に
つ
い
や
さ
れ
る
と
し
た
ら
、
平
均
寿
命

が
七

O
年
以
上
に
の
び
た
人
間
は
、
そ
の
晩
年
を
ど
の
よ
う
に
し
て
過
し
た
ら
よ
い
の

か
を
迷
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
単
な
る
マ
ン
パ
ワ

l
に
期
待
し
た
り
、
社
会
機
構
を
変
革

し
た
り
す
る
だ
け
で
人
間
の
生
涯
の
幸
福
は
絶
対
に
つ
く
出
せ
な
↑
。
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向
い

さ
て
、

か
く
観
察
し
て
来
る
と
き
、
教
育
の
第
一
目
標
は
、
巣
な
る
マ

ン
パ

ワ
l
の

増
進
で
も
な
く
、
現
代
技
術
の
修
得
に
止
る
も
の
で
も
な
く
、
社
会
革
命
の
た
め
の
闘



土
の
養
成
で
も
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
に
便
乗
す
る
タ
レ
ン
ト
を
つ
く
る
こ
と
で
も
な
い
。

教
育
の
各
種
目
標
の
う
ち
、
究
極
す
る
と
こ
ろ
の
目
標
は
、
一
切
の
機
械
を
用
い
て

も
果
す
こ
と
の
で
き
な
い
1

創
造
的
生
命
的
い
と
な
み
の
担
い
手
と
し
て

の
人
間
を
つ
く

る
こ
と
に
し
ぼ
ら
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
こ
う
い
う
努
力
の
中
に
人
間
の
生
き
が
い
.か

あ
る
と
と
を
教
え
、
そ
の
よ
う
な
生
き
が
い
ー
を
実
現
す
る
道
を
教
え
る
こ
と
が
教
育
の

重
大
使
命
と
な
っ
て
く
る
。
従

っ
て
、
こ
こ
に
は
新
し
い
r
観
念
的
教
育
の
揚
が
回
復
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
新
教
育
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
不
可
欠
な
桜
拠
で

あ
り
、
出
発
点
で
あ
り
、
そ
し
て
最
後
に
は
ま
た
こ
こ
が
帰
結
点
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
場
所
を
具
体
的
に
指
示
す
る
な
ら
ば
、
前
述
の
如
く
わ
れ
わ
れ
の
家
庭

以
外
に
は
な
い
。
現
代
の
「
マ
ン
パ
ワ

l
」
の
要
訪
は
、
こ
の
よ
う
な
基
礎
の
上
に
お

い
て
行
わ
れ
る
時
に
お
い
て
、
始
め
て
妥
当
性
を
持

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

こ
う
考
え
て
き
た
時
、
家
庭
の
主
婦
の
座
に
す
わ
る
女
性
の
使
命
は
重
大
で
あ
る
。

大
熊
信
行
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
家
庭
は
消
費
の
場
で
は
な
く
て
、
反
っ
て
家
族

の
明
日
の
生
活
力
を
再
生
産
す
る
場
所
で
あ
り
、
次
代
の
生
命
を
生
産
し
、
保
育
し
、

養
育
し
、
成
人
に
対
し
て
は
最
後
の
安
息
を
与
え
、
ひ
と
り
の
世
界
を
つ
く
り
得
る
場

所
で
あ
る
。
従

っ
て
主
婦
た
る
者
は
、
生
産
者
で
あ
り
、
教
育
者
で
あ
り
、
養
護
者
で

あ
り
、
管
理
者
で
あ
る
。
こ
の
重
大
な
使
命
に
つ
い
て
は
婦
人
自
ら
の
自
覚
も
必
要
で

あ
る
が
、
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
の
は
、
一
切
の
男
子
が
、
自
分
た
ち
が
主
と
し
て
担
当

し
て
い
る
財
貨
の
製
造
事
業
の
上
に
こ
の
大
切
な
人
間
的
、
生
命
的
生
産
の
仕
事
が
あ

る
の
を
認
識
し
、
こ
こ
に
人
間
究
極
の
側
値
基
準
が
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
家
庭
が
今
日
の
一
切
の
機
械
文
明
推
進
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
な
る

の
で
あ
る
が
、
一
方
ま
た
、
機
械
文
明
の
製
造
す
る
一
切
の
財
貨
は
根
源
社
会

で
あ
る
家
庭
と
、
そ
れ
を
か
こ
む
大
社
会
の
福
祉
増
進
に
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に

一
つ
の
相
互
関
係
が
あ
る
。
経
済
学
に
お
け
る
循
環
理
論
は
、
精
神
的
、
倫
理

的
、
宗
教
的
観
点
在
交
え
て
再
編
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
の
政
治
、
教
育
、
経
済

の
究
極
の
目
標
は
、
世
の
母
親
に
真
実
の
宗
教
的
愛
情
と
喜
び
に
み
ち
て
献
身
の
で
き

る
場
と
し
て
の
家
庭
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
家
庭
の
成
員
と
な
る
者

に
は
、
こ
れ
を
よ
く
保
ち
、
よ
く
経
営
す
る
能
力
と
愛
情
を
開
発
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
の
条
件
は
、
よ
き
社
会
的
環
績
と
秩
序
の
中
に
お
い
て
家
庭
の
幸
福
を
助

成
し
保
証
す
る
政
策
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
一
切
を
実
現
す
る
た
め

の
処
置
が
現
代
教
育
の
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

F
O
 

か
く
見
て
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
日
の
教
育
改
革
と
、
そ
れ
と
関
連
す
る
国
や
責

任
の
地
位
に
あ
る
諸
企
業
の
政
治
経
済
施
策
に
つ
い
て
の
目
標
の
紫
摘
を
か
か
げ
る
。

①
今
日
の
マ
ン
パ
ワ

l
重
視
、
な
い
し
、
物
質
的
人
間
観
、
社
会
観
に
も
と
ず
く
社

会
改
革
思
想
の
か
な
た
に
、
さ
ら
に
新
し
く
、
兵
人
間
の
樹
立
と
い
う
教
育
の
究

極
目
標
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
小

・
中

・
高
校
の
教
育
線
程
を
全

人
的
教
育
線
程
に
あ
ら
た
め
る
と
と
も
に
、
大
、
学
の
一
般
教
育
課
程
を
根
本
的
に

改
訂
す
る
。
こ
の
た
め
に
、
校
長
、
学
部
長
、
学
長
等
の
行
政
的
業
務
を
軽
減
し
、

教
育
者
と
し
て
の
業
務
に
安
住
さ
せ
る
。

②
大
学
の
一
般
教
育
課
程
改
訂
の
中
心
的
所
置
と
し
て
新
学
科
「
生
活
原
論
」
を
開

設
し
、
人
間
の
発
達
段
階
、
成
長
過
程
、
ま
た
、
そ
の
段
階
や
過
程
に
お
け
る
生

活
経
営
な
ど
に
つ
い
て
の
用
意
を
教
え
、
特
に
人
間
生
活
の
基
底
で
あ
る
家
庭
生

活
の
意
義
を
、
生
命
的
に
、
精
神
的
に
、
倫
理
的
に
、
社
会
的
に
把
援
し
、
こ
れ

に
よ

っ
て
一
個
の
人
と
し
て
の
存
在
と
社
会
的
人
間
と
し
て
の
存
在
の
両
面
を
調

節
し
、
こ
こ
に
現
代
的
「
知
恩

・
報
恩
」
の
観
念
を
確
立
す
る
。
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③
高
校
以
下
の
男
女
卒
業
生
に
対
し
て
は
、
成
人
式
に
お
い
て
、
社
会
教
育
機
関
の

手
に
よ
り
、
第
二
の
義
務
教
育
と
し
て
「
生
活
保
論
」
の
集
中
講
義
を
受
講
さ
せ

守
色
。

④
女
子
教
育
は
原
則
と
し
て
短
期
大
学
以
下
と
し
、
二
年
な
い
し
三
年
の
社
会
生
活

実
習
後
に
は
結
婚
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
の
た
め
に
公
共
団
体
が
斡
旋
機
関

を
つ
く
る
。

⑤
家
庭
生
活
の
新
意
義
を
確
立
す
る
た
め
に
、
神
島
二
郎
教
授
が
い
う
(
同
氏
著
、

「
日
本
人
の
恋
愛
観
」
)
現
代
の
独
身
者
主
義
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
機

関
や
企
業
が
男
子
を
雇
傭
す
る
場
合
に
は
、
家
庭
を
支
え
る
一
個
の
人
を
履
備
す

る
と
い
う
観
念
に
立
ち
、
妻
に
は
一
万
円
、
長
子
に
は
五

O
O
O円
、
次
子
以
下

三
O
O
O円
の
扶
助
料
を
与
え
る
。
こ
の
扶
助
料
は
国
庫
よ
り
支
給
し
、
財
源
は

累
進
課
税
率
引
上
げ
に
よ
る
収
入
を
も

っ
て
あ
て
る
。

⑥
初
老
期
に
お
け
る
再
教
育
制
度
を
設
け
、
高
年
層
の
生
産
的
能
力
を
再
生
産
し
、

こ
れ
に
よ

っ
て
民
族
の
教
育
的
能
力
、
管
理
的
能
力
な
ど
の
向
上
、
生
産
性
の
増

強
を
は
か
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
男
子
は
五
五
歳
以
上
の
希
望
者
を
、
女
子
は
四

五
歳
以
上
の
希
望
者
を
再
教
育
す
る
。
男
子
に
は
主
と
し
て
初
級
、

中
級
の
管
理

業
務
、
自
営
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
、
女
子
に
は
保
育
、
各
種
の
テ
ュ

l
ヂ

l
、
教
員

等
の
社
会
的
仕
事
に
一丹
役
す
る
道
を
聞
く
。

ハ邸
H

年
女
子
が
教
員
に
な

っ
た
場
合
、

結
婚
に
よ

っ
て
退
職
し
た
り
、
あ
る
い
r
は
出
産
後
、
自
分
の
子
供
に
も
、
学
蛍
や

生
徒
逮
に
も
、
と
も
に
完
全
に
手
が
及
ば
ず
、
ど

っ
ち
つ
か
ず
の
状
態
で
職
場
に

も
家
庭
に
も
全
能
力
が
発
揮
で
き
な
い
今
日
の
状
態
は
国
家
的
損
失
で
あ
る
。
)

⑦
家
庭
教
育
に
つ
い
て
は
、
固
な
い
し
地
方
公
共
体
の
事
業
と
し
て
、
保
健
所
の
術

生
指
導
に
準
ず
る
家
庭
教
育
相
談
所
を
設
立
し
、
乳
幼
児
教
育
の
理
念
の
徹
底
と

正
し
い
方
法
の
指
導
を
開
始
す
る
c

一
九
六
六

・
九

・
一
五
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戦
後
に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
の
発
展

(
わ
が
国
に
お
け
る
女
子
大
学
創
設
事
情
)

藤

本

高

ム口、Jvg

教

授

目

次

戦
前
の
女
子
高
等
教
育
の
概
況

二
新
日
本
建
設
の
教
育
方
針

女
子
教
育
刷
新
要
綱

四

新
教
育
指
針

五

女
子
教
育
研
究
会

六
女
子
大
学
連
盟

七

大
学
設
立
基
準
設
定
協
議
会

八

大
学
基
準
協
会

・
大
学
設
置
委
員
会

九

女
子
大
学
の
創
設

。
結
び

戦
前
の
女
子
高
等
教
育
の
概
況

明
治
二
十
年
(
一
八
八
七
)
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
木
村
秀
子
と
い
う
人
が
女
子
と
し

て
初
め
て
大
学
(
帝
国
医
科
大
学
)
の
選
科
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。わ

が
国
に
お
け
る
女
子
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
最
初
に
設
立
せ
ら
れ
た
の
は
、
女

子
師
範
学
校
お
よ
び
高
等
女
学
校
の
教
員
養
成
を
目
的
と
し
て
明
治
二
十
三
年
(
一
八

九
O
)
に
東
京
に
設
置
さ
れ
た
官
立
の
女
子
高
等
師
範
学
校
で
あ

っ
た
。
明
治
三
十
七

・
八
年
戦
役
を
経
て
、
明
治
四
十
年
代
に
な
る
と
わ
が
国
勢
の
発
展
と
と
も
に
、
奈
良

に
も
官
立
の
女
子
高
等
師
範
学
校
が
放
置
さ
れ
、

ま
た
私
立
の
有
名
な
女
子
専
門
学
校

が
相
続
い
で
設
け
ら
れ
た
。
な
お
大
正
に
入

っ
て
か
ら
同
八
年
(
一
九
一
九
)
臨
時
教

育
会
議
の
答
申
に
基
づ
き
国
の
高
等
教
育
機
関
の
逐
次
拡
張
に
対
応
し
て
、
多
く
の
私

立
女
子
専
門
学
校
が
設
立
さ
れ
、
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
)
に
は
、
公
立
の
女
子
専

門
学
校
が
福
岡
次
い
で
大
阪
、
宮
城
、
京
都
の
各
府
県
に
設
置
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
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れ
ら
は
、
国
勢
の
進
展
と
と
も
に
女
子
の
中
等
教
育
の
拡
充
に
伴
い
、
さ
ら
に
高
等
教

育
を
受
け
よ
う
と
す
る
女
子
が
多
く
な

っ
た
た
め
で
あ
る
。

わ
が
国
の
高
等
教
育
は
、
大
正
時
代
を
経
て
昭
和
時
代
に
入
り
、
年
と
と
も
に
大
い

な
る
進
歩
を
遂
げ
、
昭
和
二
十
年
ハ
一
九
四
五
)
終
戦
の
年
の
学
校
種
別
に
よ
る
学
校

数
は
次
の
通
り
で
あ
っ

た
。

種

別

校

教

帝

国

大

学

七

官

立

大

学

一

二

公

立

大

学

ニ

私
立
大
学

二

七

種
別

高

師

男

女

高

師

師

範

青
年
師
範
等

そ
の
他

教
員
養
成

計

四

八

計

一

四

二

計

三

O
九

か
よ
う
に
合
計
約
五

O
O校
と
ヤ
う
盛
況
を
呈
す
る
に
至
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
女
子

の
進
学
者
は
主
と
し
て
私
立
女
子
専
門
学
校
で
あ

っ
て
師
範
学
校
が
と
れ
に
次
ぎ
、
た

だ
一
校
の
女
子
大
学
も
な
く
、
ま
た
当
時
の
大
学
で
は
女
子
の
本
科
入
学
は
原
則
と
し

て
認
め
ず
、
僅
か
に
東
北
帝
大
と
東
京
、
広
島
両
文
理
大
が
狭
い
門
戸
を
附
く
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
選
科
に
し
て
も
女
子
の
聴
講
を
認
め
る
と
こ
ろ
は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。

世
界
の
国
中
で
文
化
の
進
歩
し
、
教
育
の
普
及
し
て
い
る
と
他
も
認
め
自
ら
も
任
じ
て

い
た
国
と
し
て
は
特
異
な
事
俗
で
あ

っ
た
と
思
う
。

(
註
)
昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
〉
高
等
教
育
に
お
け
る
男
女
別
学
生
生
徒
数
(
官
、

公
、
私
立
を
合
せ
て
)

種

類

一

総

数

一

大

学

一

九

八

、

八

二
五
一

高

師

一

四

、

五

三
三
一

四五 校
七六三四数

実専
業門種
専学別
門校

同
勾
J

九
八
、

六一

九

三
、

一
七
一

三七校
七二数

女

二

O
六

一
、

ムハ一一

師

範

一

背

年

師

等

一

そ
の
他

一

教

員

養

成

一

専

門

一

実

業

専

門

一

九 二 一五
一一 O 六

O九七三二
四 O 五二六
九ーハ六 一

三
八
、
五
三
六
一

八、

O
四
五
一

七
五
六
一

八
六
、
O
九

三

八
九
、
六
八
七
一

女
子
の
高
等
教
育
進
学
者
の
数
が
、
男
子
に
比
し
て
か
よ
う
に
少
な
か
っ
た
の
は
、

大
戦
前
の
日
本
の
家
族
制
度
や
社
会
慣
習
に
お
い
て
、
女
子
の
地
位
が
男
子
同
等
に
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
因
習
に
よ
る
も
の
で
、
か
っ
男
女
共
学
は
初
等
教
育
に
限
ら
れ
た
当

時
の
教
育
制
度
の
抑
制
も
あ

っ
て
、
欧
米
諸
国
に
比
し
、
わ
が
国
の
女
子
の
教
育
特
に

高
等
教
育
は
遥
か
に
後
れ
て
い
た
次
第
で
あ
る
。
女
子
は
そ
の
宿
命
と
し
て
家
庭
に
留

ま
る
も
の
と
さ
れ
、
高
等
教
育
を
受
け
る
の
は
却

っ
て
妨
げ
と
な
り
、
婚
期
を
逸
す
る

と
い
う
心
配
も
あ

っ
て
、
女
子
高
等
教
育
の
た
め
に
大
学
に
進
学
の
途
を
開
け
と
い
う

制
度
改
正
の
要
望
も
起
ら
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
七
、
七
二
五

二
、
二
八
一

玉
、
八
O
九

一
、
一ニムハ一一
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新
日
本
建
設
の
教
育
方
針

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
終
戦
の
認
舎
を
天
皇
陛
下
の
お
戸
で
学
校
の
教
室
に
お

い
て
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
承
っ
た
と
き
は
、
非
常
な
感
激
を
覚
え
た
。
特
に
「
総
力
ヲ
将

来
ノ
建
設
ニ
傾
ケ
道
義
ヲ
篤
ク

ン
志
操
ヲ
致
夕、
γ
誓
テ
国
体
/
精
華
ヲ
発
揚
シ
世
界
/

進
運
ニ
後
レ
ザ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
刻
ス

ベ
シ
」

と
い
う
お
言
葉
に
対
し
て
は
長
い
戦
争
の
た

め
に
後
れ
て
い
た
女
子
教
育
の
振
興
を
深
く
決
心
し
た
次
第
で
あ

っ
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
十
八
日
東
久
溜
宮
内
閣
の
文
部
大
臣
に
就
任
し
た
前
倒
多
門
は
約

一
カ
月
後
の
九
月
十
五
日
、
「
新
日
本
建
設
の
教
育
方
針
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ



る
と
、
ま
ず
第
一
に
終
戦
の
詔
舎
の
趣
旨
を
体
し
て
、
国
民
の
教
養
を
深
め
、
科
学
的

思
考
カ
を
養
い
、
平
和
愛
好
の
念
を
鴛
く
し
、
知
徳
の
一
般
水
準
を
昂
め
て
、
世
界
の

進
速
に
貢
献
す
る
も
の
た
ら
し
め
よ
う
と
一
般
方
針
を
あ
げ
、
次
に
具
体
的
な
緊
急
対

策
と
し
て
、
教
育
の
体
勢
、
教
科
書
、
教
職
員
に
対
す
る
措
置
、
学
徒
に
対
す
る
措
質
、

科
学
教
育
、
社
会
教
育
、
青
少
年
団
、
宗
教
、
体
育
、
文
部
省
機
構
の
改
革
の
十
項
目

を
示
し
て
い
る
。

昭
和
二
十
年
十
月
九
日
に
は
、
前
田
文
相

(
幣
原
内
閣
に
留
任
)
は
東
京
都
内
の
主

な
女
子
教
育
者
を
文
部
省
に
招
い
て
、
将
来
の
女
子
教
育
の
あ
り
方
を
相
談
す
る
懇
談

会
を
開
い
た
が
、
時
宜
を
得
た
民
主
的
な
話
し
合
い
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
年
十
月
五
日
に
は
、
「
戦
時
教
育
令
」
が
廃
止
さ
れ
た
。
同
年
十
月
十
五
、

十
六
日
に
は
、
文
部
省
は
、
さ
き
に
発
表
し
た
「
新
日
本
建
設
の
教
育
方
針
」
の
徽『低

を
期
す
る
た
め
、
全
国
の
高
等
師
範
学
校
長
を
は
じ
め
教
員
養
成
諸
学
校
長
等
を
招
集

し
て
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
講
堂
に
お
い
て
、
「
新
教
育
方
針
中
央
講
習
会
」
を
閉

会
し
た
。
ま
ず
前
回
文
相
の
訓
示
、
次
い
で
大
村
文
部
次
官
の
挨
拶
が
あ

っ
た
。

前
回

文
相
は
、
終
戦
後
の
教
育
刷
新
は
政
府
と
教
育
者
が
手
を
携
え
て
干
渉
を
受
け
ず
自
主

的
に
先
手
先
手
と
改
善
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
文
相
は
学
徒
が
戦
時
中
、
純

心
鋭
意
、
戦
線
に
銃
後
に
献
身
奉
公
の
実
を
挙
げ
た
点
は
国
民
の
斉
し
く
感
銘
す
る
所

で
あ

っ
た
が
、
こ

の
敗
戦
の
帰
結
を
見
た
こ
と
は
吾
々
指
導
者
の
地
位
に
あ
る
先
輩
と

し
て
申
訳
け
が
な
い
。
し
か
し
‘
敗
戦
の
示
す
幾
多
の
教
訓
を
学
び
取

っ
て
、
今
後
の

教
育
上
の
新
方
針
に
資
し
た
い
と
思
う
。
そ
も
そ
も
敗
戦
の
原
因
の
一
つ
は
精
神
方
面

に
あ
る
。
す
み
や
か
に
教
育
界
よ
り
軍
国
主
義
、
極
端
狭
世
間
な
国
家
主
義
を
排
除
し
、

平
和
愛
好
の
精
神
を
煽
養
し
天
地
の
公
道
人
倫
の
常
経
に
法
づ
く
べ
き
で
あ
る
。
吾
人

は
こ

こ
に
改
め
て
教
育
勅
語
を
謹
読
し
て
徳
性
の
完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
国
家
社
会

に
対
す
る
純
真
な
奉
仕
を
全
う
す
べ

き
で
あ
る
。
徒
ら
に
個
人
の
自
由
を
強
調
し
て
責

任
を
忘
れ
る
が
如
き
は
、
民
主
主
義
の
本
意
で
な
い
。

将
来
の
教
育
は
極
端
な
劃
一

主

義
に
陥
る
こ
と
な
く
、
哀
の
人
格
の
陶
冶
、
道
義
の
昂
揚
と
真
理
の
追
及
と
理
想
に
向

っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
更
に
社
会
教
育
、
女
子
教
育
、
科
学
教
育
、
体

力
の
増
進
、
芸
能
文
化
の
振
興
、
勤
労
教
育
に
つ
き
新
方
針
を
示
し
た
が
、
特
に
女
子

教
育
に
つ
い
て
は
、

「女
子
教
育
の
水
準
を
思
い
き

っ
て
向
上
せ
し
め
る
方
針
で
あ
る
。
」

と
強
制
し
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ
っ
た
。
次
に
、
大
村
次
官
も
、
そ
の
挨
拶

に
お
い
て
、
従
来
、
女
子
教
育
に
つ
い
て
は
、
男
子
の
そ
れ
に
比
し
極
め
て
低
調
で
あ

っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
家
庭
生
活
に
直
接
関
係
の
あ
る
鋲
(
し
つ
け
)
、
礼
法
、
手
芸

等
に
つ
い
て
は
相
当
に
力
が
注
が
れ
て
来
た
が
、
政
治
、
経
済
、
社
会
等
に
関
す
る
教

育
は
甚
だ
未
熟
で
あ
っ
て
こ
の
低
度
の
母
性
に
育
く
ま
れ
る
家
庭
の
子
女
に
社
会
性
、

公
民
性
、
民
主
主
義
性
の
乏
し
ヤ
こ
と
は
寧
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
女
子
教

育
に
一
層
の
刷
新
向
上
が
期
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
と
述
べ
て
い
る
。

か
よ
う
に
女
子
の
教
育
が
初
等
、
中
等
、
専
門
教
育
に
お
い
て
女
子
に
特
有
な
も
の

を
除
い
て
は
男
子
よ
り
も
そ
の
学
力
の
程
度
に
お
い
て
甚
だ
低
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
戦
前
に
お
い
て
は
著
し
い
事
実
で
あ
っ
て
、
女
子
の
高
等
教
育
の
軽
ん
ぜ
ら
れ
て

い
1

た
こ
と
も
当
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
新
教
育
方
針
講
習
会
は
、
戦
後
の
交
通
、
宿
舎
、
食
憾
な
ど
の
事
情
で
全

国
各
地
に
お
い
て
小
範
聞
で
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
文
部
省
は
連
合
国
軍
最
高
司

令
部
の
教
育
政
策
に
関
す
る
指
令
に
光
っ
て
、
自
主
的
に
戦
後
の
わ
が
国
の
教
育
方
針

を
発
表
し
て
そ
の
徹
底
を
図

っ
た
こ
と
は
欣
快
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、

一
週
間
遅
れ
て
、
同
年
十
月
二
十
二
日
に
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
か

ら
「
日
本
の
教
育
制
度
の
管
理
に
つ
い
て
の
指
令
」
が
終
戦
連
絡
本
部
を
通
じ
て
日
本
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政
府
に
発
せ
ら
れ
、
次
い
で
同
年
十
月
三
十
日
に
は
「
教
員
お
よ
び
教
育
関
係
官
の
調

査
、
除
外
、
認
可
に
関
す
る
指
令
」
が
発
せ
ら
れ
、
更
に
同
年
十
二
月
十
五
日
に
は
「
国

家
神
道
、
神
社
神
道
に
対
寸
る
政
府
の
保
証
、
支
援
、
保
全
、
監
督
並
び
に
広
布
の
廃

止
に
関
す
る
指
令
」

が
発
せ
ら
れ
た
。
こ
の
指
令
に
よ
っ
て
日
本
古
来
の
国
民
の
信
念

で
あ
っ
た
国
家
神
道
(
ま
た
は
純
神
道
、
惟
林
道
)
も
一
般
宗
教
と
し
て
判
定
さ
れ
、

ま
た
四
十
万
人
の
教
育
者
の
う
ち
十
一
万
人
が
追
放
に
処
せ
ら
れ
た
根
拠
と
な

っ
た
軍

国
主
義
、
超
国
家
主
義
の
思
想
が
こ
の
指
令
の
中
で
非
難
さ
れ
て
い
る
。
同
年
十
二
月

三
十
一
日
に
は
、
「
修
身
、
日
本
歴
史
、
地
理
の
停
止
に
つ
い
て
の
指
令
」
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
四
つ
の
指
令
は
、
日
本
の
従
来
の
思
想
お
よ
び
教
育
の
進
行
に
急
ブ
レ
ー

キ
を
か
け
、
大
き
な
教
育
改
革
の
動
力
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
第
四
の
指
令
は
修

身
、
日
本
歴
史
、
地
理
と
い
う
国
民
教
育
の
中
心
教
科
が
戦
前
の
超
国
家
主
義
、
軍
国

主
義
を
教
え
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
段
高
司
令
部
の
判
断
で
、
特
に
こ
れ
ら
の
教
科
内

容
を
修
正
し
て
代
案
を
作
成
す
る
ま
で
そ
の
授
業
を
停
止
し
た
の
で
あ
る
。

女
子
教
育
刷
新
要
綱

文
部
省
は
こ
れ
ら
の
指
令
を
受
け
た
が
一
方
に
お
い
て
、
同
年
十
二
月
四
日
に
は
、

他
の
教
育
改
革
に
先
だ

っ
て
自
主
的
に
、

「女
子
教
育
刷
新
要
綱
」
を
定
め
て
こ
れ
を

閣
議
に
諦
り
諒
解
を
得
て
こ
れ
を
発
表
し
た
。
そ
の
要
綱
に
よ
る
と
、

女
子
教
育
刷
新
婆
綱

一

方

針

男
女
聞
に
お
け
る
教
育
の
機
会
均
等
お
よ
び
教
育
内
容
の
平
準
化
な
ら
び
に
男
女
相

互
噂
重
の
風
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
途
と
し
て
女
子
教
育
の
刷
新
を
図
ら
ん
と
す
。

二

要

領

廿
一
正
当
り
女
子
に
対
す
る
高
等
教
育
機
関
の
開
放
な
ら
び
に
女
子
中
等
学
校
教
科
の
男

子
中
等
学
校
に
対
す
る
平
準
化
を
図
り
、
且
つ
大
学
教
育
に
お
け
る
共
学
制
の
採
用

を
目
途
と
し
て
左
の
措
遣
を
な
さ
ん
と
す
。

三

措

置

納
骨
一
正
当
り
女
子
の
入
学
を
阻
止
す
る
規
定
を
改
廃
し
、
女
子
大
学
の
創
設
な
ら
び

に
大
学
に
お
け
る
共
学
制
を
実
施
す
る

ω
大
学
学
部
入
学
資
格
に
関
し

文
部
大
臣
の
指
定
す
る
女
子
専
門
学
校
卒
業
者
等
に
入
学
資
格
の
附
与

ω
大
学
学
部
入
学
順
位

ゆ
大
学
予
科
入
学
資
格

ω
現
に
存
す
る
女
子
専
門
学
校
中
適
当
な
る
も
の
は
女
子
大
学
た
ら
し
む
る
如

く
措
置
す
る
こ
と
。

例
女
子
高
等
学
校
の
創
設
は
追
っ
て
之
を
考
慮
す
る
も
の
と
し
、
差
当
り
女
子
専

門
学
校
、
高
等
女
学
校
高
等
科
お
よ
び
専
攻
科
中
適
当
な
る
も
の
を
高
等
学
校
の

教
科
と
同
等
な
ら
し
む
る
こ
と
。

川
門
高
等
女
学
校
の
教
科
を
中
学
校
と
同
等
な
ら
し
む
る
こ
と
。

ω
基
本
的
教
科
の
構
成
を
中
学
校
と
同
等
た
ら
し
む
る
こ
と
。

間
基
本
的
教
科
の
授
業
日
数
、
毎
週
授
業
時
数
を
中
学
校
と
同
等
た
ら
し
め
る

こシ」
。

ゆ
教
科
書
は
中
学
校
と
同

一
の
も
の
た
ら
し
め
る
こ
と
を
建
前
と
す
る
こ
と
。

料
大
学
高
等
専
門
学
校
の
講
義
を
女
子
に
対
し
て
開
放
す
る
こ
と
。

ω
女
子
に
対
し
各
学
部
の
講
義
に
つ
き
聴
講
生
制
度
を
採
用
す
る
こ
と
。
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川
向
教
義
向
上
、
政
治
教
育
、
科
学
教
育
等
に
関
す
る
大
学
専
門
学
校
等
に
対
す

る
拡
張
講
肢
を
開
放
し
、

一
般
女
子
に
も
之
を
開
放
す
る
こ
と
。

こ
の
発
表
は
、
実
に
わ
が
国
女
子
教
育
の
改
革
の
創
期
的
戸
明
で
あ
っ
て
、
し
か
も

ニ
た
月
前
に
発
表
し
た
「
新
日
本
建
設
の
教
育
方
針
」
に
関
す
る
前
回
文
相
の
訓
示
に

いて
7

「女
子
教
育
の
水
準
を
恩
ヤ
き

っ
て
向
上
せ
し
め
る
方
針
で
あ
る
。」

と
一言
明
し

た
こ
と
に
対
す
る
具
体
的
措
位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
女
子
教
育
振
興
の
機
運
に
促
が
さ
れ
て
大
正
九
年
東
京
高
等
師
範
学
校

(
東
京
文
迎
科
大
学
)
東
京
工
業
専
門
学
校
(
東
京
工
業
大
学
)
東
京
商
業
専
門
学
校

(
一
つ
橋
商
科
大
学
)
が
昇
格
運
動
を
起
し
て
大
学
に
昇
格
し
た
際
、
女
子
な
る
が
故

に
と
り
残
さ
れ
た
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
は
修
業
年
限
四
カ
年
の
女
子
の
最
高
学
府

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
学
校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
る

に
先
ち
、
旧
制
大
学
令
に
よ

っ
て
国
立
女
子
大
学
に
切
替
え
る
た
め
に
、
そ
の
創
設
趣

意
書
並
び
に
組
織
舎
を
作
成
し
、
そ
れ
に
予
算
概
算
舎
を
添
え
て
昭
和
二
十
年
十

一
月

二
十
九
日
文
部
大
臣
に
設
世
申
請
を
し
た
。
そ
の
組
織
は
文
学
部
、

理
学
部
、
家
政
学

部
の
三
学
部
よ
り
成
る
専
門
の
大
学
で
あ

っ
た
。
文
部
省
は
こ
れ
を
受
理
し
、
更
め
て

省
議
に
諮
り
、
設
置
方
針
を
定
め
て
そ
の
予
算
を
大
蔵
省
に
諮
求
し
た
。
し
か
し
、
戦

後
日
が
な
お
浅
く
、
国
費
に
余
裕
が
な
い
と
い
う
理
由
で
、
査
定
さ
れ
、
後
に
他
の
国

立
大
学
が
設
位
さ
れ
る
時
ま
で
延
ば
さ
れ
た
。

四

新
教
育
指
針

昭
和
二
十

一
年
一

月

一
日
天
皇
陛
下
は
認
舎
を
決
発
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
明
治
天

皇
の
樹
て
ら
れ
た
明
治
の
初
の
五
筒
条
の
御
省
文
の
公
明
正
大
な
国
是
を
回
想
さ
れ
、

今
ま
た
援
を
新
た
に
し
て
国
還
を
聞
か
ん
と
し
て
、
国
を
挙
げ
て
平
和
主
義
に
徹
し
教

養
泣
か
に
文
化
を
築
き
新
日
本
を
建
設
し
よ
う
。
思
う
に
長
い
間
の
戦
争
も
敗
北
に
終

り
、
失
意
の
淵
に
沈
ま
ん
と
す
る
傾
き
が
あ

っ
て
、
道
義
の
念
は
衰
え
、
た
め
に
思
想

混
乱
の
兆
も
あ

っ
て
深
憂
に
た
え
な
い
。
し
か
し
、
わ
が
国
で
は
天
皇
は
国
民
と
共
に

在

っ
て
常
に
利
害
休
械
を
同
じ
く
し
て
い
る
。
終
始
相
互
の
信
頼
と
敬
愛
と
に
依

っ
て

結
ぼ
れ
て
い
て
、
そ
の
関
係
は
単
な
る
神
話
と
伝
説
と
に
依
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な

い
。
天
皇
を
以

っ
て
現
人
神
ハ
あ
ら
ひ
と
が
み
)
と
し
、
か
っ
日
本
国
民
を
以

っ
て
他

の
民
族
に
優
越
し
た
民
族
で
あ

っ
て
延
い
て
は
世
界
を
支
配
す
べ
き
速
命
を
有
す
る
と

の
架
空
な
観
念
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
と
し
て
歴
史
的
真
実
に
基
い
て
教
え
ら
れ
、

今
や
国
を
挙
げ
て
当
面
の
困
苦
を
克
服
し
て
、
平
和
主
義
に
徹
し
、
教
義
設
か
に
文
化

を
築
き
新
日
本
を
建
設
し
、
人
類
の
福
制
と
向
上
と
の
た
め
に
心
を

一
に
し
て
相
励
ま

し
こ
の
大
業
を
成
就
し
よ
う
と
願
わ
れ
た
。

同
年
二
月
二
十
二
日
文
部
省
は
戦
後
に
お
け
る
女
子
教
育
の
推
進
の
急
務
で
あ
る
こ

と
を
認
め
、
大
学
令
を
改
正
し
て
、
女
子
の
た
め
に
一
般
大
学
を
開
放
し
て
そ
の
入
学

を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。

悶
年
三
月
四
日
に
は
、
第

一
次
米
国
教
育
使
節
団
が
来
日
し
て
、
日
本
の
教
育
者
と

懇
談
し
、
学
校
を
視
察
し
て

一
カ
月
後
そ
の
報
告
舎
を
作
成
し
て
三
月
三
十

一
日
最
高

司
令
部
に
従
出
し
た
。
そ
の
報
告
書
は
凶
月
七
日
発
表
さ
れ
た
が
こ
れ
に
よ
る
と
、
教

育
の
基
盤
は

「
個
人
の
制
値
と
尊
厳
に
対
す
る
認
織
で
あ
る
」
と
述
べ
、
高
等
教
育
に

つ
い
て
は
、

「
こ
れ
を
受
け
る
機
会
を
少
数
者
の
特
権
と
せ
ず
、
多
数
者
に
与
う
べ
き

で
あ
る
」
こ
と
を
勧
告
し
て
い
r
る
。

昭
和
二
十

一
年
五
月
十
五
日
文
部
省
は
、

「
新
教
育
指
針
」
第
一

部
前
筋

「
新
日
本

建
設
の
校
本
問
題
」
第
一
分
附

(
第
一
立
よ
り
第
三
立
ま
で
)
を
発
表
し
次
い
で
向
第
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二
分
冊

(
第
四
章
よ
り
第
六
詳
ま
で
)
を
六
月
三
十
日
発
表
し
た
。
更
に
後
篤
と
し
て
、

「新
日
本
教
育
の
重
点
」
を
十
一
月
十
五
日
に
発
表
し
た
。
終
り
に
第
二
部
に
お
い

て、

教
育
方
法
と
し
て
教
材
の
選
び
方
、
取
扱
い
方
、
討
論
法
の
婆
領
を
示
し
、
附
録
と
し

て
マ
ツ
カ
1
サ

l
司
令
部
発
教
育
関
係
指
令
」
を
加
え
て
い
r
る
。
こ
の
「
新
教
育
指
針
」

は
新
し
い
日
本
の
教
育
が
何
を
目
あ
て
と
し
、
ど
の
よ
う
な
点
に
重
き
を
お
き
、
そ
れ

を
ど
う
い
う
方
法
で
実
行
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
教
育
者
の
手
び
き
と
す
る
た
め
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
新
教
育
指
針
」
第
一
部
後
策
「
新
日
本
教
育
の
重
点
」
に
お

い
て
は
、

「
女
子
教
育
の
向
上
」
の
章
を
設
け
、
け
「
な
ぜ
女
子
教
育
を
向
上
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
を
説
い
て
、
今
日
の
日
本
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
の
強
い
関
心
を

袈
求
す
る
問
題
は
極
め
て
多
い
。
中
で
も
女
子
教
育
の
向
上
と
改
善
と
は
、
最
も
大
切

な、

し
か
も
さ
し
迫
っ
た
問
題
で
あ
る
。
新
日
本
建
設
の
出
発
に
あ
た
り
、
い
ち
は
や

く
婦
人
に
参
政
権
が
与
え
ら
れ
た
。
ま
た
新
し
い
慾
法
の
草
案
に
お
い
て
は
、
女
子
に

男
子
と
同
等
の
権
利
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
女
子
の
社
会
的
地
位
は
著
し
く

高
め
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
資
任
も
ま
た
頗
る
重
き
を
加
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
し
か

し
、
現
在
の
日
本
の
婦
人
が
参
政
指
を
は
じ
め
、
新
た
に
法
律
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
る

い
ろ
い
ろ
の
権
利
を
正
し
く
用
い
、
そ
れ
に
伴
う
義
務
と
資
任
と
を
り

っ
ぱ
に
附揮
す
こ

と
が
ど
う
し
て
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
女
子
を
現
状
の
ま
ま
に
止
め
て
お
い
た
の
で
は
、

そ
れ
は
む
ず
か
し
い
。
け
れ
ど
も
教
育
さ
え
十
分
に
与
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
新
し
い
r
義

務
と
賀
任
と
を
り
っ
ぱ
に
来
し
得
る
に
ち
が
い
な
い
。
新
し
い
民
主
的
日
本
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
国
民
の
半
数
を
占
め
る
女
子
の
教
育
を
革
新
し
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
、
極

め
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
次
い
で
M
H

「
何
が
女
子
教
育
の
向
上
を
妨
げ
て
い
た
か
」

を
反
省
し
、

日
開
「
女
子
教
育
は
何
を
目
あ
て
と
す
べ
き
か
。
」
伺

「
ど
ん
な
点
に
カ
を

入
れ
る
べ
き
か
」
例
「
女
教
師
は
ど
ん
な
に
重
ャ
安
任
を
負
う
て
い
る
か
」
。
な
ど
を

述
べ

て
い
る
が
個
人
的
社
会
的
資
任
に
対
す
る
教
育
、
科
学
教
育
、
経
済
教
育
を
抑
し

進
め
、
従
来
の
家
庭
人
か
ら
男
子
と
相
互
し
て
い
く
社
会
人
と
し
て
の
教
養
を
身
に
つ

け
、
ま
た
子
女
の
教
育
に
も
十
分
な
資
格
を
持
つ
女
子
た
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

五

女
子
教
育
研
究
会

終
戦
後
に
お
け
る
わ
が
国
の
教
育
は
、
昭
和
二
十
年
十
月
五
日
に
は
「
戦
時
教
育
令
」

が
廃
止
さ
れ
、
次
い
で
同
月
十
日
に
は
「
学
徒
勤
労
令
」
が
廃
止
さ
れ
て
、
‘
長
い
間

の
緊
張
と
努
力
が
空
し
き
平
静
に
復
し
た
が
、
疎
開
、
勤
労
、
出
征
か
ら
帰
っ
て
来
た

学
徒
を
迎
え
て
も
、
学
閣
は
荒
れ
、
校
舎
は
戦
災
で
立
ち
入
る
所
も
な
い
有
線
で
あ

っ

た。

連
合
国
軍
最
高
司
令
部
の
教
育
に
関
す
る
四
つ
の
指
令
、
文
部
省
の
「
新
日
本

建

一

設
の
教
育
方
針
」
お
よ
び
「
新
教
育
指
針
」
の
発
表
が
あ
っ
て
も
、
教
育
の
現
場
に
お
初

い
て
は
、
教
室
を
初
め
教
科
書
、
教
具
等
を
整
備
す
る
こ
と
が
容
易
で
な
く
、
そ
の
上
、

一

極
端
な
食
総
難
と
住
居
難
に
耐
え
て
、
し
か
も
敗
戦
の
精
神
的
打
撃
に
克
ち
抜
ヤ
て
い

く
、
当
時
の
教
育
者
の
苦
悩
は
む
し
ろ
戦
争
の
さ
な
か
の
緊
張
し
た
生
活
よ
り
も
つ
ら

か
っ
た
。
し
か
し
、
教
育
は
結
局
は
現
場
の
仕
事
で
あ
る
の
で
、
教
育
者
が
議
起
し
な

け
れ
ば
、
新
教
育
の
効
果
を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
敗
戦
の
国
民
の
立
ち
上
り
、

わ
け
て
も
教
育
を
使
命
と
す
る
教
師
の
自
発
掘
簡
励
を
要
す
る
時
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十

一
年
八
月
十
日
に
は
、
新
教
育
制
度
の
あ
り
方
を
審
議
す
る
「
教
育
刷
新

委
員
会
」
官
制
が
公
布
さ
れ
た
。
問
委
民
会
は
自
主
性
を
も
っ
た
会
議
で
あ
っ
て
そ
の

第
一
回
総
会
は
九
月
七
日
に
開
か
れ
た
。

十
二
月
二
十
七
日
に
は

「教
育
の
理
念
及
び

教
育
基
本
法
に
関
す
る
こ
と
」
の
建
議
舎
を
作
成
提
出
し
た
が
、
そ
の
中
に
女
子
教
育

の
原
則
を
基
本
法
に
同
明
示
す
べ
き
こ
と
を
一
要
望
し
て
い
る
。
教
育
刷
新
委
員
会
の
こ
の



建
議
、
お
よ
び
さ
き
に
述
べ
た
文
部
省
の
「
新
教
育
指
針
」
後
矯
の
「
女
子
教
育
の
向

上
」
の
意
見
が
同
年
十
一
月
十
五
日
に
発
表
さ
れ
る
に
先
ち
、
教
育
者
の
側
か
ら
自
主

的
に
盛
り
上
っ
た
教
育
改
新
運
動
の
一
つ
に
、
「
女
子
教
育
研
究
会
」
の
設
立
と
そ
の

活
動
が
あ

っ
た
。
同
会
は
都
内
著
名
な
女
子
教
育
者
学
識
経
験
者
二
十
四
名
が
発
起
人

と
な
り
、
そ
の
評
議
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
趣
意
書
お
よ
び
規
約
案
を
作
り
、
昭
和
二

十
一
年
八
月
二
十
日
付
を
も

っ
て
書
簡
を
発
し
、
広
く
女
子
教
育
に
関
心
を
有
す
る
同

志
に
参
加
を
求
め
た
。

女
子
教
育
研
究
会
設
立
趣
意
舎

女
子
教
育
は
新
日
本
建
設
を
め
ざ
す
教
育
方
策
中
、
特
に
重
要
な
分
肺
円
で
あ
る
。
又

新
し
い
1

社
会
情
勢
の
展
開
は
そ
の
創
期
的
刷
新
に
絶
好
の
機
会
を
与
え
て
い
る
。
然

る
に
女
子
教
育
問
題
に
関
す
る
輿
論
に
は
必
ず
し
も
帰
一
せ
る
も
の
が
な
く
、
研
究

も
ま
た
十
分
な
り
と
言
う
こ
と
を
得
な
い
1

。
為
に
女
子
教
育
の
革
新
を
有
力
且
つ
具

体
的
に
推
進
し
得
な
い
憾
が
あ
る
。
我
等
は
誌
に
鑑
み
、
広
く
女
子
教
育
家
及
び
女

子
教
育
に
特
別
の
関
心
を
有
す
る
人
々
と
相
携
へ
、
新
情
勢
に
即
応
す
る
女
子
教
育

革
新
に
つ
き
意
見
を
交
換
し
懇
談
を
遂
げ
、
必
要
な
調
査
研
究
を
行
い
時
宜
に
よ
っ

て
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
以
て
女
子
教
育
刷
新
に
関
す
る
有
力
な
輿
論
を
作
興
し
更

に
そ
の
実
現
を
促
進
す
る
急
務
を
焔
感
す
る
。
こ
れ
女
子
教
育
研
究
会
を
企
て
る
に

至
っ
た
趣
意
で
あ
る
。

女
子
教
育
研
究
会
規
約

て
名
称
本
会
は
女
子
教
育
研
究
会
と
称

へ
る

二
、
事
務
所
東
京
都
小
石
川
区
大
塚
町
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
内

三
、
目
的
新
情
勢
に
即
応
し
女
子
教
育
革
新
に
つ
い
て
の
有
力
な
輿
論
を
つ
く

-也
。

毎
月
一
回
研
究
会
を
開
き
意
見
の
交
換
懇
談
を
す
る
。

女
子
教
育
改
普
に
必
要
な
調
査
研
究
を
す
る
。

調
査
研
究
の
成
果
は
時
宜
に
よ
り
一
般
に
発
表
し
又
は
当
局
そ

の
他
関
係
方
面
に
進
言
す
る
。

女
子
教
育
家
又
は
女
子
教
育
に
関
し
特
別
の
関
心
を
有
す
る
人

で
評
議
員
会
に
於
ヤ
て
承
認
し
た
者
を
以
て
会
貝
と
す
る
。

本
会
に
左
の
役
員
を
飽
く
。

評
議
員
若
干
名
内
一
名
を
評
議
員
の
互
選
に
よ
り
評
議
員

代
表
と
す
。

幹
事
若
千
名
内
二
名
を
常
任
幹
事
と
し
庶
務
及
会
計
の

事
務
を
取
扱
ふ
。

評
議
員
、
評
議
員
代
表
及
幹
事
の
任
期
は
二
箇
年
と
す
但
し
重

任
を
妨
げ
な
い
ロ

会
費
は
一
筒
年
十
二
円
と
し
会
員
各
自
の
負
担
と
す
る
。

学
校
又
は
団
体
を
代
表
す
る
会
員
は
一
箇
年
百
円
宛
別
に
隊
出

す
る
。

ゆ
其
の
他
の
有
志
の
寄
附
。

川明

毎
年
一
回
会
員
総
会
に
於
て
会
務
並
に
会
計
の
報
告
を
す
る
。

女
子
教
育
研
究
会
は
、
有
名
な
女
子
学
校
の
校
長
教
員
そ
の
他
有
力
な
学
識
経
験
者

等
多
数
の
賛
同
を
得
、
同
年
九
月
十
日
第
一
回
総
会
を
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
に
お

い
て
閉
会
し
た
。
当
日
は
「
今
後
に
於
け
る
女
子
の
使
命
と
其
の
教
育
」
と
い
う
題
目

で
会
員
各
自
、
自
由
に
意
見
を
述
べ
た
が
、
中
心
の
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
男
女
共
学

制
お
よ
び
女
子
の
高
等
教
育
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
研
究
会
に
は
、
連
合
国

四
、
事

業

(3) (2) (1) 

五
、
組

織

(1) (2) 
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軍
最
高
司
令
部
民
間
情
報
教
育
部

(
C
I
E
)
か
ら
女
子
教
育
担
当
の
ミ
ス

・
ホ
ー
ム

ズ
博
士

(
O
F

呂田
ω
m
z
。-E
E
)
そ
の
他
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
出
席
し
て
、
ア
メ

リ
カ
の
教
育
事
情
や
女
子
教
育
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
て
助
言
奨
励
を
し
た
。
研
究
会

第
二
回
総
会
は
十
月
十
日
に
閉
会
さ
れ
た
。
そ
の
会
に
お
い
て
は
、
さ
き
の
第
一
回
総

会
に
お
い

て
小
委
員
に
付
託
さ
れ
た

「
女
子
大
学
特
設
に
関
す
る
問
題
」
築
が
付
議
さ

れ
、
熱
心
な
討
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
決
議
を
見
る
に
至

っ
た
。

女
子
大
学
特
設
に
関
す
る
趣
意

新
日
本
の
建
設
と
運
営
と
に
関
し
て
女
子
が
受
持
つ
べ
き
分
野
が
拡
張
せ
ら
れ
、
そ

の
任
務
が
重
大
に
な
っ
た
今
日
、
女
子
に
対
す
る
高
等
教
育
が
ま
す
ま
す
緊
要
な
も

の
に
な

っ
た
の
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
従

っ
て
女
子
の
た
め
の
高
等
教
育
機
関
の
整

備
拡
張
に
つ
い
て
は
何
人
も
異
論
な
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
文
部
省
は
さ
き
に
と
の
情

勢
に
鑑
み
て
帝
国
大
学
そ
の
他
各
大
学
を
開
放
し
て
男
女
共
学
の
制
の
下
に
、
最
高

学
府
へ
女
子
学
徒
の
進
出
す
る
途
を
聞
い
た
凌
質
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
男
女
共
学

は
基
本
方
針
と
し
て
ま
こ
と
に
尤
も
で
あ
る
が
、
殆
ど
男
子
学
生
の
み
を
収
容
し
て

来
た
我
が
国
大
学
の
現
在
の
人
的
物
的
設
備
に
お
い
て
、
永
い
間
男
女
学
生
を
別
々

の
学
校
〈
中
学
校
以
上
の
)
で
教
育
し
て
来
た
社
会
的
慣
習
の
堕
勢
の
牢
固
た
る
現

状
に
お
い
て
、
男
女
交
際
の
社
会
的
訓
練
の
未
だ
整
っ
て
い
な
い
社
会
生
活
の
実
状

に
お
い
て
、
男
女
共
学
の
み
の
一
筋
道
を
辿
る
こ
と
は
、
事
実
の
問
題
と
し
て
設
備

の
不
完
全
か
ら
来
る
幾
多
の
不
使
と
、
折
角
高
等
教
育
を
志
望
す
る
良
家
の
女
子
の

熱
意
を
共
学
に
対
す
る
父
兄
の
危
恨
の
故
に
、
減
殺
し
て
し
ま
ふ
恐
れ
が
な
い
で
も

な
い
。
今
は
何
を
措
い
て
も
一
人
で
も
多
く
の
女
子
に
高
等
教
育
を
受
け
さ
せ
る
よ

う
に
仕
向
け
て
、
教
育
の
カ
に
よ

っ
て
、
進
歩
を
は
が
は
む
社
会
の
因
習
を
打
破
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
時
で
あ
る
か
ら
、
共
学
と
い
う
根
幹
街
道
を
助
け
る
補
助
通
路
と
し

て
女
子
大
学
を
多
数
に
創
設
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
且
有
効
で
あ
る
。

世
に
は
、
女
子
大
学
を
創
設
す
る
費
用
は
多
額
で
現
に
あ
る
大
学
を
開
放
す
る
の

が
経
費
を
助
け
る
途
で
あ
る
と
説
く
主
張
も
あ
る
や
に
聞
く
。
こ
れ
は
皮
相
の
見
解

で
あ
る
。
現
に
男
子
学
生
の
み
を
収
容
す
る
意
図
で
設
計
せ
ら
れ
た
校
舎
を
改
築
し

増
設
し
て
女
子
学
生
を
も
収
容
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
に
切
替
え
る
た
め
の
費
用

は
、
現
在
の
女
子
専
門
学
校
の
校
舎
設
備
を
充
実
転
用
す
る
の
費
用
よ
り
も
遥
か
に

大
な
る
べ
き
で
あ
る
。
巷
閉
ま
た
説
を
な
し
て
、
女
子
大
学
を
設
立
し
よ
う
と
し
て

も
教
授
陣
容
を
完
備
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
う
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
も

そ
の
一
を
知
っ
て
こ
を
知
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
既
設
の
大
学
に
優
良
な
る
女
子
の
教

職
員
を
多
数
に
招
刑
判
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
困
難
や
女
子
専
用
の
寄
宿
舎
、
体
育
、
社

交
等
の
施
設
を
新
設
す
る
困
難
に
比
較
し
て
、
現
今
の
女
子
専
門
学
校
を
改
組
し
て

新
た
に
若
干
の
教
職
員
を
招
聴
す
る
こ
と
の
困
難
が
一
層
大
き
い
と
誰
が
言
い
得
る

で
あ
ろ
う
か
。
か
う
見
て
来
る
と
、
共
学
制
度
を
完
備
す
る
に
必
要
な
経
費
や
困
難

よ
り
も
遥
か
に
少
い
そ
れ
ら
に
よ

っ
て
女
子
大
学
は
整
備
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
く

て
女
子
大
学
は
我
が
国
の
現
状
に
於
て
、
可
な
り
大
き
な
重
要
性
と
使
命
と
を
以
て
、

比
較
的
に
容
易
に
実
現
し
得
る
の
で
あ
る
。

(
以
上
)

女
子
教
育
研
究
会
は
第
二
回
総
会
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
趣
意
を
議
決
す
る
に
先
ち
、

委
員
会
の
手
で
、
女
子
大
学
設
置
に
関
す
る
意
見
調
査
を
全
国
代
表
的
女
子
専
門
学
校

十
二
校
を
選
ぴ
、
生
徒
数
八
、
一
一

一
名
の
意
見
を
集
め
、
ま
た
高
等
女
学
校
一
一
校

を
選
び
、
そ
れ
に
子
女
を
学
ば
せ
て

い
る
父
兄
九
七
三
名
か
ら
回
答
を
得
た
。
そ
の
問

題
、
回
答
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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問題

(1) 女子の高等教育の為には女子大学が出来ることが最も

適当です

(2) 日本の現状から女子大学設立は

(3) 女子大学は男子大学と同程度であることが必要です

性) 完全に同程度同資格であるとして男女共学と女子大

学と何れを選びますか

(5) 女子大学に於て如何なる学部を置くことが必要ですか

五つを選んでO印をつけて下さし、

(6) 日本に男子の大学は官公立合せてω校位あるが女子大
学は何校位が適当ですか

(7) あなたの学校が大学になることを

7 兇女共学の大学に子女を送るのは(父兄)

(8) 東京帝大の本年の女子入学者は19名であったがこの状

態で満足ですか

(9) 男女共学の大学に於ては女子は何出l位を占めるのが望
ましいですか

G晴 男女共学の大学に於ては友子の教職員を加えることが

必要です

ω あなたは事情が許すな らば大学教育を受けたヤと恩ν、
ますか

11 あらゆる事情が許すならばあなたのお嬢さんを大学へ

進ませたいと思いますか(父兄〕

備考

答 (%)父兄学生

{者 93.2 89.1 
2.0 9.0 

(…認です 44.4 
あること 望ま 53.2 60.0 
しい
不用です 22 4.2 

{答 87.6 93.0 
11.9 5.8 

{共女学子大大学学
31.8 64.0 
67.0 36.0 

91.2 97.0 
44.5 62.0 
71.5 73.5 
48.5 73.5 
87.5 74.0 
82.0 72. 0 
52.2 30.0 
12.9 12.5 
4.6 5.1 

1.0 2.3 
33.4 27.0 
33.4 46.6 

42.2 
ましい 42.8 
うでもよい 12.8 

i好差ましく U 36.7 
支ない 54.2 
この方がよい 10.8 

{答
14.4 11.2 
84.2 87.3 

伝説
6.7 4.5 
57.4 48.1 
35.6 45.2 

{者
90.0 84.3 
8.1 12.8 

{蓄
88.0 
9.5 

{答 87.0 
12.0 

(1) 学生とあるは広島女専，同志社女専，大阪女専，金城女王草 ， 宮城-þ:~草，暁女I耳，東京

女医専，共立女専，津田塾専，日本女子大，東京女子大，東京女高師の 12校の生徒

8，111名

(2) 問題の回答は以上の諸学校の文科，理科，家政科の科別に求めた計数があるがここに

は科別を略L，通計を掲げた。
(劫 父兄は洗足高女，桜町高女その他9校の父兄計973名の回答を掲げたがその多くは回

答者自身の子女をどうするかというのでなく一般に父兄として見た女子教育の問題と

して回答してもら ったものである。
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文
部
省
が
女
子
に
既
設
の
大
学
を
開
放
す
る
共
学
制
を
と
っ
て
入
学
の
機
会
を
与
え

る
と
い
う
の
は
、
基
本
的
方
針
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
女
子
教
育
研
究
会
は
た
だ
そ

の
方
針
だ
け
に
よ
る
の
で
な
く
、
特
に
女
子
大
学
を
設
立
す
る
こ
と
が
、
基
本
的
方
針

を
補
う
意
味
に
お
い
て
必
要
で
あ
く
ま
で
女
子
の
大
学
進
学
の
途
を
広
く
か
っ
す
み
や

か
に
開
き
た
い
と
い
う
実
情
に
即
す
る
主
張
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
と

の
主

張
の
奥
に
は
、
女
子
教
育
の
特
性
を
大
学
教
育
の
上
に
も
生
か
し
た
い
と
い
う
本
質
的

の
要
求
と
伝
統
尊
重
の
念
を
も

っ
て
、
自
校
を
大
学
に
昇
格
さ
せ
て
発
展
さ
せ
た
い
と

い
v

う
意
図
の
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
見
の
が
せ
な
い
事
実
で
あ

っ
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
大
体
女
子
教
育
研
究
会
の
主
張
と
一
致
す
る
結
果
を
示
し
て
い
る
が
問
題
四
の
女

子
大
学
と
共
学
大
学
の
何
れ
を
選
ぶ
か
と
い
う
問
い
に
対
し
父
兄
は
女
子
大
学
を
欲
す

る
者
多
く
、
学
生
は
反
対
に
共
学
大
学
進
学
を
望
む
者
の
多
い
の
は
共
学
制
が
新
し
く

て
珍
ら
し
く
、
か
っ
異
性
の
友
だ
ち
を
欲
し
た
当
時
の
若
い
人
た
ち
の
解
放
さ
れ
た
心

持
ち
を
よ
く
現
わ
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
国
の
教
育
は
そ
の
国

の
歴
史
お
よ
び
社
会
の
変
遜
の
う
ち
に
生
成
発
展
す
る
も
の
で
一
校
の
校
風
も
ま
た
創

設
の
理
想
に
基
づ
き
、
長
い
年
月
に
わ
た

っ
て
教
師
、
生
徒
の
協
力
に
よ

っ
て
成
立
す

る
も
の
で
あ
る
。
一

日
朝
の
制
度
改
正
や
他
国
の
教
育
制
度
そ
の
ま
ま
の
移
入
に
よ

っ
て

生
命
あ
る
有
力
な
教
育
の
揚
が
急
に
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
。
戦
争
に
勝
っ
た
英
米

仏
に
は
特
有
な
教
育
が
存
し
戦
争
に
敗
け
た
独
、
伊
に
も
特
色
あ
る
学
風
が
残

っ
て
い

る
。
女
子
教
育
研
究
会
は
女
子
高
等
教
育
の
場
と
し
て
の
従
来
の
女
子
専
門
学
校
を
思

い
切
っ
て
そ
の
程
度
を
大
学
に
ま
で
高
め
、
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
女
子
大
学
プ
リ
ン
モ

ア
等
に
倣
い
、
日
本
に
校
を
お
ろ
す
独
自
の
女
子
大
学
た
ら
し
め
よ
う
と
す
る
希
望
に

各
自
が
燃
え
て
い
た
。

女
子
教
育
研
究
会
は
、
毎
月
総
会
を
開
い
て
種
々
の
問
題
に
つ
き
討
議
を
重
ね
て
決

議
を
行

っ
た
。
そ
の
う
ち
重
な
も
の
に
、

「
家
政
学
を
大
学
に
お
け
る
専
門
研
究
学
科

と
す
る
こ
と
」o

で
あ

っ
た
。
こ
の
決
議
は
女
子
大
学
の
内
容
と
不
可
分
の
関
係
を
有

し
、
そ
の
決
議
が
実
現
さ
れ
て
大
学
に
お
け
る
家
政
学
科
の
設
位
を
見
る
に
至

っ
た
経

過
は
別
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
女
子
教
育
研
究
会
に
お
い
て
は
、
会
員
は
戦
争
の
た

め
久
し
く
正
常
の
教
育
に
遠
ざ
か
り
、
専
心
女
子
教
育
の
研
究
の
で
き
な
か

っ
た
の
と

新
教
育
方
針
に
よ
る
女
子
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
探
究
し
か
っ
久
し
く
知
れ
な
か

っ

た
ア
メ
リ
カ
の
教
育
情
況
を

C
I
E
の
助
言
者
た
ち
よ
り
聞
く
こ
と
の
で
き
た
の
で
会

員
の
研
究
討
議
は
極
め
て
熱
心
な
も
の
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
ホ
ー
ム
ズ
女
史
は
た
だ

研
究
す
る
ば
か
り
で
は
効
果
が
少
い
。
討
論
で
決
議
に
達
し
た
も
の
は
、
制
度
と
し
て

直
ち
に
実
施
を
望
む
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
決
議
事
項
は
関
係
当
局
に
民
意
と
し
て

訴
え
、
す
み
や
か
に
そ
の
実
現
を
桝
刑
す
る
が
よ
い
。
と
勧
告
し
た
の
で
、
そ
の
助
言
に

従
っ
て
女
子
教
育
研
究
会
は
決
議
舎
を
そ
れ
ぞ
れ
の
当
局
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
。
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女
子
大
学
連
盟

女
子
教
育
研
究
会
の
研
究
課
題
の
う
ち
中
心
と
な

っ
た
も
の
は
、
日
本
に
こ
れ
ま
で

一
校
も
な
か

っ
た
女
子
大
学
を
創
設
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
そ

の
趣
意
は
同
会
の
決
議
と
な
り
、
当
局
へ
要
諮
し
た
の
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ズ
博
士
は

研
究
会
の
世
話
人
を

C
I
E
に
呼
び
、
ほ
ん
と
う
に
日
本
に
女
子
大
学
を
作
り
た
い
決

心
な
ら
、
た
だ
研
究
の
結
果
を
当
局
に
訴
え
る
だ
け
で
は
、
実
現
は
む
ず
か
し
い
。
女

子
教
育
者
は
、
自
校
を
女
子
大
学
と
す
る
自
信
の
あ
る
者
だ
け
で
連
盟
を
結
成
し
輿
論

を
喚
起
し
て
自
分
遠
の
カ
で
大
学
設
立
を
推
進
す
る
の
が
民
主
的
方
法
で
あ
る
と
強
制

し
た
。
こ
れ
ま
で
何
事
も
文
部
省
の
発
意
に
よ

っ
て
教
育
諸
般
の
制
度
が
改
革
さ
れ
て



い
た
こ
と
に
慣
れ
て
か
た
会
員
た
ち
は
、
ホ
ー
ム
ズ
博
士
の
民
意
尊
重
の
勧
告
に
驚
い

た
。
当
時
の
情
勢
か
ら
す
れ
ば
日
本
の
教
育
制
度
の
改
革
は
最
高
司
令
部
の
指
令
、
助

言
に
よ
る
か
、
文
部
省
の
自
発
に
よ
り
最
高
司
令
部
と
の
合
議
に
よ
る
か
の
方
途
を
と

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
教
育
者
の
要
望
を
政
府
、
社
会
に
訴
え
る
こ
と
は
民
主
的
方
法

と
し
て
選
ば
れ
て
適
当
な
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

そ
こ
で
、
女
子
教
育
研
究
会
の
会
長
校
の
う
ち
女
子
大
学
設
立
を
希
望
す
る
学
校
は

ホ
ー
ム
ズ
博
士
の
勧
告
を
容
れ
、
有
志
の
学
校
だ
け
で
そ
の
目
的
で
連
盟
を
結
成
す
る

準
備
委
員
会
を
昭
和
二
十

一
年
十
月
九
日
に
開
会
し
、
数
回
の
委
員
会
で
協
議
の
結
果
、

昭
和
二
十

一
年
十
二
月
二
十
日
有
志
の
女
子
校
十
一
校
は
創
立
年
代
順
東
京
女
子
高
等

師
範
学
校
、
日
本
女
子
大
学
校
、
津
田
塾
専
門
学
校
、
帝
国
女
子
専
門
学
校
、
同
志
社

女
子
専
門
学
校
、
聖
心
女
子
学
院
専
門
学
校
、

東
京
女
子
大
学
校
、
大
阪
府
女
子
専
門

学
校
、
実
践
女
子
専
門
学
校
、
明
治
女
子
専
門
学
校
、
背
山
学
院
女
子
専
門
学
校
)
に

名
を
列
ね
、
次
の
よ
う
な
趣
意
舎
並
び
に
連
盟
加
入
の
条
件
を
添
え
て
、
女
子
大
学
の

設
置
を
希
望
し
か
っ
そ
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
全
国
の
女
子
専
門
学
校
に
連
盟

加
入
の
招
請
状
を
発
送
し
た
。

女
子
大
学
連
盟
(
仮
称
)
結
成
趣
意
書

日
本
再
建
の
途
上
に
は
、
根
本
的
に
刷
新
を
要
す
る
重
要
に
し
て
困
難
な
幾
多
の

教
育
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
そ
の
為
、
教
育
刷
新
委
員
会
を
始
め
、
公
私
さ
ま
ざ

ま
の
機
関
は
是
等
の
諸
問
題
に
つ
き
熱
心
に
研
究
討
議
し
て
居
ら
れ
る
が
、
多
年
の

積
弊
を
一
締
し
、
真
に
民
主
的
教
育
の
笑
を
挙
げ
る
為
に
は
.
教
育
当
事
者
が
自
ら

そ
の
責
任
を
分
控
し
、
積
極
的
に
教
育
再
建
の
第
一
歩
を
踏
み
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と

考
え
る
。
し
か
も
わ
が
女
子
高
等
教
育
は
、
今
や
多
年
の
懸
案
を
一
挙
に
解
決
す
べ

き
好
機
運
に
さ
へ
当
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
同
志
の
十
一
校
は
、
本
年
十

月
以
来
再
三
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
女
子
大
学
連
盟
の
結
成
を
議
決
し
、
左
の
目
的

を
以
て
そ
の
実
行
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

ま
ず
第
一
に
わ
が
連
盟
は
、
加
盟
諸
校
が
将
来
に
が
て
そ
れ
ぞ
れ
，女
子
大
学
を
建
設

す
る
こ
と
を
期
待
し
、
こ
れ
に
必
要
な
諸
般
の
事
項
を
整
備
し
て
、
そ
の
実
現
に
努

カ
せ
ん
こ
と
を
期
し
て
い

る。

第
二
に
こ
の
連
盟
は
戸
女
子
大
学
が
建
設
せ
ら
れ
た
刷
新
合
)
加
盟
大
学
の
堅
実
な
発

達
を
遂
げ
し
め
る
た
め
に
、
女
子
大
学
教
育
の
基
準
を
確
立
し
て
、
そ
の
維
持
、
運

用
の
有
機
的
中
枢
た
ら
ん
こ
と
を
桐刑
し
て
い
る
。

第
三
に
こ
の
連
盟
は
、
将
来
大
学
を
設
置
せ
ん
と
す
る
諸
校
に
明
確
な
指
針
を
与
え
、

そ
の
発
肢
を
射
助
す
る
と
共
に
、

一
般
に
女
子
高
等
教
育
の
水
準
を
高
め
、
そ
の
普

及
を
促
す
撤
退
カ
た
ら
ん
こ
と
を
期
し
て
か
る
。

第
四
に
こ
の
連
盟
は
、
国
内
又
は
国
際
大
学
連
邸
の
一
貫
と
し
て
加
問早大
学
を
代
表

し
、
大
学
教
育
一
般
の
振
作
に
参
与
す
る
と
共
に
、
世
界
文
化
の
交
流
、
並
に
そ
の

向
上
を
助
長
す
る
一
機
関
た
ら
ん

こ
と
を
期
し
て
い
1

る
。

自
粛
自
律
は
わ
が
連
却
の
基
調
で
あ
る
。
比
較
的
厳
格
な
加
盟
条
件
を
設
け
た
の
も
、

偏
に
こ
の
連
践
の
本
質
と
使
命
に
忠
実
な
ら
ん
が
為
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
連
盟
を
し

て
、
去
に
存
在
の
意
義
あ
ら
し
め
ん
と
す
る
念
願
に
他
な
ら
ぬ
。

件以に
連
盟
結
成
の
趣
意
を
裁
し
て
同
志
諸
校
の
御
参
加
を
招
請
す
る。

連
盟
加
入
の
条
件

第
一

、
連
盟
に
加
入
せ
ん
と
す
る
学
校
は
予
め
左
記
の
女
子
大
学
建
設
に
関
す
る一

般
方
針
を
承
認
す
る
こ
と

一

教

育
刷
新
委
員
会
の
立
案
せ
る
、
六

・
一一一

・
三

・
四
制
案
を
支
持
し
、
特
に

上
級
中
学
(
三
年
制
)
と
大
学
と
を
直
結
す
る
単
一
体
系
の
長
所
を
強
調
し
、
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こ
の
連
胤
を
通
し
て
極
力
こ
の
案
の
実
現
に
努
力
す
る
こ
と

右
改
正
案
が
可
決
実
施
せ
ら
れ
た
場
合
、
成
る
可
く
速
に
大
学
を
設
置
せ
ん

と
す
る
用
意
あ
る
こ
と

右
大
学
設
置
の
場
合
は
相
当
の
リ
ベ
ラ
ル

・
ア
|
ツ
ハ

一
般
の
教
養
学
科
例

へ
ば
哲
学
、
科
学
、
歴
史
、
語
学
等
)
を
課
す
る
こ
と

右
大
学
で
は
大
学
入
学
の
実
力
を
養
成
す
る
資
格
学
校
(
上
級
中
学
)
の
卒

業
者
若
く
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
実
カ
あ
る
者
を
入
学
資
格
と
す
る
こ
と

第
二
連
盟
に
加
入
せ
ん
と
す
る
学
校
は
原
則
と
し
て
左
記
条
件
を
具
備
す
る
も
の

で
あ
る
こ
と

一

創
立
創
立
後
満
十
年
以
上
経
過
し
た
学
校
で
あ
る
こ
と

二

設

立

者
{
目
立
、
公
立
、
又
は
財
団
法
人
で
あ
る
こ
と

三
目
的
専
攻
科
の
外
、
一
般
教
養
学
科
に
重
き
を
置
き
相
当
多
く
こ
れ
を
課

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

四

校

地

玉

、
0
0
0坪
以
上
但
し
学
校
敷
地
と
し
て
使
用
し
な
い
所
有
地

実
習
地
等
は
除
く
こ
と

五

建

物

総

連

坪

六

O
O坪
以
上
位
打
女
子
専
門
学
校
の
み
に
使
用
し
且
仲

校
舎
、
体
育
館
、
実
験
室
、
図
舎
館
等
教
育
に
直
接
使
用
す
る
建
物
で
あ
る

四

こ
と

六
種
別
文
科
、
理
科
或
は
こ
れ
等
と
、
若
く
は
こ
れ
等
の
一
っ
と
家
政
科
と

を
有
す
る
学
校
で
あ
る
こ
と

学
科
文
科
は
国
語
科
、
外
国
諮
科
、
法
律
科
、
経
済
科
、
歴
史
科
等
、
理

科
は
数
学
科
、
物
理
化
学
科
、
家
政
科
は
保
健
科
、
育
児
科
、
被
服
科

右
学
科
中
二
学
科
(
例
え
ば
国
籍
科
と
外
国
語
科
等
)
以
上
を
有
す
る
こ
と

七

但
し
医
学
、
歯
科
、
薬
学
、
厚
生
、
家
政
、
音
楽
、
美
術
、
体
操
等
の
学
科

の
み
を
有
す
る
諸
学
校
に
つ
き
て
は
後
日
考
慮
す
る
こ
と

八
(
学
級
数
と
生
徒
数
と
の
割
合
を
参
考
に
す
る
こ
と
)

九

生

徒

数

当

該

学

科

の
生
徒
総
数
ニ
O
O名
以
上
を
有
す
る
こ
と

一
O

教
授
専
任
教
員
(
教
授
、
助
教
授
等
)
一
学
級
に
つ
き
一
名
以
上
を
有
す

る
こ
と

二

資

産

学

校

を

維

持

経

営

す
る
に
必
要
な
相
当
の
資
産
を
有
す
る
こ
と

一
一
一
経
費
(
経
常
費
現
況
を
参
考
に
す
る
こ
と
〉

一三

図
書
館
(
設
備
現
況
を
参
考
に
す
る
こ
と
)

一
四
図
書
数
和
書
洋
書
一

O
、
0
0
0冊
以

上

を

有

す

る

こ

と

以

上

こ
の
招
請
に
対
す
る
申
込
期
限
を
昭
和
二
十
二
年
一

月
十
日
と
し、

申
込
者
に
つ
き

発
起
校
の
合
同
協
議
の
結
果
五
校
が
認
め
ら
れ
、
合
計
連
盟
校
は
十
六
校
と
な

っ
た
。

条
件
が
厳
し
か

っ
た
の
で
加
入
校
は
少
な
か

っ
た
。

女
子
大
学
連
盟
第
一
回
総
会
は
昭
和
二
十
二
年
四
月
十
二
日
に
閉
会
さ
れ
た
。
こ
こ

に
女
子
大
学
設
立
を
期
す
る
連
盟
が
結
成
を
見
、
い
よ
い
よ
有
力
な
運
動
を
開
始
す
る

に
至

っ
た
。
な
お
連
盟
委
員
会
を
四
回
聞
き
、
同
年
十
一
月
二
十
八
日
に
は
委
員
会
を

改
め
て
連
盟
懇
談
会
と
称
し
、
懇
談
会
を
三
回
聞
き
、
昭
和
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

第
二
回
総
会
を
開
会
し
た
。

こ
れ
ら
の
諸
会
議
は
開
催
校
を
交
代
で
受
持
ち
官
、
公
、

私
立
の
学
校
の
校
長
、
教
授
等
が
出
席
し
、
協
力
し
て
女
子
大
学
設
位
、
経
営
に
関
し
、

あ
ら
ゆ
る
問
題
を
熱
心
に
調
査
、
討
議
し
、
あ
る
い
は

C
I
E
よ
り
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
職
員
の
出
席
を
求
め
、
ま
た
は
学
識
経
験
者
、
国
会
議
員
な
ど
を
招
い
て
広
く
女

子
大
学
設
立
の
趣
旨
と
教
育
施
設
の
実
際
を
認
知
し
て
も
ら
っ
た
。
諸
会
議
の
結
果
は
、

と
り
ま
と
め
て
会
員
校
に
報
告
し
、
関
係
当
局
に
も
提
出
し
、
ひ
た
す
ら
女
子
大
学
出
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現
に
努
力
し
た
。
こ
の
連
盟
は
女
子
大
学
設
立
の
目
的
を
透
し
た
後
に
お
い
て
も
、
懇

談
会
と
し
て
各
大
学
の
情
報
交
換
と
問
題
研
究
の
た
め
に
瞥
ら
く
継
続
さ
れ
た
。

七

大
学
設
立
基
準
設
定
協
議
会

こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
二
十
一
年
十
月
に
は
、
文
部
省
内
に
「
大
学
設
立
基
準
設
定
に

関
す
る
協
議
会
」
が
設
け
ら
れ
、
東
京
都
内
の
国
公
私
立
の
代
表
的
な
大
学
よ
り
十
名

の
協
議
員
が
依
嘱
さ
れ
、
大
学
の
設
立
基
準
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
第
一

回
の
会
合
は
、
同
年
十
月
二
十
九
日
に
聞
か
れ
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
翌
二
十
二
年
一

月
十
四
日
に
協
議
員
を
憎
し
、
改
め
て
二
十
六
名
(
学
校
側
二
十
三
名
)
が
依
嘱
さ
れ

た
ロ
そ
の
中
に
は
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
、
津
田
塾
専
門
学
校
、
日
本
女
子
大
学
校
、

東
京
女
子
大
学
校
、
聖
心
女
子
学
院
専
門
学
校
の
五
校
が
い
ず
れ
も
ま
だ
大
学
で
は
な

い
が
、
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
女
子
大
学
に
お
け
る
学
科
課

程
、
厚
生
補
導
お
よ
び
施
設
経
営
等
の
基
獲
に
つ
い
て
は
女
子
と
し
て
特
別
の
注
意
を

要
す
る
と
い
う
考
慮
に
出
で
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
五
校
は
み
な
さ
き
に
述
べ
た
女

子
大
学
連
盟
結
成
の
発
起
校
で
、
ヤ
わ
ば
連
盟
校
を
代
表
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
後
に

連
盟
の
研
究
討
議
の
結
果
は
、
こ
の
協
議
会
に
反
映
す
る
結
果
と
な

っ
た
。
こ
の
協
議

会
は
、
同
年
三
月
二
十
五
日
の
会
議
か
ら

C
I
E
の
示
唆
に
よ
リ
、
従
来
の
よ
う
に
文

部
省
の
相
談
に
あ
ず
か
る
と
い
て
フ
会
議
の
性
格
を
改
め
て
、
こ
の
日
か
ら
大
学
自
体
の

協
議
に
よ

っ
て
大
学
基
準
を
定
め
、
各
大
学
が
そ
の
水
準
を
高
め
る
よ
う
に
努
む
べ
き

で
あ
る
と
い
う
主
川
明
か
ら
協
議
会
自
ら
東
京
工
業
大
学
長
和
田
小
六
を
会
長
に
選
び
、

自
主
的
に
運
営
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
協
議
会
の
組
織
は
専
門
の
分
野
に
従

っ
て
、
文

科
系
学
部
分
科
会
、
理
科
系
学
部
分
科
会
お
よ
び
女
子
大
学
分
科
会
の
三
分
科
会
に
分

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
員
の
配
属
を
定
め
た
。
前
記
の
五
つ
の
女
子
校
は
女
子
大
学

分
科
会
に
印
刷
し
、
女
子
大
学
設
立
法
準
案
の
設
定
を
分
担
し
、
各
問
題
を
ま
ず
そ
れ
ぞ

れ
自
校
に
お
い
V

て
調
査
研
究
し
、
友
子
大
学
連
盟
委
員
会
と
も
連
絡
を
と
り
‘
し
ば
し

ば
女
子
大
学
分
科
会
を
聞
い

て
審
議
を
重
ね
て
遂
に
成
案
を
得
て

こ
れ
を
和
国
会
長
に

提
出
し
た
。
昭
和
二
十
二
年
六
月
十
七
日
三
分
科
合
同
し
て
大
学
設
立
基
準
設
定
協
議

会
総
会
が
文
部
省
に
お
い
て
閉
会
さ
れ
、
女
子
大
学
分
科
会
の
提
出
し
た
女
子
大
学
基

準
案
は
文
科
系
学
部
分
科
会
お
よ
び
理
科
系
学
部
分
科
会
の
提
出
の
ニ
案
と
と
も
に
付

議
さ
れ
、
審
議
の
後
三
案
い
ず
れ
も
可
決
決
定
を
見
る
に
至

っ
た。

そ
の
後
、
こ
の
成
来
に
つ
き
広
く
全
国
の
大
学
(
大
学
移
行
を
望
む
高
専
を
含
む
)

の
窓
口比
を
聞
く
た
め
大
学
設
立
基
準
に
川
附
す
る
全
国
大
学
連
合
協
議
会
を
開
催
す
る
運

び
と
な
り
、
同
年
七
月
七
日
に
は
、
連
合
協
議
会
が
開
会
さ
れ
、
さ
き
の
大
学
設
立
基
一

準
設
定
協
議
会
の
得
た
る
成
果
を
議
案
と
し
て
慎
重
に
審
議
し
て
こ
れ
を
再
確
認
し
た
。
幻

こ
こ
に
お
い
て
女
子
大
学
設
立
基
準
が
大
学
の
総
意
に
よ

っ
て
具
現
し
、
女
子
大
学
の
一

設
立
が
約
束
さ
れ
た
こ
と
は
特
記
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

i¥ 

大
学
基
準
協
会
・
大
学
設
置
委
員
会

同
日
の
全
国
大
学
連
合
協
議
会
に
お
い
て
な
お
一
つ
の
重
要
な
る
議
案
は
大
学
基
準

協
会
の
設
立
の
件
で
あ

っ
た
。
こ
れ
も
全
会
一
致
で
設
立
を
決
議
さ
れ
、
翌
七
月
八
日

大
学
協
準
協
会
の
総
会
が
行
わ
れ
て
そ
の
発
足
を
見
る
に
至

っ
た
。
さ
き
の
大
学
設
立

基
滋
設
定
協
議
会
、
同
連
合
協
議
会
の
議
決
し
た
成
採
は
一
応
大
学
基
準
協
会
に
引
き

継
が
れ
る
こ
と
と
な
り
、
間
協
会
に
お
い
て
そ
の
後
多
少
の
修
正
を
見
た
が
後
の
新
制

大
学
設
立
の
基
準
と
し
て
採
用
さ
れ
る
と
と
に
な

っ
た
。
大
学
基
準
の
改
訂
そ
の
他
諸



基
準
の
設
定
、
改
訂
お
よ
び
大
学
基
準
協
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
二
年
六
月

二
十
日
発
行
さ
れ
た
大
学
基
準
協
会
十
年
史
に
明
ら
か
で
あ
る
。
文
部
省
は
昭
和
三
十

一
年
十
月
二
十
二
日
、

「
大
学
放
置
基
準
」
を
省
令
と
し
て
制
定
公
布
し
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
昭
和
二
十
三
年
一
月
十
五
日
に
は
「
大
学
設
置
委
員
会
」
官
制
が
公

布
さ
れ
、
同
委
員
会
は
大
学
基
準
協
会
の
制
定
し
た
「
大
学
基
準
」
を
採
択
し
、
ま
た

同
年
二
月
二
十
三
日
に
は
、
大
学
設
置
認
可
に
関
す
る
基
準
要
項
を
文
部
大
臣
に
答
申

し
て
新
制
大
学
設
立
認
可
申
訪
の
受
入
体
制
が
全
く
整
っ
た
の
で
あ
る
。

九

女
子
大
学
の
創
設

以
上
記
述
し
た
よ
う
に
、
文
部
省
の
「
女
子
教
育
刷
新
要
綱
」
の
発
表
と
と
も
に
こ

れ
に
即
応
し
て
女
子
教
育
者
に
よ
る
「
女
子
教
育
研
究
会
」
の
発
足
を
見
、
女
子
大
学

創
設
の
要
望
と
な
り
、
更
に
女
子
大
学
設
立
を
要
請
す
る
女
子
校
の
「
女
子
大
学
連
盟
」

の
結
成
に
発
展
し
、
熱
心
な
る
運
動
が
起
り
、
大
学
基
準
協
会
の
前
身
と
な
っ
た
「
大

学
設
置
基
準
設
定
協
議
会
」
に
連
盟
校
中
の
五
校
が
加
わ
り
、
文
科
系
、
理
科
系
の
分

科
会
と
並
ん
で
「
女
子
大
学
分
科
会
」
と
し
て
協
議
会
を
構
成
し
、
新
制
大
学
特
に
女

子
大
学
の
設
置
基
準
を
制
定
す
る
こ
と
に
協
力
し
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
女
子
高
等
教

育
(
女
子
大
学
、
女
子
短
期
大
学
)
の
展
開
に
対
し
て
尽
く
し
た
女
子
教
育
者
の
役
割

と
自
発
的
活
動
は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ

っ
た
。

さ
き
に
大
正
時
代
一

つ
橋
高
商
、
蔵
前
高
工
、
東
京
高
師
の
起
し
た
所
調
大
学
昇
格

運
動
に
よ
り
、
一
つ
橋
商
大
、
東
京
工
大
(
大
岡
山
)
東
京
文
理
大
の
大
学
口
升
格
を
見

た
が
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
の
如
き
は
最
も
古
い
女
子
の
最
高
教
育
機
関
で
あ
日

な
が
ら
、
こ
の
昇
格
に
加
わ
ら
ず
、
二
十
七
年
間
顧
み
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、

女
子
教
育
の
創
期
的
一
新
に
際
し
、
従
来
の
如
く
政
府
直
轄
の
学
校
と
し
て
そ
の
意
図

の
ま
ま
改
廃
さ
れ
る
慣
習
を
脱
し
て
自
ら
国
の
女
子
教
育
全
体
の
動
向
を
見
つ
め
、
公

私
立
の
女
子
校
と
手
を
携
え
て
他
の
新
制
国
立
大
学
は
男
女
共
学
制
を
と
る
に
か
か
わ

ら
ず
、
創
立
以
来
の
伝
統
を
守
り
数
少
い
女
子
の
国
立
大
学
設
立
に
踏
み
切
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
至
る
の
は
、
女
子
大
学
の
教
育
の
進
ん
だ
米
国
の
事
情
に
通
じ
た

C
l

E
の
ホ
ー
ム
ズ
女
史
を
は
じ
め
関
係
の
人
た
ち
の
援
助
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
三
月
、
新
制
大
学
設
位
準
備
の
で
き
た
学
校
で
認
可
申
詩
書
を
文
部

大
臣
に
提
出
し
て
い
1

た
公
私
立
学
校
(
公
一

、
私

一
一
)
は
大
学
設
置
委
員
会
の
審
査

の
結
果
十
二
校
が
始
め
て
新
制
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
に
日
本
女
子
大

学
、
東
京
女
子
大
学
、
聖
心
女
子
大
学
、
津
田
塾
女
子
大
学
、
神
戸
女
学
院
大
学
の
五

つ
の
女
子
大
学
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
女
子
大
学
連
股
校
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
三
月
文
部
省
は

「
日
本
に
お
け
る
高
等
教
育
の
再
編
成
」
と
い
う
附

子
を
頒
布
し
、
ま
た
同
月
C
I
E
と
協
議
し
て
「
国
立
新
制
大
学
実
施
要
領
」
を
発
表

し
た
。
い
わ
ゆ
る
大
学
設
置
十
原
則
と
い

っ
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ

マ
唱
。

28ー

国
立
新
制
大
学
実
施
要
領

国
立
新
制
大
学
の
実
施
に
当

っ
て
は
、
そ
の
大
学
が
同
一
府
県
の
同
一
都
市
又
は
同

一
の
場
所
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
現
状
は
こ
れ
に
副
わ
な
い
r
も
の
が
あ
る
の
で
、

現
在
の
学
校
の
位
置
、
組
織
、
施
設
等
の
実
情
に
即
し
て
、
次
の
諸
原
則
に
よ

司
て
切

替
え
、
な
る
へ

く
経
費
の
膨
張
を
防
く
と
共
に
、
大
学
の
基
礎
確
立
に
努
め
る
。

一
、
国
立
新
制
大
学
は
特
別
の
地
域
(
北
海
道
、
東
京
、
愛
知
、
京
都
、
大
阪
、
一
縮
問
)

を
除
き
、
同
一
地
域
に
あ
る
官
立
学
校
は
こ
れ
を
合
側
し
て
一
大
学
と
し
、

一
府

県
一
大
学
の
実
現
を
図
る
。



二
、
国
立
新
制
大
学
に
お
け
る
学
部
又
は
分
校
は
他
の
府
県
に
わ
た
ら
ぬ
も
の
と
す
る
。

三
、
各
都
道
府
県
に
は
、
必
ず
教
養
及
び
教
職
に
関
す
る
学
部
若
し
く
は
部
を
お
く。

ハ
謹
)

1

教
養
(
リ
ベ
ラ
ル
ア

l
ツ
〉
に
関
す
る
学
部
、
部
は
、
大
学
の
組
織
、
規
模
に

応
じ
て
、
教
養
学
部
若
し
く
は
文
理
学
部
、
文
学
部
及
び
理
学
部
と
す
る
も
の
、

学
芸
学
部
の
教
養
部
ハ
学
芸
部
)
と
す
る
も
の
と
す
る
。

2

教
職
に
関
す
る
学
部
、
部
は
、
そ
の
組
織
、
規
模
に
応
じ
教
育
学
部
と
す
る
も

の
、
又
は
学
芸
学
部
の
教
育
部
と
す
る
も
の
と
す
る
。

3

教
育
学
部
又
は
教
育
部
は
他
の
大
学
の
学
生
に
も
こ
れ
を
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る

四
、
国
立
新
制
大
学
の
組
織
、
施
設
等
は
、
差
当
り
、
現
在
の
学
校
の
組
織
、
施
設
を

基
本
と
し
て
編
成
し
、
逐
年
こ
れ
が
充
実
を
図
る
。

但
し
青
年
師
範
学
校
は
こ
れ
を
廃
止
し
、
教
員
及
び
生
徒
に
関
し
て
は
、
学
校
教

育
法
第
九
十
八
条
第
二
項
に
よ
り
措
置
す
る
。
そ
の
施
設
は
新
制
大
学
に
こ
れ
を

転
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

玉
、
女
子
教
育
振
興
の
為
に
、
特
に
国
立
新
制
女
子
大
学
を
東
西
二
箇
所
に
設
慢
す
る
。

六
、
国
立
新
制
大
学
は
、
別
科
の
外
に
、
当
分
教
員
養
成
に
関
し
て
、
二
年
又
は
三
年

を
修
了
し
て
義
務
教
育
の
教
員
が
養
成
さ
れ
る
撚
程
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

七
、
各
都
道
府
県
及
び
市
に
お
い
て
、
公
立
の
学
校
を
国
立
新
制
大
学
の
一
部
と
し
て

合
併
し
た
い
希
望
が
あ
る
場
合
に
は
所
要
の
経
費
等
に
つ
き
地
方
当
局
と
協
議
し

て
定
め
る
。

八
、
大
学
の
名
称
は
、
原
則
と
し
て
都
道
府
県
名
を
用
ヤ
る
が
そ
の
大
学
及
び
地
方
の

希
望
に
よ
っ
て
は
他
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
、
国
立
新
制
大
学
の
教
員
は
、
こ
れ
を
編
成
す
る
学
校
が
推
選
し
た
者
の
中
か
ら
、

大
学
技
償
委
員
会
の
審
査
を
経
て
選
定
さ
れ
る
。

十
、
国
立
新
制
大
学
は
似
則
と
し
て
、
第

一
学
年
よ
リ
発
足
す
る
。

+
一
、
国
立
新
制
大
学
へ

の
転
換
の
具
体
的
計
聞
に

つ
い

て
は
、
文
部
省
は
で
き
る
だ
け

地
方
及
び
学
校
の
意
見
を
尊
重
し
て
こ
れ
を
定
め
る。

意
見
が
一
致
し
な
い
か
又
は
転
換
の
条
件
が
獲
わ
な
い
場
合
に
は
、
学
校
教
育
法

第
九
十
八
条
に
よ
り
、
当
分
の
問
、
存
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
註
)
国
立
新
制
大
学
の
具
体
的
編
成
計
画
に
当
っ
て
懸
案
に
な
っ
て
い
る
事
項
は
、

文
部
省
と
大
学
設
世
委
員
会
の
責
任
に
お
い
て
こ
れ
を
解
決
す
る
よ
う
に
す
る
。

(
以
上
ぜ

こ
の
十

一
原
則
に
よ

っ
て
国
立
新
制
大
学
の
設
位
方
針
は
決
定
し
た
。
さ
き
に

C
l

E
の
意
向
と
し
て
国
立
総
合
大
学
を
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
北
海
道
、
九
州
、
東
北
、

名
古
屋
の
七
帝
凪
大
学
の
外
、

中
日
出
、
北
陸
に
各
一
校
地
設
し
、
そ
の
他
の
国
立
大
学

は
す
べ
て
地
方
に
委
殺
す
る
と
い
う
示
唆
は
中
止
と
な
り
、
こ
こ
に
国
立
新
制
大
学
実

施
の
方
針
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
十
一
原
則
の
う
ち
、
女
子
の
高
等
教
育

の
発
展
に
関
係
あ
る
第
五
原
則
に
つ
き
文
部
省
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、

- 29ー

「
旧
制
の
大
学
が
お
お
む
ね
女
子
に
そ
の
門
戸
を
閉
ざ
し
て
い
た
の
に
対
し
、
新
制

の
国
立
大
学
は
、
教
育
基
本
法
の
原
則
に
従
い
、
男
女
共
学
の
方
針
を
貨
く
こ
と
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
女
子
教
育
の
特
殊
性
を
配
慮
し
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
と

奈
良
女
子
大
学
だ
け
は
、
女
子
だ
け
が
入
学
す
る
学
校
と
し
て
、
女
子
の
高
等
教
育

の
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
学
校
の
過
去
の
伝
統
を
噂
盛
し
継
承
す
る

こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
」
と
。



新
制
国
立
大
学
は
男
女
共
学
を
原
則
と
す
る
が
、
女
子
教
育
の
特
殊
性
を
配
慮
し
て
全

国
に
た
だ
二
つ
だ
け
困
立
女
子
大
学
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
も
学
校
の
過
去
の
伝
統
を
尊

重
し
て
継
承
し
、
女
子
の
高
等
教
育
の
振
興
に
資
す
る
と
い
う
理
由
で
あ

っ
て、

十

一

原
則
中
第
五
原
則
は
特
に
二
校
に
限
ら
れ
た
原
則
で
あ

っ
た
。
広
品
女
子
高
等
師
範
学

校
は
第
一
原
則
が
適
用
さ
れ
て
広
島
大
学
に
合
併
さ
れ
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
は

辛
う
じ
て
第
一
原
則
の
適
用
を
免
か
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
東
京
、
広
島
、

金
沢
、

岡
崎
の
四
つ
の
男
子
高
等
師
範
学
校
は
ヤ
ず
れ
も
そ
の
地
方
の
大
学
に
合
併
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
て
東
京
、
奈
良
の
両
女
子
大
学
も
そ
の
性
格
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、

従
来
の
女
子
教
員
養
成
の
任
務
は
い
わ
ゆ
る
解
放
制
に
よ

っ
て
一
般
大
学
と
同
様
、
教

職
課
程
と
し
て
残
し
、
文
教
育
、
理
家
政
ハ
翌
年
理
学
部
、
家
政
学
部
と
各
独
立
)
の

二
学
部
か
ら
成
る
専
門
の
大
学
に
決
定
し
た
が
、
専
門
か
教
義
ハ
リ
ベ
ラ
ル
ア

l
ツ
)

か
と
い
う
問
題
で
も
東
京
女
高
師
と
大
学
設
置
委
員
会
の
問
に
討
論
が
あ

っ
た
が
、
学

校
側
の
希
望
が
遂
に
認
め
ら
れ
て
二
学
部
(
一
般
教
育
、
教
職
課
程
を
含
む
)
を
も
っ

専
門
教
育
の
一
般
大
学
と
し
て
確
定
す
る
に
至

っ
た
。

十

一
原
則
の
適
用
に
つ
い
r

て
は
、
殆
ん
ど
の
大
学
で
問
題
の
な
い
と
と
ろ
は
な
く
、

合
併
各
校
の
伝
統
、
地
方
的
利
害
、
戦
災
に
よ
る
被
害
、
財
政
困
難
等
に
よ
り
、
大
学
設

立
後
に
お
い
て
も
幾
多
の
難
問
題
を
残
し
て
い
る
情
況
で
あ

っ
た
。
し
か
し
原
則
発
表

後
は
文
部
省
、
地
方
当
局
、
学
校
側
の
立
ち
上
り
協
力
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
、
同
年

十
二
月
九
日
に
は
文
部
省
に
「
新
制
大
学
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
て
全
国
に
大
学
切

替
措
置
が
活
様
に
講
ぜ
ら
れ
、
翌
二
十
四
年
二
月
に
は
国
立
新
制
大
学
設
置
に
つ
い
て

大
学
設
置
委
員
会
の
答
申
が
あ
り
、
五
月
三
十

一
日

「
国
立
大
学
設
置
法
」
公
布
さ
れ

て
、
六
十
八
校
の
新
制
国
立
大
学
の
設
立
が
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
に
先
だ
ち
二
月

二
十
一
日
、
三
月
二
十
五
日
に
公
私
立
大
学
九
十
八
校
が
放
置
認
可
と
な
り
、
昭
和
ニ

十
四
年
度
に
お
い
て
設
位
さ
れ
た
新
制
大
学
は
国
公
私
立
計
百
六
十
六
校
と
な
り
、
こ

れ
に
前
年
度
発
足
し
た
公
私
立
十
二
校
を
加
え
る
と
合
計
百
七
十
八
校
に
達
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
四
月
七
日
発
表
の
第
一
次
米
国
教
育
使
節
団
報
告
書
の
中
に
、
高
等

教
育
に
附
し
て
は
、
「
少
数
者
の
特
権
で
は
な
く
、
多
数
者
の
た
め
の
機
会
と
な
る
べ

き
こ
と
」
と
説
き
、
大
学
の
増
設
を
勧
告
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
戦
後
の
荒
廃

の
中
か
ら
立
ち
上
り
、
僅
か
に
十
数
年
に
し
て
そ
れ
が
実
現
し
、
か
よ
う
に
女
子
の
た

め
に
大
学
は
開
放
さ
れ
、
特
に
女
子
大
学
の
多
数
の
設
立
を
見
、
大
学
院
ま
で
設
置
さ

れ
た
こ
と
は
、
実
に
鷲
田
持
的
進
歩
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
学
校
教
育
訟
に

基
づ
き
昭
和
二
十
五
年
以
来
、
文
部
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
二
年
ま
た
は
三
年
の
短
期

大
学
を
当
分
の
開
設
置
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
た
の
が
年
を
追
う
て
増
加
す
る
傾

向
に
あ
っ
た
の
で
文
部
省
は
昭
和
三
十
九
年
学
校
側
の
要
望
に
応
え
、
学
校
教
育
法
の

一
部
を
改
正
し
て
当
分
の
問
と
い
う
制
限
を
改
め
て
恒
久
化
し
、
こ
れ
を
大
学
の
中
に

安
定
さ
せ
、
国
民
生
活
の
実
情
に
適
す
る
制
度
と
し
た
。
短
期
大
学
は
特
に
女
子
に
対

し
て
高
等
教
育
を
受
け
る
意
欲
を
高
め
る
制
度
と
な
り
、
女
子
短
大
数
も
女
子
学
生
数

も
年
々
瑚
加
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
no
弓
d

Q

d

ph
υ
q
u

'
i
 

ro

a省
、

i

7

5

2

 

q
O
Q
U
p
b
 

n汐
勺

，

句

i

数

子

子

総

男

女

、I
J

、1
ノ、
B

ノ
、B
ノ

、4

・、，巧
''

phd

'

4

r
k

Fh
U
勺
，

〆白、，
，L
、〆
ι

、
r
l

、

A
“1

n
，・
phυ

nhv

巧

t

句、

υ

q

u

A
-

。，】内
4
U

(註〉昭和41年度大学数

昭和40年度学生数

大学数 学生数

区分

間立

公立

私立

合計

昭和41年度短期大学数

昭和初年度学生数

24 (ー)

39 (13) 

350(242) 

413(255) 

立

立

立

計

国

公

私

合

- 30ー

総数 147，563

男子 37，175 

女子 110，388

備考 ( )は女子校内数，



。
結

び

最
近
女
子
の
大
学
教
育
、
特
に
女
子
大
学
に
つ

い
て
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題

と
な
っ
て
い
て
、
あ
る
い
は
女
子
の
大
学
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
可
否
の
点
ま
で
も
論

議
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
女
子
に
大
学
教
育
が
開
放
さ
れ
た
と
い
う
問
題
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
男
女
を
問
わ
ず
、
新
制
大
学
創
設
以
来
の
大
学
教
育
の
成
果
に
対
す

る
反
省
で
あ

っ
て
、
新
制
大
学
に
お
け
る
教
育
に
お
い
て
人
間
形
成
や
学
問
、
技
術
の

指
導
お
よ
び
教
員
、
施
設
、
財
政
の
全
般
に
一旦
る
新
制
大
学
の
価
値
批
判
の
問
題
で
、

初
等
中
等
教
育
改
善
の
問
題
に
速
な
る
新
学
制
六
三
三
凶
の
全
般
に
つ
き
改
善
進
歩
の

時
期
に
到
達
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
終
戦
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
た
教
育
刷
新

は
民
主
主
義
を
枢
軸
と
す
る
大
き
な
転
回
で
あ
っ
て
日
本
国
憲
法
を
は
じ
め
教
育
基
本

法
そ
の
他
国
氏
生
活
全
般
に

E
る
改
新
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
僅
か
に
二
十
年
の
歳
月
を

経
て
今
日
の
教
育
の
量
的
普
及
、
質
的
拡
張
を
見
る
に
至

っ
た
こ
と
は
、
政
治
形
態
の

発
展
、
国
民
経
済
の
成
長
と
と
も
に
あ
の
荒
廃
、
欠
乏
、
意
気
釦
沈
の
中
よ
り
の
立
ち

直
り
と
同
様
、
外
国
人
の
驚
異
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
明
治
維
新
に
始
ま

る
八
十
年
の
近
代
国
家
の
成
長
、
い
な
そ
れ
よ
り
も
ず
っ
と
洲

っ
て
日
本
文
化
の
古
き

伝
統
に
基
漣
を
置
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
回
転
の
機
が

内
か
ら
起
る
に
し
て
も
終
戦
後
の
よ
う
に
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
に
し
て
も
、
日
本
人
の

英
智
は
他
国
の
批
判
を
超
え
て
躍
進
す
る
。
持
て
る
も
の
の
上
に
与
え
ら
れ
る
も
の
を

摂
取
醇
化
し
て
進
む
と
こ
ろ
に
わ
が
国
文
化
の
特
徴
を
見
る
。
顧
み
る
と
戦
後
の
教
育

は
ま
こ
と
に
激
変
で
あ

っ
た
。
政
府
、
議
会
地
方
当
局
、

c
I
E
当
局
、
教
育
者
の
問

で
話
し
合
い
と
協
力
に
よ

っ
て
幾
多
の
苦
難
を
克
服
し
て
従
来
の
教
育
制
度
に
刷
新
を

加
え
今
日
の
情
態
に
逮
し
た
の
で
あ
る
。
今
や
こ
れ
ら
の
経
過
と
現
状
を
反
省
し
て
自

主
的
に
改
善
進
歩
の
道
を
講
ず
べ
き
時
で
あ
る
。
新
日
本
教
育
建
設
二
十
年
を
回
顧
す

る
と
き
、

一
般
公
式
の
文
舎
を
信
怒
と
す
る
こ
と
の
大
切
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ

る
が
そ
の
事
に
当
っ
た
人
々
の
そ
の
位
位
を
退
き
、
具
体
的
事
実
は
歳
月
を
経
る
と
と

も
に
忘
却
の
彼
方
に
流
れ
去

っ
て
消
え
て
な
く
な
ろ
う
と
す
る
U

こ
の
記
録
は
、
女
子

の
高
等
教
育
の
発
展
に
関
し
筆
者
が
一
般
文
書
を
た
ど
る
と
と
も
に
歳
月
の
流
れ
の
中

に
立
っ
た
者
の
一

人
と
し
て
確
実
な
記
録
を
資
料
と
し
拠
り
所
と
し
て
記
述
し
た
も
の

で
あ
る
。

(
昭
和
四
一

・
八

・
三

O
)
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一律一一一一
明
治
二
十
年
前
後
の
私
立
女
学
校

1
1
l

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
の
場
合

|

|

神

靖

光

辺

明
治
二
十
年
前
後
の
私
立
女
学
校
に
つ
い
て
教
育
課
程
の
商
か
ら
考
察
し
た
い
。
当

時
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
学
校
が
そ
の
主
力
で
あ
る
か
ら
左
記

十
二
校
十
三
種
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
教
育
課
程
を
中
心
に
考
察
を
進
め
る
。

明
治
十
七
年
五
月
フ

ェ
リ
ス
学
校
学
科
規
程
(
フ

ェ
リ
ス
和
英
女
学
校
六
十
年
史
所
収
〉

明
治
十
七
年
九
月
東
洋
英
和
女
学
校
学
科
学
期
諜
程

(
東
京
都
政
史
料
館
所
蔵
〉

明
治
十
八
年
八
月

煩
栄
女
学
校
学
科
学
期
課
程
(
同
石
)

明
治
十
八
年
九
月
明
治
女
学
校
学
科
学
期
課
程
(
同
石
〉

明
治
十
八
年
三
月

金
沢
女
学
校
学
科
課
程
(
北
陸
女
学
校
編
、
北
陸
五
十
年
民
所
収
〉

明
治
十
九
年
七
月

明
治
二
十
年
九
月

普
述
土
女
学
校
学
科
学
期
牒
程
(
東
京
都
政
史
料
館
所
蔵
)

明
治
二
十
年
十一一
月

香
蘭
女
学
校
学
科
学
期
課
程
(
同
石
)

明
治
ニ
+
一
年
六
月
桜
井
女
学
校
学
科
学
期
課
程
(
問
石
〉

明
治
ニ
+
一
一
年
三
月
駿
台
英
和
女
学
校
学
科
学
期
課
程
(
問
石
)

明
治
二十-一年

東
京
英
和
女
学
校
学
科
繰
程
(
青
山
学
院
九
十
年
史
所
収
)

明
治
二
十
四
年
海
岸
女
学
校
規
則
(
問
石
)

明
治
=
十
五年
十
月

照
時
女
学
校
課
程
(
平
安
女
学
院
八
十
五
年
史
所
収
)

一一

ま
ず
、
明
治
初
年
以
来
の
女
学
校
の
教
育
課
程
表
を
見
く
ら
べ
な
が
ら
そ
の
形
成
過

程
を
み
よ
う
。

明
治
六
年
、
官
立
東
京
女
学
校
は
次
を
規
定
し
た
。

「

学
科

上
等
本
科
六
級
第
六
級
ニ
始
リ
第
一
級
ニ
終
ル

図

書

手

芸

英

学

下
等
本
科
六
級
同
前

国
苦
笑
晶
子
手
芸
一
日
J

岩

城

以

上

雑

工

予
科
四
級
第
四
級
エ
始
リ
第
一
級
ニ
終
ル

国
主

」

一

教
育
課
程
と
し
て
充
分
な
形
式
を
持
つ
て
な
い
が
一
応
、
教
科
と
し
て
図
書
、
英
学
、

2。d

手
芸
、
雑
工
を
あ
げ
、
下
等
、
上
等
に
級
が
あ
っ
て
配
列
を
暗
示
し
て
い
る
。
級
と
い
一

う
の
は
下
級
よ
り
上
級
へ

の
進
級
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
が
本
来
の
意
味
で
今
日
の
学
校

で
用
い
ら
れ
て
い
る
晶
子
級
で
な
い。

私
立
女
学
校
に
も
統
一
的
な
教
育
課
程
の
形
式
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
し

た
あ
と
が
あ
り
、
各
機
で
あ
る
が
東
京
女
学
校
の
も
の
よ
り
く
わ
し
い
も
の
も
あ
る
。

い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
(
こ
こ
に
あ
げ
る
も
の
は
み
な
東
京
都
政
史
料
館
所
蔵

の
関
学
願
書
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
)

O
明
治
四
年
芳
英
社

(
斎
藤
三
助
の
英
語
塾
}

学
科

英
学
数
学

正

則

科

一
等
万
困
史

・
地
理

変

則

科

一等

小
循
心
論

・
英
文
図
書



二
等
書
取

・
文
山

内

ニ

等

小

経

済

在

仏

国
史

三
等
会
話

・
第
三
日
l
ド

ル

三

等

英

凶

史

・
究
理
k
u

四
符
字
級
世

・
第
二
日
l
ド
ル

四

等

米

凶

史

・
万
国
史

五
等

字

綴

舎

・
第

一

リ

ー

ド

ル

玉

等

中

地

理

岳

・
文
典

等
外
字
綴
苫

・
プ

リ

メ

ル

等

外

小

地

理

3
・
リ
l
ト
ル

O
明
治
五
年
芸
芳
学
社
(
海
野
信
幸
の
英
語
塾
)

第
十

ノ

組

英
語
階
梯

第
九
/
組
ウ
ィ
ル
ソ
ン
第
一
日
l
ド
ル

・
会
話

第
八
ノ
組
ワ
イ
ル
ソ
ン
第
二
日
l
ド
ル

・
会
話

第
七
ノ
組
ク
ェ
ツ
ケ
ン
ポ
見
文
山
内
・
カ
ヨ
ッ
ト
地
理
香

第
六
ノ
組
ウ
ィ
ル
ソ
ン
第
三

M
lド
ル
・
グ
ワ
ド
リ
ッ
チ
万
闘
史

第
五
ノ
印
刷
グ
ウ
ド
リ
ッ
チ
万
国
史

・
ク
ェ
ツ
ケ
ン
ポ
ス
剣
型
投

第
五
ノ
組
で
終
っ
て
い
る
。
将
来
、
学
業
が
進
ん
だ
な
ら
ば
第
四
、
第
三
と
地
級
す

る
の
だ
ろ
う
。

右
で
み
る
と
教
科
書
の
配
列
が
そ
の
ま
ま
教
育
牒
程
の
配
列
を
意
味
し
て

い
る
。

初

期
に
は
こ
う
し
た
も
の
が
多
い
。
学
科
の
意
味
が
明
確
に
掴
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る
0

.
か
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

O
明
治
五
年
水
交
女
塾
(
星
野
康
斎
の
英
語
塾
)

塾
規

て
綴
字
一
、
索
統
一
、
習
字

て

単

語

書
取

一
、
地
理
学

一

、

万

国

史

て

点

以

O
明
治
六
年
賛
育
社
(
校
主

・
阿
部
瓦
造
)

女
童
数
則

午
川
八
字
ヨ
リ
十
字
迄

習
字

一
、
会
話

て
測
盆

一
、
算
術

て
理
学

て

作
文

十
字
ヨ
リ
十
二

字

迄

読

書

十
二

字

午

飯

一

字

迄

運

動

一
字

ヨ

リ

ニ

字

迄

修

身

口

授

五

十

/

日

消

占

三
八
ノ
日

講

義

日
瞬
ヲ
以
テ
休
暇
ト
ス

前
者
に
は
配
列
の
観
念
が
な
く
、
後
者
の
そ
れ
は
今
日
の
授
業
時
刻
表
で
あ
る
。
賛

育
祉
は
女
童
教
則
と
銘
打

っ
て
あ
る
か
ら
寺
子
屋
流
で
あ
ろ
う
。

明
治
八
年
か
ら
十
年
頃
に
な
る
と
私
立
女
学
校
の
教
育
繰
程
も
岩
干
盤
っ
て
く
る
。

O
明
治
八
年
跡
見
女
学
校

学

科

読

書

・
習{干し

・
算
術

教
則
下
等
生
徒
教
科

一
、
綴
字

・
読
並
盤
上
古
賀
字
二
、
押
ム千

・
字
形
ヲ
主
ト
ス
三
、
単
語
読
四
、
会
話
、
読

五
・
読
本
削
用
意
六
、
修
身
解
芯
七
、
世
相以

・
解
立
並
盤
上
習
字
八
、
文
法
的
貯
芯
九
、

算
術
十
、
後
生
法
解
怠

十

一
、
地
学
大
意
十
二
‘
窮
理
学
大
意

上
等
生
徒
教
科

一
、
史
学
大
意
二
、
幾
何
学
大
意
三
、
野
画
大
意
四
、
博
物
学
大
意
玉
、
化
学
大
意

六
、
生
理
学
大
意

授
業
時
間
ハ
総
テ
小
学
規
則
ニ
従
ヒ
相
定
候
事

O
明
治
九
年
桜
井
女
学
校

学
科
地
理
学

・
裁
縫

・
数
学

・
化
学

・
鱗
理
学

・
生
理
学

・
修
身
学

・
経
済
学

教
則
等
外
三
級
ウ
ィ
ル
ソ
ン
プ
リ
マ

l
第

一
読
本

・
綴
字
及
ピ
習
字

・
裁
縫
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答
外
二
級
ウ
ィ
ル
ソ
ン
プ
リ
マ
l
第
二
読
本

・
コ
l
ヰ
ル
地
理
容

・
数
学

・
裁
縫

等
外
一
級
カ
ッ
ケ
ン
ポ
ス
文
法
舎

・
パ
l
レ
l
万
国
史

・
数
学

・
裁
総

等
内
四
級
ウ
ィ
ル
ソ
ン
第
三
読
本

・
ガ
ノ

ッ
ト
窮
理
容

・
作
文
及
ピ
数
学

・
裁
縫

等
内
三
級
ウ
ィ
ル
ソ
ン
第
四
読
本
・
チ
ャ
ン
パ
l
モ
ラ
ル
ク
ラ
ス
ブ

シ
ク
・
カ
ッ
ト
し
戸
生
理

書

・
数
学

等
内
二
級
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
イ
ン
フ
ァ
ン
、
γ

・
ハ
ウ
ス
ホ
ル
ド
エ
コ
ノ
ミ
ー
・

ホ
ッ

ス

ル
化
学
舎

・
数
学

等
内
一
級
ハ
ウ
ス
ホ
ー
ル
ド
マ
ヰ
ジ
メ
ン
ト

・
テ

ラ

万

国

史

・
ウ
ェ
l
ラ
ン
ド
修
身
合
・

数
学

O
明
治
十
年
恒
徳
女
学
校
(
校
長

・
宮
原
金
矢
)

学
科

漢

学

・
皇
学

教
則
八
級
三
字
経

・
大
統
歌

・
小
学
入
門

・
習
字

・
数
学
命
位
洋
算

七
級
四
舎

・
日
本
略
史

・
小
学
読
本

・
習
字

・
加
減
法
洋
算

六
級
小
学
・
国
史
略

・
日
本
地
志
要
略

・
習
字

・
乗
除
法
洋
算

五
級
五
経
・
日
本
外
史
・
物
理
悩
緋
・

習
字

・
小
数
諾
等
法
洋
算

四
級
十
八
史
略

・
政
記

・
輿
地
誌
略

・
習
字

・
分
数
洋
算

三

級

元

明
史
略

・
列
女
伝

・
万
国
史
略

・
習
字

・
比
例
洋
算

二
級
文
章
軌
範

・
皇
朝
史
略
・
小
児
養
育
談

・
習
字

・
利
息
抗
日
割
平
均
法
洋
算

一
級
八
大
家
読
本

・
鋼
鑑
易
知
録

・
古
今
和
歌
集

・
習
字

・
開
平
開
立
法
洋
算

O
明
治
十
年
立
教
女
学
校

学

科

英

学

教
則
初

級

王

則

会
話

・
お
取

・
文山内

・
音
楽

変

則

綴

字

・
地
理
性

二
級

正

則

歴

史

・

作

文

・
裁
縫
・
音
楽

変

則

文

典

・
歴
史

書
式
も
名
称
も
統
一
さ
れ
ず
、
学
科
(
教
科
〉
と
書
物
も
混
同
し
て

い
!
る
が
、
そ
れ

で
も
教
科
と
そ
れ
を
易
か
ら
難
へ
配
列
す
る
教
育
課
程
の
原
則
が
窺
え
る
。

{
呂
立
東
京
女
学
校
は
明
治
九
年
か
ら
十
年
に
か
け
て
教
則
を
整
え
、
教
育
課
程
を
完

成
し
た
。

日

O
明
治
九
年
四
月
東
京
女
学
校
年
物

n
E
歳
教
訓
制
ノ
増
築
落
成
セ
ル
ヲ
以
テ
生
徒
百
五
十
名
ヲ
容
ル
ル
ヲ
目
的
ト
シ
、
一史
ニ
コ
レ
ヲ
募

集
ス
而
メ
諸
規
則
ヲ
改
定
シ
教
則
中
予
科
及
ヒ
上
下
ノ
区
別
ヲ
廃
シ
テ
之
ヲ
十
ニ
ノ
学
級
ニ
分

ツ
其
教
科
ノ
如
キ
較
コ
レ
ヲ
高
等
ニ
逃
メ
以
テ
中
学
/
教
科
卜
相
斉
カ
-
フ
シ
ム
笠
ニ
其
条
例
並

ニ
教
則
ヲ
掲
ク
ル
左
ノ
如
γ

教
則

第
一
条
此
学
ハ
小
学
教
科
卒
業
ノ
女
子
ヲ
教
養
ス
、
其
教
科
十
二
級
ニ
分
チ
六
ヶ
年
ノ
在

学
ト
ス
、
但
、γ
即
今
女
子
ニ
シ
テ
小
学
教
科
卒
業
ノ
モ
ノ
多
カ
ラ
サ
レ
ハ
教
科
書

中
姑
ク
近
日
割
/
合
ヲ
加
へ
女
子
ノ
粗
南
町
ヲ
続
ミ
算
術
ニ
通
ス
ル
モ
ノ
ヲ
取
テ
之
ヲ

教
授
ス

第
二
条
各
級
六
ヶ
月
ノ
課
程
ニ
シ
テ
一
日
四
時
半
/
操
業
ト
ス

第
三
条
毎
級
六
ヶ
月
ノ
終
リ
ニ
試
業
ヲ
行
ヒ
学
力
ノ
進
否
ニ
判
シ
等
級
ヲ
定
ム
、
而
シ
テ

学
力
進
級
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
猶
元
級
ニ
留
ル
ヲ
法
ト
ス

第

四

条

教

科

中
英
学
ヲ
加
フ
ル
モ
ノ
年
令
十
凹
歳
以
上
十
七
歳
以
下
タ
ル
へ
シ
但
明
簸
/

モ
ノ
ト
相
交
リ
見
聞
ヲ
広
大
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ

第
五
条
此
学
ニ
入
ル
モ
ノ
年
令
十
四
歳
以
上
十
七
歳
以
下
タ
ル
ヘ
シ

但判明
今
入
学
ヲ
許
ス
モ
ノ
小
学
教
科
事
業
ノ
モ
ノ
ヲ
必
ト
セ
サ
レ
ハ

十
四
歳
以
下
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体 唱ヨ英

操 歌 学 取文字 学 物

習綴談会 教文字之 階乗加雑地第
理 十ー

字字物語 |控除減在香級

|措i凶 i理空習綴説会

字字物話 r，l'f 香 組貝雑~ I i :級
筒 理十

文典字物語 文用主F 数 i!}学史級

作文習脱会 合日 行
小 数分回

雑物歴 第

簡 理 九

文典字物語 文用 空F 数貝IJ 1!l学史 級

作文習説会 1、A 行
転正分数雑l剖用 比比

文典字物話 文 主} 例例 合 学 }k

作文習史外国絞会 諸 行
巡相率法 折比 按分 合率比

雑修歴 第

/ 
言正 身 七

文典字歴物話 文 f、代J 例逝例 :Q..t.:学史 級

養:irf作文習史外国Z覧会 ムニシ題問 草
平開開

/ 綴ラ答ヲ ヲ 生六

文j]~字歴物話 シ文出 ~ 立 手3 級

如前 草

護度学 数学護

物歴地 第

シ級 啓一 理 玉

ノ 主干 学史~ 級

如前

対数用法

雑経物 第

シ級 済理 四

/ 柱T {!} {!}学 級

如前 幾 雑化経 第

シ級 済

ノ 糖 何 i!}:学舎 級

主目前 記 幾 雑法歴 第

シ 級 簿 脅E

/ 法 何 密書史 級

一
如前 記 幾 雑法歴 第

シ級 1噂 律

ノ 法 何 合i'}史 級
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〔表
一

〕
明

治

九

年

東

京

女

学

校

課

程

表



タ
リ
ト
モ
入
学
ヲ
許
ス
事
ア
ル
ヘ
シ

第
六
条
教
科
卒
業
ノ
後
戸
大
試
業
ヲ
行
ヒ
率
業
ノ
証
書
ヲ
与
7

学
科

第
十
二
級

O
続
物

・
地
迎
合
・
雑
書
O
数
学
加
減
乗
除
O
習
字
階
潜
O
作
文
O
科
取
文
字
之

教
O
英
学
会
話
・
読
物

・
綴
字

・
習
字
O
手
芸

O
唱
歌

O
体
操

(
第
十
一
級
以
下
第
一
級
ま
で
路
〉

右
教
則
は
学
級
と
学
科
と
ル
う
も
の
を
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。

こ
の
学
科
表
は
向

。。

年
十
二
月

ρ岡
県
京
女
学
校
年
総
に
お
い
て
〔
表
乙
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
。

明
治
十

年
の
課
程
表
も
九
年
の
も
の
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
。
た
だ
読
物
を
国
語
と
改
称
し
た
事
、

英
学
を
第
四
級
ま
で
延
長
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

東
京
女
学
校
は
明
治
十
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

私
立
女
学
校
の
教
育
線
稜
は
明
治
十
二
年
頃
に
な
る
と
か
な
り
整
備
さ
れ
て
き
た
。

同
入
社
女
学
校
と
桜
井
女
学
校
の
も
の
を
み
よ
う
。

同
入
社
女
学
校
は
明
治
十
二
年
、
中
村
正
直
が
は
じ
め
た
女
学
校
で
あ
る
。
英
淡
学

を
王
と
し
て
い
る
が
裁
縫
、
習
字
、
数
学
等
も
あ
わ
せ
教
え
た
。
生
徒
は
級
外
を
お
え

て
か
ら
級
内
に
編
入
さ
れ
る
。
修
学
年
限
は
級
内
外
と
も
そ
れ
ぞ
れ
三
年
間
、
級
内
は

学
科
に
よ
り
或
は
五
等
(
英
学
)
或
は
三
等
(
漢
学
〉
に
分
げ
ら
れ
、
各
学
科
に
お
い

て
易
か
ら
難
へ
、
教
科
書
、
ま
た
は
教
授
法
が
配
列
さ
れ
て
い
る
。

「

変

則
操
業
表

級
外
相
州
統
ウ
ェ
ル

y
ン
第
一
続
本
、
ワ
ェ
ル

y
ン
第
二
続
本
、
ミ
シ
チ
ェ
ル
地
理
由
、
カ
ッ

ケ
ン
ポ
ス
小
文
典

級
内
五
等
講
義
バ
l
レ
l
万
凶
史
、
マ
ル
カ
ム
英
国
史

四
等
部
品
輯
カ
ァ
ケ
ン
ポ
ス
納
酬
明
書
、
カ
シ
ケ
ン
ポ
ス
米
凶
史

=
一
等
税
務
内
ソ
ェ
ラ
ン
ド
修
身
設
、
ミ
ル
経
済
市

二
等
輪
講

z
.へ
ン
セ
ル
教
育
輪
、
ギ
ゾ
l
文
明
史

一
等
輪
講
ミ
ル
男
女
闘
機
論
、
ミ
ル
代
議
政
体

淡
学
課
程
表

第
三
等
来
続
和
淡
近
易
/
書
類
、
疎
訳
品
川
U

類

第
二
等
講
義
経
史
類
、
文
章
類
、
作
文

第
一
等
論
説
経
史
類
、
文
章
類
、
作
文
〈
以
下
略
〉

明
治
十
二
年
に
改
正
さ
れ
た
桜
井
女
学
校
の
教
則
(
教
育
課
程
〉
は
更
に
整
備
さ
れ

て
い
る
。
書
式
が
繁
雑
に
で
き
て
い
る
か
ら
こ
れ
を
整
理
す
る
と
〔
第
四
表
〕
の
よ
う

に
な
る
。
即
ち
、

付
就
学
年
限
を
八
カ
年
と
し
、

一
学
年
を
前
後
二
期
〈
六
カ
月
〉
に
分
け
、
全
体
を

十
六
級
ハ
階
悌
〉
と
し
た
。

H
H

教
科
を
説
法
以
下
十
三
科
と
し
た
。

多
少
暖
昧
な
点
も
あ
る
が
教
科
と
学
年
配
当
(
シ
ー
ク
ェ
ン
ス
)
が
整
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

教
育
課
程
の
書
式
は
明
治
十
四
、
五
年
に
決
め
ら
れ
た
ら
し
く
、
東
京
都
政
史
料
館

所
蔵
の
関
学
願
書
を
み
る
と
、
こ
の
頃
か
ら
問
一
書
式
の
教
育
課
程
表
(
学
科
学
期
課

程
表
と
舎
か
れ
て
い
る
〉
が
必
ず
添
附
さ
れ
て
い
る
。
本
論
に
添
附
し
た
表
が
即
ち
そ

れ
で
あ
る
。

教
育
課
程
が
形
成
さ
れ
に
く
か
っ
た
の
は
当
時
、
学
年
、
学
期
の
概
念
が
不
明
瞭
で

あ
り
、
か
っ
教
科
が
決
ま
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
立
女
学
校
の
場
合
、
学
年
、

学
期
と
い
う
考
え
は
明
治
初
期
に
は
な
か
っ
た
。
江
戸
時
代
か
ら
継
続
し
た
私
塾
的
学

習
方
法
で
淡
学
な
り
、
楽
学
な
り
を
学
び
、
一
巡
り
理
解
で
き
れ
ば
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。

- 36-



〔表
ニ
〕

明
治
十
二
年
桜
井
女
学
校
教
育
課
程

前 期 後 J明

学 年 1 ワ 4 5 6 7 8 

等 級 12li|; ili l;|;|;!;12l2lili|;|;12 
百t法 ・小学読本 。。。
E量 史 。。。。。。。。。。。。。
t也 登、 。。。。。。。。。。
修 身 学 。。
数 学 。。。。。。。。。。。。。。。。
理 学 。。。
生 理 学 。。
理 化 学 。。
作 文 。。。。。。。。。。。。
習 字 。。。。。。。。。。。。。。。
函 学 。。。。。。。。。。
経済・ 教 育 。
おl帯、災 地 。

卒
業
と
い
う
観
念
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
就
学
年
限
も
な
か

っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
学
制
が
し
か
れ
、
就
学
年
限
が
規
定
さ
れ
て
く
る
と
そ
う
は
い
か
な
く
な
る
。

こ
こ
に
私
立
女
学
校
も
入
学
年
令
や
ら
、
就
学
年
限
、
学
期
と
い
う
よ
う
な
く
ぎ
り
を

つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
。
つ
ま
り
、
私
塾
、
寺
子
屋
流
の
女
抽
出
か
ら
近
代
私

立
女
学
校
に
変
る
の
で
あ
る
。

学
制
は
学
令
、
学
年
を
規
定
し
た
。
し
か
し
民
間
教
育
の
現
場
で
は
そ
の
通
り
に
は

通
用
し
な
い
。
入
学
年
令
に
つ
い
て
は
次
に
考
察
す
る
が
、
そ
の
前
に
学
年
学
期
と
教

科
の
動
き
を
み
よ
う
。

学
年
、
学
期
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
は
明
治
二
十
年
前
後
で
あ
る
。
プ
ロ

テ
ス
タ

ン
ト
系
女
学
校
の
教
育
課
程
表
か
ら
こ
れ
を
み
る
。

O
明
治
十
七
年
フ
ェ
リ
ス
女
学
校

予
科
三
年

・
本
科
四
年

・
一
学
年
三
期
制

第
一
期
(
秋
期
)
l九
月
一
日

i
十
二
月
十
八
日

第
二
期
(
冬
期
〉
|
一
月
七
日
|
四
月
九
日

第
三
期
(
春
期

)
l四
月
二
十
二
日
|
七
月
十
五
日

O
明
治
十
七
年
東
洋
英
和
女
学
校

予
科
二
年

・
本
科
三
年

・
一
学
年
二
期
制

前
期
六
ヶ
月
授
業
日
数
一
一

三
日
一
週
二
八
時

後
期
六
ヶ
月
授
業
日
数
一

一一
二
日
一
週
二
八
時

O
明
治
十
八
年
頒
栄
女
学
校

五
年

・
一
学
年
二
期
制

・
前
後
期
と
も
玉
ケ
月
、
授
業
日
数
一

O
O日

O
明
治
十
八
年
明
治
女
学
校

五
年
、
一
学
年
一
学
期
、

+
ニ
ヶ
月
、
授
業
回
数
ニ
四
二
目
、
一
週

一
四
|
ニ

O
時
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O
明
治
十
九
年
金
沢
女
学
校

予
備
科
二
年
、
本
科
四
年
、
一
学
年
三
期
制
、
一
週
三

O
時

第
一
期
四
月
上
旬
l
七
月
中
旬

第
二
期
九
月
上
旬
|
十
二
月
下
旬

第
三
期
一
月
上
旬
l
三
月
下
旬
(
但
、
入
学
試
験
は
毎
年
九
月
〉

O
明
治
二
十
年
普
連
土
女
学
校

三
年
、一

学
年
二
期
制
、
一週
三
O
時

O
明
治
二
十
年
香
蘭
女
学
校

四
年
、
一
学
年
二
期
制
、
一
週
ニ
ニ
|
二
五
時

前
期
五
ヶ
月
教
授
日
数
一

O
五
日

後
期
五
ヶ
月
教
授
日
数
九
二
日

O
明
治
二
十

一
年
桜
井
女
学
校

本
科
四
年
、
高
等
科
二
年
一
学
年
二
期
制
、
本
科
一
週
三
O
時
、
高
等
科
ニ
一
時

O
明
治
二
十
二
年
駿
台
英
和
女
学
校

予
科
-
年
、
本
科
玉
年
、
}
学
年
二
期
制
、
授
業
日
数
一
年
間
十
ヶ
月
二

O
五
日

第
一
期
九
月
一
日
l
一月
三
十
一
日

第
二
期
二
月
一
日
|
七
月
十
五
日

O
明
治
二
十
二
年
東
京
英
和
女
学
校

五
年
、
一
学
年
三
期
制
(
秋
期

・
冬
期

・
春
期
〉

O
明
治
二
十
二
年
金
沢
女
学
校

五
年
、
一
学
年
三
期
制
(
前
に
同
じ
〉

O
明
治
二
十
四
年
海
岸
女
学
校

六
年
、一

学
年
三
期
制
(
秋
期

・
冬
期

・
春
期
)

O
明
治
二
十
五
年
照
時
女
学
校

本
科
四
年
、
高
等
科
二
年
、
一
学
年
一
期
制
、
一
週
三

O
時

就
学
年
限
は
か
よ
う
に
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

学
期
は
一
期
制
と
い
う
例
外
も
あ
る
が

概
ね
二
期
、
一
ニ
期
制
で
今
日
と
同
じ
で
あ
る
。
新
学
年
が
九
月
に
始
る
の
は
西
洋
式
で

ふのる。明
治
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
女
学
校
の
教
科
に
対
す
る
考
え
は
次
の
よ
う
に
動
い

た
。
政
府
の
考
え
を
み
る
た
め
に
、
明
治
九
年
の
東
京
女
学
校
、
明
治
十
五
年
の
女
子

師
範
学
校
附
属
高
等
女
学
校
、
明
治
二
十
八
年
の
高
等
女
学
校
規
程
の
教
育
課
程
か
ら

こ
れ
を
み
る
と
〔
表
三
〕
の
よ
う
に
な
る
。

即
ち
、
明
治
九
年
か
ら
十
五
年
に
か
け
て
の
教
科
の
励
き
と
、
十
五
年
か
ら
二
十
八

年
の
そ
れ
を
比
較
す
る
と
前
者
に
お
い
て
は
読
物
(
国
語
)
に
包
含
さ
れ
て
い
た
修
身
、

読
書
、
地
理
、
歴
史
、
博
物
、
物
理
、
化
学
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
教
科
に
分
化
し
、

一

図
画
、

礼
節
、

家
政
、
育
児
と
い
う
新
た
な
教
科
も
加
わ
っ
て
教
科
が
多
岐
に
な
っ
た
。
お

英
学
が
退
け
ら
れ
、
家
政
的
な
教
科
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
み
て
女
子
教
育
が
強
調

一

さ
れ
た
の
が
わ
か
る
。
家
政
科
を
強
調
す
る
こ
と
が
あ
る
べ
き
女
子
教
育
の
姿
で
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
い
う
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な

い
。
ど
う
い
う
女
性
観
で
あ
ろ
う
と
従
来
よ
り
も
女
子
教
育
を
考
慮
し
て
打
ち
出
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

後
者
、

即
ち
、
十
五
年
か
ら
二
十
八
年
へ
の
動
き
に
お
い
て
は
読
書
、
作
文
が
国
語

に
、
博
物
、
物
理
、
化
学
が
理
科
に
、
礼
節
、
家
政
、
育
児
が
家
事
に
統
合
さ
れ
、
外

国
語
が
再
登
場
し
た
。
後
年
の
高
等
女
学
校
の
教
科
が
整
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一二

次
に
明
治
二
十
年
前
後
の
プ
ロ
テ
ス
ク
ン
ト
系
女
学
校
の
入
学
資
格
と
就
学
年
限
を



〔表三〕 女学校教科の旬Jき

明治 9 年 |明治 15年 |明治 28年 |

東京女 学校 |附属高等女学校 |高等女学校規程 |

身

語

謡

史

理

学

科

事

縫

字

画

楽

操

国

以
|
出
町
1

明
則
l
理

学

科

本

経

字

間

判

例

」

国

一

ら
き

1
修

国

外

歴

地

数

理

家

裁

習

図

音

体

一

か

肋

』

一

↓

↓

↓

一

1
1
'
1
1
J
↓

↓

↓

↓

一

一

昨
川

町
一
一

l
j

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一如
年

時
一
身

者

文

〕

悶

理

術

物

理

学

節

政

児

縫

字

画

楽

操

雨
明
沼
，

一

学

問

一

一
修

説

作

慌

料

地

採

博

物

化

礼

家

育

法

習

図

音

体

寸

|
|

一
身

訂

迎

史

物

理

学

字

文

1
術

縫

楽

園

節

政

児

一

一

歴

一

一ら
き
刊
一

邦

一

一か
動
M
W
一
修

読

地

本

間

物

化

習

作

算

法

昔

図

礼

家

育

一

弓
の
の

¥
1
1
1
1一
1
|

↓

↓

↓

↓

↓

↓

↓

一M
F
化
一

一

一
一
一

一
一
一
一

一

刷
出

金

物

釦

字

文

取

学

学

芸

歌

一

一

読

咽

習

作
品
叶
数
英

手

唱

一
(注〕 明治9年東京女学校はlロj年東京女学校年報(文部省第4年割!1-p. 377-378) 

明治15年附属高等女学校は同年同校教則大旨(東京女子高等師範学校例年史p.233)

〔表四〕 女学校の入学資格，就学年限一覧

一一 明治20年前後のプロテスタント系女学校を中心と して一一

年令 61 713守MIHIQIsIMIUIslnlQIHIMI

明治8年 県立栃木女学校

明治10年県立栃木模範女学校

明治12年桜~ I 女学校

明治13年 喜多9!i和女学校

明治15年桃天女塾

明治17年東洋英和女学校 4学初弓存"i
，，1/4' 品 ー明治18年 煩栄女学校

明治18年明治女学校 ]，宇

明治18年， 19年 金沢女学校 小学初事
本斗

21 
写陸ltt d 警 署お l咋

明治20年普述土女学校 尋需小学

明治20年香蘭女学校 d 芋b~l手

明治21年桜井女学校 高等ト学 高専科
明治2]年東京英和女学校 海

尋喜車嘗常!||小;]っ釘惇宰
学隊全

明治22年駿台英和女学校

明治25年照時女学校

明治14年小学校教)tリ綱領
刻墨

'" 
~i*'十 l.:t耳科|

明治19年小学校令，小学校/学科及其程度
f12輔重量量

明治23年改正小学校令
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み
よ
う
。
便
宜
上
、
当
時
の
小
学
校
の
学
令
と
就
学
年
限
を
の
せ
、
参
考
の
た
め
に
明

治
八
年
の
栃
木
女
学
校
(
県
立
)
十
二
年
の
桜
井
女
学
校
、
十
三
年
の
喜
多
英
和
女
学

校
、
十
五
年
の
桃
天
女
学
校
(
下
回
歌
子
の
国
学
塾
)
を
の
せ
た
。
〔
表
四
〕
が
そ
れ

で
あ
る
。

入
学
資
格
は
年
令
と
学
カ
の
両
国
か
ら
規
定
さ
れ
て
い
る
。
入
学
年
令
は
何
歳
以
上
、

何
歳
以
下
と
あ
る
か
ら
下
限
を
と
っ
た
。
学
力
は
小
学
校
初
等
科
卒
、
中
等
科
卒
、
高

等
科
卒
、
ま
た
は
尋
常
小
学
校
卒
、
小
学
校
六
カ
年
卒
、
高
等
小
学
校
卒
、
も
し
く
は

そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め
た
者
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
当
時
の
小
学
校
制
度
に
合
わ
せ
て
そ
の
上
に
女
学
校
を
き
・
つ
こ
う
と
し
た
か
ら
で
あ

る
。
明
治
十
九
年
ま
で
の
も
の
は
明
治
十
四
年
の
小
学
校
教
則
綱
領
に
合
わ
せ
た
の
で

あ
り
、
二
十
年
か
ら
二
十
二
年
の
も
の
は
十
九
年
の
小
学
校
令
と
そ
れ
に
属
す
る
「
小

学
校
/
学
科
及
其
程
度
」
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
二
十
三
年
に
小
学
校
令
が
改

正
に
な
り
、
尋
常
小
学
校
が
三
カ
年
、
ま
た
は
四
カ
年
と
な
っ
た
が
(
小
学
校
令
改
正

八
条
)
本
表
に
は
あ
ま
り
関
係
が
な
い
。

と
こ
ろ
で
本
表
の
入
学
資
格
と
し
て
の
年
令
と
学
カ
に
相
当
す
る
年
令
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
一

致
し
て
い
る
も
の
は
次
の
四
校
で
あ
る
。

明
治
十
八
年
の
邸
栄
女
学
校
十
四
年
の
小
学
教
則
綱
領
に
一
致

入
学
資
格
小
学
中
等
科
卒
業
以
上
の
も
の
で
年
令
満
十
二
歳
以
上

明
治
十
八
年
の
明
治
女
学
校
i
十
四
年
の
小
学
教
則
綱
領
に
一
致

入
学
資
格
ョ
小
学
全
科
卒
業

・
満
十
四
歳
以
上
三
十
歳
以
下

明
治
二
十
年
の
普
連
土
女
学
校
|
十
九
年
の
小
学
校
令
に
一
致

入
学
資
格
小
学
問
時
制
科
卒
業
十
歳
以
上

明
治
二
十一

年
の
桜
井
女
学
校
|
十
九
年
の
小
学
校
令
に
一
致

入
学
資
格
高
等
小
学
校
卒
業
、
満
十
四
歳
以
上

次
の
も
の
は
入
学
年
令
と
学
力
が
当
時
の
制
度
と
合
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

O
明
治
十
七
年
の
東
洋
英
和
女
学
校
の
場
合

「一

.
入
学
生
徒
学
力
小
学
中
等
科
卒
以
上
ノ
学
カ
ア
ル
モ
ノ
ハ
入
学
セ
シ
ム
、
小
学
初

等
科
卒
業
ノ
モ
ノ
ハ
予
科
へ
、
小
学
中
等
科
卒
業
ノ
モ
ノ
ハ
本
科
へ
入
学
セ
シ
ム

一
、
入
学
生
徒
年
令
満
十
二
年

(
十
年
)
以
上
ノ
モ
ノ
ニ
限
ル
」

本
科
の
入
学
資
格
は
十
四
年
の
小
学
校
教
則
大
綱
に
一
致
す
る
が
予
科
も
右
に
合
わ

せ
る
な
ら
ば
就
学
年
限
は
三
年
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
つ
ま
り
東
洋
英
和
の
予
科
は
三

年
間
で
や
る
小
学
校
中
等
科
の
課
程
を
二
年
間
で
終
了
し
、
同
じ
資
格
を
与
え
て
い
1

る

の
で
あ
る
。

O
明
治
十
八
年
の
金
沢
女
学
校
の
場
合

「
入
学
規
則

入
学
生
徒
の
年
令
は
十
四
歳
以
上
た
る
べ
し
と
雌
ど
も
小
学
中
等
科
卒
業
経
持
を
所
持
す
る

も
の
は
此
限
に
あ
ら
ず

入
学
生
徒
の
学
力
は
本
科
の
最
初
等
に
於
て
は
小
学
中
等
科
卒
業
若
く
は
之
に
相
当
せ
る
学

力
を
有
す
る
も
の
予
備
科
の
初
即
時
に
於
て
は
小
学
初
等
科
卒
業
若
く
は
之
に
相
当
せ
る
学
力

を
有
す
る
も
の
た
る
べ
し
」

こ
こ
で
は
小
学
中
等
科
卒
の
学
力
を
も

っ
て
本
科
入
学
の
資
格
と
し
て
お
き
な
が
ら

入
学
年
令
は
十
四
歳
以
上
を
規
準
に
し
て
い
る
。
小
学
校
教
則
大
綱
に
従
え
ば
小
学
校

中
等
科
卒
業
は
年
令
満
十
二
歳
で
あ
る
の
こ
の
こ
と
は
制
度
と
地
方
の
実
状
が
合
わ
な

か
っ
た
こ
と
を
現
わ
し
て
い
る
。
制
度
で
は
満
十
二
歳
で
小
学
校
中
等
科
を
卒
業
す
る

筈
で
あ
っ
た
が
笑
状
は
十
四
歳
以
上
に
な
っ
て
よ
う
や
く
小
学
校
中
等
科
を
卒
業
で
き

る
も
の
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

私
立
学
校
が
制
度
に
忠
実
で
あ
る
よ
り
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も
国
民
生
活
の
実
状
に
即
し
て
な
り
立
つ
一
例
を
み
る
。
予
備
科
の
就
学
年
限
二
カ
年

は
東
洋
英
和
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

O
明
治
二
十
年
の
香
蘭
女
学
校
の
場
合

「入
学
資
格
満
十
三
歳
以
上
‘
小
学
校
六
ヶ
年
の
課
程
を
卒
え
た
者
、
表
し
く
は
こ
れ
に
相

当
す
る
学
力
を
有
す
る
者
』

十
九
年
の
小
学
校
令
に
よ
れ
ば
小
学
校
六
カ
年
修
了
は
高
等
小
学
校
二
年
修
了
と
か

う
こ
と
で
満
十
二
歳
に
な
る
。
こ
れ
を
満
十
三
歳
以
上
と
し
た
と
こ
ろ
も
現
状
に
合
わ

せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

O
明
治
二
十
二
年
の
駿
台
英
和
女
学
校
の
場
合

「生
徒
は
凡
齢
十
三
年
以
上
ニ
シ
テ
四
時
常
小
学
科
卒
業
ノ
モ
ノ
若
タ
ハ
十
四
年
以
上
ニ
シ
テ
之

レ
ト
均
等
セ
ル
学
力
ヲ
有
シ
(
下
略
)
」

O
明
治
二
十
五
年
の
照
暗
女
学
校
の
場
合

「
入
学
資
格
満
十
二
歳
以
上
、
尋
常
小
学
校
卒
業
」

年
令
か
ら
す
れ
ば
高
等
小
学
校
二
年
修
了
に
あ
た
る
。
が
入
学
資
格
を
窃
常
小
学
卒

業
程
度
に
ま
で
下
げ
な
け
れ
ば
生
徒
が
集
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
照
時
女
学
校
は

右
を
原
則
と
し
な
が
ら
も
但
し
「
尋
常
小
学
卒
業
ノ
者
ハ
(
年
令
)
此
限
ニ
ア
ラ
ズ
」

と
し
て
い
る
。
尋
常
小
学
卒
業
生
す
ら
少
な
か
っ
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

入
学
生
の

多
く
は
尋
常
小
学
卒
業
の
学
力
と
同
程
度
と
認
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
京
英
和
女
学
校
の
場
合
は
特
殊
で
年
令
満
十
二
歳
以
上
と
規
定
し
て
い
る
が
小
学

課
程
卒
業
云
々
を
う
た
わ
ず
「
和
淡
文
ρ
十
八
史
路
、
土
佐
日
記
、
数
学
ハ
算
術
、
代

数
、
英
学
ハ
第
四
読
本
等
ノ
試
験
ヲ
経
、
及
第
セ
シ
者
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ

入
学
ヲ
許
サ
ズ
」

(
明
治
十
九
年
、
東
京
英
和
女
学
校
関
学
願
書
)
と
し
て
い
る
。
二
十
二
年
の
教
育
線

程
表
に
「
築
地
海
岸
女
学
校
ノ
卒
業
生
及
ピ
他
ノ
日
本
淑
女
ニ
高
等
普
通
学
科
ヲ
授
ケ

云
々
」
と
あ
り
、
ま
た
二
十
四
年
の
海
岸
女
学
校
教
育
課
程
に
は
「
左
ノ
課
程
ハ
東
京

英
和
女
学
校
へ
入
ル
ノ
予
備
科
ト
ス
」
と
あ
る
。
海
岸
女
学
校
は
六
カ
年
で
教
育
程
度

は
埼
常
小
学
校
と
高
等
小
学
校
一

、
二
年
で
あ
る
o

p

後
述
)
つ
ま
り
、
海
岸
女
学
校

ell-東
京
英
和
女
学
校
の
一
貫
教
育
課
程
を
つ
く

っ
て
い
る
。
後
に
訓
令
十
二
号
が
出

さ
れ
て
私
立
学
校
が
困
惑
し
た
時
(
明
治
三
十
二
年
)
青
山
学
院
は
全
国

mツ
ソ
ジ
ス

Fhd
 

ト
系
女
学
校
の
系
列
化
を
は
か
り
、
独
自
の
学
校
体
系
を
整
え
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し

た
カ
は
こ
の
頃
か
ら
佐
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
表
〔
表
四
〕
か
ら
同
じ
女
学
校
と
名
乗
っ
て
も
程
度
が
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
く
。弱丹市
小
学
校
卒
業
程
度
、
年
令
十
歳
以
上
を
入
学
資
格
と
す
る
普
連
土
女

学
校
や
、小
学
校
六
カ
年
の
教
育
に
相
当
す
る
海
岸
女
学
校
と
小
学
校
高
等
科
卒
業
、
年

令
十
四
歳
以
上
を
入
学
資
格
と
す
る
明
治
女
学
校
や
桜
井
女
学
校
を
同
列
視
で
き
な
い
。

高
等
女
学
校
は
明
治
二
十
四
年
の
中
学
校
令
改
正
で
「
女
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通

教
育
ヲ
施
只
所
ニ
シ
テ
尋
常
中
学
校
ノ
種
類
ト
ス
」
(
十
四
条
)
と
き
め
ら
れ
、
二
十

八
年
の
高
等
女
学
校
規
程
を
へ
て
、
三
十
二
年
の
高
等
女
学
校
令
で
入
学
資
格
が
中
学

校
と
同
程
度
に
な
る
の
で
あ
る
が
明
治
初
年
以
来
、
女
学
校
の
位
位
づ
け
に
は
曲
折
が

あ
っ
た
。
学
校
体
系
が
安
定
し
な
い
r
時
期
で
あ
る
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
と
の
関
連
に

お
い
て
み
ね
ば
な
る
ま
い
。

〔
表
玉
〕
は
年
代
を
お
っ
て

こ
れ
を
図
式
化
し
た
も
の
で

あ
る
。明
治
四
年
十
二
月
、
女
学
校
入
門
心
得
が
出
て
、
東
京
女
学
校
が
は
じ
ま
っ
た
が
入

印

w

学
年
令
は
八
歳
以
上
十
五
策
ま
で
で
就
学
年
限
の
定
め
は
な
か

っ
た
。
学
制
に
属
す
る

小
学
教
則
で
は
下
等
小
学
六
歳
か
ら
九
歳
、
上
等
小
学
十
歳
か
ら
十
三
歳
で
あ
る
か
ら

小
学
校
と
女
学
校
は
並
列
す
る
も
の
で
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
。
五
年
に
た
て
ら
れ
た

官
立
開
拓
使
女
学
校
の
入
学
年
令
は
十
二
歳
か
ら
十
六
歳
で
こ
れ
も
就
学
年
限
の
規
定
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明治年間における女学校の位置づけ

一一 入学資格 ・就学年限よりみる一一

明治5年小学教則 1i;t 6年改正も同じ
明治4年12月文部省布令・女学校入門心得

明治8年文部省布達1号
小学校令ヲ定ムノレコト
明治8年東京女学校改正

IYJ治14年小学校教則大綱6条
明治1'1年中学校教則大綱10，11条
明治15年東京女子師範学校
附属高等女学校教則大旨5・6条

明治19~手小学校令
小学校ノ学科及:JJ;程度
明治19年中学校令
尋常巾学と高等中学/学科及JU¥H主
IYIT台1O年東京高等女学校規則2. 4条

明治23年改正小学校令8条
IYJ托127年高等学校令
明治26年女子高等師範学校
F付属高等女学校規則3・4条
例治28年高等女学校規程

明治32年中学校令改正

明治32年高等女学校令 1 11 i轟 叡小型詳純
明治40年小学校令改正 u r I 
(注) 学制八十年史・資料京1，JIOl(女子高等師範学校六十年史によって作成した。

〔表五〕

マ
a

が
な
く
寸
小
学
校
と
の
つ
な
が
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
頃
の
私
立
女
学
校
(
女
塾
)

に
は
入
学
年
令
の
規
定
す
ら
な
い
。

明
治
七
年
に
は
じ
ま
っ
た
女
子
小
学
校
(
海
岸
女

学
校
の
前
身
)
の
最
初
の
生
徒
は
津
間
仙
決
人
と
そ
の
子
供
(
男
児
〉

二
名
、
近
所
の

。。

主
婦
三
名
、
小
児
二
名
で
あ

っ
た
と
い
う
句
明
治
六
年
五
月
の
東
京
府
私
立
学
校
明
細

調
(
東
京
都
政
史
料
館
所
蔵
)
に
記
載
さ
れ
た
四
十
八
校
中、

女
生
徒
を
年
令
別
に
調

べ
た
も
の
を
み
る
と

報
国
学
社
(
有
馬
頼
戚
の
英
学
塾
)

習
成
舎
(
板
倉
勝
任
の
綜
合
塾
)

真
宗
東
派
学
塾
(
大
谷
光
勝
の
綜
合
塾
)

芳
英
塾
(
斎
藤
三
助
の
英
学
盤
)

抑
円
我
学
舎
(
小
島
司
気
の
英
学
塾
〉

と
な
っ
て
い
る
。

六
歳
l
十
五
歳

・
十
六
歳
以
上
計

九

人

五

人

十

四

人

三
十

四

人

五

人

三

十

九

人

三

人

五

人

七

十

一

人

七

十

七

人

二

人

二

人
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明
治
八
年
、
文
部
省
は

「小
学
学
令
/
儀
自
今
満
六
年
ヨ
リ
満
十
四
年
マ
テ
ト
相
定

侠
」
と
布
達
し
向
。
明
治
五
年
の
小
学
教
則
が
「
小
品斤ヲ
分
テ
上
下
二
等
ト
ス
下
等
ハ

六
歳
ヨ
リ
十
三
歳
ニ
終
リ
上
下
合
セ
テ
在
学
八
年
ト
凸
で
年
令
に
あ
い
ま
い
な
点
が

あ
っ
た
か
ら
満
六
年
、
満
十
四
年
と
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。
同
じ
八
年
に
東
京
女
学

校
も
規
則
を
改
正
し
て
入
学
年
令
を
満
十
四
歳
以
上
と
し
た
の
は
こ
れ
を
小
学
校
の
上

に
位
置
づ
け
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
八
年
以
後
十
年
頃
ま
で
の
東
京
の
私
立
女
学
校
の

入
学
年
令
を
み
る
と
十
五
歳
以
上
と
し
た
も
の
が
多
い
が
こ
れ
は
東
京
女
学
校
に
な
ら

っ
て
小
学
校
の
上
に
位
恒
づ
け
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

O
入
学
年
令
十
五
歳
以
上
と
し
た
私
立
女
学
校
(
女
塾
〉

明
治
八
年
木
妹
花
野
女
塾



明
治
九
年
河
村
女
校
・
原
女
学
校

・
共
義
女
学
校
・
中
児
女
学
舎

明
治
十
年
恒
徳
女
学
校

・
加
藤
女
学
校
立
教
女
学
校

明
治
十
年
の
宮
崎
駿
児
の
女
学
校
は
入
学
年
令
十
歳
十
年
の
村
上
女
学
校
は
六
歳
.
十
二

一
年
ー
の
桜
井
女
学
校
は
満
五
歳
以
上

(
東
京
都
政
史
料
館
所
漉
の
関
学
願
書
に
よ
る
〉

明
治
八
年
に
県
立
栃
木
女
学
校
が
で
き
た
。
教
育
課
程
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
栃
木

帆
叫

県
教
育
史
に
よ
れ
ば
女
児
小
学
と
同
程
度
で
あ

っ
た
ら
し
い
。
明
治
十
年
に
栃
木
県
模

範
女
学
校
と
改
称
す
る
が
こ
の
時
の
学
令
は
満
六
歳
以
上
満
十
四
歳
以
下
で
小
学
校
の

種
類
で
あ
る
。
こ
の
時
、
別
に
変
則
生
の
制
を
設
け
て
年
令
十
凶
歳
以
上
十
八
歳
以
下

と
し
た
ベ
年
令
的
に
は
後
の
高
等
女
学
校
に
匹
敵
す
る
が
こ
れ
は
小
学
校
の
上
級
に

つ

な
が
る
女
学
校
で
は
あ
る
ま
い
。
規
定
よ
り
も
年
令
の
範
囲
を
拡
げ
て
こ
れ
ま
で
教
育

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
を
拾
お
う
と
す
る
配
慮
か
ら
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

変
則
生
と
い
う
名
が
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。
後
に
高
度
な
内
容
を
持
つ
桜
井
女
学
校
も

明
治
十
二
年
頃
の
入
学
資
格
は
満
五
歳
以
上
で
女
児
小
学
の
類
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ト
レ

ッ
ト
恒
の
想
い
出
に
よ
れ
ば
彼
女
は
六
歳
で
桜
井
女
学
校
に
入
学
し
、
家
が
恋
し
く
な

る
と
校
長
に
「
肌

っ
子
お
ん
ぶ
」
し
て
も
ら
っ
た
と
い
F

引臥

桜
井
女
学
校
は
女
児
小
学

程
度
か
ら
は
じ
め
て
生
徒
が
成
長
す
る
に
従
っ
て
次
第
に
高
級
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
姿
す
る
に
学
制
期
を
通
じ
て
女
学
校
は
小
学
校
程
度
か
そ
れ
以
上
か
あ

い
ま
い
で
あ
っ
た
。
八
年
以
後
、
観
念
と
し
て
は
女
学
校
は
小
学
校
に
統
〈
上
級
学
校

と
認
め
た
が
実
際
は
す
ぐ
に
切
り
か
え
ら
れ
ず
、
数
年
間
、
女
児
生
徒
が
在
学
す
る
と

い
う
状
態
。か
尾
を
引
い
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

十
二
年
の
教
育
令
、

十
三
年
の
改
正
教
育
令
と
掘
れ
動
き
、
十
四
年
の
小
学
教
則
綱

領
、
中
学
校
教
則
大
綱
、
十
五
年
の
東
京
女
子
師
範
学
校
附
属
高
等
女
学
校
教
則
大
旨

に
お
い
て
中
等
学
校
と
し
て
の
女
学
校
の
位
置
づ
け
が
多
少
明
瞭
に
な
っ
た
。

附
属
高

等
女
学
校
教
則
大
旨
は
全
国
に
共
通
す
る
規
定
で
は
な
い
が
高
等
女
学
校
と
名
乗

っ
た

最
初
で
あ
り
、
後
の
高
等
女
学
校
の
原
型
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
の
規
定

を
も
っ
て
小
学
校
、
中
学
校
と
比
較
す
れ
ば
こ
の
時
期
に
女
学
校
が
中
学
校
と
一
応
同

格
に
位
舵
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ハ
表
五
参
照
)
た
だ
し
、
現
実
が

こ
の
通
り
で
な
か

っ
た
こ
と
は
今
ま
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
の
学
校
令
中
に
高
等
女
学
校
令
が
」
hr
の
で
同
年
に
制
定
さ
れ
た
東
京

高
等
女
学
校
(
附
属
高
等
女
学
校
が
一
時
改
称
し
た
)
規
則
を
も

っ
て
こ
れ
に
か
え
、

比
較
す
れ
ば
こ
の
時
己
に
「
高
等
女
学
校
ハ
尋
常
中
学
ノ
種
類
ト
ス
」
と
い
う
定
義

(明
治
二
十
四
年
中
学
校
令
改
正
十
四
条
)
は
で
き
て
い
た
。
(
表
五
参
照
)

二
十
年
代
の
改
正
で
高
等
女
学
校
規
程
が
現
わ
れ
、
女
学
校
に
対
す
る
法
的
措
置
が

一
歩
進
ん
だ
が
そ
の
位
置
づ
け
は
若
干
の
修
正
を
み
た
。
即
ち
、
二
十
四
年
の
中
学
校

令
改
正
で
高
等
女
学
校
は
尋
常
中
学
の
種
類
と
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
高
等
女
学

校
規
制
艇
で
は
修
学
年
限
は
六
カ
年
と
す
る
も
土
地
の
情
況
に
よ

っ
て
は
一
カ
年
の
伸
縮

を
認
め
(
二
条
)
入
学
資
格
を
修
業
年
限
四
カ
年
の
尋
常
小
学
校
卒
業
程
度
と
し
た
。

(
三
条
〉
窃
常
中
学
校
は
五
年
制
で
あ

っ
た
が
入
学
資
格
は
高
等
小
学
二
年
修
了
で
あ

州
切

っ
た
か
ら
高
等
女
学
校
の
程
度
は
尋
常
中
学
校
よ
り
二
ヶ
年
低
く
な
っ
た
。
女
子
高
等

師
範
学
校
附
府
高
等
女
学
校
は
己
に

二
年
前

(
ニ
十
六
年
)
に
糊
則
を
改
正
し
、
入
学

資
格
を
下
げ
て
四
ヶ
年
の
尋
常
小
学
校
卒
業
程
度
と
し
て
い
た
可

高
等
女
学
校
の
程
度
を
下
げ
た
こ
と
を
も

っ
て
女
子
教
育
政
策
が
後
退
し
た
と
み
て

は
な
る
ま
い
。
女
子
の
進
学
率
が
低
か

っ
た
か
ら
入
学
し
易
い
条
件
に
か
え
た
の
で
あ

っ
て
そ
こ
に
む
し
ろ
当
局
の
熱
芯
と
苦
心
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
な
る
と

こ
れ
ま
で
の
失
敗
か
ら
明
治
初
期
の
よ
う
な
迎
想
主
義
的
強
行
策
は
影
を
ひ
そ
め
て
、
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よ
ほ
ど
、
現
実
的
に
な
っ
て
い
る
。
二
十
三
年
の
小
学
校
令
改
正
で
も
尋
常
小
学
校
の

就
学
年
限
を
三
カ
年
ま
た
は
四
カ
年
、
高
等
小
学
校
を
ニ
カ
年
、
三
カ
年
、
四
カ
年
の

随
意
と
し
、
弾
力
性
を
も
た
せ
て
い
る
。
(
八
条
)
高
等
女
学
校
規
制
征
四
条
で
「
入
学

生
徒
/
資
格
ヲ
高
ム
ル
ニ
従
ヒ
第
二
条
ノ
修
業
年
限
ヲ
三
ヶ
年
マ
テ
ニ
一
短
縮
ス
ル
コ
ト

ヲ
得
」
と
し
た
の
は
三
十
二
年
の
高
等
女
学
校
令
、
四
十
年
の
小
学
校
令
改
正
を
見
通

す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
小
学
校
六
カ
年
の
義
務
教
育
を
望
ま
し
い
も
の

と
し
て
将
来
の
課
題
と
し
、
当
面
は
国
民
生
活
の
許
す
範
閲
内
で
小
学
校
義
務
教
育
を

完
全
に
実
施
し
、
そ
の
上
で
高
等
女
学
校
を
振
興
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
小
学
校

六
ヶ
年
の
義
務
教
育
は
日
露
戦
争
後
の
余
勢
を
か

つ
て
明
治
四
十
年
に
達
成
し
、
実
態

も
ほ
ぼ
そ
れ
に
近
づ
い
た
が
高
等
女
学
校
は
四
年
制
を
原
則
と
し
な
が
ら
な
お
一
ヶ
年

の
伸
縮
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
(
高
等
女
学
校
令
九
条
)
高
等
女
学
校
令
に
よ

っ
て
入
学
資
格
は
中
学
校
と
同
格
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
名
は
高
等
女
学
校
で
も
、
そ

れ
は
就
学
年
限
に
お
い
て
も
教
育
内
容
に
お
いr
て
も
、
教
員
の
資
格
に
お
い

て
も
中
学

校
よ
り
一
段
低
い
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。

明
治
二
十
年
前
後
の
私
立
女
学
校
の
入
学
条
件
が
ま
ち
ま
ち
で
国
の
制
度
と
一
致
し

な
い

の
は
当
局
と
同
じ
く
、
国
民
生
活
の
現
状
に
適
合
し
よ
う
と
し
た
努
力
に
外
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

私
立
女
学
校
と
い
え
ど
も
国
の
教
育
制
度
の
時
外
で
は
な
い
。
し
か
し
、
明
治
二
十

年
前
後
は
今
ま
で
み
た
通
り
女
学
校
に
つ
い
て
の
法
的
措
置
が
不
備
で
あ

っ
た

か
ら

今
日
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
て
な
か

っ
た
。
法
が
不
備
で
あ
っ
た
か
ら
む
し
ろ
私
立
女
学

校
が
国
の
女
子
教
育
を
推
進
す
る
役
割
を
果
し
た
。
し
か
も
私
学
の
特
性
上
、
そ
れ
は

一
筋
の
方
向
に
進
ん
だ
の
で
は
な
く
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
っ

た
。
け
れ
ど

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む
と
い
う
の
は
無
軌
道
に
進
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
不
備

な
規
定
の
中
で
国
の
な
ん
ら
か
の
制
度
に
適
応
し
よ
う
と
努
力
し
た
跡
が
み
ら
れ
る
の

で
あ
る。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
を
入
学
資
格
(
入
学
年
令
と
学
力
〉

・
就
学
年
限
に
よ

っ
て
当
時
の
教
育
制
度
と
対
比
さ
せ
、
類
型
化
を
試
み
た
。

付
帯
常
小
学
校
に
近
い
も
の
。
海
岸
女
学
校
(
た
だ
し
高
等
小
学
ニ
年
程
度
ま

で
)

伺

小
学
校
中
等
科
に
近
い
も
の
-
東
洋
英
和
女
学
校
予
科

・
金
沢
女
学
校
予
科

白

高
等
小
学
校
に
近
い
も

の

普

連

土

女

学

校

・
駿
台
英
和
女
学
校

・
照
暗
女

学
校
本
科

附

初
等
科
中
学
校
に
近
い
も
の
東
洋
英
和
女
学
校
本
科

・
頒
栄
女
学
校

・
金
沢

女
学
校
本
科

同

尋

常
中
学
校
に
近
い
も
の

i
・e

・
香
蘭
女
学
校

・
照
暗
女
学
校
高
等
科

凶門

初
等
科
中
学
校

・
{高
等
科
小
学
校
以
上
の
も

の

明

治

女

学

校

・
桜
井
女
学
校

要
す
る
に
明
治
二
十
年
前
後
の
プ

ロ
テ

ス
タ
ン

ト
系
女
学
校
は
一
般
に
中
等

・
高
等

小
学
校
及
び
初
等
中
学
校
ハ
明
治
十
八
年
ま
で
)
ま
た
は
高
等
小
学
校
、
尋
常
中
学
校

(
明
治
+
九
年
以
降
)
程
度
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
例
外
と
し
て
そ
れ
以
下
の
も
の
と
そ

れ
以
上
の
も
の
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
ブ
ロ

ッ
ク
別
に
教
科
と
総
時
数
を
比
較
し
た
。
〔
表
六
〕

付
聖
書
科
を
除
い
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
に
独
特
の
教
科
は
な
い
。
も
と
も

と
近
代
学
校
の
教
科
は
欧
米
か
ら
移
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系

女
学
校
の
教
科
と
国
で
定
め
た
教
科
は
無
理
な
く
一
致
す
る
。
卒
業
生
が
教
員
に
な

っ

た
例
も
多
い
か
ら
近
代
教
科
の
笑
施
に
お
ヤ
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
女
学
校
の
影
響
も
考

え
ら
れ
て
よ
い
。

(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
更
に
検
討
を
要
す
る
が
e
e
-
-
)
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〔表
六
ノ
一

〕

尋
常
小
学
校
に
近
い
も
の

明治 24 年 | 明治19年小学校/学科及其程度 | 
海岸女学校 尋常小学校 | 耐等小学科 | 
小学読本 修 身 ~3' 身

量 高等科読本 言己 J~} 説 電E

漢文(日本外史) 作 文 作 文

歌唱
算 術 習 字 習 字

面図 地理初歩 f，( 術 ~ 術

東京地誌 1 操 J也 理

英書軍法日

。
日 地 誌 (図 商〉 歴 史

本 歴 史 (唱 歌〕 理 科

体操 物理学 図 画

純物学 唱 Rfk 
縫裁 動物学 体 操

女礼式等

地迎学 裁 縫(女児〉

主主 取 (英 商〉

ノ、 作 文 (燥 業〉

各級
単 語 (手工商業〉

ぷ目 発音法
ヲ 明治23年改正小学校令で加わったもの
授ク 言託 本

綴 { 寸ー (日本地理〉 〈幾何ノ初歩)

i'} 取 〈日本歴史〉

訳 諮 (手 工〉。訳 宮L (救 縫)

英
語 兵ペナ' 

語
作 文

地理学

博物学

暗 算

続 訳

文 法 ( )は随意科

H
H

キ
リ
ス
ト
教
主
義
女
学
校
の
英
語
カ
に
つ
い
て
か
ね
て
喧
伝
さ
れ
て
き
た
が
教
育

課
程
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
で
は
ど
の
学
校
も
英
諮
の

時
間
数
が
多
い
が
駿
台
女
学
校
の
如
き
は
全
体
の
三
分
の
こ
に
あ
た
る
時
間
を
英
語
に

あ
て
て
い
る
。
東
洋
英
和
や
香
蘭
女
学
校
も
英
語
の
割
合
は
全
体
の
三
分
の
一
以
上
に

あ
た
る
。
海
岸
女
学
校
、
東
京
英
和
女
学
校
は
時
間
数
が
明
ら
か
で
な
い
が
大
半
を
英

- 45ー

語
に
あ
て
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
他
教
科
の
時
間
数
は
け
ず
ら
れ
て
い
る

が
、
歴
史
も
地
理
も
理
科
系
の
授
業
も
英
語
科
で
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
英
語
の
た
め
に

他
教
科
が
圧
迫
さ
れ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

国
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
学
校
と
裁
縫
、
家
事
科
の
教
育
は
結
び
つ
か
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
そ
う
で
は
な
い
1

。
明
治
十
九
年
、
海
岸
女
学
校
の
ア
ト
キ
ン

y



〔
表
六
ノ
ニ
〕

小
学
校
中
等
科
に
近
い
も
の

明 治 19 年 I 明 治 17 年 I 明教学治校1則4年中綱小学等領校科
金沢女学校予科東京英和女学校予科小

修 身 6 s5 身 18 

国 語 9 読 司"て・ 8 Z3t J 1 Zb 方 15
f宇 文 2 作文 9 

ヌ'"ヨ 字 5-6 ヌ'"調 ，一±ー 11 

数 学 7 算 枯i 7 算 術 15 

t出 理1 地理学 4 f出 明。 7.5 

歴 史 7 

図 画 区l 画 7 

理 科 情 物

物 理 3.5 

家 "1ι 8 裁 純 4 裁 経 9 

体 操 体 操

I~ R且 4 

英 Z吾 10 

委科学 書 取 5 l会話習字 2.5 
作文 0.5

2ケ年 2ケ年 3ケ年

ン
校
長
は
「
わ
れ
わ
れ
の
目
的
は
生
徒
逮
を
よ
い
学
生
で
よ
い
キ
リ
ス
ト
教
信
者
に
す

る
の
み
で
な
く
、
や
が
て
よ
き
主
婦
に
し
て
よ
き
妻
、
よ
き
母
と
な
る
女
ら
し
い
女
性

老
。

5
2
q
君
。
ヨ
自

を
育
成
す
る
に
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
教
育
課
程
か
ら
も

そ
れ
は
確
か
め
ら
れ
る
が
裁
織
や
技
芸
は
早
く
か
ら
熱
心
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。
日
本

の
社
会
で
婦
人
が
人
格
的
独
立
を
得
る
に
は
女
性
独
自
の
技
芸
を
身
に
つ
け
て
な
け
れ

初等科中学校に近いもの

明治 19年 l 明治団年 | 明治~|明書締校 11 明治お年
金沢女学校 煩栄女学校東洋英和女学校 初 校 高等女学校規定

修Z量憾語和 漢 身文字街豊物 3t5 8 5 5 

12 

奪曹回 1& 5 

1.5 
3 
3 

3 

里i li 
12 
12 
12 
16 

喜llEEl | 
4 ヶ年 1 5ヶ年 1 3ヶ年 4ケ !f 11 6ヶ年

- 46ー
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〔表六ノ三〕高等小学校に近いもの

明治 25 年 明治 19年小学校令

照暗女学校本科 駿台女学校普述土女学校
小学高校等ノ学小科及学其校程度

修 身 4 修 身 ~$ 身 3 修 身 6 

読 主E 19 
渓作文(歴統史f文〉!E 

和淡文 15 主主

作 文 4 作 40 

習 字 10 ヌ¥!l・3 字 ヌ国" 字 5 習

数 学 18 数 J寸~ー 数 学 15 算 術 24 

地 理 6 地理学 地 理 3 地 理l
16 

歴 史 8 歴 史j
45 

理 科 2 動物学 生 理 2.5 理 科 8 

生 議! 2 キ直物学 図 画 8 

博 物 i 物理学 唱 歌l
20 

図 画 7 生理学 体 操j

音 埠b 4 唱 歌 裁 縫 8-24 

裁 縫 12 裁 縫 裁 縫 16 

釘廿』 俄 2 t軒 生 家 政 l 

9< Z査 20 市ite 本 英 語 30 

~ 言E

1l.' 取

文 典
英
h官 辞

語底 史的

修 身
-品企jt

生 理

物 理

地 理

E孟 学

4ケ年 6 ケ年 3ケ年 4 ケ年
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尋常中学に近いもの

明 治 25 年 I 明 治 20 年 I 明治学尋科1常9及年中其中学程学度校校ノ I 明 治 28 年
照時女学校高等科 香蘭女学校 高等女学校規程

修 身 2 倫 理 5 修 身 自

読 イ{!} 10 和 i見 学 20 国諮及漢文 20 国 語 26 

作 文 2 英 語 40 
第第21 外外国国語農潤語!業 :!9 

外国語 20 

英 愛，ロE 10 モクシハ 7 歴 史 6 

J也 理 2 t也 6 地 王里 6 

歴 史 4 歴 史 7 数 学 14 

数 学 10 数 J一比r 9 数 寸品4ーL 19 理 科 10 

理 科 4 王聖 科 10 精 物 6 家 "li' 2 

家事経済 3 家 Z拒 8 物理 化 学 6 裁 縫 30 

裁 縫 6 習 字 3 習 { 寸ー 12 

図 画 4 図 画 2 図 画 9 区l 函l 12 

音 楽 2 IVJ 歌 8 唱 I.!k 4 音 楽 12 

昔 楽 操 19 1本 操 16 

体 操

2ケ年 4 ケ年 5 ケ年 6 ケ年

〔表六ノ五〕

ば
な
ら
ぬ
と
考
え
た
か
ら
で
あ
勺
男
性
側
か
ら
主
張
さ
れ
る
良
妻
賢
母
と
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
違
い
は
あ
る
が
、
よ
き
主
婦
、
よ
き
妻
、
よ
き
母
、
女
性
ら
し
い
女
性
と
い
う
理

想
は
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
の
目
標
で
も
あ
っ
た。

同

英
語
を
除
け
ば
一
般
に
国
の
定
め
た
教
科
と
変
ら
な
い
。
し
か
し
、
海
岸
女
学
校
、

明
治
女
学
校
、
桜
井
女
学
校
は
大
い
に
特
色
を
発
揮
し
た
。
海
岸
女
学
校
は
小
学
校
に

瓜
川

準
拠
し

つ
つ
も
英
護
担
語
而
に
重
点
を
お
き
、
毎
日
、
聖
書
の
授
業
が
あ

っ
た
。
ぽ
井
女
学
校

に
も
聖
書
科
が
あ

っ
た
。
大
ぴ
ら
に
や

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
己
に
当
局
の
方
針

は
特
定
の
宗
教
教
育
を
禁
止
す
る
方
針
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
頒
栄
女

学
校
の
開
学
願
舎
が
出
さ
れ
た
際

(明
治
十
八
年
八
月
二
十
八
日
)
修
身
の
教
授
法
要

旨
に
「
専
ラ
新
旧
両
約
聖
書
ニ
基
ヅ
キ
且
ツ
和
淡
聖
賢
ノ
格
言
ヲ
引
キ
」

と
舎
ヤ
た
所

「
新
旧
間
約
聖
書
ニ
基
ツ
キ
」
が
け
ず
ら
れ
て
差
一
反
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

O
海
岸

特殊なもの

明治日 | 明治山 | 明治活
桜井女 学校 桜井女学校高等科 明治女 学校

型投科 5 英語学 20 

修身科 4.5文学 3 地理学 l 

国語漢文 16 歴 史 6 歴史学 5 

英 諾 17.5 イじ 学 3 動物 学 2 

}也 理 2.5 論理学 1.5 植物学 ワ

天 文 2.5 哲 学 3 鉱物学 2 

歴 史 12 心理 学 3 生理学 イ“》

数 学 20 経 済 3 物理 学 つ

軍事 物 .) 音 楽 10 化 '芋 】ヲ

習字 ・商学 9 画 学 数 ρてJ: 20 

教育 学 2.5 外国語 漢文 学 5 

唱歌音楽 6 体 操 3 修身 学 5 

裁縫 ・編物 10 

体 操 6 

4ケ年 2 ケ年 5 ケ年
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女
学
校
や
当
時
の
桜
井
女
学
校
と
頒
栄
女
学
校
と
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
に
濃
淡
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
前
者
が
メ
ソ
ジ
ス
ト
、
長
老
教
会
の
直
接
経
営
で
あ

っ
た
の

に
対
し
、
後
者
は
岡
見
清
致
個
人
の
資
金
で
た
て
た
も
の
で
あ
っ

た
。

明
治
女
学
校
、
桜
井
女
学
校
(
特
に
高
等
科
)
は
当
時
の
官
公
立
の
ど
の
学
校
と
も

比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い。

独
自
の
学
校
で
入
学
資
格
、
就
学
年
限
、
教
育
課
程
か

ら
み
て
当
時
最
高
の
女
学
校
で
あ

っ
た。

女
子
の
教
育
機
関
を
高
等
に
押
し
上
げ
る
民
間
教
育
の
動
き
は
こ
の
頃
か
ら
は
じ
ま

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四

わ
が
国
の
女
学
校
は
ち
ょ
う
ど
、
明
治
の
年
代
に
沿

っ
て
発
達
し
た
と
い
え
る
。
判柑

末
に
庇
胎
し
、
維
新
に
発
生
し
、
三
十
二
年
の
高
等
女
学
校
令
で
確
立
し
た
。
ま
さ
に

三
十
に
し
て
立
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
前
後
の
女
学
校
は
青
年
期
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。
い
か
に
も
自
由
で
創
造
的
で
あ

っ
た
。

政
府
の
女
子
教
育
対
策
が
充
分
で
な
か

っ
た
か
ら
、

民
間
の
教
育
者
が
働
い
た
。
国

の
女
学
校
が
で
き
上
る
ま
で
私
立
女
学
校
が
国
民
の
女
子
教
育
を
担
い

、
先
導
の
役
割

を
果
し
た
の
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
は
そ
の
主
力
で
あ

っ
た
。
高
等
女

学
校
令
の
制
定
や
府
県
立
女
学
校
の
設
立
に
あ
た
り
、
私
立
女
学
校
の
教
育
が
多
く
参

考
に
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
の
実
力
は
群
を
抜
い

て
い
た
か
ら
後
の
女
学
校
に
様
々
な
影
響
を
与
え
た
。

先
進
国
に
追
い
つ
く
た
め
に
西
洋
の
教
育
を
と
り
入
れ
る
こ
と
は
明
治
の
国
是
で
あ

っ
た
。

明
治
初
期
に
お
い
て
い
き
な
り
女
子
留
学
生
を
米
国
に
派
遣
し
た
り
、
開
拓
使

女
学
校
主
た
で
た
り
、
東
京
女
学
校
を
英
学
専
門
校
に
し
た
り
し
た
の
は
み
な
そ
の
現

れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
ー
か
に
も
情
熱
的
で
は
あ
る
が
筒
識
的
で
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
、

明
治
二
十
年
前
後
の
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
は
多
く
米
人
宣
教
師
の
指
導
下
に
あ

り
な
が
ら
さ
ほ
ど
、
急
進
的
で
は
な
か

っ
た
。
当
時
、
女
学
校
の
規
定
が
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
教
育
法
規
に
近
づ
け
よ
う
と
し
た
。
教
育
課
程
で
み
れ
ば
国
が

女
学
校
の
教
育
課
程
の
規
準
を
決
め
て
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
の
学
校
(
小
中
学

校
)
の
教
育
線
程
に
準
拠
し
よ
う
と
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
国
の
女
学
校
(
府
県

立
女
学
校
)
は
プ
ロ

テ
ス
タ

ン
ト
系
女
学
校
の
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
が
、
逆
に
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
は
国
の
教
育
政
策
に
適
合
し
つ
つ
成
長
し
た
。
こ
う
し
た
相

互
作
用
は
な
に
に
で
も
み
ら
れ
る
が
こ
の
場
合
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
政
府
の
認
可
を
得

な
け
れ
ば
私
立
女
学
校
と
し
て
な
り
立
た
な
い
し
、
生
徒
も
集
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

課
程
表
で
み
る
限
り
、
宗
教
教
育
と
英
語
教
育
を
除
け
ば
他
は
そ
れ
程
特
殊
な
も
の

は
な
い
、
英
語
教
育
も
時
間
数
が
多
い
と
は
い
え
、
明
治
初
期
の
よ
う
に
極
端
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
教
科
書
や
教
授
法
に
ま
で
論
究
し
て
い
な
い
か
ら
こ
れ
だ
け
で
は
他

と
の
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
明
治
初
期
の
女
学
校
に
比
ベ
て
、
よ
ほ
ど
、
教
科
の
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
き
た
。

更
に
言
え
ば
こ
れ
ら
の
女
学
校
は
一
面
に
お
い
て
国
の
政
策
や
法
規
に
適
合
し
つ
つ
、

一
面
に
お
い
て
こ
れ
か
ら
離
れ
た
。
そ
れ
は
法
規
や
制
度
よ
り
も
国
民
の
生
活
に
密
着

し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
国
民
の
生
活
や
感
情
に
密
着
し
な
け
れ
ば
生
徒
が
集
ら

な
い
。
私
立
学
校
の
根
本
的
な
性
格
は
こ
こ
に
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
が

多
く
ア
メ
リ
カ
の
思
想
、
方
式
に
よ

っ
て
移
植
さ
れ
な
が
ら
極
端
に
西
洋
化
し
な
か

っ

た
の
は
こ
れ
で
あ
る
。
明
治
初
期
の
官
立
女
学
校
が
極
端
に
西
洋
化
し
た
の
は
そ
れ
が

官
の
力
に
た
ょ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

戦
後
、
女
子
教
育
は
全
面
的
に
解
放
さ
れ
て
、
男
女
共
学
が
実
現
し
た

の
で
女
学
校
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と
い
う
概
念
が
薄
ら
い
だ
。
今
日
、
女
学
校
と
い
え
ば
中
等
教
育
機
関
と
し
て
の
戦
前

の
高
等
女
学
校
を
想
い
浮
べ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
、
明
治
二
十
年
前
後
ま
で

の
女
学
校
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
明
治
初
期
の
女
学
校
は
多
く
女
児
小
学

に
類
す
る
初
等
教
育
機
関
で
あ

っ
た
。
明
治
十
年
代
に
な

っ
て
女
学
校
は
漸
く
中
等
教

育
に
ま
で
押
し
上
り
、
後
に
専
門
学
校
に
ま
で
上

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
初
等
か
ら
中
等
、

高
等
へ
年
代
と
と
も
に
成
長
し
た
の
が
わ
が
国
女
子
教
育
機
関
の
発
達
上
の
特
色
で
あ

っ
て
、
初
等
と
高
等
の
両
端
か
ら
発
達
し
て
中
等
で
つ
な
い
だ
男
子
系
学
校
の
そ
れ
と

違
う
点
で
あ
る
。

女
子
の
専
門
学
校
が
多
く
た
て
ら
れ
た
の
は
明
治
三
十
三
年
以
後
で
あ
る
が
明
治
二

十
年
前
後
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
女
学
校
に
そ
の
瑚
芽
が
み
ら
れ
る
。
明
治
女
学
校
、

桜
井
女
学
校
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
れ
ば
名
は
女
学
校
で
も
明
治
二
十
年
前
後
の
そ
れ

は
未
来
に
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
大
半
は
中
等
教
育
機
関
に
位
置
づ
け
つ

つ
も
海
岸
女
学
校
の
よ
う
に
特
色
あ
る
女
児
学
校
を
作
ろ
う
と
す
る
も
の
か
ら
高
等
教

育
機
関
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
ま
で
の
広
い
幅
を
持
っ
て
い
た
。
女
学
校
発
達
史

上
、
明
治
二
十
年
前
後
は
、
青
年
期
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
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∞

文
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(注〉明治十七年各種学校書類(東京府文書)
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身
学
3晶
君
事
i
行

l
 

If 
1
 

通
計

14 
14 

(
技
〕
明
治
18
年
各
種
学
校
舎
類

3
 
年

4
 
年

文
法
書
取
・
作
文
・
会
話

If 
4
 

地
理

i
 

万
国

1
 

If 

生
理

物
理

化
学

比
例
諸
式

4
 
1m
平
日
目
立

講
義
・
記
事
論
説

4
 
読
書

If 
l
 

If 

15 

〈
明
治
女
学
校
設
置
願
〉

5
 
i
p
 

4
 
英
文
和
訳
・
作
文

・
修
~
?

1
 

If 

動
物

植
物

鉱
物

2
 

2
 

2
 

4
 
代
数
幾
何

4
 

If 

If 

2
0
 

(
東
京
府
文
書
〕

4
 

l
 

2
 

2
 

2
 

4
 

4
 

l
 

19
 

"" '" 



修
身

読
主
F

作
文

習
{
 
寸
一

算
術

地
現

歴
史

博
物

物
理

生
理n

イじ
学

経
議

裁
縫

女
キL

音
楽

体
繰

合
音
十

明
治

18
年
金
沢
女
学
校
学
科
書
~
程

予
備
科
1
年

予
備
科
2
年

本
科
1
年

本
科
2
年

本
科
3
年

本
科
4
年

西
洋
.W.
行口
授論
等
ノ
:
む
ニ

ヨ
リ
テ
ユ

I
 

11 
11 

l
 

11 
"
 

11 

女
子
読
本

国
史
略

日
本
外
.
I
I
!

十
八
史
略

元
l列
且
:
略

jE
文
章
軌
範

純
正
家
， k

ウ
ィ
ノ
レ
Y
ン
~
2
読
本
ウ
ィ
ノ
レ
Y
ン
第
3
読
本
会
話

清
史
拘
置
要

和
文
続
本

ウ
ィ
ル
ソ
ン
第
1
読
本
7

7
 

14
 

10
会
話

10
 
英
和
文
法

用簡
文
易
ノ
記
事
文
及
ピ
日
1
 

11 
11 

l
 

11 
l
 論~・
説
文

論
説
文
雅
百
消
.2.

用
文

精
舎

3
 
行
書
草
書

3
 
日
用
文
体

2
 

11 
2
 

11 
2
 

四
則
ヨ
M
分
数
ニ
至
ノ
レ
3
小
数
ヨ
リ
和
l足t)::=o至

諸
比
例

3
 
聞
方
・
級
数

3
 

ノレ
3
 

新
撰
地
理
小
誌

2
 

ミ
チ
ヨ
ノ
レ
万
闘
地
理
n
2
 

国
史
略
エ
ヨ
リ
問
答
1
 

11 
5
 
ス
ウ
ヰ
一
ト
ン
万
国
史
グ
ー
ド
リ
ッ
チ
米
i国d
史史
グ
ー
ド
リ
ッ
チ
英
国
史

5
 
グ
ー
ド
リ
ッ
チ
英
7
 

小
学
中
同
等
H
植動
物
物
学学
2

学
校
用
物
理
主
F
3
 

ス
チ
ー
ノ
レ
生
理
学

新
式
化
学

家
政
要
旨

査II
針
法
・
111衣

9
 
時
1衣
・
袷
類

8
 
袷
，
綿
入

5
 
羽
織
・
干13

4
 
袴
及
ピ
以
上
演
習
4
 
以
上
演
習

坐
礼

2
 

11 
2
 

IlQ
i欽
・
オ
ル
ガ
ン
l
 

11 
l
 

11 
l
 

11 
l
 

11 
11 

事t
平
副
i習

1
 

11 
I
 

11 
l
 
"
 

i
 

11 
i
 

11 

3
0
 

30
 

30 
:lO 

3
0
 

(
住
)
.It
際
5
0
4
史
p.
15
-
1
7
 

I
 

10 i
 

2
 

4
 

3
 

3
 

4
 

l
 

1
 

3
0
 

t、ぱ3



明
治
19
年
金
沢
女
学
校
学
科
課
程

予
備
i
科
I
年

干
悩
i
科
2
!f

本
科
1
年

本
科
2
年

本
科
3
'1

ヰ
ζ
科
4
年

国
J台
講
談
・
作
文

5
 
"
 

4
 

1/ 
3
 

1/ 
3
 

1/ 
3
 

1
/
 

3
 

淡
文

講
読

2
 

1
/
 

2
 

1/ 
2
 

一
外
旦
国
置
語L
 
読
方
・
訳
解
・
習
字

1/ 
5
怒
訳
解
作
文
・
5
訳
解
・
作
文
・
文
法
4
 
修文辞法
学
・
訳
解
・
作
文
・3
 
訳
解
・
作
文
・
英
文
学

5
 

3
 

倫
理
学

倫
理
学

2
 

歴
史

本
邦
歴
史

2
 
万
国
歴
史
・
木
邦
歴
史

1/ 
3
 

3
 

地
理

本
邦
地
理

2
 

1
/
 

2
 
外
国
地
理

2
 

数
学
n
術

4
 

/1 
3
 
"
 

2
1
 P
術
・
代
数

2
 
代
算
・
珠
算

2
 
幾
何
・
珠
算

2
 

理
科
天
然
物
及
現
象

2
 

1/ 
2
 
植
物
.19)
物

2
 
破
物
・
化
学

2
物
理

2
 
生
理
・4師
生

2
 

家
耳
E

和
n~裁

縫
・
編
物

1
/
 

4
1
ft草
花
・
耕
f櫛

4
1
!i簿市記民
裁
縫
・
編
物

食取
)1住
限
裁
縫
・
編
物
・
衣
和兇
服
裁
縫
・
編
物
・
脊

5
1
~

1:E 
5
1
%
 

5
 

明
治
20
年
普
通
土
女
学
校
学
科
学
期
課
程
(
私
立
学
校
設
置
願
〉

1
 
年

2
 
年

3
 
年

修
身
倫
理

1
 

1/ 
1
 

1
/
 

1
 

1/ 
1
 

1/ 
1
 

1
/
 

l
 

和
淡
文
講作談文
((Z決E
字字交交りり文文〕

〕
5
 

1
/
 

5
 
作講読文
((漢漢文字〉交
り
文
)
5
 
"
 

5
 

1
/
 

5
 

1
/
 

4
 

~
 

~ll 
綴
字
音
読
・
訳
解
10

古
一ffi'~
.
訳
解

10 
音
読
・
訳
解
・
会
話
10 
謀
説文
訳
解
会
話
10 
音作読文
・・
訳文解法
・
会
話
・
10 
官作
ー読文

・・
訳文解法・
・
翻
会
話訳
10 

数
学
算
術

5
 

1/ 
5
 

1/ 
5
 

1
/
 

5
1
 z
1
術
・
代
数

5
代
数

5
 

t也
王型
日
本
地
理
!

2
 

1
/
 

2
 
万
園
地
理

2
 

ヌ~
司a
 
{
 
寸
一
rr
宅E

2
 

1
/
 

1
/
 

2
 
"
 

2
草
21F

2
 

f 占
縫
簡
易
日
本
裁
縫

5
 
日
:本
裁
縫

5
 

1
/
 

5
 
西日
;洋
本
裁
裁
縫鎚

6
 
"
 

6
 
西
洋
裁
縫

6
 

生
理

人
体
ノ
構
造
組
織
i
 

1/ 
I
 
身
動
体
要
ノ
用発
育
，
飲由
食
運

ホ
ノ
理

2
 

家
政

U:I納
・

1~~1?，~
・
育
児
2
 

合
音
|

30
 

30 
30
 

3
0
 

3
0
 

30 

(注〉北陸五十年史寸二ベ

∞出tl
(注)

(東京府文合)

明治二十年普通第二種願伺届録、学務制附



明
治
2
0
年
香
蘭
女
学
校
学
科
学
期
課
程

(
私
立
学
校
設
置
願
〉

!p
 

年
年

年

修
身

和
漢
文
読習書字
・
作
文
・
5
 

11 
5
 

11 
5
 

11 
5
 
講
談
・
作
文
5
 

11 
5
 

11 
5
 

11 
5
 

~
 
語
読対書話
・
習
字
・
10
 

11 
10 
読1.'>書取

・・
対
文
法話
10 

11 
10 
講修対
説百降苦

・・作1~1;文取
・・

11 
10 
講i1r取読
・・対作話文
10 

11 
10 

10 

数
学
算
術

3
 

11 
3
代
数

3
 

11 
3
幾
何

3
 
"
 
3
 

理
事干
地
理

2
 
地
文
(
口
授
)
2
 
物
理
(
口
授
)
2
 

11 
2
 
化
学
(
口
授
)
3
 
動
植
物
(
口
綬
)
生
理
(
口
授
)
3
 
理
科
実
験
3
 

3
 

家
司
E
諸編礼物
・
裁
縫
・
2
 

11 
。
"
 
2
 

11 
2
1~簿占縫記

・
編
物

・
2
 

11 
2
 
家商洋内
経諸
済礼
(
口
授
〉

11 
2
 

2
 

I自
歌
J
j
j
音

~ I
 
j!r 
'1';-

2
 I
 
:f
l日;文
i富
市
;
3
 

11 
2
 
英
;
m
額
歌
2
 

11 
2
 
"
 
2
 

11 
2
 

医
l
画
器
具
花
菜
1
純
物

l
 
動
物
並
幾
何
図
2

11 
l
 

体
操

?? 
楽
(
ピ
ア
ノ
)
3
 

ヲ
ー
ガ
ン

11 
3
 

11 
3
 

11 
3
 

11 
3
 

11 
3
 

11 
3
 

2
5
 

計
25 

25 
2
5
 

2
5
 

2
5
 

25 
25 

2
5
 

修
身
並
ニ
体
操
ノ
、
教
授
時
fm
外
ニ
適
度
ノ
教
授
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
O
音
楽
ノ、望
ミ
ノ
者
ニ
限
リ
授
業
l時IlI
J外
特
ニ
教
授
ス
O
J
l
l
i
科
中
口
授
ト
朱
書
セ
ノレ
モ
ノ
ハ
教
員
諾
舎
ヨ
リ
抜

務
シ
テ
講
述
シ
生
徒
ヲ
シ
テ
鍛
記
セ
シ
ム
，
故
ニ
JjlJ
エ
書
目
ヲ
定
メ
ズ

〔
注
〉
明
治
2
0
年
普
通
第
二
種
願
伺
属
録
・
学
務
課
(
東
京
}(if文
書
)

σ、ぱ3



明
治
2
1
年
桜
井
女
学
校
学
科
学
期
課
程
表

(
私
立
桜
井
女
学
校
改
正
願
〉

l
 
年

2
 
年

3
 
年

4
 
年

塑
舎
科
。

挨
及
記
2.5 

11 
2.
5
 
。
。

11 
2
.5
 
。

11 
2.5 

創
世
記
2
.5 

t.'J西
亜
土
師
記
2.5
縞
音
合
致
2
.5 

猶
太
図
誌
2.5 

修
身
科

。
11 
4
 

修
身
学

5
 

国決
語文
読
書
・
作
文
4
 
"
 
4
 

11 
4
 
"
 
4
 

11 
4
 

11 
4
 

11 
4
 

11 
4
 

英
語
語
学
・
作
文
6
 
語文学法
・
作
文
・
6
 
文
法
・
宮
Lむ
5
 
読
書
・
文
章
5
 
文
章

5
 

11 
5
 

文
学

3
 

}也
理

地
文
2.
5
 

11 
2
.
5
 

天
文

天
文
0
 
2
.5
 

11 
2
.5 

歴
史
外
日
本
凶
歴
・
史 支
那
3
 

11 
3
 

11 
2
 

11 
2
 
万
国
史

4
 

11 
4
 

11 
4
 

11 
2
 

数
品で
(
-
算
術
・
代
数
5
 

11 
5
 
"
 
5
 
代
数
幾
何
2
 

11 
5
 

11 
5
 
幾
何
・
三
角
祢
j
5
 
三
角
術

5
 

iW 
物

生
理
0
 
。

2
 I
 g~JrÜ物

2
 

g
 

習図
字
習
字
画
学
4
 

11 
4
 

11 
4
 

11 
4
 

11 
[，
5
 

画

教
育
学

教
育
法
1.
5
 

11 
1.
5
 

11 
1
.5
 

音裁編唱
歌楽
唱
歌
・
音
楽
1.
5

11 
1.
5
 

11 
1.5 

11 
1.
5
 

11 
1.5 

11 
1.
5
 

11 
1.
5
 

11 
1
.5 

縫物
裁
縫
・
編
物
2
.5
"
 
2
.5
 

11 
2.5 

11 
2.
5
 

11 
2
.5
 
"
 
2.5 

11 
2
.5
 

11 
2.5 

体
操
体
操
1.5 

11 
1.
5
 

11 
1.
5
 

11 
1.
5
 

11 
1.5 

11 
1.
5
 

11 
1.
5
 

11 
2.5 

計
30 

30 
30 

30 
3
0
 

30 
30
 

30 

表
中
O
ノ、
英
1m
ヲ
以
教
授
ス

(注
)
明
治
2
1
年
版
i
伺
l品
銀
各
種
学
校
(
東
京
府
文
書
〉



明
治
2
1
年
桜
井
女
学
校
高
等
部
学
科
学
期
課
程

年
2
 

ll'l 
jt，科

使
徒
行
伝

~
.
5
 

11 
2
.
5
 
予
言
書

~. 5
 

文
学

英
文
学

3
 

歴
史
万
図
史

3
 

11 
3
 
教
会
史

3
 

イじ
t手
化
学
1!，

3
 
"
 
3
 

論
理n
論
理
学

3
 

哲
学

基
督
教
証
拠
論
3
 

'L
'、
理
I!

心
理
学

3
 

経
済
家
事
・
経
済

3
 

11 
3
 

音
楽
洋
摩
・
風
琴

5
 

11 
5
 
"
 
5
 

画
学
盛
岡
・
水
彩
繭
・
油
画

11 
11 

外
国
語

~Ié旬
・
仏

1111西
独
逸
"
 

11 

1* 
換

1.
5
 

1
.5
 

1.
5
 

1H 
21 

21 
2
1
 

明
治
2
1
年
版
l
伺
届
録
・
各
種
学
校
(
東
京
府
文
書
〕

年

11 

11 

11 

11 

11 

"
 

11 

"
 (
私
立
桜
井
女
学
校
改
正
願
〕

Wi 
考

~
.
5
 

3
 

3
 

3
 

3
 

5
 
志
願
者
ノ
ミ
線
ス

志ill.願当者分
ノ
ミ
楳
ス

設
ケ
ス

上
ニ
同
ゾ

1.
5
 

2
1
 

H
 

<
0
 



明
治
2
2
年
駿
台
英
和
女
学
校
学
科
学
期
課
程
(
駿
台
英
和
女
学
校
設
立
変
更
之
願
〉

予
科

本
科
1
年
本
科
2
年
本
科
3
年
本
科
4
年
本
科
5
年

プ
ラ
イ
マ
ー

万
国
史

"
 

修
身
学

"
 

星
学

ウ
ィ
ノ
レ
ソ
ン
第
2
読
本
作
文

"
 

"
 

"
 

"
 

会
話

文
Jl4 

"
 

物
理
学

"
 

英
語
学
会
取

"
 

"
 

"
 

"
 

"
 

訳
統

"
 

"
 

"
 

"
 

地
理
学

{彦
辞

"
 

生
理
学

"
 

狐
!読
質
問

"
 

決
文
読
書
国
史
概
要

日
;本
外
史

日
本
外
史
・
十
八
史
略
十
八
史
略
・
元
明
史
略
文
章
軌
範

漢
文
抄
読

数
学
四
貝
IJ

分
数
，
小
数
，
lf者
等

官官
比
例

級
数
開
平
I別
立

代
数
学

代
数
学
・
幾
何
学

地
理
学

日
本
及
万
園
地
理
事
別
名

作
文
天
1
:¥1
文

"
 

漢
文
交
り
文

"
 

"
 

"
 

習
字
仮
名
・
ベ
ン
マ
ン
シ
ッ
プ
l
惜
fE
・
ベ
ン
マ
ン
シ
ッ
プ
2
行
合
・
ベ
ン
マ
ン
シ
ッ
プ
草
書
・
ベ
ン
マ
ン
シ
ッ
プ
随
行
革
ペ
ン
マ
ン
シ
ッ
プ
細
字
辿
字
ベ
ン
マ
ン
シ
ッ
プ

3
，
 4
 

5
，
 6
 

7
，
 8
 

9
，
 lO
 

I~ 
r.fk 
11件

3同匁

"
 

"
 

"
 

"
 

"
 

裁
縫
飢
必
ノ
モ
/

"
 

漸
密
ナ
ノ
レ
モ
ノ

"
 

最
密
ナ
ノ
レ
モ
ノ

"
 

物
理
学

慨
圏在

生
理
学

概
略

動
物
学

被
略

植
物
学

概
略

修
身
学
講
述
或
ノ
、
講
義

"
 

"
 

"
 

"
 

"
 

持
I
生

割見
略

百t
英
語
16
，
他
15
3
1
 
"
 

"
 

"
 

"
 

"
 

(注)

llN由11

明治二十二年願伺届録・各秘学校(東京府文書)



明
治

22
年
東
京
英
和
女
学
校
学
科
書
~
程

I
 
{1' 

2
 
年

3
 
均二

4
 

長F
5
 

年

代
数

11 
11 
代
数

11 
11 
幾

教
育
学
1教
育
学
l政
治
学

11 

下
生
理
学
「
理
学i衛
生
学

物
理
学

日
本
文
学

11 
11 
支
那
i血
史

11 
"
 

日
本

皐I，
QJ史
郎

11 
作
文

11 
"
 

作
文

11 
11 

{乍
文

11 

:53子l~"Jf 万
国
史楼

万
国
史
|米
国
史

11 
• 英
国
史

11 
型
経
歴
史

吋
徳
学

11 
心
理
学

11 
論
理
学

文
法

動
物
学
修
僻
学
"
 

英
文
学

11 
天
文
学

品4
.'-
宮古

倫
迎
学
植
物
学

教
会
歴
史

11 

築
盟
主
地
海・
岸唱女歌学・
校凶商ノ卒・
英業生和及書法ピ
i也・
裁
/
縫
日
本・
淑女女紅エ・
高2
担l等交普・
通作学文科法等ヲ授ノ、各ケ殊級ニニ基之督ヲ教授ノク

真
理
ヲ
知
ラ
シ
ム
ノ
レ
ニ
ア
リ

(
注
)
1'1
山
学
院
90
年
史
p.
222

明
治
24
年
海
岸
女
学
校
規
則

i
 

年
2
 

年
3
 
年

4
 

壬l'
5
 
年

6
 

主F

小
学
読
本

11 
"
 
小
学
読
本

11 
高
本
等
科
読
!|高霊
等
科
読

11 
"
 
模Z日I本本
略
術史

11 
11 
日
本
外
史

11 
11 
日
;本
外
史

11 
"
 

日
算
術

11 
11 

~
 
朴7

11 
11

術
11 

11 
11 

11 
~
 
術

11 
11 

~
 
術

11 
11 

j也理tJJt!元
東
京
地
誌
"
 
I血
誌

11 
11 
歴
史

11 
11 
物
理
学
"
 
11 
槌
物
学

11 
11 
動
物
学

11 
11 

本
-Z" 
J]i( 
"
 
主F
l血

11 
i乍
文
作
文

11 
11 
作
文

11 
11 
{乍
文

11 
"
 
地
理
学

11 
11 

"
 
読
本
筋
2

11 
"
 
i!)'，
本
第
3

11 
11 
読
本
筋
4

11 
11 
読
本
第
5

Z定
発
音

字
11 
i生
取

11 
11 
訳

時íO~ 
11 

11 
作
文

11 
11 
11音
雪
E
"
 
"
 

~ll 
;=T'G 

11 
11 
地
理
学

11 
11 
訳

rM，U
aL r
 
11 

11 
翻
訳

11 
"
 

1封
学

11 
学
"
 
11 
話作
学文

11 
11 
地
理
学

11 
11 
博
文
物
学法

11 
11 

11 
11 

左
/
線
程
志
』
ノB、i3ノ10者~、英ニ和授女ク学

校
へ
入
ノ
レ
ノ
予
備
科
ト
ス
。
聖
書
・
唱
歌
・
図
面
・
英
和
苦
手
法
・
体
操
・
裁
縫
・
女
礼
式
等
ハ
各
級
ユ
之
ヲ
授
ク
。
右
学
科
/
外
，
ピ
ア
ノ
並
=
ヲ
ガ
ン
ハ
矧
l科

ト
シ
テ

ノ
レ
モ
ノ
ト
ス
。

〔
注
〕
背
山
学
院
9
0
年
史
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明
治
25
年
照
時
女
学
校
課
程

本
科
l
年

本
科
1
年

本
科
3
年

本
科
4
年

高
等
科
I
年
高
等
科
2
年

修
身
期
行
実
践
之
道

1
 

/
1
 

1
 

11 
l
 

/1 
1
 

11 
1
 

11 
l
 

。aD，Lz
J3lt・
仮
名
交
り
文

5
 

11 
5
 
"
 

5
淡
文

4
和
文
・
I典
文

5
 

11 
5
 

数
学
珠筆算算加四則減雑乗題除

51 a 昔
等
・
分
数
・
小
数

5
諸
比
例
・
利
息
算

4
代 1別
平数四，
員開
IJ立，
求
籾

4
平代数面分幾数何

・
代
数
次
方
程
式5
 一=
角次術方程平式面，

立
体
幾
何
5
 

作
文
平
簡
文

1
消
息
文

1
消
息
文
・
叙
"J>文

1
近
代
文
・
消
息
文

I
和
文
・
漢
文

l
 

11 
1
 

英
語
読
方
・
綴
字
・
習
字

5
1~，方

・
簡
易
作
文

・
会
話
5
 E簡"平方文・
文・
典会
話口
授

5
 読叙
Z方 J>文・
小・
文会典話

5
修
辞
学
・
会
話

5
教d耳>.育崎雪
手
論
・
和
文
英
訳

5
 

歴
史
本
邦
歴
史

2
 

/1 
2
支
邦
歴
史
・
万
国
歴
史
2
米
国
歴
史

2
本
邦
歴
史
・
英
国
歴
史
2
文
明
史

2
 

地
理
本
邦
地
理

l
 

11 
I
万
園
地
l
!
I
!

2
 
/1 

2
地
文
学

2
 

理
科
日
常
目
撃
ス
ノレ
事
物
ニ
ツ
キ
"
 

1
 

物
理
学

2
1{~ 
学

2
 

口
担
シ
之
ヲ
究
ム
ル
ノ
附
陣
ヲ
授
ク

生
理

生
理

2
 

;z 

博
物

紘
物
・
動
物

I
 

習
字
情

1~f 
3
行

~t: 
3
草
主F

3
各
i本
細
字

2
 

図
画
平自在田画岡
・
各
種
ノ
1111
線
2
器
具
類

2
純
物
.
Jj1;色

2
1 !1l}) 
物

1
器
械
類
・
用
総
画

2
 
11 

2
 

音
楽
単
音
唱
歌

1
 
11 

1
風
琴
実
習
・
復
音
唱
歌
I
 
11 

I
 

11 
1
 
11 

l
 

J占
縫
運毛針糸編・衣物類-

名111称衣
類

3
袷
・
綿
入
罪
i

3
及白/1西年洋ノ絞裁鎚ノ

羽
織
罫
i
3
 
11 

3
綿及入西洋，
羽裁織縫
，
 袴

3
 
11 

容
儀

女
礼
式

1
 
11 

l
 
"
 

l
 

経
済

家
事
経
済

3
 

30 
30 

3
0
 

30 
3
0
 

3
0
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図ー武決石室第三石

図ニ武氏嗣iiiJ石室第三石

図三武氏制左石室第八石
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武
氏
洞
画
象
石
に
お
け
る

「巨
樹
の
図
」

に
つ
い
て

土

居

子

淑

す
で
に
様
式
化
の
す
す
ん
だ
淡
代
一幽
象
の
数
々
の
図
像
も
、
意
外
に
そ
の
本
来
の
意

味
を
忠
実
に
伝
え
て
い
1

る
場
合
が
多
十
。

武
氏
関
石
柄
堂
の
各
正
面
に
当
る
、
武
跡
内
石
室
第
三
石

・
前
石
室
第
三
石

・
左
石
室

第
八
石
の
三
石
に
は
、
い
ず
れ
も
大
き
な
建
造
物
と
と
も
に
、
同
じ
よ
う
な
巨
樹
が
重

①
 

要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
す
T
に
長
広
氏
に
よ

っ
て
指
適
さ
れ
た
と
お
り
、

建
物
が
画
面
の
中
心
線
よ
り
ひ
ど
く
右
に
片
よ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
ま

た
巨
樹
は
本
来
建
物
と
は
無
関
係
な
独
立
し
た
テ

l
マ
で
あ
っ
た
事
も
、
済
寧
画
象

②
 

(
図
四
)
や
阿
城
山
商
象
(
図
六

・
七
)
な
ど
に
よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
巨
樹
に
つ
い
て
、

『
石
索
』
以
後
、

E
・
ン
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
、
関
野
貞
ら
の
先
学

③
 

は

「
合
歓
樹
」
と
呼
ば
れ
、
近
年
は
湯
谷
に
て
太
陽
を
息
わ
す

「扶
桑
樹
」
と
み
な
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
樹
木
が
、
く
さ
り
状
に
か
ら
み
合
う
連
木
状
と
い

う
、
き
わ
め
て
象
徴
的
な
様
相
を
な
し
て
お
り
、
そ
こ
に
配
さ
れ
た
多
く
の
烏
や
弓
を

引
く
人
物
、
馬
車
な
ど
の
要
素
よ
り
み
て
推
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

こ
と
で

「扶
桑
樹
」
と
解
す
る
こ
と
に
誰
し
も
今
一
つ
の
た
め
ら
い
を
感
ず
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
れ
は

「扶
桑
樹
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
配
さ
れ
た
馬
は
、
当
然
太
陽
説

話
に
付
き
も
の
の
天
空
を
か
け
め
ぐ
る
天
馬
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
烏
と
、
弓
を

引
く
人
物
よ
り
た
だ
ち
に
想
起
す
る
こ
と
は
、

十
日
説
話
で
あ
り
、
鳥
は
か
ら
す
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
太
陽
を
表
す
か
ら
す
は
、
古
代
中
国
で
は
三
足
の
か
ら
す
が
一
般
的

で
、
現
に
凶
象
に
は
三
足
の
か
ら
す
が
太
陽
の
象
徴
と
し
て
薗
か
れ
て
い
る
。が
、今
巨

樹
の
馬
や
烏
に
は
、こ
う
し
た
説
話
構
成
に
ふ
さ
わ
し
い
表
徴
に
欠
け
て
お
り
、
そ
れ
が
、

「扶
桑
樹
」
と
断
定
す
る
こ
と
に
ち
ゅ
う
ち
よ
さ
せ
る
原
因
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
o

v
っ
た
ヤ
に
様
式
化
の
す
す
ん
だ
画
象
と
い
う
も
の
は
、
そ
の
過
程
で
様
々
な
付
随

物
が
加
わ

っ
て
、
本
来
の
題
材
の
解
釈
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
う
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て

一
つ
の
図
像
に

つ
い

て
、
そ
の
成
立
を
た
ど
る
こ

と
は
、
題
材
究
明
の
上
で
重
姿
な

一
手
段
で
あ
る
と
い
え
よ
う。

そ
こ
で
私
は
こ
の
巨

樹
の
図
の
再
検
討
に
あ
た

っ
て
も
、
題
材
考
察
に
は
こ
の
図
像
の
系
山
請
を
た
ど
り
本
来

の
テ

l
マ
を
見
き
わ
め
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

即
ち
、
武
氏
絢
画
象
石
の
巨
樹
の
図
に
関
し
て
、
先
に
の
ベ
た
烏

・
馬
の
属
性
ば
か

り
で
な
く
、
扶
桑
樹
は
連
木
で
あ
る
と
い
う
証
拠
は
な
い
ば
か
り
か
、
淡
代
の
一
般
的

な
考
え
方
で
は
、
連
木
と
い
う
も
の
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
単
な
る
端
祥
の
一
つ
で
し

@
 

か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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一一

そ
こ
で
先
ず
巨
衡
の
図
に
つ
い
!
て
検
討
を
す
る
ま
え
に
、
武
氏
一洞
画
象
石
の
三
つ
の

正
面
画
象
に
関
し
、
ど
こ
ま
で
を
巨
樹
の
図
の
は
ん
い
と
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
が
そ
こ
に
は
色
々
む
ず
か
し
い
r
問
題
が
あ
る
。
か
り
に
建
造
物
と
樹

木
を
切
り
は
な
す
と
し
て
も
、
建
造
物
の
上
層
と
下
層
は
、
題
材
的
に
ど
の
様
な
関
連
が



⑤
 

あ
る
か
い
ま
だ
未
解
決
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
上
田
聞
の
表
す
意
味
が
明
ら
か

に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
逆
に
巨
樹
の
図
の
内
容
が
明
確
に
さ
れ
得
た
時
に
、
改
め

て
考
第
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
こ
で
は
一
応
保
留
し
て
、
建
造
物
は
上

下
ま
と
め
て
切
り
は
な
し
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

さ
て
武
梁
石
室

・
前
石
室

・
左
石
室
の
三

つ
の
巨
樹
の
場
面
を
く
ら
べ
て
み
る
と
、

樹
木
の
左
側
は
、
武
梁
石
室
の
み
左
向
す
る
馬
車
一
台
が
余
計
に
阿
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
前
石

・
左
石
の
図
よ
り
み
て
無
関
係
な
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
武

業

・
左
右
の
樹
木
の
左
上
に
は
、
数
名
の
人
物
が
居
並
ぶ
姿
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は

前
石
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
居
並
ぶ
人
物
が
構
成
要
素
と
し
て
加
え
ら
れ
る
べ
き
か

ど
う
か
に
つ
い
!
て
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
が
、
済
山
平
商
品
掠
ハ
図
四
)
の
四

つ
に
区
切
ら
れ
た
間
象
を
参
照
す
る
と
、
右
下
回
附
に
同
じ
よ
う
な
樹
木
表
現
が
み
ら
れ

で
も
人
物
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
例
か
ら
考
え
て
、
や
は
り
除
外
し
て
よ
い
部
分
だ
と

思
わ
れ
る。

次
い
で
樹
木
の
右
側
に
目
を
向
け
た
い
。
士
一
つ
の
図
は
い
ず
れ
も
闘
に
よ
っ
て
区
切

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
武
梁
刷
、
前
石
室
は
附
の
屋
根
の
上
部
に
弓
を
引
く
人
物
が
い

る
。
こ
の
人
物
は
一

見口血相恨
の
よ
に
の
ぼ

っ
て
い
る
か
の
様
だ
が
、

中
国
の
古
代
商
法

で
あ
る
、
速
い
も
の
を
画
面
の
上
方
に
置
く
と
い
う
習
慣
か
ら
す
る
と
、
闘
の
向
う
側

の
地
上
に
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
人
物
は
二
人
共
友
向
に
な

っ
て
、
烏
を
射
落
そ
う

と
す
る
姿
勢
で
あ
り
、
こ
れ
は
左
石
の
例
よ
り
み
て
も
当
然
、
樹
木
に
附
随
す
る
妥
紫

と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
武
氏
刺
画
像
の
三
回
に
お
け
る
巨
樹
の
図
の
は
ん
い

は
、
図
一

I
三
に
し
る
し
た
よ
う
に
白
線
の
わ
く
の
内
側
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

三
面
と
も
中
央
に
は
、

大
き
な
樹
木
が
連
木
状
を
な
し
、
先
端
に
は
パ
ル
メ

ッ
ト
風

の
禁
と
も
笑
と
も
つ
か
な
い
も
の
を
つ
け
て
い
る
。
枝
問
に
は
烏
や
猿
の
よ
う
な
動
物

が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
お
り
、
地
上
に
は
犬
ゃ
、
大
き
な
烏
な
ど
の
い
る
に
ぎ
や
か
な
風

致
で
あ
る
。
車
は
み
な
馬
か
ら
は
な
さ
れ
、
樹
木
の
両
側
に
対
称
的
に
配
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
前
石
の
み
は
、
馬
と
車
は
全
く
反
対
の
位
憶
に
お
か
れ
、
な
お
建
造
物
に
向

っ
て
い

な
い
。
他
の
ニ
面
は
建
物
に
対
し
巨
樹
の
図
は
、
馬
車
が
建
物
の
中
央
に
向

っ
て
い
る

た
め
、
い
か
に
も
下
岡
山
の
家
屋
内
の
人
物
を
中
心
と
す
る
一
画
面
で
あ
る
か
の
よ
う
な

印
象
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
場
面
を
構
成
す
る
に
当

つ
て
の
工
人
の
す
ぐ

れ
た
造
型
力
に
よ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
た
だ
、
建
物
と
樹
木
が
単
に
簡
函
の
意
匠
化

と
い
う
だ
け
の
点
で
、
工
人
が
同
画
面
に
並
位
し
か
も
の
か
、
あ
る
い
は
、
本
来
題
材

の
上
で
結
合
す
る
要
因
を
も

っ
て
い
た
た
め
に
、
こ
こ
に
合
成
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た

が
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

淵
、
民

点
も
巨
樹
の
図
が
解
釈
さ
れ
た
時
に
い
え

る
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
.
こ
の
よ
う
に
正
面
商
品
離
か
ら
、

巨
樹
の
図
の
は
ん
い
を
抽
出
し
て
み
る

と
、
図
一

l
三
の
白
線
内
の
よ
う
に
ま
こ

と
に
単
純
な
図
録
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ

こ
で
こ
れ
を
単
位
と
す
る
同
類
の
図
を
、

同
じ
山
東
省
に
お
け
る
淡
代
商
品
軍
よ
り
え

ら
び
出
し
て
み
る
と
、
お
よ
そ
次
の
よ
う

な
例
が
得
ら
れ
る
e

mm名
不
詳
永
和
二
年
(

H

U

吋

〉

匂

)

⑥
 

山
東
商
品
車
ハ
図
玉
)
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⑦
 

済
寧
旧
聞
両
城
山
間
象
(
其
十
凶
)
(
図
六
)

③
 

済
寧
県
阿
城
山
薗
品
部
(
共
九
l
幻
)
(
図
七
)

⑨
 

隣
県
西
象
(
図
八
〉

⑮
 

安
丘
県
西
象
(
図
九
)

こ
の
他
、
樹
木
が
あ
っ
て
烏
や
弓
を
引
く
人
物
は
い
る
が
、
馬
あ
る
い
は
馬
車
の
な
い

も
の
が
あ
る
。

⑪
 

済
寧
県
郭
泰
碑
陰
闘
象
(
其
一
)
(
図
十
)

肥
城
県
孝
堂
山
岡
象
東
壁
面
(
図
十
一
)

ま
た
樹
木
中
心
に
烏

・
馬
は
あ

っ
て
も
、
弓
を
引
く
人
物
の
み
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

⑫
 

姦
祥
県
劉
村
洪
福
院
闘
象
(
図
十
二
)

⑬
 

済
備
中
川
府
間
城
山
画
象
〈
其
九
l
お
)
〔
図
十
三
)

さ
ら
に
こ
れ
ら
と
は
、
い
さ
さ
か
系
列
は
と
と
な
る
が
、
樹
木
表
現
の
点
で
、
年
代
の

基
準
と
し
て
参
考
と
な
る
函
象
に
、

戴
氏
百
十
市
晶
画
象
、
永
初
七
年
銘
(
戸
ω
〉

U
〉
(
図
十
六
〉

と
い
う
の
を
あ
げ
て
お
く
。
つ
ま
り
、
先
記
の
永
和
二
年
銘
つ
ミ
〉
ロ
〉
と
共
に
、

HHU
I
HS
〉

り

の
頃
の
樹
木
表
現
は
お
お
よ
そ
こ
の
様
な
様
式
を
示
し
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
両
城
山
画
象
(
其
九
)
と
(
共
十
四

l
u
・
お
)
の
三
面
は
、
こ
の
永

和
二
年
銘
の
樹
木
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
ほ
ぽ
同
じ
頃
か
、
や
や
下
る
二
世
紀

半
ば
頃
迄
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
永
初
七
年
銘
、
永
和
二
年
銘
商
品
部
は
、
出

所
不
明
と
な
っ
て
い
る
闘
象
だ
が
、
樹
木
の
函
き
方
か
ら
す
る
と
、
同
城
山
画
象
に
属

す
る
も
の
と
み
て
さ
し
っ
か
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
同
じ
阿
城
山
商
象
の
中
に
、
二

世
紀
半
ば
頃
巨
樹
表
現
で
も
、
弓
を
引
く
人
物
の
い
る
も
の
と
そ

う
で
な
い
も
の
と
の
二
種
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
両

城
山
商
象
ば
か
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
に
類
す
る
闘
が
、
前
記

の
通
り
劉
村
洪
福
院
函
象
に
も
み
う
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
た
だ
偶

然
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
図
は
、
連
木
を
中
心
に
、

左
お
相
称
に
馬
の
配
さ
れ
た
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
な
図
象
で
あ
る
。

そ
し
て
両
城
山
商
品
部

(
共
九
勾
〉
(
図
七
)
の
方
も
、
弓
を
引
く

人
物
は
い
る
が
配
置
は
シ
ン
メ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
と
の
よ
う
に

左
右
相
称
と
い
う
性
格
は
、

こ
の
画
象
を
考
え
る
上
に
無
視
す
る

こ
と
の
出
来
な
い
特
徴
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
点
よ
り
、
こ
れ
ら
の
例
証
に
も
と
づ
い
て
今
し
ば
ら

図五永和二年鉱山東画象
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く
巨
樹
の
図
の
系
穏
を
た
ど

っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

三

こ
こ
で
も
う
一
度
前
記
の
作
品
に

つ
い
て
年
代
を
み
て
み
た
い
Y

。

ま
ず
郭
恭
砕
除
菌
象
ハ
図
九
)
と
孝
山
{
込
山
商
品
献
(
凶
十
)
で
あ
る
が
、
孝
立
山
商
品
開

は
お
よ
そ
紀
元
後
百
年
頃
に
成
立
し
た
商
品
離
で
あ
る
こ
と
は
、
今
夏
い
う
ま
で
も
な
い
。

が
、
郭
泰
榔
陰
画
象
は
明
ら
か
で
な
い
。
樹
木
は
連
木
状
を
な
さ
ず
、
非
常
に
自
然
で

様
式
化
さ
れ
て
な
い
人
物
の
画
き
方
は
き
わ
め
て
単
純
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
‘
か
な
り

早
い
時
期
に
成
立
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
学
金
山
の
樹
木
は
、
す
で
に
述
木
状

を
な
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
み
て
も
、
加
刊
泰
加
問
は
そ
れ
以
前
の
も
の
と
み
る
こ
と
が

出
来
る
。
ま
た
、
郭
泰
榔
に
は
十
羽
の
烏
が
と
ん
で
い
て
、
弓
を
引
く
人
物
は
樹
木
の

同八膝県商I象

左
右
に
二
人
商
か
れ
て
い
る
。
州
判
事
措
砕
陰
、
孝
盆
山
商
品
躍
は
一
世
紀
後
半
の
商
品
車
で
、

武
氏
刷
、
同
城
山
系
の
先
の
図
録
よ
り
は
や
く
成
立
し
、
れ
仰
を
射
務
す
場
面
で
あ
る
点

で
、
武
氏
胴
函
象
の
巨
樹
の
図
の
先
行
一
幽
象
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
に
対
し
、
劉
村
洪
稲
院
商
品
車
(
図
+
一
〉
は
、
樹
木
の
表
現
は
武
氏
一刷
函
象
の

皇
制
に
類
す
る
表
現
で
あ
る
が
、
こ
の
画
象
の
成
立
は
、
そ
の
よ
酬
に
あ
る
風
伯
、
雨

師
、
あ
る
い
は
人
物
の
函
き
方
が
、
孝
盆
山
系
の
表
現
様
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
孝
出
鉱

山
商
品
車
に
近
い
時
期
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
樹
木
を
比
較
し
て
も
孝
盆

山
画
象
よ
り
は
や
や
お
そ
く
、
ま
た
武
氏
何
よ
り
は
早
い
、

一
世
紀
前
半
と
す
れ
ば
よ

い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
前
記
の
両
城
山
商
品
献
ハ
以
九
l
u〉
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
と
ゅ
う

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
前
の
孝
盆
山
及
び
郭
泰
碑
陰
間
象
に
は
弓
を
引
く
人
物
は
い
る

が
潟
は
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
こ
の
方
は
馬
は
い
る
が
弓
を
引
く
人
物
は
い
な
か
。
前 l苅九河南節州函象
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者
が
武
氏
柄
巨
樹
の
図
の
一
系
列
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
方
は
別
の
意
味
で

一
系
列

に
当
る
画
象
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
を
更
に
明
瞭
に
示
す
と
息
わ
れ
る
の
が
、

両
城
山
薗
象

(
茶
九
|
幻
〉
や
永
和
二
年
銘
薗
象
で
あ
る
と
考
え
る
。
両
者
は
、
こ
う

し
た
二
つ

の
系
列
の
図
象
が
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
も
の
で
、
特
に
図

七
は
、
弓
を
引
く
人
物
と
共
に
、
馬
と
羊
に
左
右
対
称
の
位
績
に
配
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ

っ
て
も
、
こ

の
巨
樹
の
図
と
い
う
も
の
は
、
前
記
の
二
つ
の
商
品
部
の
系
列

を
ひ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

た
だ
、
こ
こ
で
嘉
祥
画
象
の
、
左
右
相
称
に
馬
を
配
し
た
図
に
よ

っ
て
想
起
す
る
の
は
、

戦
国
時
代
の
斉
の
半
瓦
当
に
付
せ
ら
れ
た
、
樹
木
中
心
文
様
の
意
匠
で
あ
る
(
図
十
四
)
。

こ
の
意
匠
は
、
山
東
臨
訓
岡
県
の
斉
に
お
い
て
盛
行
し
た
の
が
、
関
野
雄
氏
の
考
察
に
よ

⑬
 

る
と
、
お
よ
そ

ω
芯
t

N
N
H

回
の

の
百
五
、
六
十
年
の
聞
と
さ
れ
て
い
る
。
文
様

は
、
半
円
形
の
面
の
中
央
に
は
樹
木
を
え
が
き
、

左
布
に
主
と
し
て
馬
を
シ
ン
メ

ト

リ
ッ
ク
に
配
し
て
い
て
、
時
に
烏
や
猿
を
付
す
る
も
の
も
み
う
け
ら
れ
る
。

た
だ
樹

木
は
い
ず
れ
も
連
木
状
を
な
し
て
は
お
ら
ず
、
文
様
化
さ
れ
て
は
い
て
も
さ
ほ
ど
硬
化

せ
ず
に
、
自
然
の
柔
軟
性
を
と
ど
め
て
い
る
。
そ
し
て
画
像
と
し
て
は
ま
こ
と
に
軽
快

な
明
る
さ
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
先
に
あ
げ
た
、
図
十
二
や
十
三
の
樹

木
の
両
側
に
馬
を
配
し
た
画
象
の
淵
源
は
、
半
瓦
当
の
樹
木
中
心
文
に
あ
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
同
じ
山
東
省
の
地
で
あ
れ
ば
、
戦
国
時
代
に
流
行
し
た
意
匠
が
、
前
後

漢
代
を
通
じ
て
伝
統
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

そ
こ
に
は
時
間
の
経
過
の
う
ち
に
、

中
央
樹
木
は
連
木
に
仕
立
て
あ
げ
ら
れ
た
。

つ
ま

り
前
記
の
図
十
二
や
十
三
が
そ
れ
で
あ
る
。
で
は
連
木
が
あ
ら
わ
れ
た
の
は
い
つ
頃
で

あ
っ
た
か
。
少
く
と
も
、
図
十
の
前
記
の
例
証
中
、
最
も
古
い
と
思
わ
れ
る
商
品
献
で
は
、

枝
は
平
行
に
の
び
、
先
端
が
笑
状
に
ふ
く
ら
ん
で
い
る
点
で
、
半
瓦
当
文
に
近
い
樹
木

で
あ
る
。
が
、
孝
堂
山
あ
た
り
で
始
め
て
連
木
状
を
な
す
と
こ
ろ
か
ら
、

一
世
紀
前
半

に
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

但
し
、
こ
れ
は
山
東
省
の
こ
と
で
、
中
央
の
洛
陽
出
土
の
す
で
に
前
説
明
と
推
定
さ

れ
る
噂
文
に
は
、
明
瞭
な
連
木
が
盛
行
し
て
い
た

の
で
あ

っ
た
〈
図
十
五
ゴ
ま
た
、

一

方
文
献
で
は
、
前
漢
武
帝
の
時
の
記
事
に
す
で
に
連
木
が
あ
ら
わ
れ
る
。

従
っ
て
上
難
に
幸
し
五
時
を
洞
り
、
白
麟
を
獲
た
り
、
一
角
に
し
て
五
時
。

時
に

ま
た
奇
木
を
得
た
り
。
其
枝
、
努
ら
よ
り
出
で
、
純
ち
復
木
上
に
て
合
す
。

上
、
此

⑫
 

の
ニ
物
を
異
と
し
令
前
漢
書
』
巻
六
十
四
厳
朱
吾
丘
主
父
徐
厳
終
王
買
伝
〉

こ
と
に
奇
木
と
あ
る
の
が
、
そ
の
説
明
よ
り
連
木
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
武

帝
が
こ
の
奇
木
を
瑞
祥
と
し
て
い
か
に
愛
好
し
た
か
は
、
後
漢
代
の
王
充
が
、

凡
そ
諸
衆
の
瑞
、
重
至
な
る
者
は
希
な
り
。
(
中
略
)
武
帝
は
黄
竜
、
献
酬
剛、

連

⑬
 

木
、
宣
帝
は
(
『
論
衡
』
巻
十
九
依
留
篇
)

と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り、

連
木
が
具
体
的
な
形
を

と
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
の
が
、
前
淡
武
帝
の
頃
で
、
洛
陽
出
土
の
前
補
償
の
湾
に
盛
ん
に
え

が
か
れ
た
の
も
、
そ
う
し
た
連
木
流
行
の
反
映
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
山
東
省
で
は
二
世
紀
前
半
に
隆
盛
す
る
が
、
そ
の
成
立
に
あ
た
っ
て

は
、
お
そ
ら
く
洛
陽
噂
な
ど
の
影
響
が
及
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
後
漢
代
、

山
東
函
象
石

の
製
作
が
盛
ん
に
な
る
や
、
戦
国
以
来
の
樹
木
中
心
文
は
、
新
た
な
意
匠
を
も
っ
て
、

再
び
商
品離
の
一
主
題
と
し
て
登
場
し
て
き
た
の
で
あ

っ
た
。

し
か
し
一
方
で
は
、
山
東
の
速
木
は
別
種
の
画
像
と
し
て
展
開
し
て
い
っ

た
。
そ
れ

が
、
弓
を
引
く
人
物
の
い
る
、
樹
木
表
現
の
も
う
一
つ
の
系
議
の
商
像
で
あ
り
、
や
が

て
こ
の
方
が
様
々
な
要
素
を
加
え
な
が
ら
、
巨
樹
の
図
と
し
て
成
立
す
る
に
至
っ
た
。

両
城
山
画
像
、
永
和
二
年
闘
象
、
そ
れ
に
武
氏
洞
図
象
の
巨
樹
の
図
が
そ
れ
で
あ
る
。
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そ
の
場
合
図
象
的
に
は
、
半
瓦
当
以
来
の
、
樹
木
中
心
文
系
の
図
像
が
与
え
た
影
響
は
少

く
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
永
和
二
年
銘

(
悶
五
〉

に
せ
よ
、
両
城
山
画
象
(
其

十
四
〉
〔
図
六
)
に
せ
よ
、
画
面
に
馬
の
み
で
な
く
婦
人
の
姿
が
加
わ
っ
て
い
Y

る
こ
と
、

ま
た
武
氏
洞
函
象
〈
図
一

ー!一ニ)

で
は
、
馬
が
馬
車
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
変
化
は
.

題
材
表
現
の
上
で
、
何
ら
か
の
新
た
な
解
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
次
に
題
材
を
、
図
象
の

こ
つ
の
系
滑
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い。

四

は
じ
め
に
半
瓦
当
以
来
の
樹
木
中
心
文
の
図
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
ま
ず
こ
の
装
飾
意

匠
が
、
半
瓦
当
に
お
い
て
は
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
て
い
た
か
と
い
う

問
題
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
関
野
雄
氏
が

「半
瓦
当
路
加
及
び
「
中
国
古
代
の
樹
木
恩

@
 

想
」
1
斉
の
半
瓦
当
の
樹
木
文
様
|
に
て
、
既
に
考
察
さ
れ
て

い
る
。

氏
に
よ
る
と
、

古
代
中
国
人
の
最
も
普
通
的
な
袋
持
は
、
森
林
や
老
樹
、
大
樹
に
対
す
る
崇
拝
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
「社
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、こ
と
に
「
社
」
は
斉
の
祭
記
の

代
表
的
な
も
の
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て

い
た
と
い
う
。
ま
た
、
斉
の
庶
民
は
こ
と
の
ほ

か
、
樹
木
に
対
し
深
い
愛
着
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
戦
国
の
山
東
地
方
は
非
常
に
樹
木

が
多
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、樹
木
文
様
が
お
の
ず
か
ら
や
し
な

わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
こ
の
見
解
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る。

@
 

と
い
う
の
は
、
こ
の
戦
闘
時
代
は
確
か
に
植
文
文
へ
の
関
心
は
高
ま
っ
て
き
た
。
半

瓦
当
の
樹
木
中
心
文
も
そ
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
が
、
そ
の
起
源
を
、
戦
国
時
代
大
量
に

@
 

流
入
し
た
西
方
系
文
物
の
一
っ
と
す
る
見
方
を
と
る
な
ら
ば
、
中
国
に
伝
来
し
た
時
に

は
、
こ
と
に
樹
木
に
対
す
る
関

心
の
深
い
山
東
の
地
に
根
を
お

ろ
し
、
は
ぐ
く
ま
れ
た
と
考
え

る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

た
だ
西
方
系
樹
木
中
心
文
と
半

瓦
当
の
そ
れ
を
結
び
つ
け
る
考

え
方
に
対
し
て
は
、
様
式
の
点

で
も
更
に
詳
細
な
検
討
が
必
要

と
さ
れ
る
。
が
、
一
つ
の
見
方

と
し
て
、
外
来
要
素
を
決
し
て

生
の
ま
ま
み
ず
か
ら
の
表
現
様

式
の
う
ち
に
と
り
入
れ
よ
う
と

図十事日泰E車陰画11.量
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し
な
い
淡
民
族
が
、
戦
国
頃
に
流
入
し
た
樹
木
中
心
文
の
意
匠
様
式
を
、
た
ち
ど
こ
ろ

に
、
彼
ら
な
り
に
阻
嚇
し
て
つ
く
り
あ
げ
た
の
が
、
半
瓦
当
の
文
様
で
あ
る
と
み
る
こ

と
で
あ
る
。
従

っ
て
、
そ
こ
に
は
彼
ら
の
樹
木
崇
拝
の
思
想
が
お
の
ず
か
ら
結
び
つ
い

て
い
た
と
し
て
、
当
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
半
瓦
当
に
付
せ
ら
れ
た
樹
木
中
心
文
と
閉
じ
系
列
に
属
す
る
洪
福
院
画
象
(
図

十
ニ
)
や
、
両
城
山
函
象
(
其
九
|
お
〉

(図
十
三
)
の
図
は
図
像
配
置
の
点
で
は
変
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
三
百
年
ほ
ど
も
経
過
し
た
場
合
、
何
ら
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
変
ら

ず
に
、
再
び
回
象
に
登
場
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
れ
を
考
え
る
前
に
、
こ
こ
で
も
う

一
方
の
図
像
を
先
に
と
り
あ
げ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

で
は
も
う
一
方
の
、
弓
を
引
く
人
物
の
い
る
図
は
ど
う
か
。
先
に
あ
げ
た
郭
泰
碑
陰

の
図
、
お
よ
び
孝
常
一
山
商
象
と
い
う
、
比
較
的
初
期
の
そ
の
図
が
ら
を
見
る
と
、
こ
れ
こ

そ
古
来
か
ら
淡
民
族
の
説
話
と
し
て
有
名
な
「
十
日
説
話
」
で
あ
る
と
考
え
る
、
即
ち
、

売
の
時
、
十
日
並
び
て
出
で
、
車
木
焦
枯
す
。
発
、
葬
に
命
じ
て
十
日
を
仰
射
せ

⑧
 

し
む
。
其
九
日
に
あ
た
り
て
、
日
中
の
九
烏
皆
死
し
て
羽
田
典
を
堕
せ
り
。
(
『
楚
辞』

天
間
錦
の
王
逸
注
に
引
く
所
の
『
椴
尚
子
じ

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は

『
荘
子
』
の
@
 

十
日
並
び
て
出
で
、
万
物
皆
同
問
さ
る
。

と
い
!
っ
た
説
話
が
発
展
し
た
も
の
で
、
前
者
は
阜
魁
に
関
す
る
太
陽
説
話
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
古
代
鈴
耕
民
族
に
と
っ
て
の
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
て
・
後
漢
代
に
お
い
!
て

も
広
く
親
し
ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
‘
こ
の
説
話
と
樹
木
の

関
係
は
、

谷
有
り
、
温
源
谷
と
日
ぅ
。
湯
谷
上
に
挟
木
あ
り
、

一
日
方
に
至
ら
ん
と
す
る
や
、

③
 

一
日
方
に
い
で
ん
と
す
。
皆
烏
を
戴
だ
く
。
(
『
山
海
経
』
大
荒
東
経
)

と
い
う
別
の
一
文
に
よ
り
、
烏
を
裁
だ
く
日
が
交
替
す
る
扶
木
と
い
う
樹
木
の
あ
っ
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
と
同
類
の
記
事
と
し
て
ま
た
次
の
よ
う
な

一
文
も
あ
る
。

目
、
場
谷
に
出
で
、
成
池
に
浴
し
て
、
扶
桑
を
払
う。

R
E
れ
H
M
明
と
い
う
。
(中蹴町
)

ι
ζ

ζ

c
 

悲
向
献
に
至
り
、
愛
に
其
馬
を
止
め
、
愛
に
其
潟
を
息
わ
し
む
。
日
正
れ
県
車
と
潤
う
。

③
 

今
治
南
子
』
天
文
訓
)

あ
る
い
は
、

じ
ず

rz、

余
が
馬
を
威
池
に
飲
ま
し
め
、
余
が
轡
を
扶
桑
に
惣
ぶ
。
(
『
悠
静
』
雌
騒
↑

と
い

っ
て
、
湯
谷
に
扶
木
、
あ
る
い
は
扶
桑
木
と
称
す
る
樹
木
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、

一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
扶
桑
木
で
日
が
交
替
す
る
説
話
と
、

先
の
♀
魁
に
ち
な
む
十
日
説
話
と
は
、
本
来
別
々
の
話
で
あ
る
が
、
日
に
関
す
る
性
質

上
、
容
易
に
結
合
し
得
る
可
能
性
も
ま
た
多
分
に
含
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て

図十二嘉祥県函象
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『
山
海
経
』
で
は
扶
桑
木
に
至
る
日
は
明
ら
か
に
複
数
と
み
な
し
て
お
り
、
ま
た

『
荘

子
』
の

「
十
日
が
皆
出
て
万
物
を
閉
山
し
た
」
と
い1
う
話
か
ら
、
扶
桑
木
に
行
き
か
う
太

陽
も
十
個
の
太
陽
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

郭
泰
碑
陰
画
象
は
、
こ
の
十
日
説
話
を
最
も
忠
実
に
画
い
た
図
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
れ
は

『
准
南
子
』

(『楚
辞
』
所
引
〉
の
一
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
両
城
山
商
象
(
其
九
お
)

は
、
図
像
的
に
は
確
か
に
半
瓦
当
系
の
図
で
あ
る
が
、

函
か
れ
た
鳥
は
十
羽
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
婦
人
ら
し
い
1

人
物
が
み
え
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

題
材
は
こ
の
扶
桑
樹
説
話
を
あ
ら
わ
し
て
い
1

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
先
の

『浪
商

子
』
天
文
訓
や

『
山
海
経
』
の
内
容
と
く
ら
べ

、
合
致
す
る
点
が
多
分
に
見
う
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
で
婦
人
に

つ
い
て
は
、
他
の
函
象
の
図
五

・
六

・
七
な
ど
に

も
共
通
す
る
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、

『
枇
南
子
』
天
文
釧
と

『愁
辞
』
離
騒
の
記
事
で
あ
る
。
つ
ま
り

「其
女
を
止
め
、
共
馬
を
息
わ
し
む
」

「余

が
馬
を
戚
池
に
飲
ま
し
め

」
の

両
者
は
、
出
石
氏
に
よ
り
古
代
中
国
に
お
け
る

⑧
 

印

zpin
g
=。
門
伝
説
で
あ
る
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
て
、
太
陽
を
御
す
る

の
は
女
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
いY
た
事
を

『
准
南
子
』
は
物
語
っ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
函
象
の
中
に
婦
人
が
配
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
点
を
表
す
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
私
は
、
図
十
三
は
こ
う
し
た
点
よ
り
、
扶
桑
樹
説
話
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
考
え

る
。
た
だ
同
類
の
図
十
二
は
ど
ち
ら
と
も
断
定
す
る
手
が
か
り
は
見
当
ら
な
い
1

。

さ
て
、
こ
こ
で
十
日
説
話
に
も
う
一
度
た
ち
か
え

っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

孝
ん
鉱
山
よ
り
の
ち
に
な
る
と
、
同
城
山
岡
象
に
せ
よ
武
氏
刺
の
薗
象
に
せ
よ
、
単
な

る
十
日
説
話
に
関
す
る
要
素
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
要
素
が
入

っ
て
く
る
。
こ
の
点
は

す
で
に
、
様
式
上
の
観
点
よ
り
み
る
と
、
も
う
一
方
の
図
像
が
合
成
さ
れ
た
か
た
ち
で

あ
る
と
先
に
の
ベ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
、
そ
の
一
方
の
図
像
が
、
同
じ
く
太
陽
に
ち

な
む
扶
桑
樹
説
話
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
こ

の
十
日
説
話
と
き
わ
め
て
似
か

よ
っ
た
内
容
を
も
ち
、
両
者
が
題
材
の
上
で
結
合
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。
そ
れ
は
た

と
え
、
記
録
の
上
で
合
成
さ
れ
た
説
話
と
し
て
見
い
だ
せ
な
ヤ
と
し
て
も
、
く
り
返
し

く
り
返
し
一
つ
の
題
材
に

つ
い
て
画
象
を
き
ざ
む
う
ち
に
、
ヤ
つ
し
か
民
間
に
伝
わ
る

同
種
の
題
材
が
付
加
さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
工
人
の
手
に
な
る
古
代
の
函
象
発
展
の
上

で
考
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

図
五

t
九
ま
で
の
画
像
は
、
こ

の
様
な
皐
越
に
関
す
る
十
日
説
話
と
湯
谷
の
扶
桑
樹

説
話
と
の
合
わ
さ
っ
た
図
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
一幽
か
れ
た
連
木
は
、
当

然
扶
桑
樹
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
武
氏
刺
正
面
繭
象

に
つ
い
て
も
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
は
馬
が
馬
車
と
な

っ
て
い
る
こ

⑧
 

と
は
他
に
例
を
み
な
い
が
、
そ
れ
は
武
氏
と
い
う
と
り
わ
け
身
分
の
両
い
一
族
の
た
め

の
澗
堂
と
し
て
、
特
別
な
配
慮
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た
商
象
石
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
た

⑩
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
良
匠
の
一
人
で
あ
る
術
改
ら
が
、
当
時
の
社
会

制
度
に
照
合
し
て
、
風
習
に
の

っ
と
っ
て
函
き
な
お
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、

馬
車
の
御
者
は
ど
こ
に
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
問
題
は
扶
桑
秘
説
話
に
お
け
る
婦
人
の
像

が
、
巨
樹
の
図
と
し
て
区
切
っ
た
は
ん
い
に
は
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
が
、
お
側
の
建
物
上
層
の
中
央
に
坐

っ
て
い
る
婦
人
像
で
あ
る
。
こ
れ
が
下

岡
山
と
、
題
材
的
に
本
来
別
種
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
ふ
れ
た
。
こ
の
婦
人
像
は

左
右
数
名
の
侍
者
に
か
し
ず
か
れ
、
向
いr
身
分
の
者
で
あ
る
よ
う
だ
が
、
制
金
の
函
象

中
に
は
別
に
西
王
母
は
蘭
か
れ
て
い
る
た
め
、
西
王
母
と
み
な
す
理
由
は
な
い
。
や
は

り、

前
に
の
ベ
た
日
御
と
し
て
の
女
性
と
解
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

私
は、

『
准
南
子
』
天
文
訓
や

『楚
辞
』
離
日
制
に
あ
ら
わ
れ
た
と
こ
ろ
の
、

一
日
の

運
行
を
終
え
て
、
湯
谷
の
扶
桑
木
に
帰

っ
た
太
陽
が
、
日
御
の
女
神
を
息
わ
せ
、
馬
を
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扶
桑
木
の
下
で
休
ま
せ
る
場
面
が
商
か
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
武
氏
制
正
面
図
象
の
巨
樹
の
図
は
、
円
十
魁
に
関
す
る
十
日
鋭
話
と
、
日
の

運
行
に
つ

い
て
の
日
御
の
説
話
と
が
、
扶
桑
木
を
中
心
に
同
一
易
商
に
表
現
さ
れ
た
図

で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

五

広
大
な
中
国
に
お
い
て
、
今
日
迄
に
発
見
さ
れ
た
画
象
石
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
に

の
ぼ
っ

て
い
る
。

そ
れ
ら
は
地
域
的
に
集
中
し
て
出
土
す
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
考
祭
に

当
っ
て
は
、
主
に
山
東
地
方
の
連
木
状
の
樹
木
の
図
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
こ
の
連

木
は
山
東
に
あ
っ
て
は
確
か
に
扶
桑
木
を
意
味
す
る
と
い
え
る
が
、
他
の
地
域
の
函
象

で
は
必
ず
し
も
、
扶
桑
木
と
は
見
な
し
て
い
な
い
r

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。@
 

例
え
ば
、
先
の
洛
陽
出
土
噂
〈
図
十
五
)
や
徐
州
雌
寧
県
旧
朱
集
九
女
幼
商
象
の
連

木
の
に
は
、
前
記
の
説
話
と
す
る
要
素
は
何
も
な
い
。
先
に
も
の
ベ
た
よ
う
に
淡
代
の図十四斉の半克当

述
木
は
、

一
般
に
単
な
る
瑞
祥
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
函
象
は

そ
う
し
た
当
時
の
瑞
祥
を
闘
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
山
東
以
外
の
地
で

@
 

扶
桑
樹
を
画
い
た
蘭
象
と
し
て
は
、
速
い
四
川
省
に
あ
る
の
み
で
あ
る
。

ま
た
岡
山
東
に
て
も
、
永
初
七
年
銘
の
戴
氏
享
堂
図
象
(
図
十
六
〉

の
場
合
は
ど
う
か。

樹
木
は
明
ら
か
に
連
木
で
あ
る
が
、
画
面
の
友
は
じ
に
寄
り
、
中
央
の
太
鼓
を
た
た
く

祭
の
場
面
に
そ
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
速
木
の
周
囲
に
は
、
弓
を
引
く
人
物
も
い
な
け

れ
ば
、
ま
た
馬
車
も
な
い
。
た
だ
烏
が
と
び
か
い
、
樹
下
で
は
人
が
、
手
を
叩
き
、
拍

子
を
と

っ
て
歌
で
も
う
た
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か。

傍
ら
で
は
子
供
が
逆
立
ち
を
演

ず
る
。
こ
の
連
木
の
上
方
左
に
は
、
両
城
山
函
象
(
図
十
三
)
、
永
和
二
年
銘
薗
象
〈
図

五
)
に
見
ら
れ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
婦
人
が
た

つ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
は
た

し
て
こ
の
迎
木
が
瑞
祥
の
み
の
樹
木
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

山
東
に
お
け
る
連

木
の
特
殊
な
意
味
が
、
強
い
伝
統
と
な

っ
て
浸
透
し
て
い
る
中
で
、
同
じ
頃
、
同
じ
地

域
で
、

全
く
別
個
の
意
味
に
お
い
て
連
木
が
函
か
れ
得
る
も
の
か
疑
問
に
思
う。

こ
の

図
は
、
た
と
え
端
祥
に
せ
よ
、
彼
ら
に
と

っ
て
特
殊
な
意
味
を
も
っ
樹
木
の
そ
ば
で
祭

を
行
っ
て
い
る
野
外
の
風
致
で
あ
る
。

山
東
に
は
、
半
瓦
当
の
樹
木
中
心
文
の
流
行
に
関
し
、
す
で
に
関
野
雄
氏
に
よ

っ
て

指
適
さ
れ
た
よ
う
ゆ

樹
木
を
中
心
と
す
る
特
定
の
聖
域
へ
の
信
仰
が
深
か

っ
た
。
そ

れ
は
土
地
神
で
あ
る
社
へ

の
信
仰
で
あ
る
が
、
出
石
氏
は
戦
国
頃
に
な
る
と
、
独
立
樹

が
祭
器
什
の
対
象
と
な
り
、
一
応
の
制
度
化
を
み
る
に
至
っ
て
、
前
淡
に
か
け
て
の
頃
に

@
 

社
は
最
終
的
な
発
展
段
階
に
入

っ
た
と
いV
う。

そ
れ
は
彼
ら
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
宗

廟
決
拝
と
の
結
合
が
成
立
し
、
同
位
に
置
か
れ
る
に
至
日
、
後
淡
代
頃
に
継
承
さ
れ
て

@
 

い
た
と
出
石
氏
は
説
明
さ
れ
て
い
る
。

⑧
 

樹
木
門
知
拝
は
、
古
代
民
族
に
あ

っ
て
は
し
ば
し
ば
共
通
す
る
原
始
信
仰
で
あ
る
が
、
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古
代
渓
民
族
に
と
っ
て
の
生
活
で
、
い
か

な
る
位
置
を
占
め
て
い
1

た
か
。
そ
れ
は
、

E
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
が
、
独
立
樹
を
対
象

と
す
る
制
度
化
さ
れ
た
社
に

つ
い

て
指
摘

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

即
ち
そ
の
然
日

は
、
主
と
し
て
日
蝕

・
阜
魅

・
大
雨

・
出

師
の
時
に
呪
術
的
な
儀
式
を
行
い

、
鼓
を

@
 

打
ち
鳴
ら
し
て
牲
を
供
え
た
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
祭

D
を
み
る
と
き
、曲出
耕
を
基
盤

と
す
る
彼
ら
の
社
会
で
、
社
の
し
め
る
位

置
の
重
大
さ
が
察
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

更
に
右
の
祭
り
の
う
ち
で
も
、

秋
大
水
、
鼓
す
る
に
牲
を
社
に
門
に
用

っ
て
す
る
も
亦
常
に
非
ざ
る
也
。
凡
そ
天

zt

⑧
 

災
は
幣
あ
り
て
牲
無
し
。
日
月
の

山

に
非
ざ
れ
ば
鼓
せ
ざ
る
な
り
。
(
『
左
伝
』
荘

公
二
十
有
五
年
)

と
い

っ
て
、
秩
の
大
水
の
時
、
社
に
て
太
鼓
を
打

っ
て
祭
る
が
、
凡
そ
太
鼓
を
打
つ
の

は
日
月
の
わ
ざ
わ
い
の
際
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
日
蝕

・
阜
魅

・
大
雨
は
い
ず
れ

も
太
陽
の
異
変
現
象
で
、
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
は
一
大
関
心
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
た

め
社
の
然

p
に
は
一

般
の
人
々
が
加
わ

っ
た
。
「
春
、
阜
し
て
雨
を
求
む
。
県
邑
を
合

@
 

し
、

水
日
を
以
っ
て
民
を
し
て
社
に
総
し
む
」

(
『
本
秋
繁
露
』
巻
十
六
求
雨
第
七
十

四
)
と
い
っ

た
の
が
そ
の
例
で
あ
る
。
古
代
生
活
に
お

い
て
は
、
種
々
の
然
り
が
行
わ

れ
た
で
あ
ろ
う
う
が
、
太
鼓
を
た
た
い
て
す
る
祭
耐
と
し
て
最
も
重
要
な
も
の
は
、
先

の
一
文
よ
り
み
て
社
の
太
陽
異
変
の
場
合
で
は
な
か
ろ
う
か
。

図十五安丘県西象

総
氏
享
堂
一
商
象
が
、
と
り
わ
け
り

っ
ぱ
な
太
鼓
を
画
面
中
央
に
象
徴
的
に
闘
い
て
い

る
の
は
、
そ
う
し
た
県
邑
の
中
心
的
存
在
で
も
あ
る
社
の
然
り
を
表
そ
う
と
し
て
い
る

o
gお
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、

「
日
月
の
告
に
非
ざ
れ
ば
鼓
せ
ざ

る
な
り
」
の
一
文
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、

社
の
太
鼓
は
太
陽
異
変
に
関
す
る
意
味
を
も

つ
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
連
木
は
、
太
陽
に
関
す
る
説
話
を
現
す
扶
桑
樹
と
み
た
て
ら

れ
て
い
た
事
か
ら
、
両
者
は
相
共
通
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、

総
氏
享
堂
蘭
象
が
、
こ
こ
で
は
連
木
を
も
っ
て
社
と
み
た
て
、
そ
こ
で
の
日
月
の
祭
り

を
行
っ
て
い
る
場
面
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
日
蝕

・
大
雨
の
際
に
鼓
す
る
と

@
 

い
う
の
は
、
日
に
活
気
を
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
社
に
お
け
る
樹
木

が
必
ず
し
も
特
定
の
樹
木
で
は
な
く
、
文
献
に
よ
り
様
々
な
種
類
が
み
う
け
ら
れ
る
。

た
だ

「
社
桜
に
樹
有
る
所
以
は
何
ぞ
や
、
尊
ん
で
之
を
識
し
、
民
を
し
て
望
か
に
見
せ

し
め
ば
、
即
ち
之
を
救
わ
ん
喝

」

(
5
5
巻一一
、
詰

じ

と

い

う

よ

う

に

、

は
る
か
に
望
み
見
る
こ
と
の
出
来
る
大
樹
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
霊
的
地
域
に
あ

る
大
樹
が
、
瑞
祥
で
あ
り
、
想
像
上
の
樹
型
で
あ
る
述
木
で
現
わ
さ
れ
た
と
見
な
す
こ

と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
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遺

以
上
、
私
は
武
氏
洞
画
象
石
の
巨
樹
の
図
に
つ
い
て
、
そ
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
題
材
の
分
析
を
試
み
た

つ
も
り
で
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
図
像
的
に
は
戦
国

時
代
に
お
け
る
、
同
じ
山
東
の
地
斉
の
半
瓦
当
の
樹
木
中
心
文
に
さ
か
の
ぼ
る
。
が
、

前
淡
よ

p
後
淡
代
に
か
け
て
河
南
地
方
で
は
、
述
木
型
が
成
立
す
る
。
そ
の
頃
、
つ
ま

り
一

世
紀
頃
、
山
東
で
は
再
び
樹
木
を
中
心
と
し
た
図
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
題
材
は
十
日

説
話
で
あ
り
、
扶
桑
木
と
し
て
み
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
図
像
的
に



ニ
つ
の
系
列
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
戦
国
以
来
の
樹
木
中
心
文
の
構
図
を
う
け
つ
い
で
い

る
も
の
で
、
題
材
は
太
陽
の
運
行
に
つ
い
て
の
扶
桑
木
の
説
話
、

一
つ
は
阜
舷
に
関
す

る
十
日
説
話
で
、
弓
を
引
く
人
物
の
い
る
図
で
あ
る
。
た
だ
し
阿
者
と
も
樹
木
は
連
木

で
あ
る
。
や
が
て
、
題
材
の
性
質
上
、
両
者
は
薗
面
の
上
で
結
合
し
、
遂
行
を
た
す
け

る
日
御
と
し
て
の
女
性
の
姿
ま
で
函
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
武
氏
洞
商
品
献
は
、

乗
物
は
出
向
車
と
な
り
、
日
御
は
お
の
建
造
物
の
上
層
に
え
が
か
れ
る
に
至
っ
た
。
又
、

他
の
商
品
揮
で
は
釆
物
は
馬
で
あ
る
が
、
天
空
を
行
く
馬
と
し
て
淡
代
に
は
天
馬
と
い
う

考
え
方
が
あ

っ
た
。
た
だ
し
天
馬
は
汗
血
馬
を
さ
し
て
呼
ぶ
場
合
が
多
く
、
要
す
る
に

天
空
を
と
ぶ
が
ご
と
く
に
疾
走
す
る
馬
を
想
像
し
た
の
で
あ
碍
。
ま
た
空
を
飛
ぶ
馬
と

し
て
先
の
河
南
の
場
に
羽
翼
を
も
っ
馬
(
図
十
五
)
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、
天
か
け
る

烏
と
い
う
も
の
が
、
古
来
の
太
陽
説
話
の
馬
と
造
形
的
に
結
び
つ
い
て
い
た
形
跡
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
武
氏
嗣
間
象
の
中
に
も
、
羽
翼
を
も
っ
て
天
を
走
る
馬
が
あ
り
、

こ
の
太
陽
を
馳
る
馬
に
そ
う
し
た
形
が
と
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
ふ
に
お
ち
な
い
。
が
そ

こ
に
は
戦
国
以
来
の
伝
統
的
図
像
の
流
れ
を
、
強
く
う
け
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は

な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
迄
、
扶
桑
木
で
は
な
い
ト
か
と
考
え
ら
れ
て
い
た
武
氏
刺
繭
象
石
の
巨
樹
は
、
こ

う
し
た
裂
・聞
に
よ
り
、
扶
桑
木
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、

山
京
商

品
車
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
い
え
る
、
特
殊
な
意
味
付
け
で
あ
る
。

そ
こ
に
ま
つ
わ
る
伝
説
も
ま
た
一
つ
で
は
な
く
、
断
片
的
に
、
積
々
な
形
で
伝
わ
る

話
が
付
加
さ
れ
て
出
来
上

っ
て
い
る
。

正
面
一幽
象
。
か
ま
こ
と
に
複
雑
化
し
て

い
る
の
も
、

そ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

そ
こ
に
ま
た
建
物
が
結
合
し
た
。
戴
氏
享
堂
画
象
が
、
担
問
り
と
結
び
つ

い
た
と
き
に

は
、
ヱ
人
の
意
識
の
中
に
は
、
社
の
組
問
り
と
い
う
現
実
の
場
面
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
r

か
と
考
え
ら
れ
る
。

が
、
は
た
し
て
武
氏

一刺
画
象
に
お
い
て
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
の
見
方
と
し
て
、

布
の
拝
礼
図
(
或
い

は
供
傑
図
)
を
、
一

般
的
な
祖
先
へ
の
拝

礼
と
み
る
な
ら
ば
、

宗
廟
と
社
と
い
う
関

@
 

係
に
見
た
て
て
並
位

し
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
か
、
『
盛

子
』
の

「明
鬼
鱗
」

に
は
「
昔
者
、
成
友

商
周
三
代
の
翠
玉
、

其
れ
始
め
て
国
を
建

て
、
都

を
営
む
の

日
、
必
ず
図
の
正
壇

を
択
ぴ
、
置
き
て
以

っ
て
宗
廟
と
為
し
、

必
ず
木
の
術
茂
せ
る

を
択
び
て
、
以
っ
て
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@
 

議
位
と
為
せ
り
」
と
あ
り
、
こ

の
習
慣
は
、
実
際
に
は
戦
国
よ
り
前
抽
出
に
か
け
て
蹴出展

し
た
と
街

。
『
礼
記
』ハ
祭
儀
の
思

に
は

「建

国

之

神

宮

、

襲

名

に

し

、

需

を
左
に
す
」
と
い
い
、
宗
廟
と
社
の
位
置
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
実
際
の
宗

鰯
と
い
う
建
物
と
、
社
桜
と
い
う
独
立
樹
の
関
係
か
ら
ヒ

ン
ト
を
得
て
、
初
成
さ
れ
た

画
面
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
山
東
に
は
古
来
有
名
な
次
臨
社
と
い
う
大
社
が
存
し
た
こ

と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

戴
氏
享
堂
函
象
、
或
い
は
武
氏
桐
商品車
に
し
ろ
、
画
象
石
と
い
う
伝
冊
目
性
の
強
い
刻

函
に
お

い
て
も
、
わ
ず
か
で
は
あ
れ
、
時
と
し
て
す
ぐ
れ
た
工
人
の
創
意
が
働
ら
い
て
、

新
た
な
画
面
が
生
み
出
さ
れ
て
行
く
も
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か。

註

①
長
広
敏
雄
武
氏

「
武
氏
嗣
左
石
室
第
九
石
の
画
象
に

つ
い
て
」
『
東
方
学
報
』

京

都
第
幻
冊
、

一
九
六

一
年
三
月

②
こ
の
点
に

つ
い

て
も
、
長
広
氏
は
前
掲
論
文
に
て
、
済
寧
蘭
象
を
と
り
あ
げ
て
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

③

清

・
鴻
雲
鵬

・
鴻
雲
総
編

『
金
石
索
』

間
山

(U7
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p
pg

E
F
mw
mn
三日比
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Z
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司

5
2
0
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M

の
Z
pmw
mw
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E
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凶
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x
牛山
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D
m刷
局
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m
pV
司
岱
『

MF

H
∞坦
U
帽

百
-M
喧

関
野
貞

『文
相
抑
山
東
省
に
お
け
る
淡
代
墳
慈
の
表
飾
』

一
九

一
六
年
、
本
文
五

一
一良

こ
れ
ら
に
対
し
、
扶
桑
樹
と
い
う
名
称
は
、

玄

E
・
4
〈
己
ヨ
倍

F
R
-
u
m
p
r
m
e叶
7
0

0
2
2
5
岡
山
一弓
5
2

0
で
芝
巳

F
E
コ
問、
円N
・Z
・旬

(
ヱ
R
S
三
』
2

2
ω
一
。
{
〉
E
E
W

印
E
ι
E・〈。
F
AT
S
S
)
や
、
日HK
広
氏
の
前
掲
論
文
の
な
か
で
M

こ
の
い
わ
ゆ
る

扶
桑
樹
の
場
面
H

と
い
う

一
節
に
み
ら
れ
る
。

④

江
上
波
夫

「
淡
代
に
於
け
る
速
木
文
と
そ
の
西
方
へ

の
流
伝
」
ハ『東
方
学
報
』
東
京

第
六
冊、

昭
和
七
年
)

③

①

参
照

⑥

巴

利

大

学
刊

『
淡
代
蘭
象
全
集
』
初
編

古「

H
3・
(第
二
五
二
図
)

⑦

同

二
編

手

区

(第
一二
図
)

③

同

初

編

H
L

U
U
(
第
三
七
図
)

⑨

同

H

H

L

∞
吋
(第

二

O
凶
)

⑩

『
文
物
』

一
九
六
四
年
第
四
期

⑪

同

二
編

百
一
回品

(第
四
二
図
)

⑫

同

初

編

司
一-
H
O
由
(第一

O
八
図
)

⑬

同

H

1

8
(第
三
八
図
)

⑬

雨
風

・
伯
師
こ
と
に
風
伯
と
い
う
自
然
現
象
を
表
す
神
像
が
、
孝
盆
山
商
象
と
武

氏
問
商
品
車
と
で
は
大
い
に
異
る
。前
者
は
風
を
起
す
人
物
が
、口
で
建
物
の
屋
根
を
吹

き
と
ば
し
て
い
る
と
と
ろ
を
表
し
て

い
る
。
そ
れ
に
対
し
後
者
で
は
、
雲
の
上
に
の

っ
て
両
師
や
笛
公
ら
と
共
に
空
を
か
け
め
ぐ
っ

て
い
て
、一
扇
で
風
を
お
こ
し
て
い
る
。

こ
の
図
の
商
き
方
、
或
い
は
目
の
大
き
い
人
物
の
表
現
な
ど
の
上
で
嘉
祥
函
象
(
図

十
一〉

は
孝
堂
山
商
品
揮
に
非
常
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

孝
堂
山
商
象
の
成
立
時
期
は
、

来
訪
者
の
ら
く
が
き
中
に

「永
建
四
年
」

合
同
由
〉
0
・)
の
年
号
が
あ
る
こ
と
に
よ

リ
そ
れ
を
下
ら
ず
、
ま
た
様
式
か
ら
み
て
、

一
世
紀
後
半
と
さ
れ
た
関
野
貞
氏
の
見

方

令
支
那
山
東
省
に
お
け
る
淡
代
煩
基
の
表
飾
テ
】由
5
)
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。

⑬

関
野
雄

「
半
瓦
当
時
説
」

ω系
統
と
年
代

(『
中
国
考
古
学
研
究
』
℃印】由
l
印
』叶
』申
8
・

東
京
大
学
出
版
)

⑬
同
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
第

一
、
二
隊
編

『
河
南
出
土
空
心
情
明
拓
片
集
』

一
九
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六
三
年
、
北
京
、
三
O
図

⑫

従

上

幸
疑
澗
五
時
、
後
白
麟
、

一
角
而
五
蹄
。

時
又
得
沓
木
、
其
枝
努
出
、
純
復

合
於
木
上
。
上
異
此
ニ
物
、
博
諜
群
臣
。

⑬
凡
諸
衆
瑞
重
至
者
希
。
漢
文
帝
黄
竜
玉
格
。
武
帝
賞
竜
臥
麟
連
木
。
宣
帝
鳳
皇
玉

至
。
臥
麟
神
雀
甘
露
酪
泉
黄
竜
神
光
。
平
帝
白
維
黒
維
。
孝
明
臥
麟
神
復
甘
露
霞
泉

自
維
黒
雑
芝
革
連
木
嘉
禾
。
与
宣
帝
問
奇
。

⑬

前

掲

『中
国
考
古
学
研
究
』
所
収

@

同

⑬

@
長
沙
よ
り
出
土
し
た
戦
国
時
代
の
漆
器
に
は
、
明
ら
か
に
植
物
系
文
様
の
モ
チ
l

ア
が
蘭
か
れ
て
い
る
(
拙
稿

「折
南
西
象
石
に
現
わ
れ
た
一
植
物
系
文
搬
に
つい
て
」
『
美

術
史
研
究
』
第
三
間
早
大
美
術
史
学
会
刊

E
ま
所
収
)
。
ま
た
戦
闘
銅
器
に
は
し
ば
し
ば

花
文
を
型
ど

っ
た
文
様
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

②
太
田
硝
子
氏
は

「中
回
戦
国
時
代
に
於
け
る
樹
木
中
心
文
様
の
西
方
か
ら
の
伝
来

に
つ
い
て
」
(
『
美
術
史
研
究
』
第
三
冊
口
十
大
美
術
史
学
会
刊
L
86
に
お
い
て
、
斉
の
半

瓦
当
に
あ
ら
わ
れ
た
樹
木
中
心
文
が
、
西
方
の
聖
樹
中
心
文
に
由
来
す
る
と
説
明
さ

れ
た
。
結
論
的
に
は
当
時
可
成
り
の
影
響
が
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
認
め
ら
れ

て
よ
い
だ
ろ
う。

⑫
発
時
十
日
並
出
、
草
木
焦
枯
、
発
命
潮
打
仰
射
十
日
、
中
其
九
日
、
日
中
九
烏
皆
死

堕
羽
翼
。

@

十
日
並
出
、
万
物
皆
照
。

@
有
谷
日
温
源
谷
、
湯
谷
上
扶
有
木
、
一
日
方
至
一
日
方
出
、
皆
載
子
烏
。

@

日
出
子
賜
谷
、
浴
子
威
池
、
払
子
扶
桑
、
是
謂
良
明
。
登
子
扶
桑
、
愛
始
将
行
、

是
調
脳
明
。
至
子
出
阿
、

自
疋
調
旦
明
。
至
子
曾
泉
、
是
謂
蚤
食
。
至
子
桑
野
、
是
調

日宮食
。
至
一十
衡
陽
、
是
謂
隅
中
。
至
子
昆
吾
、
是
諮
正
中
。
至
千
鳥
次
、
是
謂
小
選
。

至
子
悲
谷
、
是
調
品問
時
。
至
子
女
紀
、
是
剰
聞
大
選
。
至
子
淵
虞
、
是
調
高
春
。
至
干

連
石
、
是
翻
下
春。

至
子
悲
泉
、
安
止
其
女
、
愛
息
其
馬
、
是
調
県
車
。
至
干
虞
淵
、

是
調
黄
昏
。
至
子
家
谷
、
是
哨閉定
昏。

@

飲
余
潟
於
成
池
今
、
惣
余
轡
平
扶
桑
。

⑧

出
石
誠
彦

「
天
馬
考
」
(
『
支
那
神
話
伝
説
の
研
究
』
昭
和
十
八
年
刊
)

⑧
武
氏
一
族
に
関
し
て
は
、
今
日
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
い
1

。
た
だ一

族
の

一
人
で
あ

る
武
斑
氏
の
事
跡
を
記
し
た
碑
文
に
、

数
娘
長
史
武
君
誇
斑
{干
宣
長
。
普
段
王
武
丁
克
伐
鬼
方
。
元
功
章
柄
、
勲
威
王
府
。

官
族
分
析
図
以
為
代
鷲
。
武
氏
蓋
其
後
也
。
商
周
似
薮
、
歴
正
城
迷
、
不
限
其
美
。

淡
興
以
来
、
爵
位
相
随
、
日
朝
忠
臣
。

(
以
下
略
)

と
い
う
。
武
氏
が
股
王
武
丁
の
後
務
で
あ
る
と
文
中
で
い
う
点
は
、
い
さ
さ
か
付
会

に
す
ぎ
る
よ
う
だ
が
、
淡
代
の
高
官
と
し
て
家
名
を
誇
る
家
が
ら
で
あ

っ
た
ろ
う
こ

と
は
窺
え
る
。
武
斑
は
そ
の
一

人
と
し
て
、
教
組
長
史
と
な

っ
た
人
で
あ

っ
た
。

⑬
『
線
釈
』
巻
六
に
引
か
れ
た

「武
梁
砕
」
文
に
そ
の
名
が
み
え
る
。

@

江

蘇

省
文
物
管
理
委
員
会
編
著

『江
蘇
徐
州
渓
商
象
石
』
図
二
十
七
、
科
学
出
版

社
刊
、

一
九
五
九
年

@

間
宥
集
撲

『
四
川
淡
代
函
象
選
集
』

一
九
五
六
年
、
北
京
、
第
三
十
一
図

@

⑮
参
照

@

出
石
誠
彦

「祉
を
中
心
と
し
て
見
た
る
社
稜
考
」
〔
『
支
那
神
話
伝
説
の
研
究
』
所
収
〉

三
七
九
|
三
九

O
頁

⑧

同
右

⑧

】・。・

3
S
2
2
H
70
2
0
2
7M唱
え

Z
Z
E
E-3〈
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0
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庄
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ロ
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Z
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7
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一・
ド)
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⑨
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E
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E1MMn
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5
5
L司
唱
。

z
k
o
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ι
F
O
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S
E
E
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5
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5
5
1
5・
〈
ロ
-

M

子
司
お
∞
l
g
H
・

3
2ω
L由
HC

⑧

又

六

月

、
辛
来
朔
、
日
有
食
之
、
鼓
用
牲
子
社
。
非
常
也
。
唯
正
月
之
州
剛
、
悠
来

作
。
日
有
食
之
、
於
是
平
用
幣
千
社
、
伐
鼓
干
朝
。

秋
大
水
、
鼓
用
牲
子
社
子
門
、
亦
非
常
也
。
凡
天
災
、
有
幣
無
牲
。
非
日
月
之
官
不

鼓。

⑧
春
卒
求
雨
、
令
県
邑
以
水
日
令
民
藤
社
。

⑩
出
石
氏
前
掲
論
文
註
@

三

六
七
頁

@
社
稜
所
以
有
樹
何
、
尊
而
織
使
人
留
一見
、
師
(即
)
敬
之
。

⑫
摘
出
天
馬
歌
目
、
太

一
院
泊
赤
汗
、
沫
流
赫
士
山
倣
備
、
精
催
奇
箭
師
醐
浮
雲
、
脆
上
馳

体
容
与
、
選
万
里
、
今
安
匹
竜
為
友
。
(『芸
文
類
嫌
』
巻
九
十
三
、
馬
部
所
引
)

⑬

「供
餓
図
」
と
い
う
名
称
は
、
長
広
氏
が
前
掲
論
文
註
①
に
て
、
左
石
室
の
同
場

面
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
。

@
且
惟
昔
者
、
虞
夏
商
周
三
代
之
聖
王
、
其
始
建
国
営
都
目
、
必
択
国
之
正
塩
、
置

以
為
宗
刷
、
必
択
木
之
惰
茂
者
、
宣
以
為
譲
位
。

⑧

建
国
之
神
位
、
右
社
稜
而
左
宗
廟
。
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「テ

レ
ビ
時
代
」
と
い
う
言
裁
が
日
常
的
な
用
語
と
し
て
通
用
す
る
に
い
た
っ
た
今

日
、
ラ
ジ
オ
に
つ
い
1

て
の
表
現
論
は
、
ほ
と
ん
ど
姿
を
絶
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
。
そ
れ

ほ
ど
圧
倒
的
な
テ
レ
ビ
の
普
及
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
新
ら
し
い
メ
デ
ィ
ア
ム
の
登

場
で
、
す
っ
か
り
影
の
薄
く
な
っ
た
ラ
ジ
オ
は
そ
の
表
現
上
の
可
能
性
の
す
べ
て
を
出

し
つ
く
し
て
、
二
次
的
メ
デ
ィ
ア
ム
に
退
き
下
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

即
物
的
な
情
報
伝
達
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
盆
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
視

聴
覚
メ
デ
ィ
ア
ム
で
あ
る
テ
レ
ビ
の
方
が
、
ラ
ジ
オ
に
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ま
さ
っ
て

い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
速
報
は
ラ
ジ
オ
で
、
詳
報
と
解
説
は
テ
レ
ビ
、
反
省
と

検
討
は
新
聞

・
雑
誌
で
、
と
い
う
報
道
情
報
受
容
の
パ
タ
ン
が
成
立
し
て
い
る
の
で
あ

，V
4

ヲ
-A
f

ヲ

.
，
J

A

，
異

ず
し
V
Lv

g

る
。
し
か
し
、
伝
達
で
は
な
く
て
、
表
現
の
問
題
と
し
て
考
え
て
み
る
と
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
ラ
ジ
オ
と
い
う
音
の
み
に
よ
る
表
明
慣
手
段
は
、
そ
の
自
律
的
な
表
現
ジ
ャ

ン
ル
を
柿
立
し
え
た
で
あ
ろ
う
か
。

「音
の
み
」
と
い
う
属
性
が
、
制
約
条
付
と
し
て

の
み
解
さ
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
可
能
な
表
現
の
領
域
が
探
索
さ
れ
つ
く
さ
な
い
ま
ま
、

「商
の
加
わ
っ
た
」
メ
デ
ィ
ア
ム
に
、
安
易
に
関
心
を
そ
ら
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
芸
術
が
、
人
間
性
の
自
由
な
表
現
で
あ
る
な
ら
ば
、
人
類
が
生
み
出
し

た
表
現
手
段
を
十
全
に
活
か
し
た
努
力
を
・
要
求
さ
れ
る
の
は
、
当
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
こ
で
「
ラ
ジ
オ
的
表
現
」
と
よ
ぶ
の
は
、
そ
う
し
た
メ
デ
ィ
ア
ム
の
属
性
自
体
を
、

積
極
的
に
評
価
し
て
、
そ
こ
に
お
い
て
試
ろ
み
ら
れ
る
芸
術
表
現
の
意
で
あ
る
。

こ
の
属
性
は
ひ
と
こ
と
で
い

っ
て
、

「音
に
よ
る
表
現
」
で
あ
る
。
「
立闘
」
と
は
な

に
か
。
そ
こ
に
は
楽
立
闘
を
頂
点
と
す
る
秩
序
立
て
ら
れ
た
音
響
と
い
う
も
の
が
あ
る
。

，
ン
ゲ
』
砂

そ
こ
に
は
、
言
諮
体
系
の
具
象
的
な
表
現
で
あ
る
務
音
が
あ
る
。
ま
た
そ
こ
に
は
、
秩

序
立
て
ら
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
の
音
が
混
在
し
て

い
る
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
す
ベ
て
は

「音
」
で
表
現
さ
れ
る
。

た
し
か
に
音
楽
と
い
う
も
の
は
ラ
ジ
オ
の
得
意
と
す
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
わ
ゆ
る
音
楽
|
|
ラ
ジ
オ
と
い
う
表
現
手
段
を
介
し
て
は
じ
め
て
存
在
し
う
る
音
楽

は
除
く
||

は
、
そ
の
存
在
に
必
ず
し
も
ラ
ジ
オ
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
ム
を
必
要
と
は
し

な
い
。
レ
コ
ー
ド
に
よ
る
音
楽
体
験
と
い
う
も
の
自
体
、
音
楽
美
学
上
さ
ま
ざ
ま
の
問

題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
い
わ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
本
来
の
音
楽

体
験
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
一
因
性
と
臨
場
を
要
件
と

す

る

演

奏

へ

の

接
触
に
お
い
て
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
ラ
ジ
オ
に
よ
る
音
楽
の
放
送
は
、

ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
の
音
楽
の
伝
達
で
あ
り
、
こ
れ
を
ラ
ジ
オ
に
よ
る
表
現
と
よ
ぶ
わ
け

こ
は
い
か
な
い
。

一
方
、
象
徴
で
あ
る
言
語
記
号
に
よ
る
伝
達
な
い

し
表
現
が
あ
る
。
言
語
は
そ
も
そ

も
、
そ
の
音
戸
的
な
性
格
に
特
呉
性
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
象
徴
は
ま
さ
に
音
響
に
由

来
し
て
い
る
。
当
然
、
ラ
ジ
オ
の
得
意
と
す
る
ジ
ャ
ン
ル
と
な
る
。
詩
の
朗
読
、
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
な
ど
は
、

ラ
ジ
オ
独
自
の
領
域
と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ

- 80-



が
、
あ
く
ま
で
も

「意
味
を
も
つ
こ
と
」
、

い
い
か
え
れ
ば
、
語
象
徴
の
特
定
機
能
た

る
、
あ
る
思
考
ま
た
は
指
示
を
よ
び
起
す
こ
と
を
意
図
と
し
て
持
つ
場
合
、
簡
単
に
い

う
な
ら
ば
、
そ
れ
が
言
語
表
現
に
と
ど
ま
る
限
り
、
い
か
に
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
と
よ
ん
で

み
て
も
、

そ
れ
は
演
劇
あ
る
い
は
文
学
の
代
替
行
為
の
場
に
お
け
る
表
現
と
な
り
、
言

葉
の
正
し
い
意
味
に
お
い
て
、
エ
ク
ス
プ
レ
シ
ョ

ン
と
は
い
え
な
い

の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
「
ラ
ジ
オ
的
表
現
」
は
い
か
に
し
て
自
律
的
な
表
現
ジ
ャ
ン
ル
た
り
う
る

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
な
に
か
す
で
に
あ
る
も
の
の
再
生
的
伝
達
で
は
な
い
は
ず
で

あ
る
。
そ
れ
は
す
で
に
確
立
さ
れ
た
表
現
ジ
ャ
ン
ル
の
媒
介
に
と
ど
ま
る
は
ず
も
な
い
。

ラ
ジ
オ
が
あ
く
ま
で
「
音
」
に
お
い
て
表
現
を
す
る
手
段
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
一
方

に
音
響
の
秩
序
た
る
音
楽
を
、
他
方
に
、
語
象
徴
の
機
能
の
発
揮
た
る
言
一
語
表
現
を
持

つ
「
音
」
表
現
の
ス
ペ
ク
ト
ル

の
中
間
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
だ
、
と
い
う
よ
り
ほ

か
は
な
い
。
こ
れ
を
簡
単
に
図
示
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

M 

L 

s 

M
は
音
楽
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
間
の
音
響
感
覚
の
特
性
に
基
づ
い
て
秩
序
立
て
ら
れ

た

三口
」
の
芸
術
で
あ
る
。
L
は

「
こ
と
ば
」
で
あ
り
、
人
間
の
誇
象
徴
の
特
定
機
能

た
る
意
味
の
伝
達
の
函
で
の
極
で
あ
る
。

S
は
よ
関
」
で
あ
り
、
こ
れ
は

M
の
方
向
に

も
‘
L
の
方
向
に
も
可
能
性
と
し
て
志
向
を
持
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
L
自
体
が
5

に
向
か
う
志
向
を
、
ま
た
、
M
自
体
が

S
に
向
か
う
志
向
を
有
し
て

い
る
と
も
い
え
る
。

そ
こ
で
、

L
か
ら

5
に
向
か
う
が
全
面
的
に

S
に
は
な
ら
な
い

、
あ
る
い
ほ
し
か
ら

M

に
向
か
う
が
、
全
面
的
に

M
に
は
な
ら
な
い
状
況
、

M
か
ら

S
に
、
ま
た

L
に
向
か
う

が
、
全
面
的
に

S
に
、

ま
た

L
に
は
な
ら
な
い
状
況
、
さ
ら
に
、

S
か
ら

M
に
、
あ

る
い
は

L
に
向
か
う
が
全
面
的
に

M
に
、
あ
る
い
は

L
に
な
ら
な
い
状
況
、
こ
う
い
っ

た
中
間
に
お
い
て
成
立
す
る
表
現
の
揚
が
、
こ
こ
で
対
象
と
し
て
い
る

「
ラ
ジ
オ
的
表

現
」
の
場
と
な
る
。

中
間
と
い
う
言
葉
は
、
価
値
評
価
を
加
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
受
け
取
ら
れ
や
す
い

が
、
比
峨
的
に
ヤ
え
ば
、

「
こ
と
ば
」
が
意
味
伝
達
機
能
の
衣
裳
を
脱
ぎ
か
か
っ
た
状

況
、
音
が
音
と
し
て
の
指
示
性
の
手
袋
を
と
り
か
か

っ
た
状
況
、
音
楽
が
絶
対
音
楽
的

な
音
の
秩
序
と
ハ
ー
モ
ニ

ー
の
胴
着
を
は
ず
し
か
か
っ
た
状
況、

い
い
か
え
る
と
、
そ

う
い

っ
た
本
来
の
ー
ー
と
い
う
こ
と
は
あ
く
ま
で
現
実
世
界
の
||
外
見
を
保
た
せ
て

い
る
磁
場
か
ら
離
れ
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
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2 

こ
う
し
た

「
ラ
ジ
オ
的
表
現
」
が
具
体
的
に
は
い
か
な
る
形
を
と

っ
て
可
能
と
な
る

か
を
、
作
品
例
を
通
じ
て
い
さ
さ
か
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
と
り
あ
げ
る
作
品
は
、

シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
詩
人
ア
ン
ド
レ

・
プ
ル
ト
ン
の
『
ナ
ジ
ャ
』
に
基
づ
い
て
、

ア
ン
ド
レ

・
ア
ル
ミ
ュ
ロ
が
書
い
た
『
星
に
き
ら
め
く
ナ
ゾ
ャ
』
で
あ
る
。
両
作
品
に

つ
い
て
は
少
し
解
説
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、

「
ラ
ジ
オ
的
表
現
一
と

シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
倒
係
に
つ
い
て
二
三
言
及
し
て
お
き
た
い
。



『
ナ
ジ
ヤ
』
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
作
家
は
好
ん

で
夢
や
狂
気
の
状
態
を
と
り
あ
げ
る
。
こ
れ
は
シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
と

っ
て
は
そ

の
本
質
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
夢
や
狂
気
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
無
意

識
的
自
我
|
|
白
プ
ル
ト
ン
は
こ
れ
を

ω
E
と
よ
び
、
フ
ロ
イ
ト
は
か
つ
て
こ
れ
を

開
ω

と
よ
ん
だ
ー
ー
が
自
己
を
あ
ら
わ
す
。
シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
独
自
の
手
法
で
あ
る

自
動
記
述
法
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
無
意
織
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
述
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
無
意
識
的
自
我
は
、
そ
う
し
た
夢
や
狂
気
の
状
態
に
お
い
て
し
か
、

自
己
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
は
、
覚
醒
し
た
状
態
に
あ

っ
て
は
、
意
識
的
自
我
|
|
ブ
ル
ト
ン
は
こ
れ
を

ヨ
E
と
よ
び
、
フ
ロ
イ
ト
は

切開。

と
よ
ん
だ
ー
ー
が
、
社
会
的
動
物
と
し
て
の
人
間
の
社
会
に
対
す
る
外
面
的
適
応
を
確

保
し
て
い
る
。

「
フ
ロ
イ
ト
に
言
わ
せ
る
と
、
こ
の
世
界
〔

S
F
の
世
界
。
:
引
用
者
〕
は
各
種
の

無
意
機
的
な
欲
望
や
人
に
打
ち
あ
け
が
た
い
!
さ
ま
ざ
ま
な
性
向
の
象
徴
で
あ
り
、
こ
の

世
界
を
理
解
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
間
は
自
己
の
全
的
な
意
識
に
達
し
う
る
は
ず
で

あ
る
。
人
は
や
や
も
す
る
と
、
こ
の
財
宝
を
闘
の
な
か
に
放
置
し
、
突
入
生
に
お
い
て

成
功
し
よ
う
と
し
て
動
き
ま
わ
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
は
つ
ま
り
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の

存
在
を
分
断
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
」

(
イ
グ

・
デ
ュ
プ
レ
シ
ス

『
シ
ュ

l
ル
レ

ア
リ
ス
ム
』
邦
訳

「
文
庫
ク
セ
ジ
ュ

」
四
二

l
四
三
頁
〉

本
来
、
自
己
の
全
的
な
意
識
を
保
障
さ
れ
て
し
r
る
人
間
が
、
現
実
の
社
会
に
お
い
r
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
の
制
約

・
抑
圧
|
|
社
会
制
度
上
、
慣
習
上
の

「秩
序
」
ー
ー
に
よ

っ

て
、
存
在
を
分
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
考
え
て
み
よ
う
。
例
え
ば
言
出
師
、

ソ
シ
ュ

l
ル
流
に
い
!
え
ば
ラ
ン
ク
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
か
わ
ば
、
言
街
社
会
の
成
貝
の
心
に
貯
え
ら
れ
た
象
徴

・
印
象
の
体
系
で

あ
る
。
「
こ
と
ば
」
が

「
こ
と
ば
」
と
し
て
の
象
徴
機
能
を
充
分
に
発
御
す
る
た
め
に
は
、

勝
手
な
1
|
体
系
か
ら
外
れ
た
|
|使
用
は
認
め
ら
れ
な
い
。
シ

ユ
|
ル
レ
ア
リ
ス
ム

a

，vぺ
4

.匁A
-

ママ

は
、
こ
う
し
た
抑
圧
さ
れ
た

「
こ
と
ば
」
の
現
実
を
く
つ
が
え
す
。
位
置
転
換
に
よ
る

慣
習
の
否
定
、
象
徴
機
能
の
剥
奪
か
ら
こ
と
ば
の
記
号
化
、
そ
う
し
た
手
法
は

「音」

の
み
に
よ
る
表
現
で
あ
る
ラ
ジ
オ
に
お
い

て
、
き
わ
め
て
適
用
自
由
な
場
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

同
じ
こ
と
は
、
シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
重
要
な
概
念
で
あ
る

「
オ
ブ
ジ
ェ

」
に
つ

い
ト
て
も
か
え
る
。
シ
ュ

1
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
お
け
る
こ
の
概
念
に
つ
い
て
、
稲
田
三
吉

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い

っ
て
い
る
。

「

nro
E
の
ほ
う
は
、
そ
の
ラ
テ
ン
語
の
語
源
か
ら
し
て
も
、
人
間
と
対
象
で

あ
る
も
の
と
の
関
係
を
つ
ね
に
考
慮
し
た
、
つ
ま
り
、
両
者
の
聞
の
相
関
関
係
に

お
い
て
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
人
聞
が
何
ら
か
の
使
用
目
的
を
も

っ

て
自
然
か
ら
奪
い
と

っ
て
き
た
も
の
、
あ
る
い
は
自
然
の
な
か
の
さ
ま
ぎ
ま
な
素
材
を

組
み
あ
わ
せ
て
作

っ
た
も
の
、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
日
常
の
生
活
の
周
聞
に
見
い
だ
さ

れ
る
も
の
、
ぞ
れ
が
す
ベ
て
の
7

2
0

で
あ
る
。

・・

:
o
F
』
旦
ハ
客
体
)
と
は
、
も
ち

ろ
ん

E
W円
(
主
体
〉
に
対
照
し
て
お
か
れ
た
概
念
で
あ
る
が
、
。
r
o
E
の
よ
う
に
主

体
と
の
相
関
関
係
に
お
い
r
て
と
ら
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

o
Z
E
は
そ
れ
自
体
、

E
B戸
と
は
無
関
係
に
、
独
立
し
て
存
在
し
て
い
十
る
。
こ
の
よ
う
な
、
人
間
に
よ

っ
て

飼
い
な
ら
さ
れ
て
い
ー
な
い
ー
も
の
、
つ
ま
り
何
ら
か
の
使
用
の
目
的
を
は
な
れ
て
、
そ
れ

自
体
で
存
在
し
て
い
ト
る
よ
う
な
も
の
は
、
お
そ
ら
く
近
代
生
活
を
い
!
と
な
ん
で
い
る
わ

れ
わ
れ
の
身
辺
に
は
ひ
と
つ
も
な
い
に
ち
が
い
な
い
!
。

ン

ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
は
、

n
r
g伶
か
ら
そ
の
使
川
目
的
を
奪

ur
、

あ
る
い
は
そ
の

ng

z
が
本
来
そ
こ
に
お
い
r

て
の
み
使
用
さ
る
べ
く
定
め
ら
れ
た
場
所
か
ら
、
他
の
場
所
へ
と
そ
れ
を
移
し
か
え
て
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。
g
E
を
作

っ
た
わ
け
で
あ
る
。
」
(
ブ
ル
ト
ン
『
ナ
ジ
ベ
』
の
解
説
、
稲
閉
駅

『
ナ
ジ
ヤ
』

現
代
岡
山
潮
社
.
二
一
三
I
一
二
五
一
良
〉

引
用
が
長
く
な

っ
た
が
、
こ
こ
で
も

「
こ
と
ば
」
と
同
じ
よ
う
に
、
も
の
に
つ
い
て

の
制
約
と
そ
の
解
放
が
課
題
に
な
っ
て
ヤ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
課
題
と

「
ラ
ジ
オ
的
表

現
L

と
が
ヤ
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。
こ

こ
で
ミ
ュ
ジ
ジ
ク

・
コ
ン
ク
レ
ー
ト
の
問

題
が
出
て
く
る
。
ミ

ュ
ジ
ッ
ク

・
コ
ン

ク
レ
ー
ト
を
創
案
し
た
ピ
エ

ー
ル
・
シ
ェ
フ
ェ

ー
ル
は
、
鐙
の
音
を
収
録
し
、
そ
の
衝
撃
音
部
分
を
切
り
離
し
て
、
新
ら
し
い
、
兵
な

っ
た
音
を
得
た
と
き
、
こ
れ
を

「音
の
オ
ブ
ジ
ェ

」
と
呼
ん
だ
。
つ

ま
り
、
音
を
生
み

出
し
た
も
の
、

「音
体
」

E
弓

g
ロ。
5
か
ら
切
り
離
さ
れ
、
そ
れ
自
体
で
独
立
し

た
も
の
、
ヤ
ヤ
か
え
れ
ば
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
音
の

「意
味
」
か
ら
の
剥
奪
で
あ
り
、
こ
う
し
た
音
の
与
件
か
ら
採
取
さ
れ
た
素
材
で
構
成

さ
れ
た
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
い
う
立
場
を
、

シ
ェ
フ
ェ

ー
ル
は
ミ
ュ
ジ
ッ
ク

・
コ
ン
ク

レ
ー
ト
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に、

シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
根
本
的
思

想
と

一
致
す
る
。
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
収
録

・
編
集

・
再
生
を
生
命
と
す
る
ミ
ュ
ジ

ツ
ク

・
コ
ン
ク

レ
ー
ト
は
、
ラ
ジ
オ
に
お

い
て
ど
こ
よ
り
も
自
由
な
表
現
の
揚
を
見
出

し
う
る
の
で
あ
る
。
ミ
ュ
ジ
ッ

タ

・
コ
ン

ク
レ
ー
ト
が
、
楽
音
の
よ
う
な

「
概
念
化
さ

ヲ

@司

L
R
&

れ
た
」
音
ゃ
、
楽
曲
の
よ
う
な
形
式
に
よ
る
表
現
を
も
と
え
て
、
直
接
に
人
間
の
内
奥

に
訴
え
る
音
の
表
現
力
の
開
拓
に
な
り
う
る
と
き
、
そ
れ
は
ま
た、

シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ

ス
ム
の
究
極
の
目
的
と
し
た
人
間
精
神
の
自
由
な
飛
限

へ
と
、
わ
れ
わ
れ
た
導
く
も
の

に
な
る
の
で
あ
る
。

3 

原
作

『
ナ
ジ
ャ
』
は
、
ア

ン
ド
レ

・プ
ル
ト
ン
が
一

九
二
七
年
の
夏
、
書
い
た
も
の
で
、

シ
ユ

|
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
思
想
の
具
現
化
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。

(
邦
訳
は

品
川
記
の
よ
う
に
詩
人
稲
岡
三古
田
氏
に
よ
る
す
ぐ
れ
た
も
の
が
、
一
九
六
二
年
に
出
て
い
る
J

『
ナ
ジ
ャ
』

は
ブ
ル
ト
ン
自
身
の
体
験
か
ら
生
ま
れ
た
具
体
の
世
界
の
中
の
超
現
実
の

記
述
で
あ
る
。
ナ
ジ
ャ
は
ど
こ
か
ら
現
わ
れ
た
か
分
ら
な
い
1

妖
精
の
よ
う
な
女
で
あ
る

が
、

「
私
」
が
こ
の
女
性
と
出
会
い
ト
、
自
分
の
合
理
的
な
因
果
の
判
断
の
外
で
生
起
す

る
さ
ま
ざ
ま
の
偶
然
に
導
か
れ
て
、
捕
え
難
い
超
現
実
の
体
験
を
す
る
。
『
ナ
ジ

ヤ
』

の
、
分
訟
で
い

っ
て
は
じ
め
の
三
分
の
一
は
、
ナ
ジ
ャ
と
の
物
語
に
入
る
序
の
部
分
で
、

過
去
十
年
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
不
思
議
な
出
来
事
が
諮
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
序
の
中
に
完

全
な
記
述
と
し
て
、
フ

ォ
ン
テ

l
ヌ
街
の

「
二
仮
面
劇
場
」
で
見
た
吸
血
鬼
と
同
性
愛

の
に
じ
ん
だ
芝
居

『
気
の
狂

っ
た
女
た
ち
』
の
大
体
の
筋
が
入

っ
て
い
る
。
ナ
ジ
ャ
と

の
物
語
に
入

っ
て
か
ら
は
、
か
な
り
タ
ロ
ノ
ロ

ジ
カ
ル
に
物
諮
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の

不
思
議
な
、
コ
カ
イ
ン
中
議
か
も
知
れ
な
い
女
性
は
、
最
後
に
は
精
神
病
院
に
入
れ
ら

れ
て
し
ま
う
。
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ラ
ジ
オ
の
方
の

『
ナ
ジ
ャ
』
は
、
こ
の
原
作
に
も
と
，
つ
い
て
、
ア
ン
ド
レ

・
ア
ル
ミ

ユロ

が
書
い
た
も
の
で
、
時
間
に
し
て
七
十
一
分
半
の
も
の
で
あ
る
。
ア
ル
ミ

ュ
ロ
は

序
の
部
分
に
出
て
い
た

『
気
の
狂

っ
た
女
た
ち
』
の
芝
居
を
、
ナ
ジ
ャ
と

「
私
」
と
の

ラ
ン
デ
グ
l
の
問
に
、
七
つ
の
部
分
に
分
割
し
て
折
り
込
ん
で
い
る
。
ご
く
単
純
に
説

明
す
る
な
ら
ば
、
ア
ル
ミ
ュ
ロ
は

『
ナ
ジ
ャ
』
の
原
作
を
、
ブ
ル
ト
ン
で
あ
る
ナ
レ

ー

タ
ー
の

「
私
」
と
、
コ
カ
イ
ン
中
毒
ら
し
い
ナ
ジ
ャ
と
の
物
語
の
線
と
、
こ
れ
に
交
錯

し
て
、

『
気
の
狂

っ
た
女
た
ち
』
の
芝
居
の柚
酬
を
、
と
しr
う
こ
と
は
い

いγ
か
え
れ
ば
、

ナ
ジ
ャ
と
同
じ
女
優
に
よ

っ
て
演
じ
ら
れ
る
コ
カ
イ
ン
中
蒜
ら
し
い
1

ソ
ラ
ン
ジ
ュ
が
美

し
い
少
女
を
殺
害
し
、

そ
の
死
体
が
戸
棚
か
ら
発
見
さ
れ
る
と
い
う
異
常
な
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク

ス
に
終
わ
る

『気
の
狂

っ
た
女
た
ち
』
の
線
と
、
ナ
ジ
ャ
が
精
神
病
院
に
入
れ
ら



れ
て
姿
を
消
す
に
い
た
る
と
い
う
線
と
を
、
同
じ
高
み
に
い
た
る
ら
旋
の
よ
う
に
交
錯

さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
ル
ミ
ュ
ロ
は
、
原
作
に
な
い
プ
ル
ト
ン
の
詩
句
を
自
由
に
加

え
て
い
る
。
こ
と
に
最
後
に
近
い
部
分
の
三
分
間
に
は
、
プ
ル
ト
ン
の
持
『
自
由
な
結

合
』
の
全
篤
を
入
れ
て
い
る
。

4 

は
じ
め
に
図
示
し
た
と
こ
ろ
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
ラ
ジ
オ
作
品
の
表
現

に
つ
い
て
大
ま
か
に
い
っ
て
分
析
は
、

「音
」
、
「
音
楽
」
、
「
こ
と
ば
」
の
各
領
域
に
お

い
て
可
能
で
あ
る
。
各
領
域
に
つ

い1
て
典
型
的
な
も
の
の
み
を
あ
げ
て
説
明
し
た
い
と

田
u
-フ。
「
音
の
領
域
」

a

街
頭
ノ
イ
ズ

「
私
」
は
ナ
ジ
ャ
と
ラ
ン
デ
グ
ー
を
重
ね
る
が
そ
の
場
面
は
当
然
、
街
頭
と
な
る
。

そ
の
街
頭
で
は
二

0
年
代
の
自
動
車
の
エ
ン
ジ
ン
が
ひ
び
き
、
石
だ
た
み
を
急
ぎ
足

で
近
づ
い
て
く
る
ナ
ジ
ャ
の
足
音
が
コ
ツ
コ
ツ
と
聞
え
て
く
る
。
人
声
も
す
る
。
そ

う
し
た
音
声
は
か
な
り
ジ
ア
ル
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
ナ
ジ
ャ

が
自
分
の
思
い
出
に
ひ
た
っ
た
り
、
少
し
ば
か
り
錯
乱
に
陥

っ
た
り
す
る
シ

l
ン
で

は
、
そ
の
背
音
で
あ
る
街
頭
の
人
声
が
変
質
す
る
。
こ
れ
は
ノ
ー
マ
ル
な
ス
ピ
ー
ド

で
収
録
さ
れ
た
も
の
を
半
分
の
ス
ピ
ー
ド
に
落
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

人
声
の
ノ
イ
ズ
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
現
実
の
中
の
超
現
実
と

し
て
の
性
格
を
与
え
ら
れ
て

い
る
。

b 

『
気
の
狂

っ
た
女
た
ち
』
の

芝
居
の
中
の
時
計
の
音

こ
の
芝
居
は
女
学
校
長
室
を
舞
台
に
し
て
進
行
す
る
が
、
そ
の
第
三
、
第
五
の
挿

入
節
分
に
時
計
の
音
が
使
わ
れ
て
い
る
。
第
三
部
分
は
時
計
の
振
子
の
音
、
第
五
部

分
は
時
を
打
つ
音
。
第
三
部
分
は
い
ら
い
ら
し
て

y
ラ
ン
ジ
ュ
の
来
る
の
を
待
っ
て

い
る
女
学
校
長
の
前
に
や
っ
と
ど
7
ン
ジ
ュ
が
現
わ
れ
、
二
人
で
美
し
い
少
女
の
こ

と
を
夢
中
に
な

っ
て
話
す
場
面
。
こ
こ
で
は
は
じ
め
か
ら
時
計
の
音
が
聞
え
て
い
る
。

久
し
ぶ
り
に
会

っ
て
日
常
的
な
せ
り
ふ
の
や
り
と
り
の
あ
と
、
ど
う
や
ら
ソ
ラ
ン
ジ

ュ
は
コ
カ
イ
ン
の
注
射
を
す
る
ら
し
い
が
、
そ
れ
か
ら
二
人
は
秘
儀
的
な
話
合
い
を

は
じ
め
る
。
美
し
い
少
女
を
め
ぐ
る
血
の
に
お
う
話
。
こ
の
後
半
部
分
に
な
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
時
計
の
音
が
急
に
半
音
下
が
る
。
こ
こ
で
も
時
計
の
音
と
識
別
さ
れ
は

す
る
も
の
の
、
現
実
の
音
そ
れ
自
体
で
は
な
い
。
第
五
部
分
は

一
人
の
美
し
い
少
女

の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
、
女
学
校
長
、
学
校
医
、
ろ
れ
つ
の
回
ら
な

い
頭
の
お
か
し
な
庭
師
な
ど
が
集
ま

っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
は
去
年
も
あ
っ
た
と
話

し
あ
っ
て
い
る
場
面
。
こ
こ
で
は
、
は
じ
め
か
ら
時
計
が
時
を
打

っ
て
い
る
。

と
こ

ろ
が
途
中
か
ら
、
「
死
」
が
し
の
び
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
観
客
に
分
か
る
頃
か
ら
、

こ
の
時
計
の
音
の
テ
ン
ポ
は
念
に
落
ち
る
。

c

駅
の
汽
笛

「
私
は
し
だ
い
に
彼
女
の
ひ
と
り
ご
と
に
つ
い
て
ゆ
く
の
が
苦
し
く
な

っ
て
き

た
」
と

「
私
」
が
意
識
し
出
し
た
あ
る
夜
、
二
人
は
パ
リ
を
離
れ
て
ど
こ
か
へ

行
こ

う
と
サ
ン

・
ラ
ザ

l
ル
駅
に
向
か
う
。
駅
で
ナ
ジ
ャ
は
、

「
い
っ

た
い
だ
れ
が
ゴ
ル

ゴ
ン
を
殺
し
た
の
。
ね
え
、
だ
れ
?
」
と
、
反
復
し
、
口
ば
し
る
。
そ
の
場
面
の
背

景
が
汽
笛
で
あ
る
が
、
と
れ
は
テ

l
プ
処
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

G
と
A
の

二
度
音
程
の
聞
き
で
音
は
交
錯
し
て
い
る
。
そ
れ
は
汽
笛
そ
の
も
の
で
は
な
く
な
っ
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て
い
る
。
し
か
し
。
な
お
、
汽
笛
ら
し
い
も
の
と
し
て
|
|
指
示
の
機
能
を
コ
ン
テ

キ
ス
ト
の
中
で
|
|
認
識
さ
れ
る。

2

音
楽
の
領
域

こ
の
作
品
で
音
楽
を
担
当
し
て

い
る
の
は
モ

l
リ
ス
・
ジ
ャ

l
ル
で
あ
る
。
全
体
的

に
い
え
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
舎
か
れ
て
い
る
音
楽
は
、
ミ
ュ
ジ
ッ
ク

・
コ
ン
ク

レ
ー
ト

の
明
ら
か
な
影
響
を
受
け
、
音
楽
を
旋
律
性
の
優
位
の
上
に
考
え
る
考
え
方
が
排
除
さ

れ
、
音
色
と
衝
撃
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
マ
ス
と
し
て
の
音
の
か
た
ま
り
の
表
情
的
な
ク
レ

シ
エ
ン
ド
、
デ
ィ
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

間口頭
、
こ
の
全
体
の
作
品
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、
フ
ル

・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
よ
る
マ
ッ
シ
ヴ
な
音
塊
の
急
迫
す
る
ク
レ

ッ
シ
ェ
ン
ド
の
反
復
、
そ
の
中
か

ら
ソ
ロ

・
ハ
イ
オ
リ
ン
の
高
音
域
の
ト
レ
モ
ロ
が
引
き
出
さ
れ
る
。
こ
の
部
分
全
体、

テ
1
プ
速
度
は
倍
に
早
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
テ

l
プ
処
理
は
随
所
に
見
ら
れ

る
。
あ
る
場
合
に
は
、
マ
ッ
シ
グ
な
音
の
上
に
、
テ
l
プ
処
理
|

|
速
度
に
附
し
て

の
ー
ー
を
し
な
い
弦
の
持
続
音
が
の
せ
ら
れ
る
。

オ
プ
セ
ッ
シ
ヴ
な
反
復
は
、
ミ
ュ
ジ
ッ
ク

・
コ
ン
ク
レ

ー
ト
の
技
術
的
な
本
質
と

も
つ
な
が
り
が
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
の
音
楽
も
音
も
、
そ
し
て

「
こ
と

ば
」
も
、
す
べ
て
が
、
そ
の
原
則
の
上
に
流
動
し
て
い
る
と
い
え
る
。
セ

l
ヌ
河
岸

に
そ

っ
て
歩
い
て
い
た
あ
る
夜
、
ナ
ジ
ャ
は
錯
乱
の
状
態
で
叫
ぶ
。
そ
こ
の
場
面
、

河
岸
の
ラ
ン
デ
ヴ
l
の
音
楽
は
金
管
楽
器
の
闘
の
厚
い
波
の
う
ね
り
で
あ
る
。

Lm
l

G
i
F
i
A
↓

G
i
F
i
G
と
い
う
う
ね
り
が
幾
度
も
幾
度
も
く
り
返
さ
れ
る
。
そ

の
上
に
乾
い
た
音
で
シ

ロ
フ
北
ン
が
走
る
。
音
楽
処
理
に
お

い
て
、
音
の
動
く
幅
が

狭
い
の
が
、
こ
の
作
品
の
音
楽
の
特
色
で
あ
る。

旋
律
性
を
排
除
し
、

一
方
で
オ
ブ

セ
シ

シ
グ
な
表
現
を
意
図
し
て
、
音
は
き
わ
め
て
狭
い
範
囲
を
執
助
に
上
下
す
る
。

「
こ
と
ば
」
の
領
域

こ
の
作
品
で
は
、
こ
の

「
こ
と
ば
」
の
領
域
に
お
い
て
こ
そ
、
脚
色
者
(
ア
ン
ド
レ

・
ア
ル
ミ
ュ
ロ
)
、
作
曲
家

ハ
モ
l
リ
ス
・
ジ
ャ

l
ル
)
、
演
出
者
ハ
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ッ
ク

・
グ
ィ
エ
ル
ヌ
)
三
者
の
「
ラ
ジ
オ
的
表
現
」
を
目
指
し
て
の
、
コ
ラ
ボ
ラ
シ
オ
ン
の

密
度
が
高
く
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

3 

「
私
」
が
は
じ
め
て
ナ
ジ
ャ
に
会

っ
た
目
、
ナ
ジ
ャ
は

「私
」
が
結
婚
し
て
い
る

こ
と
を
知

っ
て
落
胆
す
る
。
そ
の
場
面
に
つ
づ
い
て
、
打
楽
器
の
連
打
と
な
り
、
そ

の
中
か
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
フ
ィ
ギ

ュ
ア
が
浮
き
出
て
き
て
、
コ
ー
ラ
ス
と
な
る
。

こ
の
コ
ー
ラ
ス
の

「
こ
と
ば
」
は、

「ボ
ワ
ジ

・
シ
ャ
ル
ボ

ン」
、

カ
メ

・
デ
ュ

l

L
P

」、

「
メ
ゾ
ン

・
ル
ー
ジ
ュ
」
、

「
ポ
リ
ス
」
と
い

っ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、

「ボ
ワ
ジ

・
シ
ャ
ル
ボ
ン
」
と
い
う
の
は
、

「薪
炭
商
」
の
看
板
の
文
字
で
あ
り
、

原
作
の
序
の
部
分
で
、
現
実
の
中
の
超
現
実
的
偶
然
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
に
な

っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
日
曜
日
、
歩
き
ま
わ

っ
て
、
薪
炭
商
の
底
が
ど
こ
に
現

わ
れ
る
か
を
不
思
議
に

「
私
」
は
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
は
、

「私
」
は
、

「
あ
の
幾
つ
も
の
円
形
を
し
た
薪
の
一
つ
の
イ
メ
ジ
に
よ

っ
て
、
教
え
ら
れ
導
か
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
オ
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
、

「私
」
の
頭
に
こ
，ひ

り
つ
く
。
原
本
に
は
こ
の
看
板
を
か
か
げ
た
底
の
写
真
が
出
て
い
る
。
「
カ
メ

・
デ

ュ
l
ル
」
と
い
う
の
は
、

「
ら
で
ん
細
工
」
と
い
う
看
板
の
文
字
の
こ
と
で
、
こ
れ

は
序
で
は
な
く
本
文
の
中
に
あ
り
、
写
真
が
出
て
い
る
。
あ
る
日
、

「私
」
と
ナ
ジ
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ヤ
が
町
を
歩
い
て
い
る
と
一
人
の
老
婆
が
鉛
悠
を
か
し
て
く
れ
と
い
う
。
そ
の
老
婆

は
、
自
分
は
カ
メ

1
夫
人
を
尋
ね
て
き
た
の
だ
が
、
あ
い
に
く
留
守
だ
と
つ
げ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
事
件
は
不
思
議
に
も
、

「
カ
メ

・
デ
ュ

l
ル
」
つ
ま
り
ら
で
ん
細
工

の
庖
の
前
で
起

っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、

「
メ
ゾ
ン

・
ル
ー
ジ
ュ
」
と
「
ポ
リ

ス」

は
序
の
部
分
に
出
て
く
る
も
の
で
あ
日
、

「
私
」
が
ル
イ

・
ア
ラ
ゴ
ン
に
教
え

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

「
メ
ゾ
ン

・
ル
ー
ジ
ュ

」
と
い
う
ホ
テ
ル
の
看
板

が
、
あ
る
角
度
か
ら
み
る
と

「
メ
ゾ
ン
」
が
消
え
て

「
ル
ー
ジ
ュ

」
と
い
う
文
字
が

「ポ
リ
ス
」
と
い
う
よ
う
に
読
め
る
と
い

っ
た
判
明
党
の
幻
影
で
あ
る
。
こ
の
体
験
が

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う
な
体
験
が
つ
づ
く
と
い
う
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
る

わ
け
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
オ
で
は
、
こ
う
し
た
視
覚
の
幻
影
を
音
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
で

表
現
し
て
い
る
。
打
楽
器
の
連
打
は
す
ぐ
に
四
拍
子
の
リ
ズ
ム
と
な
り
、
そ
の
リ
ズ

ム
に
の
せ
て
男
声
が

「
ボ
ワ
ジ

・
シ
ャ
ル
ボ
ン
、
ボ
ワ
ジ

・
シ
ャ
ル
ボ
ン
」
と
は
じ

め
る
。
そ
れ
に
重
ね
て
女
声
で

「
カ
メ
・
デ
ュ

l
ル
、
カ
メ

・
デ
ュ

l
ル
」
と
つ
づ

き
、
さ
ら
に
、

「
メ
ゾ
ン

・
ル
ー
ジ
ュ

」
、

「
ポ
リ
ス
」
と
重
ね
ら
れ
る
。
ヵ
メ

・

デ
ュ

l
ル
」
が
出
る
こ
ろ
に
は
打
楽
器
の
リ
ズ
ム
は
消
え
て
、
声
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

だ
け
に
な
る
。
な
お
、
看
板
の
方
は
本
来

E
Z
2
・
n
r
R
g
Ruな
の
で
あ
る
が
、
音

楽
的
処
理
の
た
め
ぷ
"=
を
入
れ
て
、

「ボ
ア
」
の

J
3
を
有
戸
化
し
、
四
シ
ラ

ブ
ル
に
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
中
で
、

「
こ
と
ば
」
が
そ
の
意
味
伝
達
の
機
能
か
ら

脱
却
し
て
、
音

e
r
o
Eヨ
2
)
の
方
向
へ
、
そ
し
て
音
楽
の
方
向
に
向
か

っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
こ
で
も
、
意
味
を
す

っ
か
り
失
う
ほ
ど
に
は
遠
ざ
か
ら

な
い
の
で
あ
る
。

5 

こ
の
小
論
で
は
、

「
ラ
ジ
オ
的
表
現
」
を
、
ラ
ジ
オ
に
お
い
て
の
み
独
自
に
可
能
な

表
現
と
し
て
、
音
楽
で
も
な
い
、
ド
ラ
マ
で
も
な
い
、
い
わ
ば
「
あ
い
ま
い
性
」
の
領

域
の
積
極
的
評
価
を
試
み
た
。
あ
る
い
は
、
例
と
し
て
あ
げ
た
作
品
の
た
め
も
あ

っ
て
、

あ
ま
り
に
シ
ュ

1
ル
レ
ア
リ
ス
ム
に
即
し
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し

か
し
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
は
今
日
ふ
た
た
び
検
討
が
行
な
わ
れ
、
新
ら
し
く
評
価
が
下

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
シ
ュ

l
ル
レ
ア
リ
ス
ム
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
よ
り
一

般
的
な
現
代
表
現
論
の
一
環
た
り
う
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、

「音
」
に
よ
る
表
現
手
段
で
あ
る
ラ
ジ
オ
の
表
現
上
の
可
能
性
は

い
ま
だ
探
究
さ
れ

つ
く
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
現
代
に
お
け
る
人
間
性
の
十

全
の
発
現
と
い
う
大
き
な
問
題
と
の
か
か
わ
り
合
い
の
中
で
、

「
ラ
ジ
オ
的
表
現
」
が

よ
り
広
く
論
議
さ
れ
、
作
品
の
う
ち
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

な
お
、
ブ
ル
ト
ン
の
原
作
に
よ
る

『
星
に
き
ら
め
く
ナ
ジ
ャ
』
の
録
音
テ

l
プ
を
聴

く
機
会
を
提
供
さ
れ
た

N
H
K
の
放
送
文
化
研
究
所
の
ご
好
意
に
対
し
厚
く
お
礼
を
申

し
述
べ
た
い
。
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イ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク・

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

(
そ
の
普
及
と
効
用
)

舟-

美

登

利

口

さ
の
み
遠
く
な
い
r
過
去
に
お
い
て
は
、
高
度
の
ぜ
い
た
く
品
と
み
な
さ
れ
て
い
た
各

種
の
家
庭
電
化
器
具
が
、
今
日
で
は
完
全
に
日
常
生
活
の
必
需
品
と
な

っ
て
き
て
お
り
、

わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
そ
れ
を
至
極
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。
い
さ
さ
か

大
げ
さ
な
表
現
を
あ
え
て
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
家
彪
生
活
す
く
な
く
と
も
家
事
作
業

に
お
け
る
産
業
革
命
で
あ
り
、
技
術
革
新
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
家
庭
に
お
け
る
動
力
の
導
入
は
、

も
と
よ
り
大
量
生
産
に
よ
る
コ
ス
ト
の

減
少
と
か
、
製
品
の
均
一
性
と
か
を
目
標
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
家
事
作
業

に
対
す
る
労
力
の
節
約
、
時
間
の
短
絡
を
そ
の
主
要
な
目
的
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

電
気
洗
濯
機
の
購
入
価
格
は
、
木
製
洗
期間
板
の
そ
れ
に
百
倍
す
る
。
し
か
も
そ
の
す

み
や
か
な
普
及
を
可
能
と
し
た
こ
と
に
は
、
価
格
の
大
差
を
補

っ
て
余
り
あ
る
だ
け
の

効
用
が
あ
ま
ね
く
使
用
者
に
認
め
ら
れ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

十
九
世
紀
末
に
は
じ
め
て
開
発
さ
れ
た

「字
を
書
く
機
械
」
l
l
oタ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

と
、
ベ
ン
、
鉛
悠
に
お
け
る
関
係
も
、
こ
れ
に
類
似
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
現
在
欧
米

に
お
い
て
は
、
お
よ
そ
字
を
書
く
と
い
う
仕
事
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
方
面
で
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
は
使
用
さ
れ
て
い
r
る
。
オ
フ
ィ
ス

・
カ
レ

ッ
ジ
か
ら
、
さ
ら
に
進
ん
で
一
般

家
庭
に
い
た
る
ま
で
、
そ
の
普
及
は
め
ざ
ま
し
く
、
今
日
で
は
、

「
あ
ら
ゆ
る
文
字
を

|

|
唯

一
の
例
外
、
署
名
を
除
き
ー
ー
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
書
い
て
よ
く
、
い
や
書
い

た
方
が
よ
い
。」

と
い
う
習
慣
に
な

っ
て
き
て
い
1

る
。

こ
の
間
の
事
情
を
示
す
好
例
と
し
て
、
エ

ミ
リ

・
ポ
ス

ト
女
史
は
次
の
よ
う
に
述

ベ
て
い
r

る。
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ヨ
釦戸一
ロm
円。
『
。。
自間
以0
2
2
。
ロ
晶

子
。
E
ョ。
・
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問
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印

N
P
尚
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た
し
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可
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h
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同
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叫
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切
宮
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切
s
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¥
仇
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色

cshs・
5
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司
E
r
h
F
2
2四
E
=切
の
。
ョ
宮
ロ
ア
Z
O耳
ペ
。
ユ

実
用
的
に
見
て
、
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
ハ
ン
ド
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

に
数
倍
す
る
。
そ
し
て
ま
た
、
ポ
ス
ト
女
史
が
い
み
じ
く
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、

タ
イ
プ
ラ
イ
ト
さ
れ
た
文
書
を
読
む
た
め
に
必
要
な
時
間
は
、
ど
ん
な
に
て
い
ね
い
に

舎
か
れ
た
ハ
ン
ド
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
よ
り
も
格
段
に
す
く
な
い
の
で
あ
る
。

タ
イ
プ
ラ
イ
ク
l
の
効
用
は
次
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

∞

ス

ピ

ー

ド

ハ

ン
ド
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
に
比
ら
べ
て
決
定
的
に
速
い
。
こ
れ
は

一
定
の
文
書
を
作
る
た
め
の
時
間
を
短
縮
し
、
一
定
時
間
内
に
作
る
文
書
の
盆

を
増
大
さ
せ
る
。

読
み
易
く
、
整

ワ
た
印
字

だ
れ
に
で
も
読
め
る
く
せ
の
な
い
字
、
か
、

一
定

の
大
き
さ
に
そ
ろ

っ
て
書
け
る
。
こ
れ
は
単
に
文
書
の
体
裁
を
向
上
さ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
読
む
た
め
の
時
間
と
労
力
を
大
根
に
節
約
し
、
ま
た
一
定
時
間
内

に
読
む
文
舎
の
量
を
飛
騨
的
に
地
加
さ
せ
る
。

フ
ァ
イ
ル

・
コ
ピ

l
の
得
自
却
さ
e

カ
ー
ボ
ン

・
ペ
ー
パ
ー
を
併
用
す
れ
ば
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
タ
イ
プ
す
る
と
同
時
に
必
婆
な
枚
数
だ
け
の
コ
ピ

ー
が
取
れ
、

コ
ピ
ー
を
整
理

・
保
存
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
後
日
の
照
合
が
で
き
る
。

(
フ
ァ
イ
ル

・
コ
ピ

l
の
作
製
は
、
近
年
間
開
発
さ
れ
た
ケ
ミ
カ
ル

・
カ
ー
ボ

ン
ペ
ー
パ
ー
な
い
し
カ
ー
ボ
ン
レ

ス
・
カ
ー
ボ
ン
ペ

ー
パ
ー
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
り
一
層
容
易
と
な

っ
た
。
こ
れ
は
表
裏
と
も
無
色
の
特
殊
加
工
紙
を

(2) ¥3) 

所
望
枚
数
だ
け
重
ね
て
タ
イ
プ
す
る
だ
け
で
、
明
瞭
か
っ
永
久
的
な
コ
ピ
ー

が
得
ら
れ
る
。
従
来
の
よ
う
に
、
い
ち
い
ち
カ
ボ
ン
ベ

パ
ー
を
掃
入
す

る
手
聞
が
か
か
ら
な
い
わ
け
で
あ
る
。)

以
上
の
効
用
は
、
ロ
ー
マ
字
を
使
用
す
る
欧
米
語
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

ま
さ
に
決
定
的
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
オ
フ
ィ
ス

・
カ
レ
ッ
ジ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
あ
ま
ね
く
一
般
家
庭
に
ま
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
普
及
し
て
き
た
こ
と
は
既
に
述

べ
た
通
り
で
あ
る
。

「
淡
字
カ
ナ
ま
じ
り
文
」
と
い
う
複
雑
な
文
字
構
成
を
持
つ
日
本
語
の
宿
命
と
し
て

い
わ
ゆ
る
邦
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
効
用
に
は
大
き
な
制
約
が
あ
る
。
国
語
表
記
の
方

法
が

「
カ
ナ
文
字
化
」
さ
ら
に
は

「
ロ
ー
マ
字
化
」
さ
れ
た
暁
は
い
ざ
知
ら
ず
、
す
く

な
く
と
も
現
在
お
よ
び
近
い
将
来
の
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
普
及
が
欧
米
の
例
の
よ

う
に
一
般
家
庭
に
及
ぶ
こ
と
は
到
底
想
像
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
、
当
用
漢

字

・
制
限
淡
字
と
い
く
ら
整
理
を
進
め
た
と
し
て
も
漢
字
の
字
数
の
絶
対
量
が
百
な

い

し
千
を
単
位
と
す
る
こ
と
か
ら
、
最
大
の
効
用
、
ス
ピ
ー
ド
に
著
し
い
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
読
み
易
さ
、
コ
ピ
ー
の
取
り
易
さ
と
い
う
利
点
に

つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
、
欧
文
の
場
合
に
近
く
、
こ
れ
が
オ
フ
ィ
ス
を
中
心
と
す
る
邦

文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
普
及
を
も
た
ら
し
て
き
た
。

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
欧
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
ー
ー
主
と
し
て
英
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
の
普
及
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
掲
三
ケ
条
の
効
用
は
欧
ハ
英
)
文
を
書

く
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
限
り
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
。
従

っ
て
欧
(
英
)
文
に
よ
る
文

舎
の
作
製
を
必
裂
と
す
る
場
所
に
あ

っ
て
は
、
欧
米
な
み
の
普
及
度
に
逮
し
て
よ
い
は
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ず
で
あ
る
。

当
然
の
よ
う
に
欧
(
英
)
語
は
、
わ
が
国
の
母
国
語
で
は
な
い
。
従

っ
て
家
庭
は
普

通
の
場
合
そ
の
対
象
外
と
な
る
が
、
オ
フ
ィ
ス
特
に
欧
(
米
)
語
の
文
苔
を
往
復
す
る

必
要
の
あ
る
公
私
の
諸
団
体
、
諸
機
関
に
あ

っ
て
、
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
ま
さ
に

不
可
欠
の
婆
紫
と
な

っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
わ
が
国
に
お
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
欧
(
英
)
語
を
あ
っ
か
う
場
所
、
学
校
に

あ

っ
て
、
そ
の
普
及
度
の
著
し
く
低
い
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
不
思
議
と
い
う
外
は
な
い
r
。

わ
が
国
で
は
、
義
務
教
育
で
あ
る
中
学
校
よ
り
は
じ
め
て
、
高
等
学
校
‘
短
期
大
学
、

大
学

・
大
学
院
に
至
る
ま
で
も
れ
な
く
外
国
語
の
科
目
が
お
か
れ
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
生
徒
、

学
生
の
提
出
す
る
欧
(
英
)
文
の

レ
ポ
ー
ト
を
は
じ
め
、
教
師
の
作

製

・
頒
布
す
る
外
国
文
の
試
験
問
題
ま
で
を
ふ
く
め
て
、
は
た
し
て
そ
の
何
パ
ー
セ
ン

ト
が
タ
イ
プ
ラ
イ
卜
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
わ
ず
か
に
、
短
大
、
大
学
の
外
国
語

学

・
外
国
文
学
科
の
学
生
の
卒
業
論
文
の
大
部
分
が
・
中
く
ま
れ
て
い
Y

る
程
度
に
過
ぎ
な

い
。
す
く
な
く
と
も
高
等
学
校
以
上
の
学
校
で
教
師
が
作
製
す
る
文
書
な
い
し
印
刷
物

の
原
稿
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
ト
す
る
の
が
当
然
で
あ
ろ
う。

読
み
難
く
不
揃
い
な
ρ
ン
ド

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
お
茶
を
に
ご
す
の
は
、
不
勉
強
、
不
親
切
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
外
国
語
を
実
用
と
す
る
経
験
な
い
し
能
力
に
欠
け
て
い
る
教
師
が

外
国
語
も
し
く
は
外
国
語
に
よ
る
諸
学
科
を
担
当
す
る
こ
と
の
多
い
と
い
う
、
ま
こ
と

に
憂
う
べ
き
現
状
に
大
部
分
の
原
因
が
あ
る
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

現
在
わ
が
国
の
オ
フ
ィ
ス
で
ハ
ン
ド
ラ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る
欧
ハ
英
)
文
を
実
用

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
皆
無
と
い

っ
て
よ
い
1

。
一

般
商
社
に
お
け
る
事
務
系
職
員
数

に
対
す
る
々
イ
ザ
ラ
イ
タ
ー
設
備
台
数
の
比
率
は
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
、
業
務
の
性

格
等
に
も
よ
る
が
、
お
よ
そ
十
名
に
対
し
二

1
三
台
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
種
類
は
、
そ
の
大
部
分
が
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
ー
ー
主
と
し
て

ス

タ
ン
ダ
ー
ド
、
ご
く
一
部
に
ポ
ー
タ
ブ
ル
』|
ー
で
あ
り
、

電
動
ヂ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
比

較
的
少
数
に
止

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
全
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
対
す
る
電
動
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
の
比
率
は
、
お
よ
そ
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
内
外
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
、
欧
米
の

オ
フ
ィ
ス

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
半
分
近
く
が
電
動
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
現
況

に
比
べ
て
、
著
し
く
差
が
あ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
わ
が
国
に
お
い
て
も
大
企
業
の
貿

易
商
社
等
の
例
を
見
る
な
ら
ば
、
氾
動
化
の
傾
向
は
急
速
に
進
行
し

つ
つ
あ
る
。

ω
M物
産
に
お

い
て
は
、
す
で
に
数
年
前
よ
り
新
規
購
入

(
設
備
台
数
増
加
の
た

め
の
購
入
も
あ
る
が
、

既
設
の
も
の

の
更
新
購
入
が
主
で
あ
る
)
の
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
ー
の
す
べ
て
が
イ

レ
タ
ト
リ

ッ
ク

・
タ
イ
プ
ラ
イ
ヲ
ー
で
あ
り
、
現
在
同

社
の
使
用
す
る
約
五
百
台
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
中、

そ
の
三
分
の
一
が
電
動
化

さ
れ
て
い
る
。

次
表
は
欧
文
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
あ
る

K
社
の
最
近
の
販
売
実

績
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
‘
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

の
占
め
る
比
率
は
着
実

に
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
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(2) 

土|動

年

60 
% 

9 
6 
5 
年

自日

6 
4抽叩“同，6
t包ラ年

27 
% 

40 
% 

73 
% 

な
お
、
こ
の
資
料
は
、
オ

フ
ィ
ス
向
け
の
み
な
ら
ず
、
園
内
に
お
け
る
全
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー

の
販
売
数
を
基
礎
と
し
て
い
る
か
ら
、
オ
フ

ィ
ス
に
お
け
る
実
数



と
し
て
は
、
電
動
の
比
率
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

オ
フ
ィ
ス

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
お
け
る
電
動
化
の
傾
向
は
、
欧
米
に
あ

っ
て
も
、

そ
の
進
行
に
相
当
の
時
日
を
必
要
と
し
た
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、
オ
フ
ィ
ス
に
お

け
る
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
購
入
の
決
定
者
が
、
多
く
の
場
合
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
直
接
の

使
用
者
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ

っ
た
。
抽
出
動
化
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
多
く
の

利
点
に
つ
い
て
、
も

っ
と
も
よ
く
理
解
で
き
る
は
ず
の
使
用
者
の
発
言
に
耳
を
傾
け
る

経
営
者
な
い
し
管
理
者
の
す
く
な
か

っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
ま
た
保
守
的

で
あ

っ
た
の
は
ひ
と
り
経
営
者

・
管
理
者
の
み
で
は
な
い
。
時
と
し
て
一
郭
の
書
記
や

亨
イ
ピ
ス
ト
は
未
知
の
機
械
に
対
す
る
お
そ
れ
と
、
再
訓
練
を
必
要
と
す
る
か
も
知
れ

な
い
自
己
の
技
術
に
対
す
る
防
衛
本
能
か
ら
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
採
用
に
否
定

的
な
い
し
消
極
的
な
態
度
を
示
し
た
。

第
二
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
費
用
の
問
題
で
あ
る
。
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
価
格

は
、
手
動
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
そ
れ
に
数
倍
し
た
。
特
に
設
備
台
数

の
多
い
オ
フ
ィ
ス
に
あ

っ
て
は
、
全
部
も
し
く
は

一
部
の
冠
動
化
に
要
す
る
費
用
は
相

当
の
金
額
に
上
り
、
そ
の
決
定
権
は
多
く
の
場
合
、
上
級
管
理
者
な
い
し
経
営
者
に
委

ね
ら
れ
た
。
彼
等
に
こ
の
価
格
差
を
補
う
に
足
る
数
々
の
利
点
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
、

し
か
く
容
易
で
は
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
消
費
電
力
を
ふ
く
む
維
推
費
の
問
題
も

|

|
実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
よ
い
程
の
額
で
あ

っ
て
も

l
l無
理
解
な
経
営
者

に
否
定
的
に
作
用
し
た
。

第
三
は
初
期
の
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
お
け
る
機
構
上
の
欠
点
で
あ
る
。
新
し
く

開
発
さ
れ
た
機
械
の
宿
命
と
し
て
、
当
初
予
期
し
得
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
し
た
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
め
ぎ
ま
し
い
改
良
が
進
め
ら
れ
た
後
ま
で
も
、
不
信
を
抱
い
た
人
々
の

多
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
大
規
模
な
事
務
組
織
を
か
か
え
る
進
歩
的
な
諸
団
体
で
は
、
早
く
か
ら

電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

の
効
用
に
着
目
し
、
綿
密
な
比
較
研
究
の
結
果
、
そ
っ
先
し
て

タ
イ
プ
ラ
イ
ク
l
の
全
部
も
し
く
は
一
部
の
電
動
化
に
ふ
み
切

っ
た
と
こ
ろ
も
あ

っ
た
。

し
か
ら
ば
冠
動
化
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
長
所

・
利
点
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た

の
で
あ
る
う
か
。

第

一
は
、
ス
ピ
ー
ド
の
増
大
で
あ
る
。
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
そ
の
機
構
上
同
じ
一

程
度
の
技
伺
を
持
つ
タ
イ
ピ
ス
ト
が
操
作
し
た
場
合
、
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
比
し
、
m四

確
実
に
ダ
イ
ビ
ン
グ

・
ス
ピ
ー
ド
を
増
大
さ
せ
る
可
能
性
を
も

っ
て
い
る
。
こ

れ

は

当

一

然
、
同

一
量
の
仕
事
に
婆
す
る
時
間
の
短
縮
、
あ
る
い
は
同

一
時
間
内
の
仕
事
量
の
増

大
に
役
立
つ
。

第
二
は
疲
労
の
軽
減
で
あ
る
。
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
お
い
て
は
、
キ
イ
を
た
た

い
て
印
字
し
、
レ

パ
l
で
キ
ャ
リ
エ

l
ジ
を
も
ど
す
操
作
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
専

ら
人
力
に
依
存
す
る
。
難
解
な
原
稿
を
判
読
し
、
複
雑
な
作
表
を
行
い
、
整

っ
た
文
書

を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
智
的
な
労
働
に
加
え
て
、
文
字
通
り
筋
・
肉
的
な
労
働
も
ま
た
相

当
な
量
に
上
り
、
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
疲
労
の
原
悶
と
な

っ
て
蓄
積
さ
れ
て
く
る
。
し
か

も
、
智
的
な
タ
イ
ピ
ン
グ
に
習
熟
し
た
後
と
い
え
ど
も
、
筋
肉
労
働
に
よ
る
疲
労
閣
は

解
消
せ
ず
、
む
し
ろ
仕
事
量
の
地
加
に
伴

っ
て
加
重
さ
れ
る
結
果
と
な
る
の
で
あ
る
。

電
動
に
あ

っ
て
は
、
印
字
も
改
行
も
、

さ
ら
に
は
大
文
字

・
小
文
字
の
き
り
か
え
さ
え



も
、
キ
イ
を
軽
く
お
さ
え
る
だ
け
で
よ
い
。
す
な
わ
ち
キ
イ
は
も
は
や
ス
イ
ッ
チ
に
す

ぎ
ず
、
動
力
は
電
気
モ
ー
ヲ
ー
に
よ

っ
て
供
給
さ
れ
、
人
間
の
労
力
は
大
い
に
軽
減
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
筋
肉
労
働
に
よ
る
疲
労
悶
の
大
部
分
は
こ
こ
に
除
去
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
間
接
に
、
智
的
労
働
に
よ
る
疲
労
の
軽
減
に
も
大
き
な
効
力
を

も
た
ら
し
、
作
業
量
の
増
加
と
作
業
内
容
の
質
的
な
向
上
の
両
面
に
同
時
に
作
用
す
る

の
で&あ
る。

第
三
は
、
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
印
字
と
い
う
機
構
か
ら
く
る
印
字
の
明
瞭
性
、
均

一
性

で
あ
る
。
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
場
合
、
明
瞭
に
し
て
均
一
な
印
字
を
得
る
た
め
に

は
高
度
の
熟
練
を
必
要
と
し
た
。
し
か
し
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
あ

っ
て
は
、
い
か

な
る
初
心
者
で
も
、
キ
イ
の
タ
ッ
チ
を
誤
ら
ぬ
か
ぎ
り
均
一
で
明
瞭
な
印
字
が
得
ら
れ

る
。
こ
れ
は
文
書
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
品
質
を
大
ヤ
に
向
上
さ
せ
る
結
巣
と
な

る
。
こ
の
こ
と
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
書
の
み
で
な
く
、
フ
ァ
イ
ル

・
コ
ピ
ー
に

つ
い

て
も
同
様
で
あ
り
、
手
動
に
比
し
、
多
く
の
枚
数
の
良
質
の
コ
ピ
ー
が
得
ら
れ
る
と
い

う
こ
と
に
な

っ
て
く
る
。
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
フ

ァ
イ
ル

・
コ
ピ

l
の
重
量
性
を
考
え

る
と
き
、
こ
れ
は
ま
こ
と
に
大
き
な
利
点
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
数
々
の
長
所
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
冠
動
タ
イ
プ
ラ
イ
デ

l
の
普

及、

す
く
な
く
と
も
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
と
の
交
代
が
か
な
り

の
時
日
を
要
し
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
次
に
そ
の
事
情
を
さ
ら
に
詳
細
に

分
析
し
て
見
ょ
う
。

電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
普
及
と
発
達
を
は
ば
ん
だ
多
く
の
障
碍
を
究
明
す
る
過
程

を
通
し
て
、
冠
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

の
効
用
と
利
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の

目
的
の
ひ
と
つ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

(1) 

用
途
お
よ
び
性
能
に
対
す
る
誤
解

は
じ
め
経
営
者

・
管
理
者
の
多
く
は
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
グ

i
の
用
途
を
き
わ
め
て

限
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
考
え
て
き
た
。
す
な
わ
ち
一
般
の
文
書
、
害
状
の
作
製
と

い

う
よ
り
は
、
ト

ッ
プ

・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
直
接
に
関
与
す
る
こ
と
の
多
い
長
文
の
報

告
書
議
事
録
の
類
、
な

い
し
は
写
真
製
版

・
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
用
の
マ
ス
タ
ー

・
シ
ー

ト
の
よ
う
な
特
に
美
し
い
r
印
字
の
望
ま
し
い
種
類
の
も
の
に
対
し
て
試
験
的
に
使
用
し

た
例
が
す
こ
ぶ
る
多
か

っ
た
こ
と
は
こ
の
聞
の
事
情
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま

た、

仕
事
の
分
業
が
未
分
化
の
小
規
模
な
企
業
ー
ー
だ
れ
も
が
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
た

た
き
、
フ
ァ
イ
ル
も
や
り
、
計
算
機
を
あ
っ
か
う
よ
う
な
小
人
数
の
オ
フ
ィ
ス
ー
ー
で

は
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
採
用
が
最
後
ま
で
見
送
ら
れ
た
と
い
う
事
実
に
も
あ
ら

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
た
ん
オ
フ
ィ
ス
で
使
用
さ
れ
た
イ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

・
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
は
、
着
実
に
そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
そ
の
明
瞭
で
均
一
な
印
字
は
文
書

の
体
裁
を
著
し
く
向
上
さ
せ
た
ば
か
り
で
な
く
、
使
用
者
が
機
械
に
習
熟
す
る
に
つ
れ

仕
事
の
量
も
ま
た
飛
躍
的
に
憎
加
し
て
き
た

の
で
あ
る
。

し
か
も
経
営
者
に
と

っ
て
さ
ら
に
重
要
な
事
実
は
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
使
用

に
よ

っ
て
、
タ
イ
ピ
ス
ト
は
大
い
に
そ
の
肉
体
的
労
力
を
軽
減
さ
れ
、
そ
れ
に
反
比
例

し
て
仕
事
そ
の
も
の
へ
の
智
的
な
注
意
力
が
増
加
す
る
と
い
う
、
予
期
し
な
か
っ
た
利

益
が
目
に
見
え
て
得
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

綿
密
で
正
確
な
仕
事
の
遂
行
に
は
、
疲
労

が
最
大
の
敵
で
あ
る
。
特
に
肉
体
的
な
疲
労
は
智
的
な
集
中
カ
を
さ
ま
た
げ
る
。
疲
労

し
た
タ
イ
ピ
ス
ト
は
往
々
に
し
て
到
底
理
解
で
き
な
い
Y

よ
う
な
ケ
ヤ
レ
ス

・
ミ
ス
テ
ィ

ク
を
や
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
ミ
ス
テ
ィ
ク
が
ほ
と
ん
ど
跡
を
た
っ
た
ば
か
り

で
な
く
、
現
実
に
タ
イ
ピ

ス
ト
の
欠
勤
率
に
ま
で
ま
こ
と
に
好
ま
し
い
影
響
を
も
た
ら
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し
て
来
た
。
こ
れ
は
ひ
い
て
は
事
務
管
理
費
の
節
減
に
も
通
じ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

E

、
。

ー
し電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
使
用
に
よ
り
得
ら
れ
る
経
営
上
の
利
益
が
、
購
入
時
の
価

格
差
を
補

っ
て
余
り
あ
る
事
実
を
認
識
さ
せ
た
こ
と
は
、
従
来
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

の
果
た
し
て
き
た
す
べ
て
の
用
途
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
多
目
的
に
わ
た

っ
て
電

動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
採
用
さ
せ
る
契
機
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
使
用
し
た
結
果
、
そ
の
団
体

・
企
業
の
発
す
る
す
べ
て
の

文
書
の
体
裁
が
著
し
く
向
上
し
た
こ
と
に
よ
る
、
業
務
上

・
取
引
上
の
無
形
の
利
益
に

つ
い
て
考
え
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
む
し
ろ
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

(2) 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
問
題

わ
が
国
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
欧
米
諸
国
に
あ

っ
て
も
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の

基
礎
練
習
は
多
く
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
よ
り
行
わ
れ
て
き
た
。
従

っ
て
当
然
完
成

さ
れ
た
新
人
の
電
動
ダ
イ
ピ
ス
ト
の
数
は
き
わ
め
て
す
く
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
オ

フ
ィ
ス
に
お
い
て
実
際
に
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
熟
練
し
た
現
役
の
タ
イ
ピ
ス
ト
を
再

訓
練
す
る
こ
と
も
ま
た
多
く
の
困
難
な
問
題
が
あ

っ
た
。
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
デ
ー
が
そ

の
本
来
の
性
能
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
正
し
い
操
作
の
必
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま

た
な
い
。
し
か
し
そ
の
た
め
の
訓
練
に
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
事
務
の
渋

滞
は
目
に
見
え
て
い
る
。
さ
ら
に
既
成
の
手
動
タ
イ
ピ
ス
ト
の
無
理
解
な
抵
抗
も
あ

っ

た
ろ
う
。
し
か
し
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
改
良
が
進
む
に
つ
れ
、
手
動
か
ら
電
動
へ

の
移
行
の
問
題
は
、
比
較
的
早
い
時
期
に
克
服
さ
れ
て
き
た
。
は
じ
め
こ
そ
「
食
わ
ず

ぎ
ら

い乙

で
あ

っ
た
保
守
的
な
タ
イ
ピ
ス
ト
さ
え
も
、
ひ
と
た
び
電
動
の
使
用
に
慣
れ

た
後
は
ふ
た
た
び
手
動
に
も
ど
ろ
う
と
し
な
い
の
が
常
で
あ

っ
た
。
今
日
で
は
、
完
成

し
た
手
動
タ
イ
ピ
ス
ト
な
ら
ば
い
か
な
る
種
類
の
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
対
し
て
も

一ニ

0
時
間
以
内
の
練
習
で
移
行
で
き
る
の
が
常
で
あ
り
、
ニ

t
四
週
間
後
に
は
、
手
動

タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
使
用
時
に
比
べ
て
擁
実
に
仕
事
の
盆
が
増
加
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
作
製
さ
れ
た
文
書
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
質
は
使
用
の
当
初
よ

り
、
手
動
の
そ
れ
に
ま
さ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

電
動
タ
イ
ピ
ン
グ
が
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
不
可
欠
の
要
素
で
あ
れ
ば
、
職
業
と
し
て

の
タ
イ
ピ
ス
ト
の
訓
練
も
ま
た
電
動
ク
イ
ピ
ン
グ
の
技
術
修
得
を
目
標
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
手
動
か
ら
電
動
の
移
行
は
、
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
よ
り
も
教
室
に
お

い
て
、
一
一
層
容
易
に
行
わ
れ
得
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
欧
米
で
は
今
日
、
ビ
ズ
ネ

ス
・
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
技
能
に
は
当
然
数
種
の
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
操
作

に
習
熟
す
る
こ
と
を
ふ
く
ん
で
い
る
し
、
中
に
は
、
基
本
訓
練
の
は
じ
め
か
ら
電
動
タ

イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
修
得
時
間
の
大
幅
な
短
縮
を
果
た
し
て

い
る
例
も
あ
る
。
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も

っ
と
も
欧
米
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
が
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
も
ち
、

幼
時
か
ら
そ
れ
こ
そ
試
行
錯
誤
的
に
、
母
国
語
を
タ
イ
プ
ラ
イ
ト
し
て
き
で
い

る
か
ら
、
教
室
で
は
じ
め
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
取
組
む
と
い
!
う
学
生
は
き
わ

め
て
す
く
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

例
操
作
音
の
問
題

次
に
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
操
作
音
が
手
動
に
比
し
大
き
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
欠
点
は
、
た
し
か

に
初
期
の
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
つ

い

て
は
著
し
か
っ

た
が
、
そ
の
後
の
研
究
と
改
良
に
よ
り
、
現
在
で
は
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
差
の
な
い
と
こ
ろ
ま
で
軽
減
さ
れ
て
き
て
い
る
。



し
か
し
、
能
率
的
な
事
務
管
理
に
関
心
と
理
解
と
を
持
つ
進
歩
的
な
オ
フ
ィ
ス
に
お

い
て
は
、
早
く
か
ら
い
わ
ゆ
る

「
サ
ウ
ン
ド

・
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
」
が
大
き
な
問

題
と
し
て
採
り
上
げ
ら
れ
て
き
て

い
た
か

ら
、
こ
う
し
た
操
作
音
に
つ
い
て
は
必
要
以

上
に
敏
感
で
あ
っ
た
し
、
特
に
操
作
音
の
減
少
に
留
意
し
た
構
造
の
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ

タ
ー
ー
ー
ー
ノ
イ
ズ
レ
ス

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
ー
ー
の
支
持
者
も
多
か

っ
た

こ
と
は
事
実

で
あ
る
。

操
作
音
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
操
作
す
る
際
に
発
す
る
音
響
の

絶
対
量
と
同
時
に
、
そ
の
音
響
の
性
質
|
|
周
波
数
と
波
形
|
|
が
大
き
な
要
素
と
な

っ
て
く
る
。
ノ
イ
ズ
レ
ス

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
は
、
そ
の
名
の
示
す
よ
う
に
、
音
響

の
絶
対
量
の
み
な
ら
ず
そ
の
音
質
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
体
に
対
す
る
不
快

感
を
軽
減
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
て

い
る
。

最
近
の
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
ヂ

l
に
お
い
て
は
、
印
字
の
際
の
燥
音
を
極
力
防
止
す
る

機
構
と
材
質
を
採
用
し
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ノ
イ
ズ

ー
ー
ー
電
源
を
入
れ
、
モ
ー
タ
ー
は
回
転
し
て
い
る
が
、
印
字
も
改
行
も
行

っ
て
い
な
い

準
備

・
休
止
期
間
中
の
吸
音
に
至
る
ま
で
、
そ
の
静
粛
化
に
め
ぎ
ま
し
い
成
巣
を
あ
げ

て
い
る
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ

・
ノ
イ
ズ
が
実
用
上
、

ゼ
ロ
に
近
く
な
る
に
つ
れ
、

一
日
の
仕

事
を
終
え
た
タ
イ
ピ
ス
ト
が
、
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
忘
れ
た
ま
ま
帰
宅
す
る
と
い

う
よ
う
な
新
し
い1
問
題
が
生
じ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
か

ら
一
定
時
間
以
上
機
械
を
操
作
し
な
い
で
い
る
と
自
動
的
に
ス
イ
ッ
チ

・
オ
フ

さ
れ
る
安
全
装
置
を
備
え
た
機
械
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
峡
音
の
問
題
は
、
そ
の
音
源
と
な
る
事
務
用
機
具
そ
の
他
に
原

因
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
オ
フ
ィ
ス
自
身
の
構
造

・
配
置

・
建
築
材
料

さ
ら
に
は
デ
ス
ク
を
は
じ
め
と
す
る
オ
フ
ィ
ス

・
7
7
ニ
チ
ァ
に
こ
れ
を
倍
加
さ
せ
る

要
因
の
内
在
し
て
い
る
こ
と
が
意
外
に
多
く
、
サ
ウ
ン
ド

・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ

ン
グ
は

む
し
ろ
こ
う
し
た
方
面
に
対
し
て
一
層
の
配
慮
を
は
ら
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(会)

維
持
費
の
問
題

初
期
の
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
お
い
て
、
手
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
比
ベ
、
比
較

的
高
級
の
維
持
費
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
て
も
通
常
の

使
用
量
で
は
、
せ
い
ぜ
い
年
間
一
本
の
バ
ワ

l
・
ロ
ー
ル
お
よ
び
数
穏
の
カ
ム
を
交
換

す
る
程
度
費
用
が
追
加
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
、
た
し
か
に
、
初
期
の
電
動
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
で
は
、
モ
ー
タ
ー
の
減
速
機
構
に
よ
る
パ
ワ

l
・
ロ
ー
ル
の
消
耗
が
あ
る

程
度
さ
け
ら
れ
な
い
構
造
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
と
て
も
、
自
動
車
に
お
け
る

タ
イ
ヤ
交
換
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
も
な
く
定
速
モ
ー
タ
ー
を
採
用
す

る
と
と
に
よ
り
、
現
在
で
は
こ
の
欠
点
は
ほ
と
ん
ど
解
消
し
て
い
る
。
続
い
て
、
ナ
イ

ロ
ン

・
カ
ム
お
よ
び
ナ
イ
ロ

ン
・
ギ
ヤ
の
開
発
は
、
旧
型
の
電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に

お
い
て
時
と
し
て
発
生
し
た
カ
ム

・
ギ
ヤ
関
係
の
故
障
を
事
実
上

一
掃
し
た
の
で
あ
る
。

晴山
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
は
、
タ
イ
ピ
ン
グ

・
リ
ボ
ン
の
消
耗
が
早
い
と
い
う
苦
情
も

多
か

っ
た
。
こ
れ
は
、
高
速
で
し
か
も
走
行
距
離
の
多
い
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
が
当
然
す

み
や
か
に
消
耗
す
る
の
と
同
じ
く
、
仕
事
の
量
を
考
え
な
い
で
い
う
幼
稚
な
場
合
も
あ

っ
た
が
、
こ
れ
も
ナ
イ
ロ
ン
を
リ
ボ
ン
の
素
材
と
す
る
よ
う
に
な

っ
て
か
ら
、
手
動
電

動
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ク
が
完
全
に
使
い
果
た
さ
れ
る
以
前
に
リ
ボ
ン
の
切
断
な
い

し
損
傷
す
る
事
故
は
皆
無
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。

消
耗
氾
カ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
必
要
な
事
務
経
費
と
し
て
考
え
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

無
視
し
て
よ
い
程
度
の
盆
で
あ
る
。
た
だ
し
、
電
気
モ
ー
タ
ー
の
性
質
上
、
ス
イ
ッ
チ

・

- 93ー



イ
ン
直
後

一
時
的
に
大
き
な
電
流
の
流
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
数
台
の
電
動
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
を
い

っ
せ
い
に
ス
イ
ッ
チ

・
オ
ン
す
る
よ
う
な
非
常
識
な
こ
と
を
さ
え
し

な
け
れ
ば
、
オ
フ
ィ
ス
の
ヒ
ュ
ー
ズ
を
飛
ば
す
お
そ
れ
は
な
い
1

。
普
通
の
電
動
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
の
消
費
電
力
は
六

O
ワ
ッ

ト
に
す
ぎ
ず
、
大
型
の
蛍
光
燈
一
本
を
点
燈
す
る

の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

ク
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
ー
ー
特
に
オ
フ
ィ
ス

・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
ー
ー
の
冠
動
化
の
問
題

は
、
基
本
的
に
は
沈
滞
機
や
掃
除
機
の
場
合
と
同
じ
く
動
力
の
導
入
に
よ
り
、
労
力
と

時
間
と
を
節
約
す
る
目
的
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
電
動
化
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
そ
の
も
の
の
持
つ
効
用
を
飛
駆
的
に

向
上
さ
せ
る
と
い
う
要
素
を
本
質
的
に
持

っ
て
い
た
と
い
て
え
る
。
す
な
わ
ち
、

ω
ス
ピ
ー
ド
の
抽
出
加
|

|
時
間
の
短
縮

・
生
産
量
の
地
大

ω
よ
り
良
質
で
し
か
も
均

一
な
文
書
の
作
製

川
刷
良
質
で
多
数
の
コ
ピ

l
の
作
製

こ
の
効
用
こ
そ
は
、
か
つ
て
急
速
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
普
及
さ
せ
た
も
の
に
外
な

ら
ず
、
抽
出
動
化
に
よ
る
そ
の
岱

・
質
両
面
に
わ
た
る
向
上
は
、
こ
れ
を
決
定
的
な
も
の

と
し
た
。

次
い
で
事
務
管
理
に
お
け
る
人
件
費
の
関
係
が
あ
る
。
事
務
管
理
の
総
費
用
に
対
す

る
人
件
費
の
比
率
が
あ
る
程
度
ま
で
高
く
な
れ
ば
、
機
械
購
入
時
に
お
け
る
手
動
と
冠

動
と
の
価
格
差
は
も
は
や
問
題
に
な
ら
な
く
な
る
。
む
し
ろ
仙
格
差
以
上
の
収
益
が
期

待
出
来
る
か
、
す
く
な
く
と
も
十
二
分
に
ベ
イ
す
る
投
資
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
と

な

っ
た
。
人
件
費
比
率
の
増
加
は
世
界
の
大
勢
で
あ
り
、
こ
れ
は
間
接
的
に
タ
イ
プ
ラ

イ
タ
|
の
電
動
化
を
促
進
す
る
結
果
と
な

っ
た。

わ
が
国
に
お
い
て
も
、
オ
フ
ィ
ス
に
お
け
る
タ
イ
プ
ラ
イ
グ
1
の
電
動
化
は
今
後
一

層
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
。

従

っ
て
職
業
教
育
と
し
て
の
タ
イ
プ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
も
ま

た
、
氾
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
中
心
と
す
る
内
容
に
発
展
さ
せ
る
急
務
が
あ
る
の
で
あ

る
。引
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に
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男

l梓

〈
弓
伺

Z
5
4司
。
。
=

の
小
説
は
大
体
三
つ
の
部
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ

の
う
ち
で
小
説
史
的
に
み
て
意
義
を
も

っ
て
く
る
の
は
、
彼
女
が
第
一
次
大
戦
以
前
の

小
説
の
伝
統
か
ら
脱
し
て
、
独
自
の
所
捌

「意
織
の
流
れ
」
の
手
法
を
実
験
し
、
確
立

し
て
い
っ

た

E
r
o
s
w
m
河
。
。
自
己
か
ら
=
↓

zd〈
2
2
3

へ
の
中
期
で
あ
り
、
ま
た

彼
女
の
所
翻
外
部
的
と
内
面
的
の
合
一
が
な
さ
れ
た
、
即
ち
、
こ
の
新
し
い
十
手
法
を
小

説
の
伝
統
の
方
向

へ
融
合
さ
せ
た

ε叶
Z
Jヘ2
2
3
と
2
切

2
5
2
月

70
〉
2ω
こ
の
後

期
で
あ
る
。

彼
女
は
そ
の
小
説
の
中
に
表
面
の
下
に
あ
る
物
事
の
動
き
|
|思
想
や
、
感
情
や
、

洞
察
の
自
由
な
動
き
ー
ー
を
述
ぶ
よ
う
な
手
法
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
小
説
で

取
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
大
抵
が
平
凡
な
家
庭
環
境
な
の
で
あ
る
。

君。。
-『
が
彼
女

の
幾
つ
か
の
評
論
の
中
で
見
せ
て
い
る
高
い
知
性
を
捨
て
て
、
小
説
で
は
余
り
に
日
常

茶
飯
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
と
言
わ
れ
る
程、

日
常
生
活
が
彼
女
の
小
説
の
舞
台
と
な

っ

て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
彼
女
が
興
味
を
も

っ
て
取
り
組
ん
だ
の
は
、
そ
う
し
た
日
常
の
平
凡
な

時
の
平
凡
な
心
、
そ
の
よ
う
に
表
面
で
は
何
事
も
な
い
瞬
間
の
意
織
の
世
界
で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
次
の
一

節
に
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

〉
ロ
ι
・
5
"
r
r司
『
g
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官
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E
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ur
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M
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ι
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E
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色

予
命
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コ
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E
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YA吋
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E
ぎ
さ
ま

~va旬、
f
i

s
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さ
え
P
P
E
U誌
と
。
E
n
a
h
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ミ
E

Q
』
RN司
J
s
h
pミ
と

』Zw
b
aリミ
-句

HFミ

詰
虫
記
邑
言
、
久
な
ミ

忌
ぬ
守、
お
お
忌
色
遣
E

Sh
ミ

』宮
町
』E
b
E
Z
5
h唱

Fhhh

h。
h
Ea明
噂
向
。
=
忌
た
ミ
h
。」「おお
Hhs-aa困、
之
S
hhhb』
。
也、
Ewhohh2
N
E
P
GH柄。ヒ君
、-

N¥，
E
ぬ
宅
お
お
hawk
b
s
k
h
E
ph

そ
し
て
、
そ
の
深
奥

へ
と
沈
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
主
と
し
て
、
人
間
に
つ
い

て
、
生
と
死
の
問
題

(
こ
れ
は
彼
女
は
常
に
意
織
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
)
を
描
こ
う

と
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
成
功
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
彼
女
は
第
一
次
大
戦
以
前
の
小
説
の
伝
統
を
破
る
独
自
の

ω
q
F
を
作
り

上
げ
た
の
で
は
あ
る
・
か
、
勿
論
、
そ
れ
は
新
資
さ
を
意
図
し
て
試
み
た
の
で
は
な
く
、

自
分
の
書
き
た
い
と
思
う
こ
と
の
最
も
適
当
な
表
現
方
法
を
求
め
て
、
苦
し
み
の
う
ち

に
創
り
上
げ
て
い
っ
た
も
の
な
の
で
あ
っ
て
、
小
説
の
伝
統
に
一
つ
の
新
しい
r
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叶
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述
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。
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が
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。。
戸{
の
父
は
、
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
朝

の
碩
学
者
の

一
人
に
数
え
ら
れ
、
ケ
ム
ブ
リ

ッ

ジ
に
学
び
、
特
待
研

究
生
と
な
り
、
聖
職
者
と
し
て
と
ど
ま

っ
た
が
、
数
年
後
に
は
、

宗
教
に
対
し
て
憾
疑
的
に
な

っ
て
、
文
筆
生
活
に
入
る
べ

く

ロ
ン
ド

ン
に
出
て
、
コ

ー

ン
ヒ
ル

・
マ
ガ
ジ
ン
ハ
の
o
zz
=
沼
山間
E
5
0)

の
主
錯
と
な
り
、
又

「
大
英
人
名
辞

典
」

(U
E
E
O
E
ミ

0『
Z
E
o
s
-

∞5
開

E
14
)
の
編
纂
に
携
わ

っ
た
。

そ
の
よ

う
な
仕
事
柄

、

彼
は
そ
の
時

代

一
流

の
知
識
人
た
ち
と
広

い
交
渉
を
も
つ
よ
う

に

な

っ
た
が
、
性
格
的
に
は
か
な
り
風
変

り
な
人
物
で
あ

っ
た
よ
う

で

あ

る
。

小
説
中
、

河
ωヨ
富
山、
氏
に
見
ら
れ
る
日
常
の
奇
異
な
言
動
は
、
ま
さ
に
父
の

F
g
to
の
特
徴
を

写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

母
は

F
E
一5

の
二
皮
目
の
姿
で

、
フ
ラ
ン
ス
系
の
美
貌
で
気
品
の
あ
る
婦
人
で
、

ウ
ル
フ
が
十
三
歳
の
年
に
急
死

し

て

い

る

。

〈
弓
悶
5
5
が
生
れ
た
と
き
に
、
詩
人

γヨ
E

HN
5
5
=
Fb
毛
色
一
は
次

の

一
詩
を
お
く

つ
て
、

彼
女
が
健
康
と
富
と
慈
智
と

に
恵
ま
れ
る
こ
と
を
祈
り
、
そ
の
父
の
機
知
を
譲
り
受
け
る
こ
と
を
願

っ
た
。

H
Z
昂

-d
r
mw円
ロ
ぬ
Mhf

T-o円四
4d
O円70円正
『
02Z
3、
ll
p
mwuF
r
z神戸
，，、。

明
。
『釦
同門

白
同
o
p
n
O
2
0
2一
色
コ
命
〈
伶
門
ι。

叶
『ぬ
ロ

-o同一
百
円
『
巳
円円
70
7N凶円『唱
。
ωωmwω
o
p

叶円
。
同
毛
S

Fg
百
四
ぬ
円一
百
ロ〕
克
己
ω
『。円一
g
m
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R司
Z
W

〉
ロ
ι
唱
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『円。自

宅
7
E
d
匂
器
、
釦
=
君
。
ω
Z

宅
5
・

H
2
5
-
u
q
=
-mF

F
o
n
r
M
E
g
r
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〉
印
2
6
-o
。
出
回
日
注
目門
司

そ
し
て
、
と
の
小
説
を
読
ん
だ
彼
女
の
姉
の
〈
E
H
E
E
が
ぷ
ロ
E
D
R
E
m
司
。
Z
E
E

O
『
E
2
r
22
(o
z
qu
広

冨
ミ

S
N
3
と
吾一回目
っ
て
い
る
と
か
と
ら
も
、
又
、
母
の
家

系
に
つ
い
て
、

〈白
血
5
5
自
身
「
極
く
つ
ま
ら
な
い
も
の
で
あ

っ
た
が
、
芸
術
好
み

で
、
社
交
的
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
も
、

H
N
ω
EE
可
夫
人
と
母

な
る
人
と
の
類
似
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

先
に
、
考
。
。
民

は
独
自
の
手
法
を
模
索
し
、
そ
れ
を
発
展
さ
せ
て
い
る
と
言
っ
た
。

彼
女
は
決
し
て
、
従
来
の
小
説
が
行
っ
て
き
た
よ
う
に
、
人
物
逮
を
直
接
紹
介
し
た
り
、

締
め
く
く
っ
た
り
し
て
い
な
い
。

阿
倍
E
E
『
夫
妻
と
共
に
彼
ら
に
接
す
る
い
る
い
ろ
な

人
物
を
描
き
、
彼
ら
を
通
し
て
見
た

何
日
Eミ
夫
妻
へ
の
観
察
と
い
う
形
で
描
い
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
人
物
創
造
と
い
う
こ
と
を
離
れ
て
、

君
。
oE

の
印
象
主

義
を
通
し
て
人
物
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
恰
も
印
象
派
の
絵
画
に
接
す
る
よ
う
な

筆
致
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
よ
う
な
彼
女
の
印
象
主
義
的
人
物
観
は
、
彼
女
の
評

論
E

云
円
・
回
。
ロ
戸
内
詩
型
丘
冨
日
切
司
O
毛
P
3

に
於
て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
又
次

に
引
用
す
る
一
節
に
於
て
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ピ
ぞ

の
意
識
を
通
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

o
p
m
君
"
E
o
ι
F
h
q
-
z
z
a
。
『

命日苫
ω
丹

O
mmo
=
z
y
ω『
0
5
202
0
L
・
町
民
ミ

富山
2
0
『
ミ
自
宅
2
0
ロ
♀
2
0
ロ
間
「
言
問
2

5
ロ
ロ
《
由
子
E
O
E
EO
B
E
5
同
y

m
r
o
H
r
o
z開
}
d
H
〉
E
。
ロ
聞
各
02
2
5
円
宮
。
号

岳
民
同
宅
島
2
0
5
r
z
E
E

7
0吋
『
白
内

W
C片
山
、
.

こ
の
よ
う
に
し
て
、
巧
。
。
=
は
公
冨
Z
ロ
己
-。耳

3
3
に
於
て
擁
立
し
た
手
法
を

駆
使
し
て
、
こ
の
よ
う
な
人
物
描
写
の
創
造
に
成
功
し
て
い
る
。

彼
女
は
常
に
限
前
に

あ
っ
て
最
も
強
く
印
象
に
訴
え
る
も
の
、
或
は
そ
の
時
の
最
も
強
い
感
情
を
直
接
描
い

て
、
そ
の
説
明
な
り
関
連
す
る
事
柄
な
り
を
あ
と
ま
わ
し
に
す
る
方
法
を
と

っ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
小
説
に
於
て
も
、
冒
頭
か
ら

H
N
R
E
E
可
夫
人
と
末
息
子
の

E

ヨ
E

と
の
描
写
に
始
ま
る
。
そ
し
て
次
に
ど
う
い
う
関
係
な
の
か
、
ど
ん
な
様
子

を
し
て
い
る
の
か
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
人
物
が
現
わ
れ
て
く
る
。

従

っ
て
そ
こ
に

は

m
g
q
z
z
E聞
の
形
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

と
の
小
説
の
舞
台
は
ス
カ
イ
島
の
小
漁
村
の
は
ず
れ
に
あ
る

m
g
凶
器
可
家
の
友
の

家
で
あ
る
。
起
伏
の
あ
る
テ
ラ
ス
に
な
っ
た
広
い
庭
を
も
ち
、
家
も
大
き
い
.
か
、
そ
れ

は
古
び
て
い
て
少
々
荒
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
2叶
Z

S

色
。
=
=
は
、

こ
の

家
に
お
け
る
或
る
年
、
或
る
夏
、
或
る
日
の
昼
過
ぎ
か
ら
夜
へ
の
半
日
間
で
あ
る
。

H
N
2
2
ミ

家
の
宋
息
子
γ
自
由

は

息
づ
ま
る
よ
う
な
喜
び
を
も
っ
て
燈
台
行
き
を
待

ち
か
ま
え
て
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
夢
は

た
回
三
兄

君
。P
J

『
ぬ
出
ロ
ペ
「
し
か
し
、

天
気
は
ま
ず
駄
目
だ
よ
」
と
い
う

阿
君
ロ
E
司
氏
の
苛
酷
な
言
い
方
に
破
れ
、
特
に
感

愛
性
の
強
い

γ

ヨ
E

は

ひ
ど
い
打
態
を
受
け
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
が
夫
人
に
は
よ

く
分
る
の
で
あ
る
。
彼
女
も
又
暗
い
気
持
に
さ
せ
ら
れ
る
。
一
体

γ

E
g

を

ど
う
や

っ
て
い
た
わ
っ
た
ら
い
い
の
か
悩
む
。
そ
う
し
た

H
N
O
E
E
可

夫
人
の
思
い
が
こ
の
第

一
部
の
底
を
流
れ
て
い
る
。

さ
て

河
E
Sミ
夫
人
は
親
切
で
世
話
好
き
で
あ
る
。

こ
の
夏
の
家
に
は
、
の
Z
ユE

H
自
己
々

を
始
め
幾
人
か
が
こ
の
半
日
間
に
食
客
に
な
っ
た
り
し
て
、
そ
の
人
々
が
夫

-100-



々
に
勝
手
に
振
舞
い
な
が
ら
、
夫
人
の
意
識
の
中
に
様
々
な
影
を
落
す
の
で
あ
る
。

ピ一
司
回

2
2
2
は
三
十
歳
を
過
ぎ
た
独
身
の
絵
か
き
で
あ
る
が
、
彼
女
は
才
能
に

は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
自
分
の
絵
に
全
魂
を
打
ち
込
ん
で
、
非
常
に
努
力
し

て
い
る
。
今
し
も
彼
女
は
庭
の
芝
生
に
画
架
を
立
て
て
、
そ
こ
か
ら
母
子
ハ
即
ち
、

E
H
Eミ
夫
人
と

γヨ
2
)
を
商
材
と
し
て
、
一
心
に
描
い
て
い
る
。
彼
女
は
ま
た

同N
E
a
p『
夫
人
へ
強
い
敬
愛
の
念
を
飽
き
、
唯
一
人
の
心
の
頼
り
手
と
し
て
い
る
。

君
主

5
2

∞2
7
2

は
何
回
Ha
ミ
氏
の
古
い
親
友
で
、
す
ぐ
れ
た
生
物
学
者
で
あ

る
。
妻
に
死
別
し
、
子
供
も
な
く
、
寂
し
い
境
遇
の
人
で
あ
る
。

〉
C加
C
E
E

の
号
自
百

}HE-
も
又
孤
独
な
老
人
で
、
巨
艇
の
持
ち
主
で
あ
る
。
彼

は
人
生
の
敗
残
者
の
よ
う
な
貧
し
い
姿
だ
が
、
県
高
な
精
神
の
詩
人
で
あ
る
。
彼
は

-N
2
5ミ
夫
人
に
や
っ
か
い
に
な
っ
て
い
な
が
ら
、
夫
人
が
神
経
過
敏
で
、
気
性
も
女

と
し
て
は
少
し
激
し
す
ぎ
る
と
思
い
、
な
ん
と
な
く
敬
遠
し
て
打
ち
解
け
な
い
で
い
る
。

そ
れ
を
夫
人
は
時
々
気
に
病
ん
で
い
る
。

ま
た
一
組
の
若
い
男
女

3
c
-
H
U
1
3
と

玄

E
Z
ロ
ミ
一σ
が
い
る
。

g
E
E
は

美
し
く
溌
刺
と
し
た
お
て
ん
ば
娘
で
あ
る
。

司
E
一
は
彼
女
を
恋
し
て
い
る
が
、
お
と

な
し
く
気
の
弱
い
青
年
で
、
そ
れ
が
言
え
な
い
。
け
れ
ど
も

同
E
Eミ
夫
人
に
元
気

づ
け
ら
れ
て
、
こ
の
日
海
岸
に
散
歩
に
出
た
時
に
恋
を
打
ち
明
け
て
、
二
人
は
婚
約
す

る。
滞
在
し
て
い
る
客
は
以
上
の
人
々
だ
が
、

HN凡E
M
m
a
夫
妻
に
は
八
人
の
子
供
が
い

る。

十
九
歳
か
二
十
歳
位
を
か
し
ら
に
、即刀
が
四
人
(
〉
E
Z
F
HNO聞
の
吋
・
』
盟

問

u
q
u
r
E
E
)

と
、
女
が
四
人
(
同V
2
0・
z
s
a-
-μSF
の

gd〉
で
あ
る
。

こ
の
中
で
末
の
二
人

。
釦
ヨ
と

γ
E
S
以
外
は
年
齢
も
順
序
も
明
ら
か
で
な
い
し
、
又
全
篇
を
通
じ
て
、

特
に
重
要
な
役
割
も
果
し
て
は
い
な
い
が
、
し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
大

勢
の
子
供
た
ち
が
い
つ
も

m
m
B
E可
夫
人
の
意
識
の
中
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
。

こ
の
日
は
河
ωE
E
u、
家
で
は
た
ま
た
ま
晩
餐
会
が
聞
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

常
々
ひ
と
り
で
静
か
に
食
事
を
す
る
の
を
好
む
切
E
r
g
氏
も
、
珍
ら
し
く
夫
人
の

招
宴
に
応
じ
た
の
で
、
早
め
に
床
に
つ
く
幼
児
の
他
は
、
家
族
と
客
と
こ
の
家
に
居
る

人
々
全
部
が
食
堂
に
集
ま
る
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
い
よ
い
よ
食
卓
の
ま
わ
り
に

集
ま
っ
て
み
る
と
、
偏
屈
者
の
夫
を
は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
気
む
ず
か
し
い
人
々
だ
っ
た

り
し
て
容
易
に
う
ち
解
け
た
楽
し
い
雰
囲
気
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
も
河

E
Eミ

夫
人
が
や
は
り
中
心
と
な

っ
て
、
努
力
し
て
そ
れ
を
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
彼
女
は
自
分
の
神
経
に
手
に
と
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
く
る
皆
の
感
情
に
気
を

つ
か
っ
て
、
皆
の
気
持
を
融
和
さ
せ
る
た
め
に
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

神
経
は
づ
た
づ
た
に
引
き
裂
か
れ
て
し
ま
う
。
け
れ
ど
も
結
局
、
同
2
5ミ
夫
人
は
今

日
の
こ
の
晩
餐
会
が
成
功
し
た
と
確
信
し
た
。
た
と
え
自
分
が
死
ん
で
も
、
今
日
こ
こ

に
集
ま
っ
た
人
々
の
心
の
中
に
自
分
は
生
き
残
る
と
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
絶
え
ず
変

転
し
、
流
れ
去
っ
て
ゆ
く
人
生
の
あ
る
瞬
間
を
永
遠
な
も
の
に
固
定
し
得
た
と
い
う
確

信
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
第
一
部
は
終
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
部
は
非
常
に
短
い
時
間
内
に
、
様
々

な
人
物
を
登
場
さ
せ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
物
の
生
活
感
情
を
追
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
全
体
を
通
じ
て
強
調
さ
れ
て

い
る
の
は
や
は
り

HU
E
E可
夫
妻
の
生
活
、
殊
に
夫
人
の
姿
で
あ
る
。

第
二
部

Rd
EO
Hνgmom-w
は
そ
の
後
の
十
年
の
推
移
が
述
べ
ら
れ
た
部
分
で
あ
る

が
、
作
者
の
日
記
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
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司
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町
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2
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g
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=
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耳
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《
H
E
O
P
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E
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百
円
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C
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D
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E
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ロ
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E
ロ
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o
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〉
司
門戸
「
]「由N由
)

こ
の
十
年
間
に
戦
争
が
あ
る
。

同州P
R
E
a
家
で
は
三
人
の
家
族
を
失
う
。
ま
ず

HNmE
E
可
夫
人
の
急
死
。
こ
の
死
に
つ
い
て
は
何
の
説
明
も
な
い
。
そ
れ
に

〉ロ
ι司
君

の
戦
死
と
結
婚
し
た

司
EO
が
初
産
で
死
ぬ
。
け
れ
ど
も
こ
う
し
た
出
来
事
は
カ

ッ

コ
に
入
れ
て
、
所
々
に
短
く
挿
入
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い。

悲
劇
の
十
年
は
全
く
象

徴
的
に
一
夜
の
悪
夢
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
人
間
的
要
素
は
引
込
め
ら
れ
、
家
は
朽

ち
る
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
。

第
一
部
の
終
り
で
更
け
た
夜
は
、
第
二
部
へ
入

っ
て
嵐
の
夜
と
な
る
。
そ
し
て
回
E

=
Z
H
え
百
べ
包
-
5
0
2
E
伺

Z
U
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
誰
一
人
と
し
て
来
な
く
な

っ
た
河
司
E
ミ
家
は
、
た
だ
自
然
の
手
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
、
荒
れ
る
に
ま
か
さ
れ
崩
嬢

寸
前
の
廃
屋
と
な

っ
て
ゆ
く
。
や
が
て
十
年
ぶ
り
の
あ
る
夜
半
に
や

っ
て
き
た

ピ
ぞ

回
号
2
0
が
こ
の
家
の
ベ
ッ
ド
の
上
で
目
を
覚
ま
し
て
、
そ
の
陰
惨
な

一
夜
も
明
け
て
、

第
三
部
、
午
前
中
の
半
日
間
へ
と
移

っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

第
三
部
R
R

叶
ro
HL田
z
r。
5
べ
で
は
、
妻
を
失

っ
た

HN
E
E
ミ
氏
が
す

っ
か
り
老

人
に
な

っ
て
し
ま
い
、
の
Eロ

が
十
七
歳

γ
ヨ
2
が
十
六
歳
に
成
長
し
、
正
に
十
年

後
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
翌
朝
で
も
あ
る
。
か
つ
て
中
止
の
ま
ま
に
な

っ
て
い
た
燈

台
行
き
が
、
こ
の
日
に
親
子
三
人
に
よ

っ
て
決
行
さ
れ
る
こ
と
の
他
は
、
新
し
い
事
件

や
話
の
筋
の
発
肢
は
な
い
。
三
人
が
乗

っ
て
い
る
ボ
l
ト
の
中
の
情
景
と
、
芝
生
で
絵

を
描
き
な
が
ら
ボ
l
ト
を
見
送
っ
て
い
る

r
f

回
2
2
0
0
の
心
理
と
が
交
互
に
描
か

れ
る
。
彼
女
は
、
何
回
Em
a
夫
人
が

∞
g
w
g
氏
と
結
婚
す
れ
ば
い
い
と
思

っ
て
い

た
が
、

回
自
昨
日
氏
と
も
遂
に
結
婚
せ
ず
、
四
十
歳
を
過
ぎ
て
も
相
変
ら
ず
独
身
で
、
描

こ
う
と
す
る
絵
も
な
か
な
か
描
け
ず
に
苦
悶
し
て
い
る
。
彼
女
の
心
に
は
、

同N鈴
Hgω〕、

夫
人
の
十
年
前
の
印
象
が
今
再
び
更
に
鮮
明
に
生
き
返
り
、
狂
気
の
如
く

HNE
S
ミ

夫
人
を
呼
び
求
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
主
と
し
て
、
こ
の

ピ
ぞ

の
独
自
の
形
で
第

一
部
の
人
々
に
関
す
る
説
明
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
後
の
彼
ら
の
消
息
も
伝
え
ら
れ
て
い

る。
こ
の
棟
に
、
こ
の
小
説
に
は

2
2
マZ
F
a
の
様
は
全
く
な
く
、
五
回
々
の
「
次

に
何
が
起
る
か
」
と
い
う
期
待
は
、
こ
の
小
説
の
最
初
の
部
分
に
於
て
す
で
に
全
く
積

さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
作
品
全
体
は
完
全
に
意
識
の
世
界
に
没
し
て
し
ま

っ

一

て
い
る
。
そ
し
て
吾
々
は
、
一
且
そ
の
世
界
へ
足
を
踏
み
込
ん
だ
ら
最
後
、
そ
の
底
へ

問

底
へ
と
引
き
づ
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
を
読
み
終
え
た
時
、
一

「次
に
何
が
起
る
か
」
と
い
う
興
味
よ
り
も
、
も

っ
と
深
い
思
索
の
中

へ
入

っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
く
の
で
あ
る
。

こ
の
「
意
識
の
流
れ
」
の
手
法
を
成
功
さ
せ
て
い
る
主
な
要
因
は
、

『時
間
』
の
扱

い
方
に
あ
る
と
言
え
る
。
所
謂
ω
宮
内可t
円。=
5
聞
の
様
相
を
持

っ
て
い
る
小
説
に
於
て

は
、
大
体
吾
々
が
日
常
生
活
で
感
じ
て
い
る
よ
う
な
時
間
の
流
れ
を
示
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
こ
の
小
説
に
於
い
て

巧
。。
=

は
、
2
7AE

ロ
包
一。
=
ミ
=
に
於
て
な
し
た

よ
う
に
、
時
間
を
普
通
の
時
の
流
れ
に
合
わ
せ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
関

連
し
て

】
同

r
r
E

Z
ロ
伶
存
R

室
2・

む
と
一。
宅
ミ
一ョ
と
対
照
さ
せ
て
、

「〈
-
a
-
E別

委
。。
民
は
な
冨
E
りと一
0
4
弓
降
、
で
は
一
日
を
大
体

一
生
涯
に
拡
大
し
、
ご
叶
。
子
。

ピ
伯
r
r0
5
03
に
於
て
十
年
間
を
一
日
の
形
に
凝
縮
し
た
」
と
言

っ
て
い
る
。



「意
識
の
流
れ
」
の
手
法
に
は
、
実
際
、
従
来
の
時
間
の
扱
い
方
で
は
ど
う
し
て
も

合
わ
な
い
Y

の
で
あ

っ
て
、
こ
の

「時
間
」
の
扱
い
方
は

巧
。
。
一
{

が
白
か
ら
苦
心
し
て

作
り
上
げ
た
方
法
な
の
で
あ
る
。
彼
女
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て

r

s
o
r
ヨぬ

ω
三
常
正
問
『O司
王
四
戸
。
ι
EOO話
可
耳

r
E
-
E
=
遣
、
言
き
呂
町な
3
h

E
3
R
担、

『司

君
-
M
E
7
-
z
=
ユdo
宮
ω円
F山、
5
2
m
-
SE
己
ω凶
器

】
Z
S
〈
ぬ
ロ
00ι

。
『

(5
0
2
H由
同
日
山
)

と
説
明
し

「R
F
両
目
。
三
一
。
=
ミ
ョ

を
書
き
始
め
て
一
年
の
手
探
り
の
う
ち
に
よ
う
や

く
発
見
し
た
と
述
ベ
て
い
る
。
こ
の

E
ロ
2
5
D同
司
3
2
E
は、

「意
識
の
流
れ
」

の
手
法
と
密
着
し
て
、
こ
の
作
品
に
芸
術
作
品
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
も
た
ら
す
も
の

と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
伝
統
的
小
説
の
も
つ
大
切
な
要
素
で
あ
る

E
。
ミ
胃
=
5田
と
人
物
描
写
の

方
法
に
と

っ
て
は
、
一
つ
の
大
き
な
革
新
的
態
度
と
な

っ
て
お
り
、
更
に
、
小
説
の
中

で
時
間
を
著
し
く
短
縮
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

EY
A
3
0
ω
=o
zミ
=
に
於

い
て
は
、
り
と
一
。
宅
ミ

夫
人
の
或
る
一

日
の
生
活
を
と
り
、
朝
十
時
頃
に
彼
女
が
そ
の

夜
の
パ
ー
テ
ィ
の
た
め
に
只
物
に
出
掛
け
る
と
こ
ろ
に
始
ま
り
、
そ
の
夜
の
パ
ー
テ
ィ

が
終
り
に
近
い
と
こ
ろ
で
終
っ
て
い
る
。

「時
間
」
に
附
す
る

宅

g}『
の
考
え
の
尻
町
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
小

説
文
叶
O
予
ω
口
問
Z
7
050MM
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
第
三
部
2
叶
ro
門
戸
間

Z
-

Z
E
o
-
-
で
は
第

一
部

E
4
Z
5
忌
。
君
"噂の
中
心
と
な

っ
て
い
た

河
mヨ
ωミ

夫
人
は

既
に
死
ん
で
し
ま

っ
て
居
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
と
に
は
記
憶
と
意
識
の
世
界
だ
け
が
残

っ
て
お
り
、
現
在
は
過
去
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
次
に
作
品
中
に
描
か
れ
て
い
る

「色
」
〈
B
E
E〉
に
つ
い
て
触
れ
、
小
論
を

終
り
た
い
と
思
う
。
こ
の

n
o
z
z
と
は

「技
巧
」
だ
と
か

「
あ
や
」
と
い
う
意
味
で

な
く
、
こ
の
場
合
は

g一o
E
そ
の
も
の
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。

ロ巳
nr
g
氏
は
そ
れ
を

g
-oc
円
m
u
E
F
o
--ωE
と
し
て
扱

っ
て
い
る
。
こ
の
作
の
初

め
の
部
分
で
、
t
q
∞コ
R
0
0
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
は
か
ど
ら
な
い
絵
を
爾
が

き
上
げ
よ
う
と
努
力
奮
闘
し
て
い
て
、
彼
女
は

「
あ
ざ
や
か
な
草
色
と
純
白
」
を
見
る
。

H，r
o
』

E
Hヨ
E
gm
若

宮

『門
戸間

r
"
5
0
Z
H
U
円

7
0
2
ω
=
ωZ
Z
P問
者

7
=
0・

印

7
0

宅
O
Z
E
ロ
2

7
号
、
向
。
。
ロ
E
L向。
ι
E
r
o
p
o
z
z
zヨ唱。
司
君
ユ
r
h
pG
守
、
長
官
立
言
。

な
h
a宮
崎
旬
、
b
z
p同

E
E
h
F
巴
ロ
日

ω
7
0
m
m耳
目

7
E
u
--7
0
5
2
・
F
ω
r
Eロ
ω『
-o

円-dOC間
丁

二

af

〈
m
p
切回コ
no
y入【同
司
ωロコの
ゆ
『O
H1mmtm
〈昂
回同
噌
円。

E
u
o
m〈
mw円一『
円7-コ
四
百
白
l

-p
巳

ぬ
問
問

3
7
詰
ヨ
Fl
可
ω
E司
ω
E
Z

そ
し
て
、
作
品
の
終
り
の
部
分
で
、
彼
女
は
、
自
分
の

5
E
o
p
を
と
ら
え
て
そ
の
絵

を
完
成
し
た
時
、
燈
台
が
青
い
鶴
の
中
へ
と
と
け
込
ん
で
し
ま

っ
た
こ
と
に
気
付
く
の

で
あ
る。三国

伶
ヨ
E
円
}d言
、O
B
n
n
rm内同一べ
.

Z
丘
ピ
一
司
切
コ
R
o
o
m
-。
z
nr

r
o一吉田

ωZ乎

己自己目、

。。
ョ
-
L
Eoq

=
一。
ι
o
z
H
-
可。、

hpぬ
ト
hh』
whEOhahw
p
a
k
~
v宮
内
言
E
b
r
EE
h

5
2
2ミ
F
-s
弘
幸
ミ
言
k
a
E
a
H
S
E
ぬ
史
ミ
G
P
QN
F
山
口

ι
円ro
伶「『
0
2

。『

F
o
r
-
D悶
丘

二

p
p内同同『
0
0再
0
2
0
{
丹

r
E
r
p問
。
『
主
ヨ
一
白
ロ
《
r
p四時
7
20w
毛
r
E
r

r。
予
見
。
ヨ
包

E
Z
0
5
2
ι

子
ω

E
ヨ
0
0司。『
f
r包
耳
目
円
。
r
m
ι
7
2
r。

仏回
、同ロ
ι
E
5
ι
5
丹

70
E
S
o
-
-

そ
し
て
彼
女
は
最
後
の
線
を
描
く
前
に
一
燐
は

っ
き
り
と
キ
ャ
ン
パ
ス
を
見
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
暗
示
は
、
こ
の
色
彩
。か
漠
然
と
し
て

い
て
、
彼
女
の

5
2
0ロ
と
結
び

つ
い
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
。

H
N
E
M
E『
氏
は
、
溢
か
彼
方
に
輝
い
て
い
る

「赤
」
と
し
て
、
哲
学
に
於
け
る

-103ー
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冷凍鯨肉及び加工鯨肉中の

カlレボ、ニlレ化合物について

太 田 禎 子
Teiko Ota 

日本の食生活の特徴のーっとして，動物性タンパク質の摂取量が少なU、ことがあげられてい

る。防法生産物に乏しい今日，栄養上から，又価格の点からも鯨肉は重要なタンパク給源と考

えられるが，一般家庭の食膳にはそれ程使われていない。その理由の一つにその特異な臭気が

考えられる。

そこでこの臭気についてその本体を究明すべくすでに，士官井氏らは鯨l勾の尖気成分中特に塩

基性物質であるアミン類について，又堀金氏らは酸性物質につu、ての研究を行ない，鯨肉臭気

成分の検索第 l報として家政学会に報告がなされている。本報はそれに引き続き中性成分のカ

ノレポニノレ化合物について，冷凍鯨肉及びその加工品である鯨肉水煮締結，及び跡、ベーコ ン中の

臭気成分を検索した。

跡、肉の臭気成分として Kawaharaらは，ギ酸，酢酸， プロピオン酸，イソ吉!iL酸，アミ

ン類を検出した外，ホノレムアノレデヒド，高級アノレデヒド類を含むこと を明らかにしている。更

に太田氏は「魚類中の抑発性カノレボニノレ体の生成とその検出」の中で， 市販のサパ，イ ワシ，

カレイの肉質からアセ トアノレデヒド，プチノレアノレデヒド，アセトインの存在を認めているロ又
6) 

北沢氏はサバ生肉より アセ ト7Jレデヒド，プロピオン7Jレデヒドを検出し，石井氏は生鯨肉よ

り水蒸気蒸留法でクロ トンアノレデヒドを得ている。

本~!では，臭気成分の分離は今までなされてきた水蒸気蒸留法を止めてエーテノレ抽出法に よ

り行なった。抽出液中のカノレボニノレ化合物は，2， 4ージニトロ フェエノレヒドラゾンとし，液体

クロマ トグラフィにより単離精製し，これについて融点測定， 及びペーパークロマトグラフィ

による Rf値，分光光度計による吸収極大値を測定し推定を行なった。又それらでなお不明な

ものについては，赤外吸収曲線のiJtlJ定を行なってより確実性をはかった。

実 験方 法

1 カノレボニノレ化合物の分離

試料は市販の冷凍鯨肉と，加工品としては市販の鯨ベーコン及び極洋漁業株式会社製品の鯨

水煮餓諾(須の子水煮〉を用いた。なお鮒i誌は肉部と汁部に分けて抽出を行なう。

試料に脱水芭硝を加えよくl砦砕して一夜エーテノレに漫談し，このエーテノレ抽出液に硫酸2，
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4ージニトロフェニノレヒドラジン ( 2， 4 ジニトロフェニノレヒドラジン 29+メタノーノレ

100.e +硫酸5.e)を添加してエーテノレ液中に浴出しているカノレボニノレ化合物を 2，4 ジニ ト

ロフェニノレヒドラソンの形に誘導し，ヒドラゾンの結晶として取り出す。反応を速進させるた

め温浴中で1ml昆し後冷蔵庫に放置する。

ヒドラゾンの溶けてヤるエーテノレ液を分液ロートにとり，同量の水を加え反応しなかったヒ

ドラジン硫敵庖，及び混入しているメタノーノレや硫酸をエーテノレ不溶部として水洗除去する。

次にエーテノレを図収，濃縮し，カノレボニノレ化合物のヒドラゾン結晶を濃赤色の粘刷な結品と

して得た。さらにこれを石油エーテルで洗浄して脂肪等の不純物を取り去り粉末結晶を得た。

第 1表「カノレボニノレ化合物の単離法」参照。

第 1表 カルポニル化合物の単隊法

試 料

I 1帥エーテ柵/1j
エーテノレ抽出液

| 硫棚酸2.4-→ジ…一ヒド門ラ一加加l 
カH温・後冷却

エーテ Jレ可溶部

| エーテル回収・濃縮
濃亦色粘調性結晶

I :石油エーテノレ洗浄
ヒドラゾン結晶

| 液体内円グラフィ
吸着剤 シリカゲノレ.スーパーセノレ (2: 1) 

1. 3 

i容 t~ 液 石油エーテル 石油エーテル 1 エーテル

エ ー テノレ 1

2 カノレボニノレ化合物の単離

上記結晶を液体クロマトグラフィによって各浴出部に分け結晶の単隊，精製を行なう。

内径 1.5cm，長さ 35cmのガラス管を用い，吸着剤は llOOCで1時間乾燥させたシリカゲノレ

と1500Cで1時間乾燥させたスーパーセノレを 2: 1の割合で混合し， 100メッシュの怖にか

けて使用した。

はじめに石油エーテノレで洗浄し，結晶を入れ，1m開剤は，石油エーテノレ，石油エーテノレ 。エ

ーテノレ (1・ 1)，エーテノレの順に通したが， 石油エーテノレ部では殆んど骨量出されず，混合部

及びエーテノレ部で各々の試料によって 1-2種の留分液を回収した。

回収液を淡縮，洗浄し，単離された各カノレボエノレ化合物の 2，4-ジェトロフェニノレヒドラ

ゾンの結晶について下記の測定を行なった。

3. 融点測定

ベーノレ法で行なった。
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4. Rf値測定

ペーパークロマトグラフィー ・一次元上昇法で求める。ロ紙は東洋ロ紙 No.51， 2 X 40cm， 

展開溶媒は石油エーテノレ メタノーノレ(l: 1)を用い，室混で約4時間展開した。

5. 吸収極大の測定

結晶をメタノーノレに溶解し，日立製分光光度計で波長 320-400mμの問を測定した。

一方純粋なカノレボニノレ化合物を試料と同様の方法でヒドラゾンに導き，融点，Rf値，吸収

極大について測定を行ない，これらを比較同定して各留分のカノレボニノレ化合物を推定した。

実 験結果と 考察

結果は第2表に示すとおりで，石油エーテノレ，エーテノレ裕出部からは，冷凍肉及び締誌にお

いてはそれぞれ一種の結晶を，又ベーコンからは二種の結晶を得た。

冷凍肉の結晶については，融点からはアセトアノレデヒドが推定出来るが，Rfィι吸収極大
を見るとプロピオンアノレデヒドにも近いので更に赤外吸収曲線の測定を行なった。

この結果は第3表のよ うで純粋のプロピオンアノレデヒドヒドラゾンにみられる 1，460mμの

ー CH2-基による吸収が認められず， アセトアノレデヒドの場合と同一の吸収を示してヤるの

で，この結晶はアセトアノレデヒドのヒドラゾンであることが確定した。

餓詰肉部も結晶が微量のため融点は担1)定出来なかったが，Rf値，吸収極大によりアセ トア

ノレデ、ヒドと考えられる。

傾i宮古汁部及びベーコンの第一溶出部の結晶は微量のため良いデータが得られなかったがRf

f広からはホノレムアノレデヒドと推定される。なお，ベーコンの第二溶出部は Rf値が大きいため

プロピオンアノレデ‘ヒドと推定したが，なおよく検討する必要がある。

エーテノレ溶出部からは冷凍肉及び線詰からそれぞれ二種の結晶を，又ベーコンからは一種の

結晶を得た。冷凍肉の第一裕出部の結晶は，各性状がヒドラジンとほぼ一致するので更に赤外

吸収スベクトノレを測定しヒドラジンであるこ とを確認した。鰍i言吉肉部， ii卜部も同様ヒドラジン

と思われる。第二総出部の結晶は吸収極大や Rffl直にずれがあるがアルカリ性における退色度

を調べた結果，ケトン類であることが確認されたので，アセトンかあるいは他のケトン類かと

も考えられる。

総 括

鯨肉の臭気成分中主として油脂の変敗によって生ずると考えられるカノレポニノレ化合物の検索

を目的として，冷凍鯨肉，鯨水煮餓誌，鯨ベーコンから，カノレボニノレ化合物をヒドラゾン誘導

体として分取し，液体クロマト法により分別し，融点測定，ベーパークロマト法，吸光曲線測

定により次の結果を得た。
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第 3表 ヒドラゾンの赤外 吸収 曲線

号事 3~と仁ド戸、ンの ふ7ト吸収 l断泉

1000 1制 1200 IIOD 1000 仰が
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即ち冷凍鯨肉からアセトアノレデヒドとアセトン。

水煮;餓詰肉部からアセトアノレデヒドとアセトン。

同上汁部からホノレムアノレデヒドと アセトン。

鯨ベーコンからホノレムアノレデヒド， プロピオンアノレデヒド，アセトン。

が検出された。

これらのカノレボエノレ化合物は前回報告されたサ品及び牛レパ竺の臭気成分から検索された

ものと同種のもので，鯨肉特有のカノレボニノレ化合物は見出されなかった。

臭気成分中のカノレボニノレ化合物は主として食品成分中の油脂を構成する不飽和脂肪酸基の酸

化分解によって生成するものと考えられているので，油脂含量の多いベーコンではも っと多数

のカノレボニノレ化合物が検出されるものと予想してν、たが，予想に反して少数であったのは，そ

の加工処理条件である照製の際に生ずるブェノーノレ系化合物により，酸化防止作用を受けたた

めかとも考えられるがとれについては更に研究を続けたν、と思う。またカノレボエノレ化合物の検

索方法としての2，4ージニトロフェニノレヒドラゾン法は簡便な方法であるがその液体クロマ ト

グラフィの溶出条件や，ペーパークロマトグラフィの Rf値，紫外部吸収曲線などが非常に近

似しており，その確認にはかなり困難を感じたので，今後はガスクロマトグラフ ィーや薄厨ク

ロマトグラア ィーによる分析を行なって各カ/レボニノレ化合物を確認し，更に微盆成分をも検索

したいと考えている。

本研究に当り御懇篤なる御指導をいただいた実践女子大学染里子亮子教授，市郎学園短期大学

水野伸子氏に深謝し，又御協力いただいた実践女子大学卒業生，石井清子氏，本間怜子氏，宮

内和子氏に謝意を表する。

〈第13回家政学会 -1960一 発表〕
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A Study on Two Books，“Moby Dick" and 

“Adventure of Hackleberry Finn" 

Kumiko Kondo 

I 

“Call me Ishmael 1" Ishmael by his very name is the symbol the wanderer in life's 

desert; more tragically Ahab by his scar is Cain cursed by life to wander eternally 

unsatisfid. 

Ishamael was a man who realized Man's being essential lonliness. Ishmael is everyone. 

Ishmael will be Melville himself. Ahab， starbuck， Queequeg， Fedel1ah， Falsk，Pip and 

others are al1 phases of Ishmael. 

In Capenter and Blacksmith you will see the people who had lost “hope in liIe." 

They are the people who are haunted to despair. 

Ahab is the excess of “Ego" Pip is in the lack of self.identity. Ishmael said，“we 

mortals should not be conscious of so living and so striving. we should take Queequeg 

Queequeg as a model. Queequeg indeed acted with instinctive good sense. Where Father 

Mapple was the extreme intensity of spiritual consciousness， Queequeg is， on the other 

hand， the instinctual and unconscious self.“Queequeg seemed entirely at his eas巴;

preserving the utmost serenity; content with his own companionship; always equal to 

himself. 

“Queequeg is always master of himself， and so of evry situation in which he plays a 

part. when he rescues the man， his erstwhile tormentor who falls from the Nantucket 

Packet into the ocean， he makes nothing of his unselIsh， heroic act， merely asking 

politely for some water with which to take off the brine. Was there even such unconsci. 

ousness ? Observe Queequeg at“Ramadan" Scene where he was going to die-ー“Queequeg

in his Coffin"-and later rose up saying，“1 left something to do in the harbor，" and became 

high-spirited right at once. At“Ramadan" Chapter you will see Melville's religious view. 

After Ishmael's effort to persuade Queequeg-that is like the attitude of the Missionaries 

in Polinesia， he realized:“After all 1 do not think that my remarks about religion made 

much impression upon Queequeg." He realized also that Queequeg knew a good deal rnore 

about true religion that he hirnself did. Ishrnael. After taking the attitude of a Missionary， 

suddenly becam巴 Melville，student of cornparative religions and the rnost tolerant of 

百len.

Outwardly all the charactors in Moby Dick seern unreal or abnorrnal. But as a matter 

of fact they all true to liIe. Thos巴 kindsof people are actually found out everywhere. 

Those who have never fought at the bottorn of life， but spending days m decent， warrn 
parlor m selfsatisfied condition， could never imagine or think of lives of such tragic 
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people. Those people， however， are practically breathing the same air in some corners of 

the world. They are indeed swarming around everywh巴rein the world. 

Melville's， however， is not Rousseuism. He is too realistic to perpetuate in fiction the 

myth of the goodness of natural man. Melville had seen too much of mankind in its 

baseness， both the primitive and the civilized in two hemispheres. 1n the eyes of Melville， 

even Ahab is not described as an evil man， but he is depicted as a tragic hero. He seems 

both sides both sides of the man， good and evil. 

The Pacific Ocean is the American Lake and the Whalers are the Pioneers. However， 

Cooper's Works are nothing in comparison with Moby Dick. Cooper's people are 

merely the products of 1magination Melville's are gushed out of stern reality， out of his 

bloody life experience. 

Moby Dick is a strange sort of book， and yet it is great. 1t is terrific in its true sense 

of the word. The writer can not find any other expression for this tremendous work. 

Apart from its greatness of being terribly allegeorical and symbolical， the readers will be 

admiringly surprised at Melville's enormously energetic， conscientious， academic research 

concerning with the whales and whaling-his cetology， and its exactness of his scientific 

observation and knowledge concerning with the whales and whaling. His tremendous 

vitality of sketching the dreadful lives of the seamen and the bloody records of the 

naked people including various tribes， races and their customs and manners， psychology 

and religlon， fighting against the irresistible ρoωer of natu陀.

Moby Dick is not a more fiction nor a novel. 1t is an Epic of 19th century. 1t is a 

tragic drama of th century， 1t is a product of the time when Capitalism-Commercialism 

or 1ndustrialism you may callーisgoing into its full bloom， yet it does not reach its 

highost stage， This is a whaling story in 1850， not in 1950， You see the difference， There 

is still something crude and primitive in technique of whaling， Ahab would not have lost 

one of his legs if he had been whaling one century lat巴r.“By1840's the crew were the 

bottom dogs of all nations and all races. Of the 18，000 men， one-half ranked as green 

hands and mor巴 thantwo-thirds deserted at every voyage." 

Moby Dick is a prose in poetic form; an epic composed in blank verse. Blank verse ? 

If you doubt it， please read carefully the parts of Ahab's Soliloquey. He is sobbing and 

weeping， crying Hamlet! Read aloud Ahab's monologue! Even chant them. You will 

see Melville is chanting; Melville is writing in blank vers巴 in those parts of Ahab's 

soliloquey. You will realize the sorrow of the man， victim of the mechanic civilization 

in 19th century. You will also realize the beauty of the Ocean， beauty of nature unchanged 

eternally in contrast with a. man's sorrow. 

Moby Dick is an American classic. 1t is not only a whaling story， but it is a kind of 

autobiography of a man who was struggling to realize himself He is struggling in search 

for his own“Ego" amidst the chaos， political，巴conomical，social， religious. 

Primitive man was unable to distinguish clearly between Ego and Non-ego. Th巴tragedy

in the moderm times is inrealization of Ego. With the spread of industrialism throughout 

th巴 word，there has been consciousness of the theory of“1ndividualism." With the 

awakening of “Ego，" people have begun to realize the tragedy around th巴m which hand 

come from the mechanization of commercialism and industrialism 
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Though so-called “Psychology" research was in its inmature slage， people have begun to 

fear something in the dark prospect of the f uture， that is， people have begun to realize 

the fact of “Man's essential lone1iness，" That is r白 lizationof Ego 

Moby Dick is rich and complex above any other novel in American literature_ lt is a 

product of America's material civilization， interpreted as a satire of 19th century， and also 

as a vast nature myth like Beowulf， as an allegory of man's search for Paradise_ 

Moby Dick is a tremendous literary work， produced the heavy pressure of tragic 

civilization. lt is a record of a man's searching after the lrulh facing with bloody， 

stern reality. 

E 

“Advenlure of Huckleberry Firll1" is a dark book. lt tragic. lt is as lragic as “Moby 

Dick." Bul it is a different kind of tragic book from “Moby Dick." Melville is utterly 

pessi_rn凶 ic.Melville d田町出国 P回 plewho are fatally struggling against the irresistible 

power of Evil. There is a few places in“Moby Dick" where we can laugh to tears. He 

describes lhe metaphysical evils of existence. He deals with them symbolically. On lhe 

olher hand， il1 spite of thorough-going tragic atmosphere in“H uck Finn，" there are 50 

many amusing scen白 whichmake us smile， even laugh to tears. Also Huck never 

encounters actual human beings 5uch as feudists， mobs， rogues， nigger-hunt町sand 

murderers. lVlark Twain's tr白 tmel1tof this adventure story is more like Cerval1les'“Don 

Quixote." 

“Moby Dick" has many digr田 sions-tremendous.tudy of whales， wonderful Sketch 

and psychological analysis. 1 t has a gr阻 tamount of digr田sionand yet it leads up the 

readers breathlessly 10 lhe climax; to make the readers face with unconquerable tragedy 

of a man who is cursed by life to wander eternally unsustained in the desert of life， 

and it strongly teaches ;us that there exists irresistible Power 01 Nature， symbolized 

as a white whale， Moby， Dick. Huck FirUl， on the other hand， is episodic and discontinuous 

lt is a succ田sionof incidents unrelated with each other. There is narrative， but there is 

not narrative purpose; no end toward v，，'hich the story is moving. There is s問 uence，but 

there is no development and no illlensification. The frame work 01 “H uck Finn" is 

laulty: lhe adventure is not admirably skilful. The movement is som目imesaimless and 

dull. The movement is desultory till the raft is wrecked; lrom lhat on it has a direction 

till the end of the W ill也 Familyepisode 

However， it has a vigor， a depth and a multiplicity. lt is an expression of a great 

democratic judgement on the energies of Democracy and on the limits that confine 

them. As the editor of “Huck Finn" sugg田ts，the gr白 tn田sof lhis book lies in its power 

of telling the truth. 1t has a lifegiving pow町 al1dthe tremendous truth of moral passion 

ln “Moby Oick" the characters are type charcters. The characterization is symbolical 

Ishmael is everyone. Ishmael is Melwille. Ahab， Starbudk， Queequeg， Fedellah， Falsk， 

Pio and others are all phases of Ismael. Carpenter and Blacksmilh are type characters 

(rather than individual) who had lost desire and hope in liIe. They are the people who 

are haunted to despair. ln “Huck Finn，" however， almost every character is i:ldividual， 
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except some myth.making elements in the Grangerford family. The tragic love.story aad 

the elopements of Miss Sophia and Harney Shepherdson remind us of Romeo and J uliet， 

and the large.scale slaughter between the two feudists reminds us of the Sicilian Tragedy 

of the same type families， enemies with each other. Old man Fi山し theDuke of Bridge. 

water and the Dauphin， Looney the Seventeen， so九 ofLooney the Sixteen and Mary 

Antonette are the wonder[ ul creati0l1s which have the elements to make“Huck Finn" a 

comedy. They have“Falstaff" elements. 111“Moby Dick" we find this comedy elements 

in the three pagans， Pip， Queequeg， and the other. But the comical elements are much 

stronger 1札 “HuckFinn." 

The description of Mrs. Judith Lo[tus occupi白 onlya few pages of dialogues: but she 

is complete as a characterIzation. The vividness of the conversation scene! The scene 

where Huck began trembling upon her askil1g his real name. (What is your real name? 

Is it Bi11， or Tom， or Tom， or Bob?ー Orwhat is it? 1 reckon 1 shoolミ lil叩 alea[， and 

1 didlU know hardly 、、hatto do.) This scene almost makes me feel sure that Mark 

Twain had certainly had this sort of experie札ce

1n“Moby Dick，" Ishmael is the story.te11er who represel1ts“everybody." Ishmael might 
be Melville. The story.te11er is a grown up person， I1l1e11igent， tolerent and keen observer 

In “Huck Fi札口 " Huck， 12 year.old boy， homeless and vagabond， is the story.te11er. The 

boy from the conventional view-point is a“hard lot" and a bad boy. H uck does not 

represent aoybody. He is individual-mo問 thanIshmael. lf we try to find some identifi. 

cation， we may say Huck is an expr田sionof the American mass of people， an expr白 SlOn

of the folk mind. The folk mind in the Mid.America in the frontier period. He is a distilla. 

tion of the humble minds of humble folks. 

lf there are al1y characters we can compare both in“Moby Dick" and “Huck Finn，" we 

can compare Ahab with Old Man Finn， Queequeg with Nigger Jim. The former two are 

tragic heroes al1d representatives of Evil and the latter two Pagan， lnnocent and represen. 

tatives of Go抗1.Both Ahab and Old Man Finn are victims o[ the evils of society rather 

than they themselves are evil men. Both of them are fata11y tragic. They lost the hope 

and desire in life and there is no salvation. Both of them are desperate in persuit of 

happiness al1d [ail il1 grasping it. Both of them are crazy wilh disatisfaction， oppressed 

by the heavy pressure of so.called mechanization or capitausm of the civiuzed. Both of 

them are the excess of Ego. Ahab shows the excess of Ego in his Depravity. Old Man 

Filill as we11 as Ahab is a tremendous character， but he could contribute liute to narra. 

tive一 寸onceHlIck had escaped from him and there was nothing more. He has to be 

ki11ed-while the latter， Ahab was the hero li11 the last moment of the slory 

On the cOl1trary 10 Ahab al1d Old Man Finn， both Queequeg and Nigger Jim are 

essentia11y good.natured， innocent， naive and even noble. Both of them are superstitious， 

instinctual and unconscious self. You wi11 see in the Chapter 14，“明TasSolomon wise戸

that Jim is mo日 freefrom the conventiOl131 id白 thanHuck. Nigger Jim excells even 

Huck in fidelity and innate manuness， to emerge as the book's noblest character. Jim has 

a11 the virtues Mark Twain admired. He is kind， staunch and faithful: a brave man， a 

friend who risks his life and sacrifices his freedom for his friend. Faithful and mysterious， 

and warmly humane， Jim is a triumphant in genuine negro characterization. While Quee 

- 4ー



queg， though Melville's keen observation does not escape his defects in some degree， is 

also admired by Melville:“We mortals should not be conscious of so living or so 

striving. We should take Queequeg as model." Queequeg， indeed， acted with instinctive， 

good sense; Queequeg seemed entirely at his ease: preserving the utmost sere凶ty，content 

with his own companionship， always master of himself， and so of every situation in which 

he plays a part. When he r白 cuesa man， his erstwhile tormentor， who falls from the 

Nantucket packet into the Ocean， he makes nothing of his unselfish， heroic act merely 

asking politely for 50me water with which to take off the brine. 

“1 never seen anybody but lied one time or another." Huck Finn's life begins with 

telling a lie. He lies to Mrs. J udith Loftus， to the raftman， to the ferryOOat captain， to 

the Grangers， to the vagabonds (the King and tho duke) to everybody in whose interest 

or curiosity may lurk a threat to his private purposes. He erects round his privacy 

ramparts of protective untruth. And yet he has never told a lie not betrayed his OOsom 

friends， Tom Soyer and ]im. In Huck the shrewdness， common sense， endurance， staun-

chness as well as skepticism， darkness， fear， ignorance superst山 on，inferiority complex 

Suspicious are predomin剖ltlyexisting. Through these tendencies， however， you wiU see 

strongly in him a150 warm friendship， loyalty and courage. Inspite of miserable environ-

ment as the lowest dog in the society， inspite of the torment by hi由s

educatior凡1し， hi陪swonderfu叫1nalure i時snot twi白st也ednor di目st加ort出ed.He reveals himself inlelli-

gel川1tand r閃eali白stic. In c∞。n川tr悶as引tt回oHuck， Tom Sawye町r1阻smuch mor問ero町ma副ntic，idealist and 
lover of conventinal forms and principles. Tom Sawyelどs1. Q. might be inferior 10 

that of Huck. Tom ismore childish and lesr intelligent， though Tom h.s a heart and 

courage as well. Huclど5，however unenlightened; therefore his conscience is troubled by 

the voice of conventional idea of slavery. However， he is essentia11y intelligent， shrewd， 

generous， torelent， brave， loyal and honest in spite of his fertility in lies 

We find at the last stage that Huclミ withoutbeing taught by anyOOdy， came to the 

highest reach after a long struggle and consideration with imperatives of his upbringing 

and his decision 10 stand for decency against the moral law of slavery，“All right， then， 

1'11 go to Hell." He has chosen the way to Hell. But this was the voice from his inner 

heart 

His sensitiveness to cruelty and injustice is one of his strongest traits and it can be 

seen everywhere through the OOok “1 began to think how dreadful it was， even for 

murderers to be in such a fix. 1 says to myself there ain't no telling but 1 might come 

to be a murderer myself yet， and then how would 1 like it?" Thus Huck always 

di5plays a frontier neighOOurliness， even trying to provide a rescue for three murders dy-

ing marooned on a wrecked boat. At the same time Huck is ashamed of the baseness 

of human race “Itwas enough to make a OOdy ashamed of the human race." “We11，I 

never see anything like that old blister for clean out-and-out cheek." He is astonished 

at the lowness of the King at the episode of the vagabonds， both the Duke and the 

King， at the Wilk'sHome. When Huck heard， however， that these two vagabonds 

were arrested at la5t and tarred and feathered， he sympathetica11y said:“1 know it was 

the king and the Duke though they were all over tar and feathers， and don't look like 

nothing in the worldthat "'as humanー justlooked like a couple of monsters big sol 
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dier plumes.、>¥'ell，it made me sick to see it， and 1 was sorry for them poor pitiful 
rascals， it seemed like 1 couldn't even feel any hardness against them any more in the 

world. 1t was a dreadful thing to see. Human beings can be awful cruel to one 

another. 

His sensitivity to cruelty and injustice is a strong train in him. But the stronger one 

is his aspiration for freedom and his keen sense to the beauty of Nature and his love of 

outdoor things. This strong trait as a chiJd of Nature and his love of outdoor things 

This strong trait as a child of Nature can be seen at almost every chapter， at every 

scene. Like the hero in“The Jungle Book，" he hated to lie in bed in a house. The 

great nature is his home. Even tho Christian Spirit of the widow， the gorgeous Aristo-

cratic life in the Grangerford family， the warm， pastoral life at the Phelps plantation do 

ont appeal to him. The money， wealth， power， those have no charm to him. He 

aspires for freedom. He wants to have a direct contact with nature. The raft which 

f!oats on the Great Mississippi is his home， his paradise 

“We said there wasn't no home like a raft， after alJ. Other places do seem so cram-

ped up and smothery， but a raft don't. You feel mighty free and easy comfortable on 

a raft." 

Owing to the luck of proper education， he failed to express his senstiveness to the 

beauty of nature to such an extent as to make the other people see him from ano-

ther angle. He was always thought to be a rOllgh， ignorant bad vagabond boy. But 

Huck has a poet's eye towards the nature and he is a ble to appreciate the greatness 

and beauty as a poot is. And his attitude is always optimistic 

1n “Moby Dick，" the social evils are symbolically described. But 】n“HuckFinn，" 

you see the social evils in the concrete examples. You have the vivid picture of the 

American society， people's struggliggling life along the coast of the i¥羽田issippiRiver 

The life is primitive. The houses are tough and rough. The wooden houses and ca-

bins for the slaves. The cotton plantations. The lumber mil1s. The rafts floating on 

the River. Hogs are roaming here and there in the wilderness. Widow Douglas is an 

ardent Christian. Uncle Silas is a good-natured farmer-preacher. The religious revival 

is fantastic and fearfllJ. The mob is noisy. The Iynch is cruel and miserable. The 

epidemic desease of smal1-pox 時 terriffcand fearfuJ. The endless slaughter between 

the tWQ families. Sheburn's vigorous speech， representing the brave yankee sp山 ts!

These are the social backgrounds in “uHck Finn" is quite often smiling， though some~ 

times seriously grim. It is even humorous and makes us laugh tO t朗自 Therefore 

you may cal1 Mark Twain a humorist. But 1 would rather not cal1 him a humorist. 

His humour is something like a table-cloth which covers the blots 011 the table. 1t is 

said that his inner most desire is to write the biography of Jesus Christ. He has 

seen， as well as Melvil1e， too much misery， daseness and tragedy and misery in life and 

in human beings. He could I10t help putting a mask 011 as a sentiment toward real】ty，

the evils and injustice of the world 

Note: Herman MelviUe (1819-1891)， Mark Twain (Samuel Clemens) (1838-1910) 
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